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わが国 に おけ る コ ン ピ ュータ利 用 の定着 は著 しい もの が あ り、社 会 装置 と して

の役割 も 日々大 き くな って きて お ります 。そ の中 でお互 い の持 つ コ ン ピ ュータ を

結 合 し、 ネ ソ トヴ ーク を構 成 す る こ とに よって 、情 報 とい う貴 重 な る リソース を

共 有 しよ うとい う試 み が現 実 に行 わ れ る至 ってお り、欧 米 にお い て は既 に実 用 化

が な し遂 げ られ よ うと してお ります 。

しか しなが ら、情 報 リソ ース を有 効利 用 す る ため の コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー

ク形 成 に際 しま しては 、 そ の社 会的 効 用 ・課題 か らの検 討 が必要 で あ りま しょ う。

当 財 団 では 、49年 度 か ら 「コン ピュー タ ・システ ム評価 委 員会 」を設 け 、3

年 間 に わた って 多角 的 な視点 よ り検 討 を加 え て まい りま した。本 報告 書 は 、そ の

3年 間 の集大 成 と も云 うべ き もの で あ ります 。

コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クが現 実 の もの とな った現 在 、本報 告 書 が 、 この こ

とに関心 を もた れ る各 方面 の 方 々 の研 究 の 一助 とな り、 わ が国 の情 報 処理 の発 展

に資す る ことがで きます れ ば 、望 外 の光栄 か と存 じます 。

最 後 に 、本 研 究調 査 に ご尽 力 いただ きま した委 員 、専 門委 員 の各 位 に深 く感謝

の意 を表 す る次 第 で あ ります 。

昭 和52年3月

財団法人 日本情報処理開発協会

会 長 植 村 甲 午 郎
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ま え が き

本報 告書 は 、 コ ン ピュー タ ・シス テ ム評 価 委 員 会 が 、 こ れ ま で 引 き続 き

3ケ 年 間 にわ た り行 って きた 、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク形 成 に つ いて の調

査 研究 の最 終 報 告 書 で ある 。

顧 る と、初 年 度 の報 告 書 では 、情報 の利 用形 態 の流 れ を た ど りなが ら、 コ ン

ピュー タ ・ネ ソ トワ ーク につ いて の現 状 を客観 的 に と らえ る こ とに 、そ の 力点

がおか れ た もの で あ った し、 また 、第2年 度 にお い ては 、 よ り明確 な問題 意識

の も とに 、 コン ピュ ータ ・ネ ッ トワーク形 成 に際 しての諸 課題 を探 り、 これ へ

の接 近 に つ いて の解 答 を求 め よ うと した もの で あ った。

第3年 度 即 ち最終 年度 の本報 告 にお いて は 、積 み重 ね て きた 、 これ らの成果

をふ まえ つ ×、先進 国 た る欧米 諸 国 の実 状 を評細 に紹介 、検討 す る と と もに 、

これ に対比 して の わが 国 の現 状 と コン ピュータ形 成 の ため の 、社 会 的 、技 術 的

諸 課題 を提示 し、当委 員 会活 動 の まとめ と した。

本報 告書 は 、序 論 、第1、 第2、 第3、 第4、 第5foよ び 第6の 各車 を も っ

て構成 され てい る。

まず 、序 論 で は 、 こ の報 告書 の概 要 を述 べ る と と もに、情 報科 学 的 な観 点 か

らの コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク形成 のた め の諸 課 題 を論 じて い る。

第1章 で は 、 コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワークの分 理 にお い て先行 す る欧 米 諸 国

の事情 を、そ の政策 と形 成 にか らむ社 会 的背景 の面 か ら考 察 し、 また第2章 は 、

これに対 す るわが 国 の現 状 と、形 成 のため の諸 課 題 につ い ての論 述 で あ る。

第3章 は 、 コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワーク実現 のた めの技術 的 な 、そ して 、第

4章 は 、分散 型 デ ータ ベ ース につ いて の基本 的 な、そ れぞ れ の諸 課題 を取 り上

げ ての検討 が 、そ の内容 と なって い る。

さ らに 、第5章 は 、当委 員会 の調査 団 の行 った欧 州vatoけ る コ ン ピュー タ ・

ネ ッ トワー クの調 査 報 告 で あ り、最後 に、第6専 にお いて は 、社 会 的 、技 術 的

の両 観 点 か ら、今 後 の コン ピュー タ ・ネ ッ トワーク形 成お よび 利用 に つ い て解

/



決 を要 し、ま たは考 慮 すべ きい くつ か の問 題点 を提 示 し しめ く1・・りと した。

なお 、本報 告 書 の各 車 は 次 の委 員 お よび専 門 委員 の 分担 執 筆 に よるので あ る。
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序 論

,

この序論 は 、2編 か らな り立 って い る 。

第1編 では 、 この報告 書 の概 要 を記 述 の順 を追 って、概 説す る、 こ こに若干 の

見 解 を もあわせ記 載 してお く。

第1[編 では 、分 散 型 デ ー タベ ース に基 づ く情報 シス テ ム を論 じるた め の視点 群 、

視 軸等 をあげ、全 体 的 に い か な る視 座 が用 意 され るべ きか を論 じる。

第1編 と第 五編 とは 、相 補 的 で ある。第1編 は 、比較 的 に現 実 に生 起 しつつ あ

る事 象 を記述 し解析 す る。 これ に対 して、第ffWtは これ らの問 題 へ の接 近 の ため

に用意 され るべ き視 座 を理 論 的 に検 討 す る。現 実 と理 論 とが 、一般 に そ うで あ る

よ う,にここで も、 この2編 は筆 者 の意 図 で は相補 的 なので あ る。

この両 者 の間 の フ ィ ー ドバ ック を経 過 して ゆ くうち に、 コ ン ピュー タ評 価 の基

準 が産 み 出 さ れて くる とい うの が筆 者 の見解 で あ り、願 望 で あ る。 た だ それ は 、

あ くま で も分 散型 デ ータベ ース を もつ コン ピ ュータ ・ネ ソ トワ ーク シス テ ム に論

題 をか ぎって の ことで あ る し、そ れ に して も、 ま さに これ か ら具 体的 解決 を探求

す べ き問 題 なので あ る。

われ われ は 、3年 で到達 し、 ここに報告 で きる こ とは 、 この問 題 へ の 、 この よ

うな接 近法 の存在 の発 見 で あ った といえ よ う.。われ われの数 多 くの調 査 も検 討 も、

そ こに集 約 してい る とい え よ う。

」
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1 本 報 告 の 概 要

§1.研 究 の 前 提

本 報告 は 、 コ ン ピ ュー タ評価研 究委 員会 の第3年 度報 告 で あ り、 あわせ て そ

の最 終 報告 で あ る 。

最 終 報告 と しては 、全3カ 年 いわ ゆ る研 究調 査 を と りま とめ、整 理 す る任 務

も、 当然 あ る わけ で あ る 。 しか し各 年度 、そ れぞ れ と りま とめ て あ る。重 複 を

さ け 、本報 告 は 、第3年 度 のそ れ に徹 し、第1、 第2両 年度 とあ わせて全 体 の

報 告 とす る こと に した。

コ ン ピュー タ評価 とい うこ とにつ いて 、 この研 究委 員 会 の 立場 は す でに第1、

第2年 度 報 告 に示 して あ る よ うに 、 コン ピ ュー タの ハ ー ドウ ェア 、 ソ フ トウ ェ

ア に つい て技 術 的 な評価 論 だげ を展 開 す る こ とでは ない 、 コン ピ ュータの利用

形 態 が 、現 時点 に お い て何 を指 向 して い るか 、近 い将 来 にお い て実 現 され るべ

き方 向 を想定 す る。 その 想定 の も とに評価 の焦 点 を しぼ った もの であ る。 コン

ピ ュ ータ利 用 の将来 像 と して 、わ れ われ が想定 したの は ホ ス ト・コン ピ ュータ

を連 結 す る ところ の コン ピ ュー タ ・ネ ソトワーク の通 信路 を コ ンモ ン ・キ ャ リ

ヤ ー とす る こ と、 これ に附 随 して もろ もろの デ ータベ ースが設 置 され 、 これが

あ る限定 され た範 囲 で あれ 、 とにか く共 用 さ れ る とい う ことで あ る。

§2.報 告 の 概 要

この報 告書 は 、6つ の章 か らな ってい る 。そ の各 々に つ いて概 説 しよ う。

§2・1第1章 は 「欧 米vak・けるコン ピ ュータ ・ネ ソ トワ ーク 」で ある。 こ こで

は 、 まず1.1に お い て 、第2次 世界大戦 後 の情 報 政 策 か ら説 き起 してい る 。

米 国 、英 国 、 フ ランス 、 ドイソの各 国 を比 較 してみ る と、各 国 それ ぞ れ の国

情 に依 存 し、指 向 す る重点 に微妙 な相違 が あ るの に気付 くの で ある 。1.1で

は これ らをか な り立 入 って検 討 す る 。 この こ とは 一 つ には 、わ が国 も情 報 政

策 確立 の た め 、組 織 的 な努 力 を集 結 させ る必 要 が あ り、そ の際 、各 国 との対
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比 が当然 参 考 に な るか らで ある。EURONETと い うEC諸 国 の共 同 計 画

に つい て の最近 の動 きに は注 目 しなげれ ば な らな いの で特 に詳 しく述 べ た 。

1、2に お い ては 、視 点 をかえ て 「コ ミ ュニ ケ ーシ ・ン ・ネ ソ トワー クの形

成 」とい う観点 か ら、欧 米 に おけ る発 展経 過 をた どる。 この とき 、ネ ッ トワ

ークの各 節 点(ノ ー ド)に お かれ るべ き情 報 の 蓄 積及 びそ れへ の ア ク セス が

問 題 に な って くる。 か くして ファ イルの形 成 との関連 に おい て これ が論 ぜ ら

れ る こ とに な る 。

■3に お い ては 、 「付 加価値 通 信網VAN」 すkわ ち 「通 信 業者 か ら回線

を借 りて 、通 信 回線 そ の もの を上 ま わる価 値 を持 つ新 しい通 信 サ ー ビス を提

供 す る ネ ッ トワ ーク 」に つい て詳 しく論 ず る 。VANは 従来 の通信 サ ー ビス

と情 報処 理 サ ー ビス の 中間 に位置 し、近 年 そ の動 きが特 に米 国 にお い て め ざ

ま しい 。

§2・2第2章 、ここでは場 面 をわが国 に移 し、第1章 で欧州 諸 国 の発展 ・動 向 を

眺 め た眼 を以 って 、 「わ が国 にお け る コン ピ ュ ータ ・ネ ッ トワークの形 成 」

につ い て論 じて い る 。2.1は その動 機 につ い ての記述 で ある 。

貴 重 な資源 と しての情 報 へ の認識 は 、資 源 小 国 といわ れ るわ が国 にお い て

は 、特 に重要 で ある。知 識 と情 報 、教 育 と研 究 とい う概 念 対 につ い て、 わ が

国 では と くに 深刻 広範 な論議 が要請 され なけ れ ば な らない 。

情 報 資 源 とい う概念 もあ らた めて 明確 に規 定 され なけ れ ば な らな い 。国 の

セ キ ュ リテ ィとい うこ とも、立 入 って分析 しなけ れば な らな い。情 報 の セ キ

ュ リテ ィ、技 術 の セ キ ュ リテ ィ、産 業 の セ キ ュ リテ ィ とい う風に分 類 し、そ

の各 々の 意義 を明 らか に し、 かつ 、そ れ ら相 互 間 の関 連 を追 求 しな けれ ば な

らな い。 しか もこの こ とは 、情 報 の 生産 、処 理 、流通 、利 用 の全 面 に わ た り、

綜 合 的 な任務 規 定 を通 じて なされ なけ れば な らな い。

コン ピ ュータ ・ネ ッ トワ ークの型 式 に、 ス タ ー型 と分 散 型 とが あ る。そ の

何 れ が、 いか な る点 か らみ て有利 で あ り、 どの点 が不 利 で あ る とい う よ うな

比 較 を行 う際 に も、 この セ キ ュ リテ ィの観点 が大 切 で ある 。
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2.2は 「コン ピ ュー タ ・ネ ットワーク形 成 の ス テ ップ 」で ある。2.2.1で

は 「持 た ざる国 日本 の選 択 」と題 して 、情 報 資源 の有用 性 を改 め て強 調 し、

特 に産 業構造 的 視点 か ら、情 報 資源 が社会 発展 の原動 力 とな るべ きこ と を指

摘 して い る。

2.2.2は 「わ が国vafoけ る コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ーク形 成 の現状 分析 」

で ある。 この た め に 、 こ こで ネ ッ トワー クを情 報 利 用形 態 か らみ て 、2つ に

分類 す る。一 つ は トランザ ク シ ョン志 向型 で あ り、 これ は情 報 を フ ロー と し

て利 用 す る形 態 で あ り}計 算機 の もつオペ レーショナル な機 能 を重視 す る もの

で、業務 の機 械 化 にみ られ る6他 の も う一つ は 、情 報 の ス トック と して の機

能 を利 用 す る もの、 つ ま り情 報 を集積 して お き、そ れ の資 源 と して の効 用 を

利 用 しよ う とす る もの で あ る 。

さて、 わが国 の コ ン ピュー タ ・ネ ソ トワ ークは 、現 金 自動 支 払 シス テ ム を

は じめ、前者 、即 ち トラン ザ ク シ ョン志 向型 が多 く、 む しろ世界 に さ きがけ

て い る。 これ に反 して 、後 者即 ち リソ ース志 向型 ネ ソ トワークは 、 そ の歩 み

が おそ く、 ヨー ロ ソバ の コン ピ ュー タ ・ネ ソ トワーク が 、当初 か ら情 報 資 源

の共有 を意 図 して きた の とは大 き く異 な ってい る 。

また 、 トランザ ク シ ョン型 で は 、そ の形 成動機 が ある特 定 組織 内 の業務 処

理 の効 率 化 が、 本来 の 目標 で あ り、 そ の組織 が企 業体 で あれば 、利 潤 追 及 が

本質 で あ る。 これ に対 して 、 リソース型 では情 報 の多面 的利 用 、 正 確 にい

えぱ 多主体 的 な利 用 は 、単 一主 体 と しての 企業 の効用 とは 、違 った方 向 をめ

ざす の で ある 。た しか に トラ ンザ ク シ ョン型 ネ ッ トワ ークの発達 、定着 は 、

技 術的 には リソ ース型 ネ ソ トワ ークへ の道 を き り拓 くこと を用 意 す る面 が あ

る し、技 術開発 の ポ テ ン シァ ル を高 め る もの で あ る こ とは 当然 で ある が 、 し

か し思 想上 の飛 躍 が必要 で あ る ことは見逃 しては な らない 。 それ は 、 リソー

ス共 有(Resourcesharing)の 思 想 の確 立 で ある 。

そ して、 フ ロー志 向型 の ネ ソ トワ ーク形 成 のス テ ップ と しては 、まず 、 フ

ァ イル を中心 と した供 給 志 向 型 ネ ッ トワ ークが形 成 され 、 次 の段 階 と して、
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ユ ーザ ーを中心 と した需要 志 向 型 、即 ち分散型 の ネ ッ トワーク が構 成 さ れ る

こ とを指摘 してい る 。

2.3は 「わ が国 内外 を と りま く情 勢 」で ある 。まず第1にMARK皿,

TYMNETと い った外 資 系 ネ ッ トワ ークの動 向 を将来 の予想 も含 め て述 べ

て い る。 それ は単 に コ ン ピ ュー タ ・パ ワ ーの提供 だけ で な く、情報 リソ ース

提 供 のた めの流通 網 と して恐 る べ き機 能 を発 揮 し うる可 能 性 を も ってい る こ

とを注意 して い る 。

次 い で、 わが国 にお け る コン ピ ュータ ・ネ ッ トワーク の実例 を紹 介 してい

る。 まず トランザ ク シ ・ン型 の もの と しては① 旭化 成 のACT、 ② 現金 自動

支 払 デ ータ通信 シス テ ム、③ 三洋 電機 の販 売流通 シス テム、④ 近 畿 日本 ツ ー

リス トの旅 行 サ ー ビス(宿 泊 ・交 通 サ ービス)の シス テム を紹介 して い る 。

ま た リソ ース志 向 型 の ネ ッ トワーク と して は、 い まだ数 は少 ない が 、官 庁 の

オ ン ラ イン シス テ ム 、 日本経 済 新聞 社 のNEEDS、 市 況 情 報 セ ン タ ーの株

価 情 報 オ ン ラ インサ ー ビスQUICK、 日本科 学情 報 セ ンタ ーの情 報 検 索 サ

ー ビスJOISな どを挙 げ て い る 。

2.4で は 「今後 の コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ーク形成 の 方向 」と題 して 、今

後 のわ が国 に おけ る ネ ソトワークの展 開 を予想 してい る 。2.4.1で は特 に リ

ソ ース志向 型 コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クへ の展 開 と して 、(D利 用 の技 術 面
`

か らみ ること、(ii)リソース共 有 の社 会 的課 題 を解 明 す る こ と、 この2つ が こ こ

で論 究 され なけれ ば な らな い。

まず前 者(Dに つ い て で あ るが 、 これは 情報 資 源 の有用 性 を低 レベ ルか ら漸

次 積 み上 げ て ゆ くこ とに よって な され る 。 これ を

a)情 報利 用形 態 の変 遷

b)計 算機 利 用 の変 遷

の二 つ の面 か ら と らえ る こ と もで きる。

a)に おい て は、次 の4つ の段 階 が あげ られ る。

a1)情 報 の組織 化 、a2)フ ァ イルの構 成 とその多 目的 利 用 、a3)情 報 提
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供 サ ー ビ ス の 実 現 、a4)リ ソ ー ス 志 向 型 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 の4段 階

b)に お い て は 、 次 の4つ の 段 階 が あ け られ る
。

bl)フ ロ ー指 向 型 の 情 報 処 理 、b2)リ ソ ー ス の 形 成 、b3)ス タ ー型 ネ ソ

ト ワ ー ク に よ る デ 一一タ ・バ ン ク サ ー ビ ス 、b4)分 散 型 コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ

ッ ト ワ ー ク

の4段 階 と し て い る 。 そ し て 、 各aの は そ れ ぞ れbの(i=1 、2、3、4)

に 対 応 す る と し て い る 。 こ の 段 階 論 に よ っ て 、 内 外 に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・

ネ ッ ト ワ ー ク の 発 達 経 過 な い し現 状 を 位 置 づ け る 。 さ ら に2.4.2で は 「政 府

省 庁 に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ソ ト ワ ー ク へ の 志 向 」と し て 利 用 技 術 研 究 会

の リ ソ ー ス シ ェア リ ン グ シ ス テ ム を 紹 介 し、 そ の 将 来 展 望 を明 らか に して い る。

さ て 後 者(ii)す な わ ち コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク 形 成 の 社 会 的 課 題 に 論 及

し た の は2.5で あ る 。

こ れ を 、3つ の 側 面(a)、(b)、(c)か ら把 え て い る 。

(a)第1は 、 第1ス テ ッ プ と し て の ス タ ー 型 ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 で あ る 。 こ

れ を 情 報 の 創 造 と い う観 点 か らみ て み る こ と が で き る 。 た だ し、 こ こ で い

うス タ ー 型 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 実 は 特 に 、 単 一 リ ソ ー ス の 供 給 ネ ッ ト ワ ー ク

で あ り 、 デ ー タ ベ ー ス は 中 央 計 算 機 に 形 成 さ れ 、 情 報 タ イ プ は 同 一 の も の

で あ る 。 そ の よ う な も の は 、 事 務 処 理 の 合 理 化 、 機 械 化 の 線 か ら 進 み 、 情
o

報処 理 の高 度 化 と して 、官公 庁 、企 業等 に おい てす でに み られ てい る 。 と

ころ が、 これ らの単 一 リソース のス タ 「型 ネ ッ トワ ークが 、ス トック型 ネ

ソ トワ ークへ まで拡 充 してゆ くの には 、 どん な方法 手段 が現実 に存 在 す る

か、 こ こで考 え られ る こ とは 、国 家 的 な プ ロジ ェク トを設 定 し、魑例 え ば エ

ネ ル ギ ー、海 洋 資源 、医療 な ど技 術 開発 の推進 と と もに、総 合 的 な関連情

報 の収 集 、情 報 サ ー ビス の体制 を確 立 す る ことで あ る 。

つ ま り、 ナ シ ョナル ・プ ロジ ェク トに よ って 創造 され る情 報 を 、 マ シ ン

リーダ ブル の形 で 蓄 積 し、 リロケ ータ ブル な形 にす る ことに より、 高度 的

活 用 へ の志 向 を生 む方 向 が現 実 には 可能 な方 向 の一 つ で ある 。
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{b}第2は ス トック型 ネ ッ トワ ークの形成 を可能 にす る社 会 的 コ ンセ ンサ ス

の形 成 で あ る。 これ は 、結 局 は情 報 資源 の共 有化 とい う理 念 の確 立 につ な

が る。情 報 が社会 的 財 で あ る こ とは 、当然 共 有 化 され るた めの 十分条 件 で
吟

あ る。 しか し、必 要 条 件 で は ない 。社会 に帰 属 す べ き情 報 とい えぱ 、公 共

部 門 に おい てみ られ る し、その有 効 な利 用 は社 会 全 体 の効 用 を高 め る。 し

た が って、公共 部 門 の研究 ・開発 、調査 統 計 を通 じ、或 は 日常 業務 を通 じ

て 、生 産 され る情 報 に対 して、 これ を社 会的 財 と して認識 す べ しとい う議

論 は あ り得 るの で あ る 。 しか しな が ら、 それ が無 条件 的 につ ま・り包括 的 に

社 会 的財 で あ るか ら、何 の制 限条 件 な しに 、万 人 に利 用 可能 で あ るべ きだ

とい うの は 、飛 躍 で あ り、現代 社 会 では 、通 用 しな い思 想 で ある 。情 報 資

源 の共 有 化 は 、まず第1に 、情 報 資源 が社会 に帰 属 す べ しとい う主 張 を し

てい るの では ない 、第2に 、何人 も無 制 限 、平 等 に これ を利 用 で きるべ き

だ とい うこ とを主 張 してい るの では ない 。帰 属 と利用 とは 、別 個 の問 題 で

ある。利 用 範 囲 につ い て も、必 ず しも平等 で ある こ とを主 張 しない 。

(c)第3は 、 「情 報 の組 織 化 」と これ に実 現 して ゆ く際 に お こる諸課 題 へ の

接 近 方法 で あ る。

こ こで い う情報 の 組織 化 とは 、次 の三 つ の面 をも ってい る 。

(i)情 報 資料 の組織 化

(ii)情 報 流通 の組織 化

⑩ 情 報 利 用 の組 織 化

コン ピ ュータ ・ネ ッ トワーク の構 築 は(ω及 び㈹ で い う組 織 化 の一 つの 具

体 化 で あ る とい うべ きで ある 。 しか し、 この ため には 、(」)から出発 して と

りかか らなけれ ば な らな い。

(i)情 報 資 料 の組 織 化 にお い ては 、そ こに三 つ のス テ ソプが あ る(α)デー タ

構造 の 明確化 、ψ)デ ー タベ ース の構 築 、(γ)データ ・バ ンクの設 立 が そ れ

で あ る。

(ii)情 報 流通 の組 織 化 は 、計算 磯 間通 信 を可能 にす るデ ーー一夕re信 路 の 形 成 、
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汎 用 プ ロ ト コ ル の 制 定 、 端 末 機 の 開 発 、OSの 改 善 と い う技 術 的 な 課 題

へ つ な が る 。 こ れ ら技 術 的 課 題 の 解 決 は 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク

形 成 の 必 要 条 件 で あ る 。

§2.3第3章 の 「コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク実 現 の た め の 技 術 的 諸 問 題 」 で は

(1)ネ ッ ト ワ ー ク ・ア ー キ テ ク チ ャ ー 、(2)ハ ー ド ウ ェ ア 、(3)ソ フ ト ウ ェ ア の 三

方 面 に わ た り 、 そ れ ぞ れ の 動 向 及 び 問 題 点 を 述 べ て い る 。

ま ず(1)に つ い て は 、(Dネ ッ ト ワ ー ク ・ ア ー キ テ ク チ ャ ー 出 現 の 背 景 か ら検

討 す る 。(a)デ ー タ 通 信 シ ス テ ム の 現 状 を み る と 、 企 業 内 オ ン ラ イ ン シ ス テ ム 、

複 数 企 業 間 の 共 同 シ ス テ ム 、 不 特 定 多 数 の 顧 客 の た め の タ イ ム ・ シ ェ ア リ ン

グ ・シ ス テ ム な ど 多 岐 に わ た る こ と 、 し か も(b)そ れ ら が 業 務 内 容 に よ っ て 何

種 類 か の 異 な る 端 末 装 置 が あ る こ と 、(c)そ の 装 置 毎 に そ れ ぞ れ 異 っ た 通 信 回

線 、 接 続 方 式 、 ソ フ ト ウ ェ ア を 使 用 し て い る こ と 、(d)シ ス テ ム の 改 善 、 拡 張

を 困 難 或 は 不 経 済 に し て い る こ と に 注 目 し な け れ ば な ら な い 。 さ ら に{e)デ ー

タ 通 信 シ ス テ ム の 高 度 化 、 巨 大 化 に よ っ て 機 能 の 処 理 限 界 の 打 破 が 要 請 さ れ

て い る こ と 、 倒 危 険 分 散 が 要 請 さ れ て い る こ と と相 ま っ て 、 こ こ に シ ス テ ム

設 計 の 思 想 の 転 換 が 要 請 さ れ る の で あ る 。

こ れ ら の 事 情 な い し要 請 に 対 し て 、 採 ら れ た 技 術 的 応 答 と し て 、(iDIBM

のSNA(SyetemNetworkArchitecture)(1974)及 び 、 こ れ

に 刺 戟 さ れ た と み ら れ るOii)ネ ッ ト ワ ー ル ・ア ー キ テ ク チ ャ ー を め ぐ る 各 社 の

動 向 が こ こ に 紹 介 さ れ て い る 。

(i)DCA(DistributedCommunicationsArchitecture)

UNIVAC

(のDNS(DecentralizedDataProcessingNetworkSystem)…

Burroughs

Oii)DNA(DigitalNetworkArchitecture)DEC

⑩FNA(FujitsuNetworkArchitecture)富 士 通

(V)ANSA(AdvancedNetworkSystemArchitecture)… … 東 芝
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⑩

Mり

MNA(MultishareNetworkArchitecture) 三菱

DINA(DistributedInformationPtocessingNetwork

Ar'chitecture) 日電

これ ら(ji)、⑩ 何 れ も上記 の 問題 点 の 解 消 、今 後実 現 すべ き分散 型 シス テム

へ の志 向 とい う観点 では 一致 してい る 。た だ コ ン ピュータ間 の 結合 に重 点 を

お くもの 、機 能 分散 に重点 を お くもの 、 回線網 との インタ ー フ ェ イス に重 点

をお くもの等 、重点 のお き方 に相 違 が あ る。例 え ば ホス トコ ン ピ ュー タ及 び

端末 サ イ ドの付 加価 値 の増 大 をは か り、 回線 料金 負担 の軽 減 を配 慮 して い る

の がIBMのSNAで あ る。 これ に対 して、例 え ば ユニバ ソク、 東芝 、 日電

では 、CCITT勧 告(×25)を ふ ま え 、通 信 回線 の高 度 化 を意 識 して い

る。以 上 の事 情 は 、⑩ 「ネ ソ トワ ーク ・ア ーキテ クチ ャーの問題 点 と今 後 の

動 向 」に示 して あ る よ うに、 基 本 的 に は 、 複 数個 の コ ン ピュ ータ を有 機 的

に結 合 す る コン ピ ュー タ ・ネ ソ トワ ーク 、 リソ ース共用 の コ ン ピ ュー タ ・ユ

ーテ ィ リテ ィの実現 をめ ざす べ きで あ るが 、その実 現 の た め の大 きな課 題 群

と して総 括 され る 。す なわ ち第1に いわ ゆる情 報処 理産 業 と通信 産 業 との接

点 に関連 す る問 題 で あ る。第2に 国 際 的標 準化 の問題 で あ る 。

(V)は プ ロ トコル で あ り、 これ は① リン ク レベル 、② ネ ッ トワーク レベ ル 、

③ エ ン ドーエ ン ド、④ ユ ーザ ー レベ ルの 四 レベル で解説 さ れ て い る 。

(2)ハ ー ドウェアに つ いて は 、 これ を(D中 間処 理装 置 、㈲ インテ リジ ェン ト

端末 、⑩ インテ リジ ェン ト通 信 網 に わけ て説 明 してい る。

(D中 間 処理 装 置 は 、分類 して前 置 処理 装 置(FEP)、 遠 隔処 理 装 置(RP)、

デ ー タ集 配信 装 置(RDC)、 メ ッセ ー ジ変換 装置(MSW)、 イン タ ーフ

ェース プ ロセ ッサ(IFP)が あ る。

FEPは 、 セ ン タの もつ べ き通 信 制御 プ ロセ ンサ(CCP)の 機 能 の大部

分 をひ き うけ 、CPUの 負 荷 を軽 減 し、 セ ンタのダ ウンの と きで も、中継 サ

ー ビス を継続 す る機 能 を もつ 、IBM3705、C-Syster(Collens

社)、DATANET355(HIS)、 国 内 ではMシ リーズ 、ACOSシ
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リーズは この方 向 を とって い る。 これ に対 して、FEP以 外 の 中間処 理 装置

は 、主 と して回線 の効率 的 使用 をめ ざす もの で あ るが 、 ネ ッ トワーク ・ア ー

キテ クチ ャーとの整 合性 、 モ ジ ュ ー ル化 、 信頼 性 、 コス ト/パ ー フ ォマ ン

ス に重 点 をお く開発 が望 まれ る。

ω)イ ンテ リジ ェ ン ト端 末 は続 々登場 して い るが 、 中間処 理装 置 との分 界 が

特 に今 後 の 問題 とな るで あろ う。

(iiDインテ リジ ェン ト通 信網 に至 っ て、公 衆 パ ケ ッ ト交 換 網 と して有 名 なA

ARPA(ア メ リカ)、DATAPAC(カ ナダ)、EPSS(イ ギ リス)

CYCLADES(フ ラ ンス)、TRASPAC(フ ランス)が 登場 して く

る。 こ こに国 際接続 や標 準 化 をめ ざすX25勧 告 がCCITTに よって なさ

れ て い る こ とに注 意 しよう。 これ らの汎 用網 が、 ユ ーザ ー個別機 能 や端末 手

順 サ ポ ー トに対 して、 ど こまで対応 で きるか は 、今後 に残 され て課題 とされ

て い る。

(3)ソ フ トウ ェア につ い ては 、(i)ネ ッ トワー ク ・オペ レーテ ィング ・シス テ

ム(NOS)と(の ネ ソトワ ーク管理 シス テ ム とが ある。

§2.4第4章 「コン ピュータ ・ネ ッ トワークと分 散型 デ ー タベース」は、数 多 くの

デ ー タベ ース が それぞ れ の ノ ー ドに い くつ か が分 散配 置 され た コン ピ ュー タ

ネ ッ トワーク環 境 を技 術 的 な観 点 か ら取 扱 う。 これは 、今 まで述 べ る こ とか

ら明 らか な よ うに、 ま さ に、 コ ン ピ ュータ評価 の対 象 と して、中 心的 な課題

に な ってい る。

そ もそ も、 コ ン ピ ュー タ を と りま く技 術 の 発達 は 、 オペ レーテ ィング ・シ

ス テ ムに おけ る デ ータ管理 技 術 の発 展 、直接 ア クセス可 能 な大 容量 記 憶装 置

の 出現 を伴 い 、大 容量 のデ ータ を迅 速 か つ 多 目的 に利 用 す る大 型情 報 シス テ

ム の出現 へ 導 いた が、 この環境 の も とでデ ー タベ ース操 作 の技 術 も進 歩 した

の で あ る。 デ ー タベ ース的 ア プ ローチ とい わ れ る もの は 、 デ ータベ ース を作

成 す る組 織 体 とデ ー タベ ース を利 用 す る組 織 体 とが独立 の立 場 を保 ちな が ら

情 報 シス テ ム を設 計 して ゆ くところ に 、一 つ の大 きな 目標が あったわけである。
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さ て、上述 の分 散型 デ ータベ ース を もつ コ ン ピ ュータ ・ネ ッ トワ ークの環

境 の もとでは 、応 用 プ ログ ラムか らのデ ー タの独 立 とい うこ とは 、分 散 型 デ

ータベ ース の と きには特 に重 要 な要請 で あ る
。 この意 味 か ら関係 形 式 デ ー タ

ベ ース ・シス テ ム とかANSI/SPARCの 見 解 とか が大 切 に なる 。後者

は 、概 念 モデ ル 、内部 モ デル 、外 部 モ デル の3つ の モデ ル を設 定 し、 これ を

記 述 す るた め に概 念 ス キ ーマ、内 部 ス キ ーマ、外 部 ス キ ーマ の3つ の ス キ ー

マ(デ ィス ク リプタ)を 提 唱 し、そ れぞ れ別 個 に考 へ 、 そ の イン タ ーフ ェー

ス を と って ゆ くこ とに よ リデ 一夕の独立 をは か る とい うの で あ る。

多 目的 利 用 の デ ータベ ースの設 計 は高 レベル言 語 、意 味 を考慮 してデ ー タ

操 作 が要 請 され る。不 定型情 報(文 章 情 報 、 化 学 構 造 式)な どの取扱 い も

必 要 に な る。

今後 解 決 す べ き問題 と して、次 の(IS、(2。)が 挙 げ られ る 。

(1。)デ ータ ベ ース操 作 言語 に互 換 性 の ない 現状 を ど う解決 す る か、例 えば

(D高 水 準 デ ー タベ ース操作 言語 、(ii)クリア リング機 能 の設 定 、⑩放 送 方

式 の採 用等 が考慮 さ れ る。

(2。)デ ータ ベ ースの配 置 を ど う考 え るか、 デ ータベ ース の コ ピ ーを何 個 ど

こに お くか 、保 守 の体 制 を ど うす る か。

さ らに 注 目す べ きこ とは ホ ス ト計算 機 の機能 とデ ー タベ ー ス操 作 の た

め の機 能 を独立 させ る とい う考 え方 で 、後 者 のた め にデ ータベ ース マ シ

ンの研 究 が進 め られ て いる。

4.2は 「デ ータ ベ ース の変 換 」を、記憶 構 造 レベ ル(レ ベ ル ー1)、 デ ー

タ ベ ース ・シス テ ム を経 由す る変換 の レベ ル(レ ベル ー2)、 及 び汎 用 デ ー

タ定 義言 語 を利 用 す る汎用 デ ータ構 造 レベ ル(レ ベル ー3)わ た って述 べ て

い る。

4.3「 分 散 型 デ ータ ベ ース のモ デ ル 」は 、第4章 の核 心 に な って い る 。 こ

れ は技 術 的 に も、最 も重要 な課 題 をふ くみ、 その 多 くは 、 試行 の状 態 な い し

は未 着 手 の状 態 で ある 。た だ分散 型 デ ー タベ ース を もつ コ ン ピュー タ ・ネ ッ
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トワ ーク の建設 が各 国 で 日程 にのぼ っ てい る今 日、今 や 世界各 国 の コ ン ピュ

ータ技 術及 び通 信 技 術 が鋭 意 解決 に 力 を入 れ て いる。4.3の 内容 につ いて は 、

読者の精読 にま ち、紹 介 ない し論 評 はさ け る こ.とにす る。

か くして 、4.4「 情 報 の組 織 化 と情 報 の流通 」にお い て、総 括 的 な見解 が

展 開 され る。情 報 の組 織化 の問 題 は 、 デ ー タベ ース の作 成 で あ り、情報 の 流

通 は 、 デ ー タベ ース を デ ー タ操 作 シス テム 、 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワ ーク を

介 して共用 す る問題 で あ る。 これが第4章 で設 定 した情 報 環 境 なの で あ る 。

フ ラ ンス にお け るBNITS及 びCYCLADES計 画 、 ドイソに おけ る

IVD計 画及 びそ のGMDに おけ る ネ ッ トワ ーク計 画は 、明確 に、 この情 報

環 境 の もとに 、上述 の二つの問題の接合 を意図 して、研究 ・開発 をすすめている。

4.5以 下 にお い ては 、 この よ うな問題 意 識 の も とに 、接 近手 段 の い くつ か

を提 唱 して い る。

その1つ が4.5「 ク リア リング機 構 」す なわ ち 、利 用 者 の必要 とす る情 報

の内容 その もの で な く、そ の所 在及 び そ れへ の ア クセス方 法 に関す る情 報 を

提供 す る機 構 を、 い ろ い ろの場 面 にわ け て 論 じてい る。

次 に 、多種 類 の デ ー タベ ース の総合 的利 用 に は 、不 可欠 な これ らデ ータベ

ース を有 機 的 に結 合 す る技 術 、す な わ ち 「デ ー タ リン ケ ージ技 術 」につ い て

4.6で 論 及 す る。文 献 に関 す る二次情 報 を例 に と って この 技 術 へ の要望 を解

説 してい る。 い うま で もな く ここで は 「形式 的 リンケ ー ジ 」と して論 理構 造

に 関す る もの 、 「意 味 的 リンケ ージ 」と して意 味表 現 に関す る もの が あ る 。

4.6.2で は 「デ ータベ ース とプ ログ ラムの リンク 」につ い て、 モ デ ル論 的

に解説 して ある 。

§2.5第5章 は本年度欧 州vak・ げ る コン ピ ュータ ・ネ ッ トワーク形 式 の現 状 を

調 査 す べ く欧 州 に派遣 した調 査 団 の報 告 をお こな って い る 。

§2.6第6章 は、以 上 をま とめて、今後 の 問題 点 を指摘 し、そ の解 決 へ 向 って

の示唆 にふ れ て い る。 こ こでは 、 それ につ い て概 説 をの べ る必要 は あ る まい 。

読 者 の御 精 読 を まち た い と思 う。
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ll 分 散 型 デ ー タ ベ ー ス に 基 く

情 報 シ ス テ ム の た め の 視 座

§1.ま え が き

分散 型 デ ータベ ース を各 ノー ドに配 置 した コン ピ ュータ ・ネ ッ トワ ーク の情

報 シス テ ムは 、時代 の要請 で あ り、各 国 と もその方 向 へ進 ん でい る。 コ ン ピュ

ータ評価 の 現代 的課 題 は 、 この よ うな情報 シス テ ムに関連 して検 討 さ れ な け れ

ば な らない 。

さ て 、 この検討 に あた って 、 どん な評価 基準 が あ るか 、 さ らに それ が いか に

して計 量 化 され 、或 は指標 化 され るか 、 これ らは ま さに これ か らの問 題 で あ る 。

これ に つ い て近 い将 来 多 くの論説 や試 論 が行 われ 、試算 もな され るで あ ろ う。

しか しすべ て数 量 化 の以 前 に 、質 的 な考 察 、構 造 的 な分析 が な され なけ れ ば な

らな いの は 一般 的 な原則 で あ る。 この ため 、筆者 らは問題 を標 題 の如 く、 一般

化 し、 これ を検 討 す るた め の視座 を構 成 しよ うとす る。 この視 座 は 、要 す るに

もろ もろの 視点 か らの考察 軸 を設 定 し、そ の積空 間 におい て視 座 を構 成 し よ う

とい うの で あ る。

§2.基 本 概 念

こ こで は準備 と してい くつか の基 本 概念 を明確 に してお く

(1。)デ ー タ(data)

デ ータ の内容 は 、情 報 で ある が、単 な る情報 と区別 され る要 点 は、 そ れ が

シス テム構 成要 素 と しての基 本 条 件 で ある(i)切 断 性 、(ji)自己保 存 性 を もつ こ

とに あ る。情 報 表 現 媒体 を利 用 す る とき、(i)、(jj)の条件 か ら、 これ を ある容

器 に入 れ る こ とが で きる よ うに な る。 さ らに容器 に入 れ て運搬 配 列 が可 能 に

な る。そ の た めに は名 前 な リ インデ ソクス がつ け られ る。 デ ー タの集 合 が あ
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る と き、そ れ らの デ ータ が同一種 類 の容器 に格 納 され 、配列 され 、貯蔵 され 、

か つそ れぞ れ名前 列 インデ ックス が存 在 す る な らば 、検 索可能 に な って い る 。

この と き各 デ ー タは デ ー タベ ース を構 成 す る構 成員 に な ってい る。

(プ)情 報 の生 産 、流 通 及 び利 用

情 報 の生 産 とは 、研 究 ・調査 ・実験 ・試 験 な どの積 極的 な情 報 獲得 活 動 に

よっ て情 報 が得 られ る場面 をい うだけ で な く、社 会 的 な活動 の記 録 の なか か

ら発生 す る情 報 の蒐集 ・獲得 を も併 せ て意 味 す る。

情 報 の流 通 に は 、 い うま で もな く多 くの媒 体 が あ る 。'データの場 合 には そ

の 流通 方 式 と して、 デ ー タ通信 回 線網 とい う手 段 が ある が、 しか しこれ に限

った わ け では ない 。わ れ われ は 、通 信 網 とい うとき、物 品輸 送 の 方法 も、情

報 の伝 達 方 式 の 一つ とみ る 。

情 報 の利 用 に関 して も、 同様 に 一般 的 に解釈 す るこ とにす る。情 報 の種類

が 、科学 技 術 、産業 、経済 、社会 、行政 、 医療 、教 育 、 等 々にわ た る よ うに

利用 者 層 も、研 究者 、調査 マ ン、企 画 マ ン、経営 者 等 多数 で あ り、そ のほ か

に 、 一般 の社 会 人 もふ くまれ る。

§5.情 報 処 理 装 置

い ま 考 察 の 対 象 に して い る の は 、 分 散 型 デ ー タ ベ ー ス を も つ 情 報 シ ス テ ム で

あ る 。 情 報 シ ス テ ム は 、 一 般 に 次 の3つ のWaresか ら構 成 さ れ て い る
。 そ の

意 味 で 情 報 装 置 で あ る 、 こ の 観 点 か ら の 考 察 と 評 価 と が 、 分 散 型 デ ー タ ベ ー ス

を も つ 情 報 シ ス テ ム に 対 し て 、 適 用 さ れ ね ば な ら な い 。 さ て3つ のWaresと は

a)ブ レ ー ン ウ ェ ア(brainware)

b)ハ ー ド ウ ェ ア(hardware)

c)ソ フ トウ ェ ア(software)

を い う の で あ る 。

a)と し て は 、 デ ー タ ベ ー ス 、 個 別 フ ァ イル が あ る 。

θ と し て は 、 コ ン ピ ュ ー タ 利 用 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 場 面 で は 、 中 間 処 理 装
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置 、知能 端 末 、 知能 通 信網 が登場 して くる。 そ の な かには 、前 置処 理 装 置

(FEP)、 遠 隔処 理 装置(RP)、 デ ータ集 配 信 装 置(RDC)、 メ ッセ ー

ジ交 換 装置(MSW)、 インタ ーフ ェース プ ロセ ッサ(IFP)等 が あ る。 ノ

ー ドに は 、 中央処 理 装置 が あ り、記憶 装 置 には デ ー タベ ース 、研究 フ ァ イル 、

私用 フ ァ イルが あ るのは い うまで もない 。

知 能 通 信網 の概 念 はい さ さか未来 指 向 的 な表 現 で あるが 、 回線 ス ウチ ン グ方

式 パ ケ ソ ト ・ス ウチ ング方式 はす で に実 現 して い る 。将来 高 度 の 附加 価値 を有

す る通 信処 理 を も、 ここで はふ くめ て いる の で あ る。

c)と しては 、 ネ ッ トワ ーク ・オペ レー テ ィング シス テ ム(NetworkOper-

atingSystem)と 複雑 な シス テ ムの運 営 ・管理 を統括 す る機 能 と して ネ ッ

トワーク操 作 サ ポ ー トシス テ ム(NOSP)が 課題 に なる 。

しか し、 よ り本格 的 な課題 が生 じるの は、a)に 関 して、分散 型 の配置 が前 提

され る と きで あ る。 つ ま リコン ピュー タ ・ネ ソ トワ ーク と分 散 型 デ ー タベ ース

との 相互 依 存 関係 が 、焦点 課題 群 に な る。 か くして現在 提起 され て い る課題 に

は、 デ ー タベ ース の変換 、分散 型 デ ー タベ ース の モ デルの構 築 が あ る。 さ らに 、

情 報 資料 の組織 化 と情 報 流通 利 用 の組 織 化 との両 面 が相 関連 し、 こ こに ク リア

リング機 構 、 デ ー タ ・リンケ ージの 方式 等 の課 題 が うまれ る。d)ネ ッ トワ ーク

ア ーキ テク チ ャーが 、 これ らの課題 をふ くめ て構 想 され なけれ ば な らない 。

§4.情 報学 的 観 点

分 散 型 デ ータ ベ ース を もつ情 報 シス テム は、情 報 処理 装 置 と して 、考察 さ れ

るべ き.aと は §3.va述 べ た が、 それ だけ では われ わ れの視 座構 成 には 十分 で な

い 。 その情 報 学 的 な観 点 に お いて、 究 明す る こ とが必要 で あ る。〔1〕～〔5〕ま で の

5つ の 視軸 を次 に述 べ よ う。

〔1〕情 報 処 理過 程(P)、 これは 次の7つ の部 分処 理 過 程 か らな る。

(P,)入 力情 報 処理 プ ロセス

(P21)予 備 的 な情 報 処理 プ ロセス
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(P22)

(P31)

(P32)

(P4)

(P5)

情 報 構造 化 プ ロセ ス

情 報貯 蔵 プ ロセ ス

情 報検 索 プ ロセス

情 報 流 通 プ ロセ ス

情 報 利用 プ ロセス

通 信 ネ ットワーク シス テ ム にお い て、 トラ ンザ ク シ ョン型 とス トック型 と

の区 別 は 、前 者 が(P21)に 重 点 をお き後 者 が(P31)及 び(P32)に 力点 をお く

ところ の相違 で ある といえ よう。 い ず れ も(P4)に 関連 す る こ とは い うま で

もない 。

また情 報 資料 の組 織 化 は(Pl)、(P21)、(P22)、(P3、)、(P32)ま でをふ くみ、 情 報

流通の組織化 は(P4)、 情 報 利 用 の組 織 化 は(P5)に 関連 す る こ とは い うまで も

ない 。

〔2〕情 報 論理 空 間 、 これ は3つ の観 点 が あ る。,

第1の 観 点 は、 ど うい う構造 を も って情 報 を と らえ るか、情 報構 造 に 関す

る 。 ここに主体 客観 、実 践 の3つ の座 標 軸 が導入 され る。

第2の 観 点 は 、 ど うい う機 能 を もって情報 は利用 され るか 、情 報 の利用 に

お い て期 待 され実現 さ れ る機 能 に関 す る。 これ には認 知 、 指令 、評価 の3つ

の座 標軸 が あ る。

第3の 観点 は 、 ど うい う態度 にお い て情 報 は利 用 ざれ るか 、情報 設 営 に関

す る。 つ ま り情報 構造 を設 定 し、情 報機 能 を経営 す る主 体 の態 度 に関連 す る 。

これ には 、制 御 、営 存 、創 造 の3つ の空 間 が あ る。

第2の 観点 す なわ ち情 報 機 能 に関 連 して いえば 、 デ ー タベ ース の形 成 、 コ

ン ピ ュー タ ・ネ ソ トワー クの設 置 につ い て、海 外 諸国 の実例 に見 られ る よ う

にそ の基 本 態度 に相違 が あ る。(Dフ ランスのCNRSの ドキ ュメン テ ー シ ョ

ン ・セ ンタ ー、 ソ連 のVINITIな どは 、 も とも とは 、学理 指 向 型(dis-

ciplineoriented)で あ り、い わば 認知 機 能 に重 点 が あ る。(IDこ れ に対

して、英 国 の情報 政 策 は使 命 指 向型(missionoriented)で あ り、情 報
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機 能 は 、指令機 能 に 目標 をお いてい る 。米国 の それ は、 国 防 、国益 指 向 で 出

発 してい るNASA,ARPANET等 はい うまで もな く使命 指 向 で あ り、

指令機 能 をめ ざ して い る。 さ らにOli)として評価 指 向型(AssessmentOri-

ented)な もの と して 、環 境 問題 へ の接 近 をあげ られ る。

〔3〕情 報 表 現型 式 、 これ は基 本 的 には感 覚器 管 、言 語機 能 、社 会 的 活動 の諸 方

面か ら整 理 してみ るべ きで あ るが、

{a)画 像 、図 形 、 音声 、文字 、記号 等 々

{b}言 語 主体 、 自然言 語 、 計算 機 プ ログ ラム言 語 、数 学 形 式等 々

が ある。 デ ータ ベ ース にお いて情 報 の表 現 型式 と して、 この なか の どれ が使

用 され るか は着 目す べ き観 点 に な る 。

現在 、 デ ー タベ ース に おけ る情報 表 現 の型 式 と しては 、観 測 、 測定 等 に よ

る数値 デ ータ、画像 デ ータ、 図形 デ ータ、統計調 査 に よる統 計 デ ー タの ほ か

文献情 報 デ ー タ等 が あ る。人工 衛星利 用 の画像 デ ータの デ ー タベ ース な どは

X大 な情 報 量 を内包 す る し、 文 章内 容 を もつ学 術 文献情 報 とは違 った接 近法

を必要 とす る 。 また情 報 表現 型 の相違 は情 報処 理 装置 じた い に、 相異 った機

能 を要 請 す る こ とに な る。

〔4〕 知能 水 準 、 これ は情 報 現 象 に関.与す る主体 、す なわ ち情 報 主 体 の もつ知 能

の レベル をい う。情 報 学 的 接近 は、 生物 、入間 、機 械 、社 会 の各 方 面 に わた

り、研 究対 象 も これ らの4つ の全 分 野 に及 ぶ 、そ こで大 別 して 次 の4つ の 階

位 が あるの に注 意 しよ う。

(D生 物知 能(biologicalintelligence)(B)

(ji)人 間知 能(humanintelligence)(且)

qii)機 械知 能(mechanicalintelligence)(M)

⑩ 社会 知能(socialintelligence)(S)

そ の各 々に もろ もろの 知能 水 準 が存 在 す る。

さて、 分散 型 デ ータベ ース を具 備 す る コ ン ピ ュータ ・ネ ッ トワーク シス テ

ムに対 して、 この4つ の階 位 の何 れ を応 用 すべ きで あろ うか。
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ま ず第1に 、そ れは 社 会的 な装 置 で あ り、 そ れ が各 ノ ー ドに記憶 を貯 蔵 し、

イン テ リジェ ン ト端末 を利 用 して 、情 報 の受 け渡 しの窓 口 と し、 インテ リジ

ェン ト・ネ ッ トワ ーク を通 じて流通 され 、利 用 され る 。 ま さに ここに社 会 知

能 の実例 をみ る。 こうい うシステムの存 在 、発展 の見 透 しが あ って こそ社 会 知

能 とい う概 念 が導 入 され る根拠 が で き る とい え るの で あ る。

しか しなが ら、 この社会 的 装置 はそ の形 成及 び運 営 をみ れば 、入間知 能 に

よ りまた機 械 知能 に よ り構 成 され運営 され て い る こ と、 つ ま り⑪ 、小⑦、(S)、

マ ン ーマ シン ー ソサ イエテ ィの複 合形 態 で あ るの に注 意 しよ う。

〔5〕 均 衡化 過 程(G)、 これはある特定の知 能水準 か ら他 の知 能水 準 へ 移行 し、そ こ

で均 衡 に達 す る過 程 をい うの で ある。 この概 念 はJ.Piagetの 発達 心理 学 の

用 語 で ある が、 こ こで 、 よ り広 い意 味 に おい て これ を利 用 す る。 それ は 、発

生 認識 語 の基 本 概 念 で あ る。

§5.歴 史的 観 点

わ れ われ がい ま当 面 の課 題 と して い る情 報 シス テ ムに対 して は、 その生 成 、

発 展 、定 着 、 衰退 、 消 滅 の経 過 を歴 史 的 にた ど る必要 が あ る。歴 史的 に とい っ

て も、 わ れ われ が対 象 と して い るの は、 シス テ ム のそ れ で あ るか ら、 かつ て筆

者 が 「文 明 の歴 史 像 」で論 じた よ うな情 報学 的 接 近 、 シス テ ム論 的究 明 を中心

に お き、単 な る物 語 的 な記 述 を意 図 す る もの で は ない 。

例 え ば 、分散 型 デ ータベ ース を具 備 す る コ ン ピ ュータ ・ネ ットワーク シス テ

ムが現 在設 置 の方 向 で検 討 され て い る。 ここへ 到達 す る ま での歴 史的 な過 程 を

た ど ってみ る と、 そ こに もろ もろ の相 異 なる タ イ プが あ る。

(j)例 え ば 、 ス タ ー型 ネ ソ トワー クが、使 命 指 向型 で設置 され た例 が ある。

それ が 、分 散型 デ ータ ベ ース を もつ コ ン ピ ュータ ・ネ ットワークへ 、 ど う

い う経過 をた ど って発展 して い った であ ろ うか 。

(ij)例 え ば 、科学 ・技 術 の情 報 を、諸分 野 に おい て 、蓄積 し貯 蔵 して きた ド

イツ、 フ ランス 、 イギ リス が分散 型 デ ータ ベ ース を もつ コ ン ピュ ータ ・ネ
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ッ トワークへ ま で進 展 して ゆ く道筋 は ど うで あ ろ うか。

この(i)、(の2つ の例 を比較 しつ つ 、同 じゴ ール が違 った出発 点 か ら出 発 して

追究 され る と き、そ こに起 つ つ ある問題 の処 理 で ど うで あるか を追跡 し、 さ ら

に これか ら起 る で あろ う課題 を摘 出す るのは われ わ れ に とっ て極 め て有益 であ

る。

ここ に示 され るで あろ う歴 史 は 、 一方 にお い ては外 界 の諸条 件 に適応 しつ つ 、

他 方 にお い ては過 去 の既 成 シス テ ムを変 革 しつ つ、生 存 を保 と うとす る。 この

意味 で は、生 物 の もつ適応 性 が あ り、結 果 的 に は進 化 の 様相 を呈 す る。

§6.社 会科 学 的観 点

情 報 シス テ ム を究 明 し、発 展 させ て ゆ くの は 、技 術論 と して は十 分 で ない 。

必ず や そ れ と社 会 装 置 と して 、社 会学 的 な観点 か ら検 討 され なけれ ば な らな

い。 こ こに特 に重 要 な問 題〔1〕、〔2〕、〔3〕、〔4〕を あげ よ う。

〔1〕情報 の生 産 者 、情 報 の利 用 者 、 そ して情 報 サ ー ビス の提供 者 、大 き くわけ

て 、情 報 シス テ ムが社 会 装置 と して設 営 され 、 その機 能 を発揮 す るに は この

三者 が存 在 す る。

この情 報 サ ー ビスの 受益 者 となる情 報 の利用 者 に対 して 、情 報 サ ー ビス提

供 者 はい か な る条 件 を要請 す る であ ろ うか、 この仕事 が可 能 に な るた め の必

要 条 件 をつ くって情 報 の生 産者 は 、情 報 サ ー ビス の提供 者 に とって、情 報 の

利 用 者 に対 して何 を要 求 す るで あろ うか 。

〔2〕 知 識 の もつ財 と して の価 値 の問題 か ら価 格 形 成 に及 ぶ 、 いわ ゆる経 済 的 な

問 題 が ある 。 しか し、物 品財 とこ とな り、 知 識財 には相 異 的主 体 が同 時 に保

有 しうる とい う特 性 が あ るの だか ら、 そ こには 、基 本 的 に存在 す る差違 を見

逃 す こ とが で きな い。

〔3〕 情 報 資 源 の共 有 問題 が在来 の経 済 学 的 な諸 概念 の枠組 の なか で 、果 して解

決 しうる か否 か 、 まさ に将来 の重 大 な課 題 で あ る。 これ は情 報 化社 会 、知 識

社 会 の根 本 問 題 で あろ う。情 報 資 源 の共 有 と裏 は らの関係 に あ るの が、 プ ラ
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イパ シー保護 の問 題 、 デ ータ ・セ キ ュ リテ ィの 問題 が あ る。

〔4〕情報 産 業 の将来 像 に対 して も、分散 型 デ ータベ ース の提起 す る問題 は 広汎

深刻 であ る 。い わ ゆ る情 報 処理 産業 、情 報 提供 サ ー ビス業 と通信 産業 との接

着 が既 に見 られ る。 この こ とは い か な る分 業体 制 を と るべ きか の問題 に もつ

なが る。

コ ン ピ ュータ ・ネ ソ トワーク シス テ ムの基 本設 計 は 、技 術 論 だ け か らは 決 し

て決定 なれ な いで あろ う。上 述 の社 会 的 な諸 問 題 か らの規 制 を大 き くうけ なけ

れば な らない で あろ う。

では そ こに何 らか の理論 的 な道 知 るべ が あ るだろ うか 、情 報 社会 科学 とい う

の が 、建設 されて ゆ くな らば 、そ れ が 、 われ われ に希望 を もたせ て くれ るの で

は なか ろ うか 。

§z結 び

本 編 ■で用意 しよ うとす る視 座 は、筆 者 の 意 図 では上 述 の §3情 報 処 理 装置 、

§4情 報学 的観 点 、 §5.歴 史 的観 点 、 §6,社 会科学 的観 点 のすべ て を複 合 した

高次 元 の積 空間 にお い て構 成 され るべ き もの で ある。

現 実 に、 あ る国 、 ある時代 に辿 る軌道 は この よ うな積 空 間 内 の 一つ の軌 跡 で

あろ う。前 編1で 述 べ た と ころ を、 い まわ れ われ の視座 に おい て追 跡 してみ る

とど うなる で あろ うかご 読 者 の精 読 に ま ちた い と思 う。

用意 した視座 は い くつ もの可 能 な軌 道 を示 唆 す る ことに もなろ う、わ が国 に

と って 、ゆ くべ き道 を模 索 す る こ とに役 に立 つ か も知 れ ない 。或 は 、 あ る特 定

の分野 に限 った と き、 そ の分野 の情 報 シス テ ム を、分 散 型 デ ータベ ース を もつ

コン ピュー タ ・ネ ッ トワーク シス テ ム と して具 現 しよ うとす る ときに 、参考 に

な るか も知れ な い。

情 報 シス テ ムの設営 には制 御 、営 存 、創造 の 三元 が あ る 。

制御 は、規 格 化 、標 準 化 、 自動 化 の方 向 を推 しす すめ る。

営 存 は、情 報 シス テ ムの存 在 し機能 すべ き情 報 環境 へ の適応 を意 味 す る。
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創造 は 、本質 的 に デ ザ インの論理 につ なが る、 われ われ は、既 存 に と らわ れ

ず、 清新 な発想 を こそ 要 請 され て い る。

そ して現 実 に描 き出 され る歴 史 の軌 道 は 、上 述の 高次 元 の視座 空 間 の なか に

位 置 づけ られ る とは いえ 、主 体 的 に は 、ecologyとdesignの 矛 盾 と対決 し

つ つ、 そ れ を解決 して ゆ く労 苦 にみ ちた 歩 み となる で あろ う。情 報 化 社 会 、知

識社 会 の文 明 に人類 が安 住 し うる まで には 、克服 す べ き多 くの難 問 が あ る。
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第1章 欧 米 に お け る コ ン ピ ュー タ ・

ネ ッ トワ ー ク





第1章 欧 米 に お け る コ ン ピ ュー タ ・

ネ ッ トワ ー ク

1.1欧 米 に お け る情報 政 策 の変 遷

1.1.1第2次 世界 大 戦 後 の情 報政 策 の基 調

第2次 世 界 大 戦 は、 そ れ 自身 が 人 類 に と っ て悲惨 な 出来事 で あ り、 この

よ うな大量 殺 毅 を二 度 と繰返 しては な らない とい う教 訓 を与 え た ば か りで

な く、 多 くの 影 響 をその後 の社 会 に残 した。 その1つ はそ れ まで の植 民 地

が 独 立 して行 くこ とに よる 、 富 の 配 分 構 造 の 変 化 と外 交 的 均 衡 の変 化 で

ある。 また そ の1つ は国 家 間 の軍 事 力の 差 が、 そ れ までの 動 員 可 能 な兵 員

の数 や火 器 の量 では な く、 科学 技 術 力 とい った質 の レベ ル での 問題 とな り、

これ が戦 後 の国 家 間 勢 力 バ ラ ンス を維 持 す る上 での1つ の 決 定 的 要 素 と な

った こ とで あ る。 また その1つ は 、 オペ レー シ ョンズ ・リサ ーチ や暗 号解

読 で代表 され る よ うに、 情 報 を処 理 す る能 力 が行動決 定 上 の有 力 な手段 で

あ る こ とを、体 験 を通 して知 った こと で あ る。

これ を背景 に おい て、1940年 か ら1950年 代 に か け て欧 米 各 国 で

起 った 情報 現 象 の 中 で注 目す べ き もの をい くつ か あげ てみ よ う。 その 第1

は フ ラ ンス にお け るCentredeDocumentationduCNR

Sと ソ連 邦 に おけ るVINITIの 設 立 で あ る。CentredeDocu

mentationduCNRSの 所 長 で あったWyart博 士 に よれ ば、 ド

イツ 占領下 にあ って 海外 との コ ミュニ ケ ー シ ョンが断 た れた 中 で科 学発 達

は、 僅 か に残 った個 人的 ル ー トに よって入 手 さ れる文献 や デ ータ を相 互 に

交 換 し、 伝 え あっ て研 究 を続 けた経 験 が 、 この程度 に な った とい う。

CNRSす なわち フラ ンス国 立 科学 研 究 セ ンター(CentreNatio-

naldelaRechercheScientifique)は フ ラ ン スの あ らゆ

る科 学 分野 の 、多 くの研 究 所 を 統 合す る研 究機 構 で あ り、 そ の研 究 活 動 を
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リポ ー トす るCentredeDocumentationの 設立 目的 は アカ

デ ミック な もの で あ った と考 え られ る。 また ソ連 のVINITIも 、全 連

邦 科 学 アカ デ ミーの 中 に造 られ た もの で あ り、設 立 当初 に おい て は産業 政

策 との 明 らか なっ な が りは見 られ ない。

それ に対 して、 国家 の産 業 政 策 の 中 で科 学情 報 問 題 を論 じたの は英国 で

あった。 英 国 は ドイ ツ との戦 い には 勝 った ものの 、経 済 的 に は危 機 にな っ

た 。植 民地 は独 立 し、 英本 国 は経 済 的 に 自立 しなけ れ ば な らな い。 狭い 国

土 には 資源 もな く、工 業 に よっ て国 を立 て る以 外 に道 は なか った。 そ こで

戦 後 間 も な く統 制 経 済 の続 く中 で、 そ れ に向 け ての 施策 が 次 々 と発表 され

た 。 す なわち 将来 のエ ネ ルギ ー源 を確 保 す るため に は原子 力発 電 を実 用 化

す る こ と。 工業 立 国 の た め には優 秀 なマ ンパ ワー を必要 とす る。 このた め

の科 学 技 術者 の養 成 をは か る こ と。 技 術 の 向上 、研 究 開発 の た めに は研究

組 合researchassociationの 活 動 を助成 す る と共 に、科 学情

報 の供 給 体 制 を充 当 させ る こ と。 そ して科 学 工業 研 究 者Department

ofScientificandIndustrialResearch(DS

IR)は1950年 代 の 始 め か ら、国 内 の研 究 開発 の 活動 に情報 を供 給 す

る体 制 につ い て調 査 を開 始 した。 そ して、

。科 学 者 が 研究 に必要 な文 献 を発 見 す る手 段 であ る2次 情 報 につ い ては
、

米 国 、 欧州 の各国 で、英 国人 が 読 解 で きる国 語 に よって数 多 く刊 行 さ れ

て い る。 だか ら英 国 は そ れ を極 力利 用 す る こと と し、従 来 英国 で行 わ れ

て い た 分野 での2次 情 報 の作成 と供 給 に努 力 す る。

(現 在INSPECと して知 られ るScienceAbstractsの こ

と)

。調 査 の 結果 、 英 国 内 に収 集 され てい る科 学 出版 物 、特 に逐 次刊 行 物 に っ

い て は、 全世 界 で刊行 さ れてい る もの の約50%で ある。 この細 分 的収

集 に国 家努 力 を集 中 す る。

。この1次 資料 の 英国 内流通 に は、 英 国 内 で 伝統 的 であ る貸 出 しサ ー ビス
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と 複 写 サ ー ビ ス を 利 用 す る。 こ の た め に す べ て の 科 学 的 出 版 物 を 所 蔵

(利 用 頻 度 の 高 い も の は 同 一 出 版 物 を 数 部 収 集)し 、 貸 出 し と 複 写 サ ー

ビ ス を 行 な うNationalLendiaryLibraryforSci

enceandtechnologyを 設 立 す る 。 こ の 中 に 従 来 そ の 役 割 を

果 し て 来 たScienceMuseumLibraryを 吸 収 す る 。

CScienceMuseumLibraryそ の も の は 、Science

Museumの 図 書 館 と し て 残 す 。)

。将 来 、 全 世 界 の 科 学 的 な 開 発 が 進 め ば 発 表 さ れ る論 文 の 数 は そ の 国 の 人

口 に 比 例 す る こ と と な る で あ ろ う。 す る と 将 来 全 科 学 的 業 績 の1/4が

中 国 語 で 発 表 さ れ る こ と と な る 。 こ の よ う な 事 態 の た め に 、 自 動 翻 訳 を

含 む 情 報 の 機 械 的 処 理 に 注 目 す べ き で あ る 。

こ の よ う な 見 解 は1956年 ま で に ま と め ら れ1957年 か らDSIRの

中 のNLLsection(NationalLeadingLibrary

Section)が 最 初 の5か 年 計 画 に 着 手 し た 。 こ れ は 科 学 情 報 問 題 を、国

家 の 政 策 と し て 捉 え 実 施 し た 最 初 の 、 し か も 明 ら か な 現 わ れ で あ っ た 。

第3の 注 目 す べ き 事 実 は 、 ユ ネ ス コ の 発 展 途 上 国 に 対 す る 技 術 援 助 計 画

で あ る 。 こ の 計 画 の 中 で の 技 術 援 助 に は い く つ か の 種 類 が あ り 、 そ の 国 で

必 要 な 科 学 的 知 識 を 供 給 す る 科 学 ア ド バ イ ザ ー の 派 遣 と い っ た も の も 含 ま

れ て い る が 、 そ の 中 に ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン ・セ ン タ ー 設 立 へ の 助 成 が あ

る 。 こ れ に よ り1950年 代 に イ ン ドのINSDOC(IndianNat

ionalScientificDocumentationCenter)、 パ

キ ス タ ン のPANSDOC、 少 し年 代 が 下 る が1960年 代 に 韓 国 のKO

RSTIC(KoreanScientificandTechnicalIn

formationCentre)な ど が 設 立 さ れ て い る 。 こ れ は 国 際 的 援 助

政 策 と い う形 の 外 交 政 策 の 中 に 情 報 問 題 が 扱 わ れ た 最 初 の 現 わ れ が あ り 、

そ の 後 の 多 く の 国 際 的 協 定 の 中 に 、 文 化 ・情 報 の 交 流 が 必 ず 盛 り 込 ま れ て

い る 。
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第4番 目は、 米国 に お け るPBレ ポ ー トの果 した 役 割 で あ る。PBレ ポ

ー トは米国 商 務 省 の 中 に ある。 米 国 の政府 の活 動 の公 表 機 関 で あ った。 こ

の 中 で米 国 は、 終 戦 時 に 押収 した ドイツの軍 事研 究 の資 料 を公 開 した。 こ

れ は 多額 の税 金 を戦 争 に投 入 し、 勝 ったか ら と言 って その 見返 りどな る よ

うな領 土 を獲得 した わ け で もな く、 減税 で きる程 の賠 償 金 が 手 に入 った わ

け で もない 。 ナチ ス ・ドイツ の研 究成 果 の公 表 は、 米国 政 府 か ら国民 へ の

さ さや か な プ レゼ ン トで あ った。 そ して この プ レゼ ン トの習 慣 は 、 直 ち に

納 税 者 の利 益 に還 元 で きない 巨大 な政府 支 出 を伴 な うプ ロ ジ ェク トの民 間

へ の還元 の一 つ の手 段 と して米 国 内 に定着 す る。 原 子 力 に おけ るABCレ

ポ ー ト、宇 宙 開 発 に お け るNASAレ ポー ト、1961年 の ワ イ ンパ ーク

勧 告 以後 のNTISの 活 動 、そ して最近 の 「情報 の 自 由化 法 」 へ と続 くの

で あ る。

この全 く異 な った場 面 で起 った4つ の 出来 事 は 、 す べ て 先 に 述 べた第

2次 世界 大 戦 か らの 後 の 社会 に及 ぼ した影 響 、す なわ ち 、科 学 技術 力 が国

家 を も支 配 す る こ と、 植 民地 独立 に よる世 界 の経 済 的 ・外 交 的 バ ラ ンスが

変 化 した こと、 そ して情 報 を処 理 し流通 させ る ことが 人 間 の行 動 決 定上 極

め て重要 に な る こ との 認 識 を背 景 と してみ る と き、相 互 と関連 しあ っ てい

る現 象 で あ る ことが認 識 さ れ るの で あ る。 そ して、 この4つ の 出来 事 は、

そ の後 の各 国 の と る情 報 政 策 の 基本 線 を象徴 す る もの とな るの で あ る。

1.1.2米 国 の情 報 政策

米 国の 情報 政 策 の主 軸 は軍 事 力 の 増強 で あ り、 それ が3つ の形 態 を もっ

て現 わ れ る。 その1つ は 米国 全 土 に張 りめ ぐ らさ れ る ミサ イ ル迎 撃 体 制 に

象 徴 され る よ うな、 デ ー タ の収 集 ・伝達 ・処理 の シス テム の必 要 性 で あ る。

これ が 、広 範 囲 の情 報 処 理 に関 す る研 究 助成 、 コ ン ピ ュータ をは じめ とす

る情 報処 理 手 段 の 開発 、 イ ンタ ラ クテ ィ ブな計 算技 術 や デ ータ ベ ー ス ・シ

ス テム な どの ソ フ トウ ェアの 開発 、通 信 網 の整 備 、 そ してARPANET

に 代 表 され る よ うな コ ン ピ ュータ ・ネ ッ トワー ク技 術 の 開 発 へ と、 巨 大
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な 投 資 の 行 な わ れ た こ と の 背 景 で あ る 。 も う1つ は 、 そ の よ う な 巨 大 な 投

資 の 下 に 行 わ れ るR&Dの 効 率 を よ く す る た め に は 、 そ れ ら のR&D間 の

情 報 の よ り 良 き 流 通 が な け れ ば な ら ぬ と い う 認 識 で あ る 。 こ れ は1957

年 に 起 っ た ス プ ー ト ニ ク ・シ ョ ッ ク の 中 で 「ロ ケ ッ ト技 術 に お い て 何 故 ア

メ リ カ は ソ 連 に 敗 れ た の か?」 と い う 疑 問 に 対 し彼 等 の 出 し た 答 の1つ に

「ソ 連 邦 に あ っ て ア メ リカ に な い も の に 、VINITIが あ る 」 と い う事

で あ っ た 。 そ し てVINITIに 対 抗 す る ア メ リカ 国 内 の 体 制 を 構 築 す る

た め に 最 初 は 国 家 科 学 財 団(NSF)、 後 に は ホ ワ イ ト ・ハ ウ ス(Z)中 に 設

け るOfficeofScienceandTechnology(OST)・Committee

onScientificandTechnicalInfornation(COSATI)

な ど の 機 関 に よ る 調 整 、 助 成 が 行 わ れ る 。 こ のNSFを 通 し て 情 報 関 係 に

支 出 さ れ た 助 成 金 は 、<表L1.1>の よ う で あ る 。

<表1.1.1>NSFよ り の 情 報 関 係 助 成 金

1961

1962

1963

1964

28.5

4.5

203.2

4.7

77.7

4.4

968

69

74

75

A血11iondollar

359.2

36

386.8

397.6

19.4

437.9

467.9

85.0

第3番 目の形 態 は 、 冒頭 の4つ の 出 来事 の中 で あげたPBレ ポ ー トにみ ら

れ る もの で ある。 米 国 の連 邦 政府 は国 防上 の理 由か らまた 国威 を誇 示 す る

必 要 か ら、国 民 の 税 金 をR&Dに 投 下 しなけ ればな らない 。 そ の 免 罪 符 と

してR&Dの 成 果 を より早 くTaxPayerに 還元 す る シス テ ム を造 っ
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た の で あ る 。 こ れ は 連 邦 政 府 の 中 の 各 省 別 に 独 自 の シ ス テ ム が 造 ら れ た 。

国 防 省 はDefenceDocumentationCenter(DDC)、NA

SAはScientificandTechnicalInformationEac--

ility、 商 務 省 はNationalTechnicalInformationSe-

rvice(NTIS)、 保 健 教 育 福 祉 省 はNationalInstitute

ofHealth(NIH)とNationalLibraryofMedicine

(NLM)を キ ー ・ス テ ー シ ョ ン と す る 医 学 図 書 館 ネ ッ ト ワ ー ク と 、 そ れ

ぞ れ 巨 大 な 資 料 ・デ ー タ の 収 集 、 処 理 、 蓄 積 機 構 を 持 ち 、 そ れ ら を 中 心 と

す るStar-typeの コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し た 。これ

ら の シ ス テ ム と は 、 そ の 各 省 で 行 わ れ るR&Dを よ り効 率 的 と す る た め の

情 報 供 給 と そ のR&Dの 成 果 の 民 間 へ の 供 給 の2面 性 を も つ も の で あ る 。

以 上 を 要 約 す れ ば 米 国 連 邦 政 府 の 情 報 政 策 を 流 れ る も の は 、 国 際 的 勢 力 均

衡 の た め に は よ り 強 い 科 学 技 術 力 が な け れ ば な ら ず 、 そ の た め に は よ り 良

い 情 報 流 通 が な け れ ば な ら ず 、 ま た そ れ を 遂 行 す る た め のTaxpayer

と のBargainingに 、そ のR&Dの 成 果 と し て の 情 報 を 利 用 す る と い う も

の で あ る 。

1.L3英 国 の 情 報 政 策

英 国 の 情 報 政 策 は 米 国 と 異 な り 、 冒 頭 の4つ の 出 来 事 の 中 で 述 べ た よ う

に 、 植 民 地 独 立 後 の 英 本 土 の 経 済 自 立 の た め の 産 業 政 策 の 中 に 位 置 づ け ら

れ る 。1960年 項 、 マ ク ミ ラ ン 首 相 の 下 で 、 米 国 のNASAに 刺 激 さ れ

て 先 端 技 術 を 重 視 す る 政 策 を 掲 げ た 「宇 宙 時 代 内 閣 」 が 組 閣 さ れ た こ と が

あ る 。 し か し こ れ は 世 論 か ら は 歓 迎 さ れ ず 、 英 国 経 済 の 不 安 定 の た め に 国

威 発 揚 型 の ア メ リ カ 路 線 は 英 国 に お い て は 育 た な か っ た 。

英 国 の 産 業 政 策 の 基 本 的 考 え 方 は 、1962年 に 英 国 保 守 党 政 策 セ ン タ

ー の 発 表 し た"ScienceandIndustry:theInflue

nceofGovernmentpolicy"と 題 す る 報 告 書 に 次 の よ う に

明 瞭 に 画 か れ て い る 。
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「英国 は その 経 済 の基 礎 を貿易 に依 存 す る国 で あ るが 、過 去50年 来 、

世 界貿 易 の 中 で英 国 の 占 め る シエ ァは減 退 の 傾 向 を示 してい る。 そ の原 因

と して は 、マ ネ ー ジメ ン トの質 、 労働 組 合 の 時 代 遅 れ な態度 、 市場 の要 求

と製 品 をマ ッチ させ る努 力 の欠 除 等 が あげ られ るが、 世 界 に お け る経 済 情

勢 の変 化 が これ に拍 車 をか け てい る。 す な わち発 展途上 国 に おけ る工業 の

発 展 の結果 、 産 業 革命 以来 英国 の輸 出の 主 要 な部 分 を 占め て来 た繊 維 、 金

物 、 自転 車 、 ガ ラス製 品 な どの伝統 的製 品 は、開 発途 上国 における低 賃金 労

働 力 の組 織 化 に よるコ ス ト安 に対抗 で きな くな りつ つ あ る。 勿論 、第2次

世 界 大 戦 後 、 英 国貿 易 は これ らの一 時 的 商 品 か ら、 自動 車 、 機 械類 、 化 学

工 業 等 の"頭 脳 的製 品"に 切換 つ つ あるが 、 まだ 充分 とは言 え ない。 長 期

的 に は、 英 国 の 輸 出の 将来 は単 な る大 量 生 産 化以 外 の何 もの か、 す なわ ち 、

"頭 脳 的製 品"を"頭 脳 的 方法"に よ
っ て産 出 し、販 売 す る能 力 に かか っ

てい るの で あ る。 この た め に は研 究 開 発 が必 要 で あ る…… … 」

英 国 のR&Dは 、 産 業 界 にお い ては 同業 種 の企 業 の協 同 して行 な う研究

組 合 、 大学 、15の 国家 研 究 所、 そ して原子 力公 社 に お い て行 わ れ る。

(・表1.1.2参 照)そ のR&Dへ の 情報 供 給 は、 直接 的 に はそ の企 業 、 大

学 、 各研 究 所 の 中の 専 門 図書館 が行 な う。 そ の全 国 的 な協 力 組織 と して

ASLIB(AssociationofSpecialLibraries

andInformationBureau)が あ る。 そ の専 門 図書 館 の活 動

をBackupす る もの と して、学 術 資料 の 網 ら的収 集 と蓄 積 を行 ない 、 そ

の専 門 図書 館 か らの 要求 に応 じて資料 の貸 出 また は複 写 を行 な うNatio

nalLendingLibraryforScienceandTechn

ology'が あ る。 また もと特 許 庁 図 書館 で あ り、 学術 資 料 に関 す る調 査 サ

ー ビ ス を行 な うScienceReferenceLibraryが あ る
。 また

専 門的 図 書館 の 間 での資 料 の相 互 貸 出や 交 換 、 社会 科 学 系 の 資料 の貸 出 、

複 写 の た めのNationalCentralLibraryが あ る。 また英

国 内 で 出版 され るす べ ての 出版 物や 、 各 図書館 の持 つ資 料 に 関す る完 全 な
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< 表1.1.2 〉

技 術 省 管括 下 の 国 立研 究 機 関

Aer・planeandArrnamentExperimentalEstablishment

ExplosiveResearchandDevelopmentEstablishment

FireResearchStation

ForestPtoductsResearchLaboratory

HydraulicsResearchStation・

LaboratoryoftheGovernmentChemist

NationalEngileeringLaboratory

NationalGasTurbineEstablishment

NationalPhysicalLaboratory

RocketPropulsionEstablishment

RoyalAircraftEstablishment

RoyalRadarEstablishment

SignalsResearchandDevelopmentEstablishnent

TotryResearchStation

WarrenSpringLaboratory

iOVaterPollutionResearchLaboratory

、

研 究 組 合

BritishBrushManufacturers,ResearchAssociation

British(≒stIronResearchAssociation

BritishCeramicResearchAss㏄iation

CoalTarResearchAssociation

BritishCoalUtiliZationAssociation

BridshCokeResearchAssociation

ConstructionlndustryResearchandlnf・rmati・nAsso《dati。n

Cotton,SilkandMm-madeFibresResearchAssociation

CutleryandAlliedTオadesResearchAssociat三 〇n

DropI「orgingResearchAss㏄iation

ElectricalResearchAssociation

FlourMillingandBakingResearChAssociatjon

BtitishFoodManufactt1ringIndustriesResearChAssociat三 〇n

FruitandVegetablePreservationResearchAssociation

F・rnitureindustryReseatchAss・eiati⑳

GelatincandGlueResearchAssoCiation

BritishGlassIndustryResearchAssociation

HeadngandVentilatingRcsearchAssociation

HosieryandAlliedTradesResearChAssociation

BritishHydromechanicsResearchAssodation

BritishIndustrialBiologicalResearchAssociation

BritishJuteTradeResearchAssociation

LaceRescarchAss㏄iation

BritishLaundeters'ResearchAssociation

BritishLeatherManufacturers,ResearChAssoeiation

LinenIndustryResearchAssociation

Mach三neToolIndustryResearghAssociation

MotorIndustryResearchAssociation

CommonwealthMycologicalInstitute

BritishNon-Ferr卯sMetalsResearChAss(x返don

ResearchAss㏄iationofBtit三shPaint,ColourandVatnishManufacturerS

PIRA:ResearchAsso《ilationforthePaperandBoatd,PflntingandPaCkagingIndustries

ProductionEng㎞eetingResearchAss㏄iation
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RubberandPlasticsResearchAssociationofGreatBritain

Brit三shScientiHcInstrumentResearchAss㏄iation

BritishShipResearchAssociation

ShoeandAlliedTradcsRescarchAssociation

SpringResearchAssociation

BritishSteelCastings.ResearchAssociation

TimberResearchandDevelopmentAss㏄iation

WaterResearchAssociat三 〇n

WeldlngResearchInstitute

WoolIndustriesResearchAssociation

産 業 会 へ の 助 言 機 関

、

ProductionEnglneeringAdvisoryService

LowCostAutomationCentres

BritishCalibrationService

NumericalControrAdvisoryandDemonstrationService

AdvisoryServlcconSpecialGlasses

CentralUn辻fヒ)rScienti丘cPhotography(RAE)

Industr三alApplicationsUnit(RRE)

ElectronicMatcrialsUnit(RRE)

MaterialsTechnologyBureau(Harwell)

HarwellCeramicsCentre

Non-destructiveTestingCentre(Harwell)

APACE:AldermastonProjectfortheApplicationofComputerstoEnginee【ing

NationalCentreofTr三bology,Risley

IndustrialUnitofTribology,LecdsUniversity

IndustrialUnitforTribology,SwanseaUniversity

IndustrialDevelopmentUnit,BangorUniversity

CentreforIndustrialInnovation,Glasgow

Cran丘eldUnitforPrecisionEngineering'

NationalResearchDevelopmentCorporation

SIRAID

NationalComputingCentre

IsotopeAdvisoryandExperimentalService(Wantagc)

HeatTransferandFluidFlowService(Harwel1)

PhysicalPropertiesEstimationSystem(NEL)

書誌 目録 を提供す るThe British National Biblibgraphy

が あ る 。 そ し て 米 国 に お い てWeinbergレ ポ ー ト に 基 づ い て 連i邦 政 府

内 に数 多 く造 られ つ つ あった 情報 分析 セ ンター(InfOrmation Ana

1ysis Center)に 対 応 す る 専 門 情 報 セ ン タ ー(Specialized

InformationCenter)が 英 国 に 造 ら れ 、 そ れ を 助 成 す る 機 関 と/
し て 技 術 省 内 にOfficeofScientificandTechnical

Information(OSTI)が 設 け ら れ た 。

このR&Dお よび情 報 供 給 体 制 は、 英 国 に起 った幾 度 かの政 変 の 中 で も、
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ま た そ れ に よ る 政 府 機 構 の 変 化 の 中 で も 、 殆 ど変 る こ と は な か っ た 。 こ れ

に 対 し 最 近2つ の 方 向 で 改 革 が 行 わ れ つ つ あ る 。 そ の1つ は 、 先 程 述 べ た

R&Dへ の 情 報 供 給 機 関 が 一 つ の 機 関 に 統 合 さ れ た こ と で あ る 。

こ の 統 合 の 発 端 は 、BritishMuseumLibraryの 老 朽 化 し

た 建 物 の 営 繕 で あ っ た 。1964年 に 、 新 し い 建 物 を 建 て る 計 画 を 立 て た

所 、 ロ ン ド ン 市 内 の 歴 史 的 建 造 物 の 破 壊 に つ な が る と し て 問 題 と な り、1

967年 に そ の 計 画 は 放 棄 さ れ た 。 そ の 代 り英 国 全 体 か らみ た 国 立 図 書 館

の あ り 方 の 検 討 委 員 会 が 造 ら れ た 。 こ の 委 員 会 は1968年 に 大 学 、 研 究

所 、 図 書 館 に 意 見 の 提 出 を 求 め 、 そ れ を 材 料 と し て 検 討 作 業 の1969年

に 報 告 書 を ま と め た 。 そ の 内 容 は 、BritishMuseumLibrary、

NatinalLendingLibraryforScienceand

Technology、NationalCentralLibrary、Nati

onalReferenceLibraryofScienceandInv

ention、ScienceMuseumLibraryを1っ の 図 書 館 、

BritishLibraryと 統 合 す る と い う も の で あ る 。 そ し て そ の 後 、

OfficeofScienceandTechllicalInfomation

を も そ の 中 に 含 め る こ と に な っ た 。

こ の 報 告 は 英 国 議 会 に 提 出 さ れ1970年 に 上 院 、 下 院 と も こ れ を 了 承

し た 。 政 府 は こ の 具 体 化 の 作 業 に 入 っ た 。 教 育 科 学 省 の 中 の 委 員 会 は

"Th
eScopeforautomaticdataprocessing

intheBritishLibrary"と い う報 告 書 を ま と め た 。 ま た

PaymasterGeneralの 下 にBritishLibrary組 織 委 員

会 か ら 造 ら れ 、 マ ス タ ー プ ラ ン が 作 成 さ れ た 。 そ し て1973年 か ら そ の

活 動 部 門 は 活 動 を 開 始 し た 。(図1.1.1)

も う 一 つ は 、 英 国 内 に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 と し そ

の 上 で の 情 報 サ ー ビ ス の 構 成 で あ る 。 英 国 のPTTは1978年 ま で に デ

ジ タ ル ・デ ー タ 網 を 供 給 す る た め に 、ExperimenfalPacket
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SwitchedService(EPSS)に よ る 実 験 な ど 、 意 欲 的 に 準 備

を 進 め て い る 。 そ れ と 共 に オ ン ラ イ ン 情 報 サ ー ビ ス も い く つ か 形 成 さ れ て

お り 、BritishLibraryのOn-1ineInfomation

HandlingResearchProgramの 中 で は 、 い く つ か の デ ー タ

ベ ー ス が 、 い く つ か の オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム に よ っ て サ ー ビ ス さ れ て い る 。

(表1.1.3)

<表1.1.3>

デ ー タ ・ベ ー ス オ ン ラ イ ン`シ ス テ ム サ ー ビスの 種類

ISI(1) q)CybernetLtd(UK) SDI

(ii)FreeSearch 〃

INSPEC (DFreeSearch そ 及

(ii)NewcastleUniv. そ 及

のMEDUSA

(liDLockheadInf.Sevu. そ 及

のDIALOG

MEDLARS (DMEDUSA そ 及 とSDI

(ii)ARPANETを 通 してNLMの そ及 とSDI

ELHILL皿

CAB(2) FreeSearch そ 及

(1)InformationScience.Institute

米 国 の デ ー タ ベ ー ス 供 給 企 業

(2)CommonwealthAgr'iculturalBureauIndex

Veterinariusを 作 成

こ の プpグ ラ ム は 、3つ の フ ェ ー ズ か ら 構 成 さ れ 、

(1)こ れ ら の い く つ か の オ ン ラ イ ン ・ シ ス テ ム を 利 用 す る こ と に よ っ て
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。研 究 者 や 情 報専 門家 にオ ンラ イ ン ・シス テム を利 用 す る経 験 を持た せ

る。

oユ ーザ の 反応 を調 べ る。

o応 答 速 度 、 ブ ラ ウ ジ ング 機能 、人間 の 介 在 す る必 要 性 等 を調 べ る。

oユ ーザ 側 か らみ た シ ステ ムの 問題 点や 、 どの よ うな補 助 手段 が必 要 か

な どを調 べ る。

。現存 す る シス テ ムの 評価 をす る。

O運 営 コ ス トを調 べ る。

(2)こ れ らの い くつ かの オ ン ライ ン ・シ ス テム を統 合 す る。 そ れ にはSwi

tchingCenterの 考 え方 が必 要 で あ る。

(3)こ れ らの研 究 は、 最 終 的 にECのCommitteeforInfor

mationandDocumentationonScienceand

Technology(CIDST)で 計 画 を進 め てい るEuronetに

リンク させ る。

このBritishLibraryへ の統 合 が起 った理 由 と して、 ロ ン ドン

大 学 のR.Staveleyが 行 なった、 日本 図書 館 協会 主 催 の講 演会 に おい

て、

「この計 画 の 第 一 の 、 そ して主 た る要 因 は、 先 例 の ない程 政 府 が 図書 館 の

こと に関与 した こと で あ る。 」

と して、戦 時 中 に 図書 館 施 設が 破 壊 され た と き、特 に医 学 図書 館 の 破壊 が

如 何 に治療 、 よ き研 究 、 よき教 育 に必要 で あ るか を実 証 した か を述 べ 、 そ

の後 の 政府 の 行 な った施 策 を述 べ てい る。 そ して第2の 要 因 と して、 コ ン

ピ ュータ技 術 の導 入 、 コ ス ト効 果 の 測定 等 の 結果 と して、 い くつ かの サ ー

ビ スが散在 す る よ りも互 に連 携 し、統 合 さ れた 方 が よい こと と、 その 統合

が技 術 的 に可 能 と な った こと を あげ てい る。

この一 連 の 動 きをみ る と、 英国 は(1)英 国 民 に とっ て利 用 可 能 な シス テ ム

はそ れ を利 用 し、 自国 で行 な わな けれ ば な らぬ部 分 だ け を 自国 で行 な う。
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(2)それ は最 初 は互 に 関連 が な く、 均衡 が とれ てい な くて もhつ れ統 合 して

行 く。 とい う考 え 方 が一 貫 して い る よ うで ある。

L1.4フ ラ ンス の情 報 政 策

フ ラ ンスは 科学 研究 、特 に基礎 研 究 に おい て い くつ かの栄 光 の 歴史 を持

つ 国 で ある。 ウ ラニ ウ ム ・ポ ロニ ウ ム ・ラ ジ ウム そ して人 工放 射 能 の発 見

へ とつ らな る ア ン リ ・ベ ック レル、 ピエ ー ル とマ リー ・キ ュ リー、 フ レデ

リック とイ レー ヌ ・ジ オ リオ ・キ ュ リー た ちや量 子 力学 形成 に お け る ド ・

プ ロイな どの物 理 学 ・化 学 系 での業 績 。 また パ ス ソー ル か ら最 近 は蛋 白質

合 成 や遺 伝 の 仕 組 み に対 す る業 績 でノ ーベ ル賞 を与 え られた ジヤ コ ブ、 ル

ウ ォフ、 モ ノ達 に至 る生 物 ・医 学系 。 ガ ロ ァや アーベ ル に代 表 さ れ る数 学

の 分 野 等 々、 基礎 研 究上 での 多 くの業 績 が み られ る。

フ ラ ンスの 産 業 は 基本 的 には 農 業 で あ り、 工 業 重 点 の産 業政 策 は比較 的

最 近 の こと で あ る。 戦 後の フ ラ ンスの 経 済 ・産 業政 策 は、1期 を約5カ 年

とす る経 済 計 画 に基 づ い て遂 行 され る。1947～53の 第1次 計 画 は戦

争 中の 荒廃 か ら復 興 へ の 最初 の 着手 であ った が、1954～57、195

8～61の 第2次 ・第3次 計 画 は農業 と加工 産 業 の 生産 条 例 の 改善 に重 点

を お くもの で あった 。 しか し この 方 向 での 産業 政策 は 、 フ ラ ンス 経済 の 国

際的 競争 力 を失 わせ 、 通 貨不 安 に よって計 画 自体 の 遂行 さえ も困難 とな っ

た。 この反 省 か ら1962～65の 第4次 計 画 よ り工 業重 点主 義 の産 業 政

策 が と られ、 これ は1966～70の 第5次 計画 に引 きつ が れた 。生 産 性

の 向上 と共 にGNPの 増加 が著 し く、種 々積極 的政 策 が行 わ れ る よ うに な

った。1970年 に は産 業 開 発庁 が 創設 さ れ、生 産 手 段 の近 代 化 と改善 を

任 務 と して い る。1971～75の 第6次 計 画 は第5次 計 画の 成果 を踏 ま

して今 後 の フラ ンス経 済 の 発展 の確 固た る基礎 を築 こ うとす る もの で あ る。

この工 業 重点 主 義 へ の政 策 の移 行 と共 に、 従来 の基 礎 科学 偏 重 の フ ラ ンス

の科 学 研究 に も変 化 が起 った。

フラ ン スの科 学 研 究 の 中心 は 産業 開 発 ・科学 研究 省 で あ る。 そ してそ の
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政 策 の 決定 機 関 は、 科学 技術 研 究 閣僚 会 議(CIRST)で あ る。 そ れ は

フ ラ ンス の科 学 技 術 行政 の政 策 決 定 の最 高 機 関 と して首相(産 業 開 発 ・科

学 研 究 大 臣 に委 任 さ れ る ことが ある)が 主 宰 し、 何 らかの形 で科 学 技術 に

関 係 す る大 臣(文 部 、 国防 、外 務 、大 蔵 、 計 画 、国 土 整備 、 設備 ・住宅 、

産 業 開 発 、、科 学 研 究 、郵 政 、 農林 、運 輸 、 労 働 、 厚生 、 社会保 障)に よっ

て構 成 され る。 この 閣僚会 議 の諮 問 委員 会(CCRST)が あ る。 これ は

産 業 開発 ・科 学 研 究 省 の 中 に置 か れ、研 究 の 構 造 、 計 画、予 算 につ い ての

諮 問 を うけ る と共 に 、毎年 、 非軍 事 研 究 開 発活 動 に投 下 された 公 的研 究 資

金 の配 分 状 況 を報告 す る。 閣 僚会 議 の事 務 局 で あ り、 各省 に また が る科 学

研究 」二の 問題 を処理 す る実務 機 関 は、科 学技 術 研 究 総 務庁(DGRST)

で あ る。 科 学 技 術 関 係法 令の 制 定 、議 会 に上程 す る計 画、 報告 書 の 作成 、

国 際 的 問題 に 関 して 外務 大 臣 を補 佐 、研 究 開発基 金 や 援 助資金 の管理 、研

究 関 係 の手 段 や計 画 の 公表 、情 報 、 資料 に関 す る政 策 の実 施 が そ の任務 で

あ る。

フ ラン スの科 学 研 究 は、 フ ラ ンスの 工業 が そ うで あ る よ うに、政 府 主導

型 で ある。科 学 研究 の 実 施機 関 は大学 、国 立 研 究 機関 、 公立 研 究機 関、 民

間 研 究 機 関 で あ るがそ の 研究 開発 費 をみ る と表1.1.4の よ うに な って い る。

〈 表1.1・4>フ ラ ン ス に お け る 科 学 研 究 開 発 費

58
165 `68 170

175

(推 定)

研究 開発

総 支出
2500 1qoOO 13,600 15,000 2ぴ000

公 共 支 出 1,700 6,900 9,200 g800

民 間 支 出 800 a100 4400 5,200

GNPに 占

め る比 率%
0.97 2.1 2.37 211

単 位:百 万 フラ ン
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第5次 経 済 計 画 に お い て工 業化 が 促進 され る中 で従 来 フラ ンス で研究 さ

れ た基 礎 的 科 学 や技 術 が、 他国 で工 業化 され フ ラ ンス の利 益 とつ な が らな

い とい う反 省 か ら積 極 的 開発 援助 政 策 が と られた 。1965年 に企業 の新

技 術 、新 製 品の 開発 に 対 し、 国が 危 険負 担 を して貸 付 を行 な う別条

(AideauDevelopment)を 設 け た。 この 資金 は科 学 技 術研 究

総 務 庁 が管 理 す る。 また1967年 には、 公 的研 究 機 関 や 大学 、 個 人 か ら

提 出 さ れた発 明 を審 査 し優 れた もの は国 内、 国外 の特 許 を取得 す る。

LlAgenceduNationaledeValorisationde

laRecherche(ANVAR研 究 評 価庁 と訳 され てい る)を 設 立 し

た。

第6次 経 済 計 画 に入 っ て、情 報 問題 に対 す るい くっ か の施 策 が 現 わ れた。

この第6次 経 済 計画(1971～75)の 策 定 作 業 の 中 で 、情 報 問題 の検

討組 織 で ある国 家科 学 技 術 ドキ ュメ ンテ ー シ ョン委員 会(CNDST)が

造 られ科 学 技 術 情報 の全 国 ネ ッ トワーク構想 を発 表 した 。1970年 これ

は閣僚 会 議(CIRST)に よっ て認可 され 、 この 計 画 の 実 施機 関 と して

BureauNationaldeIIInformationScientif

iqueettechnique(BNIST)が 設 立 さ れ1974年 より

活 動 を 開始 した。

フ ラ ンス には 多 くの 情 報 サ ー ビス機 関 が存 在 す る。 大 きい もの は文 部 省

に属 す る国立 科学 研 究 セ ンタ ーCNRSに 符 属 す るCentredeDo

cumentation(CDduCNRS)が あ り、約10,000種 の

学 術 雑 誌 よ り抄録 を作 成 し、BulletinSignaletiqueと い う

出版 物 にす る と同 時 に、PASCALと 呼 ぶ機 械検 索 シ ス テム の フ ァイル

を編 集 してい る。小 さな もの と しては ス タ ッフが 数 名 の専 門 的情 報 サ ー ビ

スが あ り、 その 中 に はServicedeDocumentationdu

Vinな ど もあ りそ の数 は200を 超 してい る。 そ して、 全体 と してみ ず

か らの 必 要 とす る情 報 サ ー ビスは 、み ず か ら造 り、運 営 す るとい う傾 向 で
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表1.1.5 BNISTで 推進 す るセ ク トリア ル専 門情 報 機 関

% セ ク タ ー 中 心 的 実 務 機 関 R&D(助 成)テ ーマ

1 原 子 力 AFDIN(原 子 力情 報 ・ドク メンテ ー シ ョ』ン協 会) INIS

BREVATOM(原 子力分野 特許情 報センター)

CEDOCAE(軍 事 ドク メンテ ー シ ョンセ ンタ ー)

2 化 学 AFDAC(化 学自動 ドクメンテーション協会)

CNIC(国 立化 学情報セ ンター)

PRETEXT皿{

TYMSHARE

ARDIC(イ 閣 青報科学研究開発協会) DARCシ ステム

3 繊 維 ITF(フ ランス繊維研究所) TITUS2,3

4 エ ネ ル ギ ー SeienceExactes 多言語 シソーラス
CNRS{

ScienceHumaines 抄録の自動翻訳

、

IFC(フ ランス燃料研究所)

5 電 気 SocieteMerlin-Gerin SDI(ONRS)

SEER(SocietedesElectricierい づ 電 気 ・電 子 ドク メ ン'ネ ッ

ELDOCグ ループ(CNR&CNE肥SGC凪E トワー ク

DEThompsorCS瓦Merlin-Gerlin)

6 金 属 METALDOCグ ループ

CNRS 金属 ドクメン ・ネ ッ トワーク

CDS(製 鉄 ドク メ ンテ ー シ ョンセ ンター) SPIM(金 属情報 ドクメン

システム
CETIM(機 械 ドクメンセンター) TITUS3応 用

CETIF(鋳 物 〃) CNRS-SDIMシ ソ ー
一

フス
IS(溶 接 〃)

7 農 学 CNRS'農 林 省 ドク メンテ ー シ ョンサー ビス

INRA(国 立農耕学研究所) AGRIDOCネ ッ トワーク

GERDAT(熱 帯農業研究 開発グル ープ) (AGRIS参 加)

CNEEMA(国 廿農業機 械実験 研究センター)

CDIUPA(農 産 物利用工業 ドクメン ・センター)

8 海 洋 BNDO(国 立海洋データ局) MISTRALシ ステ ム応用

CNEXO(ン ター) デ ー タセ ンタ ー

9 生 物医 学 INSERM MEDLARSMEDLINE

CNRS CNRS-MEDLARSの

BIAM(薬 物 自動化情報局)
ダブリ検討

HopitalNecker

InstitutGustave-Roussy
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孤 セ ク タ ー 中 心 的 実 務 機 関 R&D(助 成)テ ーマ

10 環 境 AFEE(AssociationFransaisespour

I'EtudedesEaux)

国 連環 境言」1画

ECのCIDSTと 協 力

BNISTで 開始 したSOS-DOC※ 情 報案 内 サ ービスは表 言噸 をネ ッ トワー ク化 し、電 話 テ レ ック

ス、on-lineで 行 な われ る。 ※SOS-DOC(Serviced'OrientationverslesSourc

esd'InfomationetdeDocumentationScientificetTechniquc)

表1.1.6 フランス開発 の文献情報処理のためのソフ トウ ェア

'

%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

略 名
SABR

(1969)

TITUS

(1971)

PASCAL

(1971)

PRErTErc

(1970)

ECLAIR

(1972)

MISTRAL

(1972)

ARIANE

(1972)

CRISTAL

(1971)

DECOD

(1971)

SPLEEN

(1971)

FABIUS

フ ル ネ ー ム

SystcmAutomdtiquedeBibliographie

d'InformationetdeRechercheen

Carcinology

TraitementdeIInformaticmTextile

UniverselleetSclective

ProgrammeApPliquealaSclection

etalaConpilationA」tomatiquede

laLiteraturc

ProgramofResearchonTect

EvaluationdeCriteresLicspour

IAutomatisationdesInterrogations

etdesRecherches

MbmorisationdInformatiqueSeleeti

onTraitementetR∋chercheAutomati

que

ArrangementReticuledesInformatio

pourIApProchedesN)tionsparleur

正hvirOnnement

FabricationAutomatiqueBiblio-grap

hiesIndexecesUtilisantdesSbmtag

mes

開 発 機 関 名

Institut(ヨJstave-Roussy

InstitutTextilede

France

命

ImprimericNationale

InstitutFrancaisdu

Petrole

IRIA(lnstitutdeRech

erched'Informationet

deAutomatique)

CII(CompanicInternat

ionallepour1'Informa

tiqUC)

UrI-C岨(brrterdAssista

noe品 ㎞ 《pueetdel]bcurrenta

tionduBatiment

㎜

㎜

CNRS-Science

HlmaineS

SocieteH∋urtey

備 考
ニ

シソーラス5言 語

SDr.RS

自動 抄 録翻 訳

シソ ーラス4言 語

SDI.RS

TITUS3

ニ

SDI.RS

PASCAL3

Freetectsearch

Program

keword

SDI.RS

M[SIRAL3が 会話

型用 に開発

建築関係全情報

自然語薬物に応用

SDI

SDI

自然 語

on-line.off-1ine

抄 録誌

( )内 は オ ペ レー シ ョン開始 年代
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あ る 。そ の主 要 な情報 機 関 、 フ ラン スで 開発 され た検 索用 ソ フ トウエ アの

リス トを表L1.5と 表1.16に 掲 げ る 。

一 方 、 情報 科 学 研 究委 員会 は 、1971年 、 米 国 のARPANET(196

9'～)に 刺 激 さ れ て コ ン ビ=.一 夕 ・ネ ッ トワー クの 開発 研究 を企 画 し、 情

報 処 理 自動 化 研究 所IRIAを 担 当機 関 と してCYCLADES計 画 と して

出発 した 。 この ネ ッ トワー ク にCDduCNRSのPASCAL、Eur

opeanSPACEAgencyの 情報 サ ー ビスESA/SDS、 グ ル ノー

ブ ル大 学 のTHERMODATAな どが リンク さ れ、 サ ー ビス実 験 が行 われ て

い る。

1.1.5西 ドイツ の情 報政 策

ドイツ は 、 か っ ては物 理 学 ・化学 の 研究 に お い て世 界の 中心 に あ った 国

で あ り、 そ れ に基 づ き、 また そ れ を支 え る情報 サ ー ビス も優 れた もの が あ

った。PhysikalischeBerichte、ChemischesZen

tralblatt、GmelinsHandbuch、Beilsteinな どは、

日本 の研 究 者 に も愛用 さ れた もの で あ る。 しか し第 二 次世 界 大 戦後 は、東

西 に分割 さ れ、 これ らの活動 を支 え る研究 者 、 図 書館 資料 な どが 分散 した

こ と も作 用 して、 か って の科学 研 究 にお い て 占 め る地 位 を米国 に譲 らざ る

を得 なか った。 そ して産業 は復 興 した けれ ど も、 ドイツ連 邦政 府 の 情報 政

策 は つい 最近 ま で空 白が 続い た の で ある。

西 ドイツ は11の 州 か らな る連 邦共 和 国 で あ り、科 学技 術 行政 は州 レベ

ル では遂 行 で きない性 質 の もの で あ るか ら、 科 学会 議Wissenschaf

tsratに よっ て、連 邦 政府 の教 育科 学 省 と各 州 の 文部 省 を結 ん で連 携 を

は か って来 た 。

基 礎 研 究 は、 大学 とマ ック ス ・プラ ンク研 究 協 会 の 中 の多 くの 研 究所 に

よって行 な わ れ て来 た。 ドイツ研 究 協 会 は 、最 初 は個 人や グ ルー プ ごとで

の研 究 に助 成 を行 な っ て来 た が 、1969年 以 降 は、 特別 研究 分野 促進 制

度 を設 け 、 主 と して大学 の 申請 に よっ て特 定 の テ ーマ に っ いて研 究 施 設 ま
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で も 含 め て 共 同 研 究 促 進 の 助 成 を は じ め た 。 こ れ は 研 究 の 大 型 化 を 促 進 し

よ う と す る も の で あ る 。 大 学 は1970年 で40校 あ り、 経 済 成 長 と よ り

高 い 文 化 的 欲 求 に よ っ て 、 大 学 進 学 希 望 者 の 数 が 増 加 し っ づ け る の を 充 す

た め に は 、198ρ 年 に は 学 生 数 が2倍 と な り 、 大 学 数 も 更 に30校 は 必

要 で あ る と 言 わ れ て い る 。

応 用 研 究 ・技 術 開 発 に つ い て は1949年 、 基 礎 研 究 に お け る マ ッ ク ス ・

プ ラ ン ク 研 究 協 会 に な ら っ て 、 フ ラ ウ ン ホ ー フ ァ ー 応 用 研 究 の 研 究 所 を も

つ と 共 に 、 研 究 助 成 を 行 な う。 応 用 研 究 ・技 術 開 発 の も う一 つ の 実 施 主 体

は 、 西 ド イ ツ に 伝 統 的 な 研 究 組 合 で 、 約70の 研 究 組 合 が あ り、1954

年 工 業 研 究 組 合 連 合 会ArbeitsgemeinschaftIndustrie

llerForschungsvereinigungenを 結 成 し た 。

原 子 力 、 宇 宙 、 海 洋 と い うナ シ ョナ ル ・ プ ロ ジ ェ ク ト に 基 づ く 研 究 開 発

や 、 情 報 処 理 、 航 空 機 、 環 境 保 全 な ど の 先 端 技 術 に っ い て は 連 邦 政 府 自 身

の 手 で 促 進 が 行 わ れ 、 産 学 協 同 型 の 共 同 研 究 体 制 を と っ て い る 。

こ の よ う な 中 で 、 こ れ ら の 研 究 開 発 へ の 情 報 供 給 サ ー ビ ス に つ い て は 、

1960年 代 にZentralstellefurMaschinelleDok

umentation、ZentralstellefurAtomkernener

gieDokumentation、DieCeitstellefurWel

traumdokumentationと し(う 、 情 報 処 理 の 機 械 化 、 原 子 力 、 宇

宙 の 各 分 野 の ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン セ ン タ ー が 設 立 さ れ 、 政 府 か ら の 補 助

金 が 出 さ れ 、 ま た ド イ ツ 航 空 科 学 協 会 の 中 に あ る20の 専 門 情 報 サ ー ビ ス

機 関 に 基 金 を 出 資 し た り し て い る 事 例 が み ら れ る 。 し か し 、 ま と ま っ た 情

報 政 策 が 現 わ れ た の は 、1971年 、 内 務 省 の 中 に お か れ た 各 省 間 ワ ー キ

ン グ グ ル ー プ の 提 出 し た 情 報 バ ン ク ・シ ス ア ム に 関 す る 報 告 書 と 、197

4年 に 科 学 技 術 者 の 発 表 し たInformationundDokumenta

tionProgram(IuD計 画)で あ る。

情 報 バ ン ク ・シ ス テ ム の 報 告 書 は 、 近 代 社 会 が 経 営 、 科 学 、 技 術 、 行 政 、
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政 策 とい うあ らゆ る人 間 の 社会 活 動 の 中 か ら、 また また 多 くの 情 報 を生 み

出す し、 また必 要 とす る よ うに な っ てい る こと。 そ れ らの情 報 が ま だ局 所

的 流通 しか さ れ てお らず、 この だ めの 種 々の 欠 陥 が 認 識 され て い る。 そ

れ を改 善 し、 よ り広 い流 通 を可 能 にす るた め に は何 が 必 要 で あ るか を、 基

礎 的 な コ ンセ プ トの構 築 か ら出発 して 問題 を提 起 した もの で あ る。 これ は

即 座 に具体 化 され は しな か った が 、 次のIuD計 画 の 立 て られ る基礎 を提

供 してい る。

IuD計 画 は、 科 学 技術 情 報 に場 面 を限定 し、そ の あ り方 を総 合 的 に把

・ え 、 実 施 に移 しつ つ ある計 画 で あ る。西 ドイツ に は、各 専 門 分 野 に約500

φ6
の 情報 サ ー ビ ス機 関 が あ る。 そ の大 半 は 企業 や研 究所 内の サ ー ビス を行 な

う もの で、 一般 への 情 報 サ ー ビス を行 な う もの は この 中の 約200で あ る。

その 実体 を調 べ る と、 約45%が 職 員5名 以下 、80%が20名 以下 の小

規 模 の もの で あ り、 デ ータ ・プpセ ッシング等 の機械 装 置 を もっ てい るの

は全 体 の1/3で あ る。 とい う形 で、 弱小 の情 報 サ ー ビスが 、 自然 発生 的

に形 成 され、 充 分 な助成 も指 導 もない状 況 で あ った。 そ の 中 で 、'西 ドイ ツ

の 伝統 あ る情 報 サ ー ビス で あるChemischeszentralblatt

(CZ)は 、.1969年 に従 来 の 編 集 方針 を放棄 し、米 国 のChemical

Abstractsと 提携 し、協 力 す る こと と した。 そ してCZ自 身 は西 ドイ

ツ 内の 研究 成果 の み を紹 介 す るサ ー ビス に縮 少 した。

この よ うな状況 に対 す る反省 か ら、連 邦政府 は

(1)研 究 開発 お よび教 育 の 効率 の 向上;こ れ は生活の 質 の 改 善 の た めの 基

本 的前 提 の 一 つ と しての 革新 を促 進 す るた め の もの で あ る。

(2)経 済 、技 術 、 特 に中小 企業 の 力 と競 争 力 の 強化;職 場 の条 件 を改善 す

るた めの 援助

(3)議 会 、政 府 、 行政 、 司法 の計 画 ・意志 決定 行 為の 援 助

(4)社 会 生 活 の 中 で の協 力 を可 能 とす るた め の市 民、 社 会 的 グ ルニ プの 情

報 伝達 の 改 善
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を目標 とす る総合的情報政策 を発表 した。 これ は、連邦政府 の科学技術 目

標 に合わせて

1

2

a

4

5

6

7

8

9

α

1

2

3

4

5

仕

1

1

1

1

1

1

1

公 衆 衛生 、 医 薬 、生 物学 、 ス ポ ー ツ

食 糧 、 農林 業

化 学

エ ネ ルギ ー、 物 理 学 、数 学

電 気 工 学 、 精密 工 学 、機 械 製 作

冶金 学 、 材料 、金 属加 工

原 料 回収 お よび地 質 学
騨

交 通

地域計 画、建築 、都市建設

消 費 材

経 済

裁 判

教 育

社会科学

精神科学

外国研究

の16分 野 を設置 し、 既 存 の200の 情 報 サー ビス を その 各分 野 に割 当 て、

各 分野 への 助成金 に よる誘 導 を行 な うと共 に、 各 分 野毎 の 専 門 プラ ニ ング ・

グ ルー プ を形 成 し、 具体 的推 進 の計 画 を立 てさ せ る と共 に、 中核 プラニ ン

グ ・グ ル ー プに よっ てそ れ らの 調整 を行 わ せ る。 各 専 門 分野毎 の活 動 の組

織 化 は、 各 個全 く独 自の シチ ュエ ー シ ョン の中 で考 え られ、 進 め られ てお

り、 その 全 体 の計 画 の推 進 ・調 整 は非 常 に困 難 で あ る模 様 で ある 。

これ らの16分 野 の既 存 の情 報 サ ー ビス 群 の外 に、政 府 プpジ ェク トに

基 づ く

環境 問題 に関 す る情 報 サ ー ビス
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特 許 に 関 す る情 報サ ー ビス

規格 に関 す る情 報 サー ビス

研 究 に関 す る情 報 サ ー ビ ス

の4つ の特 別 目的 の た めの 情報 サ ー ビ スが追 加 され、20の カ テ ゴ リーの

中で 計 画 が立 て られて いた 。

この 計 画 は1976年 の段 階 で、 連 邦政府 予 算 が充 分 で なか った り各 専

門毎 の 活動 が予 定 通 り進 捗 しなか った りの事 情 に より、 必 ず し も満足 な状

況 では ない とみ られ る。 この計 画 は また 、ECのCIDSTのEuronet

との 接続 を意 識 して 各情 報 分 野の 計 画 を進 め てい る。

1.2コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン.ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成

1.2.1フ ァ イ ル と の 形 成 と ネ ッ ト ワ ー ク

米 国 防 省 の 中 のDefenceSupplyAgencyの 中 に あ るDefe

nceDocumentationcenter(DDC)は 、Anerback

AssociatesInC.に 委 託 し て 数 年 間 に わ た っ て 分 析 し た 結 果 の 最

終 レ ポ ー ト"DDC10yearsRequirementsandPla

nningStudy"を1976年6月 に 発 表 し た 。(AD-Ao24700、

AD-AO24701)こ れ は 技 術 の 発 展 、 国 防 省 のR&Dに お け る 情 報 需 要

の 変 化 等 の 予 測 の 中 か ら 向 う10年 間 にDDCは ど う あ らね ば な ら ぬ か を 、

調 査 分 析 し た も の で あ る 。 そ し て 情 報 サ ー ビ ス の 内 容 や サ ー ビ ス 形 態 の あ

り 方 と 共 に 、 情 報 流 通 シ ス テ ム の あ り 方 と し て 次 の よ う な 勧 告 を 行 な っ て

しへ る 。

DDCは 、 国 防 省 の 中 の 研 究 所 や 研 究 管 理 部 門 が 行 な っ たR&Dに つ い

て の 計 画 書 、 進 行 状 況 の 報 告 書 、 成 果 の 報 告 書 、国 防 省 と の 契 約 で 他 機 関

が 行 な っ た 研 究 ・調 査 ・分 析 の 報 告 書 、 ま た そ れ ら のR&Dが 必 要 と す る

外 部 情 報 を 収 集 し 、 蓄 積 し 、 そ れ らR&Dに 配 布 す る と 共 に 、 米 国 商 務 省

のNationalTechnicalInformationService
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(NTIS)を 通 して 一般 に公表 す る。そ の処 理 す る報 告書 の数 は約1万

件 に上 る。

この報 告書類 の処 理 に現在 は 、

oそ の報 告 書 の 内容 を要 約 した抄 録 は、報 告 書 を作成 した 者 に、 同時 に作

らせ る。

。そ の 抄録 は す べ て機 械 可読 形 式 に されDDCの デ ータベ ー ス を更 新 す る。

o情 報 要求 に応 じてデ ータベ ー ス か ら必要 な報 告 書 を と り出す た めの 「鍵 」

を与 え るイ ンデ ク シ ングのた め に、DDCはmachine-aided

Indexingの シ ス テム を開 発 した。

oデ ータベ ー スか らの 情 報 サ ー ビスは 、NTISか らのU.S.Gaver

nmertResearchAnnounement(GRA)、DDC内 オ

ン ラ イン情 報検 索 シ ス テム

で 行 な って い る。

しか し、 情報 要 求 を分 析 した 結 果 、 単 な る文献 サ ー ビス で は不充 分 で あ り

よ り高 度 の情 報 サ ー ビ ス を供 給 す べ き こ とが結 論 され た。 その た め に、

(1)DDCへ の入 力 過 程 に おい て は、国 防 省 の 中 あ る2つ の 情報 分析 セ ン

タ ーや 報 告書 の 作成 を行 な う機 関 の協 力 を うけ るべ きで あ る。 そ れ らの

機 関 を、入 力 のた め の 情報 分析 のNodeと し、 す で に開発 さ れ てい る

DDCの オ ン ライ ン入 力 シス テ ム に よ って.DDCデ ー タ ベー スに入 力

され る 。'

(2}DDCデ ータ ベ ー ス は 、単 な る文献 情 報 の検 索 用 デ ータ ベ ー スに止 ま

らず、 数値 デ ータ や、 事 項 検 索 用 の デ ータベ ー ス に発展 すべ きで ある。

例 えば 報告 書 内容 の パ ラ フ レーズ に よっ て検 索 す る こと も可能 で あるべ

きで あ る。

(3)DDCか らの情 報 供 給 に は、米 国 全土 に散 在 す るDDCのR&D活 動

に密着 したRegionalServiceCenterを 置 き、 サ ー ビス

の 質 を向上 させ るべ きで あ る。
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こ のAnerbackAssociatesIncの 調 査 分 析 の 結 論 は 、

。DDCはCentralNodeと し て 巨 大 な情 報 集 積 を も ち 、 そ れ を

常 に 更 新 ・維 持 す る 。

。 そ の 情 報 集 積 へ の 入 力 、 そ れ か ら 情 報 私 用 へ の 出 力 に はInputNo

deと し て の 情 報 分 析 セ ン タ ー や 、 入 力 分 析 機 関 、OutputNode

と し て のRegionalServiceCenterを お く 、Star-

typeの ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 す る 。

と い う こ と で あ る 。

米 国 防 省 に お け るR&Dに は 、 膨 大 な 国 家 予 算 が 投 下 さ れ る 。 そ の 成 果 は

新 た なR&Dを 再 生 産 す る 貴 重 な 資 源 で あ る 。DDCは 、R&Dの 計 画 ・

管 理 ・成 果 に 関 す る 情 報 と い う 資 源 を 収 集(回 収)し 、 拡 大 再 生 産 す る た

め に そ の リ ソ ー ス ・ フ ァ イ ル を 維 持 しR&Dへ 供 給 す る 機 関 で あ る 。

情 報 に 限 ら ず 、 商 品 に せ よ 、 電 力 や 燃 料 な ど の エ ネ ル ギ ー に せ よ 、 或 る

特 定 の 種 類 の 資 源 を 供 給 す る シ ス テ ム は 、 そ の 集 積 所 をCentralized

Nodeと し 、 地 域 集 配 所 をdecentralizednodeと す るStar-

typeの ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 す る 。 情 報 資 源 の 場 合 、 そ の ネ ッ ト ワ ー ク を

通 し て リ ソ ー ス ・フ ァ イ ル が 形 成 さ れ る 。 こ の 事 例 は 数 多 く み る こ と が で

き る。

米 国 に お い て 、 そ の 種 の ネ ッ ト ワ ー ク は 、1940年 代 にABCRep

ortsの 作 成 、NuclarScienceAbstractsの 発 行 、 米 国

内 お よ び 世 界 各 国 に 、ABCReportsのDepositeLibrary

を お く 制 度 に よ っ て 、 す べ て 形 成 さ れ て い る 。 そ れ に 習 っ てNASAは そ

の 傘 下 の 全 研 究 機 構(契 約 に よ っ て 開 発 を 行 な う全 民 間 機 関 も 含 め て)か

ら 発 生 す る 、 研 究 開 発 の す べ て の 段 階 で の 報 告 書 類 を 収 集 し 、 分 析 し 、 機

械 可 読 形 式 と マ イ クP形 式 に よ り フ ァ イ ル し 、 抄 録 誌 を 発 行 し 、 要 求 に 応

じ て 供 給 す るScientificalandtechnicalInformation

Facility(STIF)を 設 置 し た 。 そ し て 全 米 に90カ 所 の 地 域 サ
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一 ビ ス ・セ ン タ ー を お き
、NASAの 成 果 の 民 間 へ の 技 術 移 行 を 促 進 し た 。

1965年 、 米 国 議 会 は 医 学 図 書 館 援 助 法(MedicalLibraries

AssistantAct)を 通 過 さ せ た 。 こ の 骨 子 は 、 米 国 の 医 学 図 書 館

網 を 強 化 し 、 サ ー ビ ス を 向 上 さ せ る た め に 連 邦 政 府 は 、 国 立 医 学 図 書 館

NationalLibraryofMedicine(NLM)に 補 助 金 を

交 付 す る 。NLMは そ の 補 助 金 を 援 助 テ ー マ 毎 に 各 医 学 図 書 館 に 配 分 す る 。

ま たNLMは 医 学 図 書 館 間 の 相 互 協 力 の 中 心 と し て 機 能 す る 。'NLM

IndexMedicusと い う抄 録 誌 を 機 械 編 集 し て い る が 、 そ れ に よ っ

て 文 献 検 索 シ ス テ ムMEDLARSを 開 発 し、 米 国 内 の 約20の 図 書 館 に

配 布 し 、 検 索 サ ー ビ ス を 行 わ せ る 。 こ の 構 想 はNLMをCentrali

zednodeと し 、 各 医 学 図 書 館 をdecentralizednodeと す

るStar-typeの ネ ッ ト ワ ー ク で あ る 。

EuropeanSpaceAgency(ESA)のSpace

DocumentationService(ESA/SDS)は 、 米 国NA

SAで 用 い そ い るNBSA/RECONと い う 情 報 検 索 シ ス テ ム を 導 入 し、

STAR、METADEX、COMPENDEX、NSA、GRA、INSPEC、

CACon、ESCI、ELECOMPS、PASCALと い う 多 く の デ ー タ

ベ ー ス に つ き 、 欧 州8カ 国 、 約30の タ ー ミ ナ ル に オ ン ラ イ ン 情 報 検 索 サ

ー ビ ス を 提 供 し て い る
。 こ の サ ー ビ ス ・ネ ッ ト ワ ー ク はFrascatti

をCentralizednodeと す るStar-typeの ネ ッ ト ワ ー ク で

あ る 。 こ の 場 合 リ ソ ー ス と し て の フ ァ イ ル は 他 の 機 関 で 造 ら れ 、 そ れ を

複 数 個centralizednedeに お い て 多 く の ユ ー ザ が タ ー ミ ナ ル を

通 し て 利 用 す る も の で あ る 。

こ れ に 対 し、CYCLADESを 通 し てCDduCNRSのPASCAL、

フ ラ ン ス繊 維 協 会 のTITUS、 グ ル ノ ー ブ ル 大 学 のTI{ERMODATAに

ア ク セ ス し た り 、 互 にEURONETを 通 し てDIMDIのMEDLARS、ESA

/SDSの 諸 フ ァ イ.ル に ア ク セ ス す る の は 、 全 く異 な る ネ ッ ト ワ ー ク で あ る 。
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こ れ は 情 報 集 積 が 一 ヵ 所 で は な い 。 多 く の 機 関 が そ れ ぞ れ の フ ァ イ ル を 持

っ て い る 。 そ の ど れ を 用 い る か は 、 ユ ー ザ の 情 報 要 求 に よ っ て 定 ま る 。 ネ

ッ ト ワ ー ク は 、 ユ ニ ザ に 、 そ の 必 要 と す る フ ァ イ ル に 任 意 に ア ク セ ス す る

こ と を 可 能 と す る 。

1ヵ 所 に 集 ま っ た り ソ ー ス(CentralizedResource)へ 、

或 い は そ れ か ら 放 射 状 に 入 ・出 力 の ノ ー ドが 連 結 さ れ る と き 、"decent

ralizednetwork"と い う。 そ れ に 対 し 、 す で に リ ソ ー ス が 開 発

さ れ 、 そ の フ ァ イ ルが 存 在 し 、 そ れ が い く つ か 散 在 す る と き、"distr

ibuted"と い う。 そ の 散 在 し て い る フ ァ イ ル に 必 要 と す る と き 、 任 意

の も の に ア ク セ ス で き る と き 、"distributed・network"と い

う。

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ネ ッ ト ワ ー ク は 、 先 ず 情 報 リ ソ ー ス の 形 成 か ら 出

発 す る 。 こ れ は 特 定 の 種 類 の 情 報 に つ い て の 収 集 ・分 析 ・ フ ァ イ ル 構 成 の

作 業 で あ り 、 こ れ に よ り情 報 リ ソ ー ス の 中 心 ノ ー ドが 形 成 さ れ る 。 そ し て

先 ず 、 そ の リ ソ ー ス の 供 給 指 向 型 ネ ッ ト ワ ー ク が 形 成 さ れ る 。 こ れ は

Star-type(decentralijertion)で あ る 。 い く っ か の 情

報 リ ソ ー ス に つ い て フ ァ イ ル が 形 成 さ れ る と 、 ユ ー ザ ー は そ の 複 合 利 用 を

要 求 す る 。 情 報 需 要 に と っ て 、 い く つ か の リ ソ ー ス が 存 在 す れ ば 、 任 意 の

時 に 、 任 意 の フ ァ イ ル に 、 必 要 に 応 じ て 時 に は い く っ か の フ ァ イ ル に 同 時

に ア ク セ ス で き る こ と を 望 む 。 こ の 要 求 を 充 す も の が 分 散 型 ネ ッ ト ワ ー ク

distributednetworkで あ る 。

1.2.2ネ ッ ト ワ ー ク ・コ ン トp－ ル

1975年6月 、 米 国 上 院 労 働 ・公 共 福 祉 委 員 会 に 、 「科 学 技 術 情 報 活

動(STINFO)の 米 国 政 府 に よ る 管 理:NSFの 役 割 」 と 題 す る 報 告 書

が 提 出 さ れ た 。 こ れ は 、 上 記 上 院 委 員 会 の 委 員 長EdwardMKenne

dyか ら 委 任 さ れ て 米 国 議 会 図 書 館 の 議 会 研 究 サ ー ビ ス ・グ ル ー プ が 作 成

し た も の で 、1950年 代 か ら の 米 国 立 科 学 財 団NationalScien
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ceFoundation(NSF)を 中 心 と し て 展 開 さ れ た 連 邦 政 府 の 科

学 技 術 情 報 行 政 を 分 析 し た も の で あ る 。

米 国 連 邦 政 府 は 既 に 述 べ た よ う に 、 各 省 毎 に 巨 大 なstar-typeの

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し て い る 。AECのoakridgeLabora

tory(AECリ ポ ー ト、NSAの 発 行)NASAのSTIF
、 国 防 省

(DOD)のDDC、 保 健 教 育 福 祉 省(DHEW)のNIHとNLM等 で

あ る。 そ の 中 で ホ ワ イ ト ・ハ ウ ス が 直 接 管 理 し て い た の がNSFの 中 の 情

報 担 当 部 門OfficeofScientificInformationSe

rvice(OSIS)と 、 そ れ か ら の 助 成 を う け て い た 大 学 ・民 間 のST

INFO活 動 で あ っ た 。 ホ ワ イ ト ・ハ ウ ス は 、NSFを 通 し て の 直 接 の コ

ン ト ロ ー ル が き か な い 、AEC 、NASA、DHEW、DOD等 の 活 動 に

つ い て も 、 コ ン トp－ ル 下 に お く べ く 、1961年 通 称WeinbergRe

portの 名 で 呼 ば れ る 大 統 領 科 学 諮 問 委 員 会 の 勧 告"Science,Gov

ernmentandInformation"は 、 連 邦 政 府 の 中 の 情 報 体 制

の 改 革 を 意 図 し た も の で あ っ た 。 こ れ に よ り商 務 省 の 情 報 サ ー ビ ス(現 在

のNTIS)は 強 化 さ れ 、 各 省 に 情 報 分 析 セ ン タ ー が 造 ら れ
、Referal

Serviceや 数 値 デ ー タ ・サ ー ビ ス の 機 関 、 抄 録 や イ ン デ ク シ ン グ の 標

準 化 の た め の 調 整 機 関 が 造 ら れ た 。 更 に ホ ワ イ ト ・ハ ウ ス の 中 に 、Offi

ceofScienceandTechnology(OST)やCommie

teeonScientificandtechnicalInformatio

n(COSATI)な ど を お き 、 各 省 間 調 整 を 強 化 し よ う と し た
。COS

ATIの 下 で 数 多 く の 大 規 模 な 調 査 分 析 が 行 な わ れ 、 そ の 報 告 書 だ け で も

膨 大 な 量 に 達 す る 。 し か し実 際 的 効 果 は 極 め て 少 な か っ た 。 そ し て 、 意 図

し た 調 整 機 能 は 結 局 果 せ な か っ た 。 こ の 議 会 図 書 館 の 議 会 研 究 サ ー ビ ス ・

グ ル ー プ の 報 告 書 は 、 そ の 反 省 で あ る 。

第 一 にSTINFO活 動 の 重 要 性 を 否 定 す る 者 が い な い 一 方 、 環 境 保 護

や エ ネ ル ギ ー 資 源 の 利 用 性 の よ う な 緊 急 性 を も つ テ ー マ で は な く 、 こ の 間
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題 に つ い て熱 心 で あ った スポ ー ク スマ ン達(Humphrey,Eliott,

Dadalio,Pusinskiな どの上 院 議 員達)に と って政 治 的 恩 恵 は な

か った。 彼 等 は情 報 の第 一線 を離 れ、 そ れ と共 にホ ワ イ ト ・ハ ウ スの情 報

問題 に対 す る関心 も薄 れ た。

第 二 に官 僚 は早 くか ら管 理 指 導 に任 じ政 府 の情 報 シ ス テムの 再編 成 、 拡

張 に努 めた。(DDC、NTIS、 各 種 情 報 分析 セ ンタ ーの 設 置 … …)

しか し振 りか え ってみ る と政策 監 視 活動 の減退 と実 務 サ ー ビスの成 長 と

い うパ タ ー ンは弱点 を暗 示 す る もの で あ り、科 学 の最 近 の傾 向 に従 って現

在 の サ ー ビス を軌 道 修 正 す る必要 性 を暗 示 す る もの で ある。

米 国 の よ うな国 です ら、 官僚 とい うテ ク ノク ラー トの 下 で発 展 す るスタ

ー型 情 報 シ ステム の監 視
、 相互 調 整 は困 難 なの で あ る。 そ して、 今 後 どの

よ うな コ ン トロー ル が現 わ れ るかが 、 今 後 我々 の歩 む べ き道 を模 索 す る中

で も注 目さ れ る所 で あ る。

す で に 一つ のエ ポ ック を歩 み終 り、 次 の方 向 を求 め て い る米 国 に比 べ 、

欧州 は英 国 を除 き、西 ドイ ソ、 フ ラ ン ス共 に新 た な歩 み を始 めた 所 で あ る。

イギ リス人 は極 め て現実 的 で あ り保 守 的 で あ るか ら、 その 情 報 政策 も現 状

肯定 型 で あ る。 しか し、 い くつ か の大 図書 館 にOSTIま で をBritish

Libraryに 統 合 した の は、 少 し く理 解 に苦 しむ所 が あ る。 これ は米 国

型 の 全 く正 反 対 の方 向で あ るが 、や は り官 僚 の持 つ観 念 性 が机 上 の効 率 計

算 に基 づ い て、 実務 レベ ル で の管 理 限 界 を越 えた統 合 に向 わ せ た と考 え ら

れ る。

フ ラ ンスは 、第5次 経 済 計 画 の成 功 に力 を得 て、工 業 立 国 へ の 基礎 を固

め よ うと して い るよ うで あ り、広 範 囲 に 多 くの試 み が な され つ つ あ る。

工 業 や 研 究 開 発 も政 府 主 導 型 で あ り、内閣 直層 のCIRST、CCRST

に よ って 調 整 され てい る か ら、 おそ ら く米 国 の よ うな形 で コ ン トロー ル

を失 な うこ とは ない で あ ろ う。 まだ ネ ッ トワー クの規 模 も小 さ い。 欧州 で

情 報 サ ー ビスが基盤 を 得 るた め に は、ECレ ベ ルで の情 報 市場 を獲得 し な
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け れ ば な らない し、 そ のた め に は各 国 の監 視 の 中で活 動 しな け れ ば な らな

い か ら、1っ の国 が暴 走す る こ と も許 さ れ ない ことで あろ う。 逆 に、 そ れ

らの相 互 の 制御 が働 きす ぎて、 試 み程 度 まで は ネットワークの形 成 がで きて

も、 そ れ以 上 の発 展が 困難 とな り、 結 局 米国 系VANの 欧州 に お け る成 長

を許 して し まい は しない か とい う危 険 もあ る。

市場 の偏 在 、 言 語 問題 、各PTTの 不 均 衡 、 国家 間 の相 互 の 警 戒等 々の

諸条 件 を考 え ると き、一 国 で一 億 の 国 民が 同一 言 語 を用 い 、 あ らゆ る産 業

分 野 を持 つ 日本 は 、 ネ ッ トワー ク形成 ・維 持 ・管理 に おい て 、欧 州 諸 国 よ

りは るか に 良い条 件 下 に あ る と言 え よ う。

◆

」

1.ろ コ ン ピ ュ ー タ'ネ ッ トワ ー ク の 形 成

1.3.1米 国 に お け る コ ン ビ=一 夕 ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成

米 国 に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク が 形 成 さ れ る 直 接 の 動 き の1

つ は 、 国 防 上 の 必 要 性 で あ る 。 国 防 省 のAdvancedReseachPr

ojectAgency(ARPA)は 、1963年 にMITに は 多 くの 端

末 で1つ のCPUを 共 存 し て イ ン タ ラ ク テ ィ ブ に 計 算 を 行 う シ ス テ ム の 開

発 を 委 託 し た 。 こ れ はMACと 呼 ば れ た 。 同 時 にSDCに は 、 イ ン タ ラ ク

テ ィ ブ な 情 報 検 索 シ ス テ ム の 開 発 を 委 託 した 。 こ れ は 後 にORBITと 呼

ば れ る シ ス テ ム と な っ た 。

。 機 械 可 読 デ ー タ と い う 破 壊 や 変 形 に 極 め て 弱 い コ ン ピ ュ ー タ ・ リ ソ ー ス

を 分 散 管 理 し 、 必 要 に 応 じ て 任 意 の ホ ス トで 呼 び 出 し て 利 用 す る シ ス テ

ム

。全 国 に散 在 す る ミサ イ ル迎 撃体 制 の 中で 分散 管 理 され てい るデ ー タ を即

時 に処 理 して判断 す る シ ステ ム

は国 防上 不 可 欠 で あ り これ が コ ン ピ ュータ ・ネ ッ トワー ク を必 要 とす る一

つの 理 由で あ る。 そ して これ がARPANETの 形 成 まで進 むの で あ る。

も う一 つ は 、大 学 ・民 間 に お け るオ ンラ イ ン ・シス テム の普 及 で あ る。

▼

一54一



●

σ

1965年 頃 よ りNSFは 高 等 教 育 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 処 理 の 促 進 を は

か り 、 助 成 金 を 出 し は じ め た 。 こ れ に よ り 多 く の 大 学 に 計 算 セ ン タ ー が 造

ら れ 、MITのMAC以 来 、TSSに よ る イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・ シ ス テ ム に

刺 激 を う け て 多 く の オ ン ラ イ ン ・ シ ス テ ム が 造 ら れ キ ャ ン パ ス 内 で の 利 用

に 供 さ れ た 。 そ し て 、 次 第 に 最 初 は 近 隣 の 大 学 間 で 、 ハ ー ド ウ ェ ア や ソ フ

ト ウ ェ ア の 資 源 を 共 同 で 利 用 す る コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク が 形 成 さ れ

た 。1965年 のTUCCを は じ め と し 、1970年 ま で に い く つ か の シ

ス テ ム が 生 ま れ て い る 。 ま た 民 間 に は 、 経 営 情 報 の 収 集 ・伝 送 ・分 析 に コ

ン ピ ュ ー タ が 利 用 さ れ は じ め 、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・シ ス テ ム が 企 業 に 導 入

さ れ る と 共 に 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン や 諸 種 の 解 析 ソ フ ト ウ ェ ア が 作 ら れ た 。

こ の 基 本 的 な 考 え 方 が"MIS"と し て1965年 頃 、 わ が 国 に も 伝 え ら

れ た 。 ま た ク レ ジ ッ ト ・カ ー ドの 普 及 と 共 に 、 信 用 情 報 の オ ン ラ イ ン で の

提 供 も 社 会 的 必 要 性 を 持 っ て い た 。 こ の よ う な 状 況 の 中 で 、1970年 頃

か らRJEな ど の 形 で の 計 算 サ ー ビ ス を 中 心 と し、 次 第 に フ ァ イ ル に よ る

デ ー タ ・サ ー ビ ス を 加 え て 、GEのMARK、CDCのCYBERNET

な ど の 、 コ ン ピ ュ ー タ 資 源 を 供 給 す る サ ー ビ ス ・ネ ッ ト ワ ー ク が 生 ま れ た 。

こ の 中 でTymshare社 は 、 そ の ネ ッ ト ワ ー クTYMNETの 中 の 自 社

の ハ ー ド ウ エ ア の み で な く 、 ユ ー ザ の ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ とTYMNE

Tの 接 続 を 可 能 と し、 現 在 のVANの 機 能 を 持 た せ た 。 こ れ に よ り 、 最 初

はNLMの オ ン ラ イ ン 情 報 検 索 サ ー ビ スMEDLINEがTYMNETに

乗 っ て 爆 発 的 な 利 用 を 得 た 。 そ し て 、NewYork大 学 のSUNY、

LockheedInformationServiceのDIALOG、SDC

のORBITが 、TYMNETをVAN的 に 用 い て 情 報 検 索 サ ー ビ ス を 行

な い 、 現 在 商 業 的 に 採 算 が と れ る 段 階 に ま で 来 て い る 。

米 国 の コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 に は 、2つ の 動 機 づ け が あ っ

た こ と は 言 う も の の 、 い つ れ に せ よ 国 防 やNASAな ど の 巨 大 なR&D投

資 と 、 そ れ に 基 づ く コ ン ピ ュ ー タ の 巨 大 な テ ス ト ・マ ー ケ ッ ト を 背 景 と し
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た もの で あ る。 そ してARPANETが 開発 段 階 を終 る と共 に、 その 技 術

の民 間 移行 が起 り、VAN業 者 の 形成 と な るの で あ る。

L3.2VANを め ぐる情勢

VAN(付 加 価 値通 信 網)と は

「通 信 業者 か ら回 線 を借 りて 、 コ ン ピ ュータ 利 用者 む け に その賃 借 した

通 信 回線 そ の もの を上 まわ る価 値 を持 つ新 ら しい 通 信 サ ー ビス を提供 す る

ネ ッ トワー ク」

と一般 的 に定 義 され て い るが、 この分 野 は、 従 来 の通 信 サ ー ビス と情 報

処 理 サ ー ビスの 中 間 に位 置 し、 しか も今 後 大 きな発 展 が 予想 さ れ る こと か

ら、 目ま ぐる しい 動 きが 出 て きてい る。

VANを め ぐる大 き な流 れ と しては、

①VAN業 者 の成 長

② 通 信 業 者(ATT等)のVAN市 場 への 進 出

③ 情報 処 理 業者 のVAN市 場 への 進 出

④ 各種 メ ーカ の通 信処 理 機 能 の 強化

の4つ が あげ られ、 そ れ らの関 連 を整 理 した もの を図1.3.1に 示 す。

(1}VAN業 者 の動 向

米 国 に おけ るVAN業 者 は 、ARPANETの 成 功 に端 を発 して 出現

して きたの で あ るが 、 す で に独立 の業 種 と して認 め られ て お り、米 国 内

で この ようなサ ー ビス を行 な お うとす る もの はF.C.C214条 の 規

程 に基 づい て認 可 申請 を 行 な うこ と とな ってい る。1975年 末 に お け

るVAN業 者FCC申 請 お よび認 可 状況 は 〈表1 .3.'1>の 通 りで あ る。
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通 信 分 野 通信処理分野 情報処理分野 製 造 分 野

COMMUNICATION

-OPR・CESSI足

SERVISE

公衆通信業者

AT&Tetc

●

付 加 価 値

通 信 業 者

TE㎜

GRAP]㎜etq

O∈
TYMNET

情報処理業者

TYMSHARE

CDCGEetq・

コ ン ピュ ー タメ ーカ

○ ∈
ネ ッ トワークアーキテクチャ IBMet隻

ミニ コン業 者(}
ミニコンネ ッ トワーク

DECet(も

端 末 業 者○ ∈
インテリジェン トター ミナル

<図1.3.1>通 信 処理 をめ ぐる諸 情 勢
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<表1.3.1>米 国 に おけ るVAN業 者 の認 可

業 者 名 設 立

PacketCommunicationInc'73.7

TelecomunicationsNetwork

GraphnetSystemInc

M.C.1.DataTransfer

TelenetCommunicationCorpt72.12

1.T.T.Domestic

TransmissionSystemInc.

申 請

173
.1

173
.2

173
.3

|73
.4

173
.10

175
.12

認 可

¶73 .11

?

174 .1

?

!74 .4

未 定

記 事

T75
.3中 止

174 .9Sin

!75 .8Sin
♂

%

VAN業 者 の 成 立 基盤 は、

① 回 線 の共 用 に より もた らされ る安 価 な(従 量 制)通 信 サ ー ビスの利 用

に よる回線 費 用 の 軽 減

② 迂 回 ルー トに ょる信 頼 性 の 向上

③ 通 信 処理 機 能 を網 に移 し共 用 化 をは か る こ とに よりもた らさ れ る

(i)通 信 処理 費用 の 軽 減

(ii)低 誤 り率等 の通 信 品種 の改 善

⑪ デ ータ 通 信 シ ステ ムの 作成 、 デ ータ端 末 装 置 の収 容 お よび シ ステ ム相

互接 続 に要 す る工数 、期 間 の短 縮

Gv)シ ス テム相 互接 続 等の 容 易化

な どの メ リッ トが あげ られ る。

VAN業 者 で最 も成 功 してい るの はTELNET社 て あ る。ARPAN

ETを 建 設 したBBN社(BoctBeranek&Newman)を 親 会

社 に持 つ 同社 はす で に全 米60ホ ス トコン ビ=一 夕 を利 用者 に持 ってい る

と い わ れて い る。TELNET社 の技 術 はARPAで 開発 したパ ケ ッ ト交

換 技 術 をベ ース と して お り 、接 続 時 間 の短縮 ・ビッ ト誤 り率 の改善 、 サ ー

ビス機 能 の充 実 など を セ ール ポ イ ン トと して い る。TELNET社 の サ ー
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ビスで最 も特 徴 が あ る もの は 距離 に無 関係 な料 金 制度 で、1キ ロパ ケ ッ ト

60セ ン トと低 廉 で あ る。

以 下 に、 米 国VAN業 者 の主 な もの に つ い て、 そ の動 向 を述 べ る。

〔TELNET社 〕

① 会 社 の 沿 革

3月 現 在

② ネ ッ トワ ー クへ の投 資額

1975年7月 迄 に約600万$(18億 円)

③ ネ ッ トワー クの 現状

ネ ッ トワー クの規 模 は急 速 に拡 大 して い るが 、1975年12月 現在

の状 況 は図1.3.2に 示 す よ うに、16都 市 に交換 局 が設 置 さ れ て い る。

④ ネ ッ トワー クのユ ーザ

TELNETに 参 加(あ るい は参 加 希 望)し てい るユ ーザ は、TSS

業 者 、 計 算 業者 、研 究 所、 デ ータ供 給 会 社等 多 岐 に わ た って お り、 具 体

的 なユ ーザ と して は、表1.3.2に 示 す もの が参 加 してい る。

⑤ 拡 大 計 画

米 国 内 で は、1975年12月 に33都 市 、1976年6月 に55都

市 と順 調 に拡 大 して お り、1976年 末 に は62都 市 で交換 局 を開 始 す

る予 定 で あ る。 更 に通信 衛 星 を利用 して 、 カ ナ ダ、 イギ リス 、 フラ ンス、

スペ イ ン、 メキ シ コ、 日本 等 との 接続 を計 画 してい る。

1972年12月

1973年10月

1974年4月

1975年1月

1975年8月

1976年

設立

FCC～VAN業 者 認 可 申請

FCCよ り認 可

TELNET網 テ ス ト開 始

サ ー ビス開 始

全 米33都 市 で サ ー ビス中
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〈 表1.3.2>TELNETの ユ ー ザ ー

LScientificTimeSharingT.S.S業 者

2.DataResourceInc計 量 経 済 モ デ ル と デ ー タ

3AmericanNationalComputingCs保 険 関 係 デ ー タ 所 有

4.Bechte1工 学 系 プ ロ グ ラ ム 所 有

5.BoltBeranek,andNe㎜anテ レ ネ ッ ト の 親 会 社

6.BrookingsInstitue研 究 所

7.ComshareT.S.S業 者

8.ComputerCorporationofAmerica周 辺 機 器 業 者

9・ComputerDimensions〃

10.DelosT.S.S業 者

11.BattleReserchInstitue研 究 所

12.FederalJudicialCenter司 法 省 の デ ー タ 管 理

13.(}raphnetネ ッ ト ワ ー ク 業 者

14.Gra㎜anDataSystemグ ラ マ ン の 計 画 機 部 門

15.Meauts自 動 車 産 業 の デ ー タ

16.HDRSystem計 算 業 者

17.InstitueforComputingAnalysis"

inScienceandEngineering

18.InstitueforAdvancedComputati研 究 所

on

19.InteractiveSciences

20.Intermetries計 算 業 者

21.LeascO

22.LibraryofCongress図 書 館 の デ ー タ

23.NewYorkTimes新 聞 社

24.SystemDevelopmehtCorpT.S.S業 者

25.MeadData法 律 関 係 デ ー タ

26・OptiniumSystem

27.Senders
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28.S.E.1

29.StateUnivdrsityofNewYork

30.Tennecco

31・UnitedComputingServiceCo.

32.UniversityofTulsa

33.ZurickAmericanInstitue

34・XeroxCorporation

35・Compuseru

36.FirstData

37.Lockheed

38.EDUCOM

そ の 他UCLA、 西 加 大 学 、

大 学

石油会社

計算業者

pッ キ ー ドの 計 算 部 門

大 学 間 ネ ッ ト ワ ー ク

等

⑥ 提 供 され るサ ー ビスの特 色

TELNET網 に よって提 供 され るサ ー ビス は、表1.3.3に 示 す特 色

を持 って い る。

⑦ 網 の 構成

a)網 を構成 す る設 備

TELNET網 は 次の基 本 設 備 に より構 成 さ れ てい る。

q)パ ケ ッ ト交 換 用 コン ピ ュータ(PRIME200)

(iD市 外 伝送 路(広 帯 域 陸上 お よび 衛星 伝送 路 をAT&T、 特 殊通 信

業 者 よ り借 用)

(m市 内 伝送 路(専 用 線及 び公 衆 回 線 を利 用)

(V)通 信網 管 理 セ ンタ(交 換 機 を含 む全 ての ネ ッ トワー クの状 態 を1分

毎 に監 視)

b)網 の 性能 等

(i)パ ケ ッ ト長128キ ャラクタ(1024ビ ッ ト)
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<表1.3.3>TELENET網 の 特 色

1.網 内接 続 の 迅速 性 網 に加入 す る こ とに より網 内 の全 て のホ ス

ト及 び端 末 に簡単 に接 続 出 来 る。 結合 に要

す る時 間や デ ータ 伝送 に要 す る時間 は秒 以

下 の単 位 で ある。

2.デ ータ 伝送 速 度 の範 囲 50Kbps以 下 の 好 み の デ ー タ 伝送速 度

で 使 用可 能

3.信 頼性 の 向上 全 ての ノ ー ドは最 低2回 線 結 合 され て居 り

パ ケ ッ トは 自動 的 に故 障 箇所 を迂 回 して 伝

送 され る。

4.低 い エ ラ ー 率 強 力 な エ ラ ー 発 見 と 修 正 機 能 を 備 え て 居 り

10-11～10-12の ビ ッ ト エ ラ ー 率 を 保 証 す

る

5.異 機 種 コ ン ピ ュータ 、

端 末 機 間 の通 信 が可

コー ド、速 度 等 を シ ス テム が変 換 す るの で

加入 者 は ど んな種類 の コ ン ピ ュータ 、端 末

機 の 組合 せで も使 用 す る ことが 出来 る

6.距 離 速 度 に 関係 しない

伝送 費 用

料金は送受信間の距臨や速度 に関係 な く送

受信 したデータ量 に よって課金 され る

(ii)伝 送 品 質 ビ ッ ト誤 り 率10-11～10-12

細'交 換 遅 延 時 間1パ ケ ッ ト の 送 信 か ら受 信 ま で の 遅 延 時 間 は

1/3秒 以 下

⑧ 網 と ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ お よ び タ ー ミナ ル と の 接 続

接 続 パ タ ン は 次 の 形 式 の も の が あ る ・

a)ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ と ネ ッ ト ワ ー ク(そ の1)
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ホ ス ト

コ ン ピ ュ ー タ

淵 …

P

は

M

P

た

Z

I

ま

T

TIP=TerminalInterfacePro .cessor

IMP=InterfaceMessageProcessor

NIPM=NetworkInterfaceProgram

TELN'ET

網

こ の パ タ ン で は ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ とTELNET網 と の イ ン タ フ ェ

イ ス は ホ ス ト'側の ソ フ ト ウ ェ ア と 組 み 込 ま れ る 。(NIPM)

NIPMの 作 成 は 次 の よ う に 分 類 さ れ る 。

(i)ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ の メ ー カ 提 供 の ソ フ ト ウ ェ ア に 組 み 込 ま れ てh

る 。

(ii)TELNETで 用 意 し て い た も の を 組 み 込 む 。

(iii)TELNETで 新 た に 作 成 し提 供 す る 。

細 ユ ー ザ が 作 成 す る 。

b)ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク(そ の2)

ホ ス ト

コ ン ピ ュ ー タ

1800b/s以 下

TAC TIP

TELN
.

専用線 お よび
公衆線

F 網

TAC=TelnetAccessController
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こ の パ タ ン で はTACに 全 て の イ ン タ フ ェ イ ス を と ら せ る の で 、 ホ ス

ト側 の ソ フ トウ ェ ア は 変 更 し な く て 良 い 。

c)タ ー ミ ナ ル と ネ ッ ト ワ ー ク

、も

タ ー ミ ナ ル

1800b/s以 下(非 同期)
TAC 一

TIP

TEL

NET

網
〉

専 用 線 一 公 衆 線

300,1800,240q

4800b/s(同 期 式)

タ ー ミ ナ ル

専用線 一公衆線

■

網 内 を伝 送 され るデ ータ は すべ てNVT(NETWORKVIRT

UALTERMINAL)イ ンタ ー フ ェイス にさ れ るが 、 この 変換 は

TIP(叉 はZMP)内 で 行 なわ れ る。

⑨ 料金 体 系
ハ

料 金 体 系 は 、 使 用 料(BASICCHARGE)、 ポ ー ト料(NE

TWORKACCESSPORTCHARGE)、 回 線 料 、 そ の

他 の サ ー ビ ス 料 の4種 類 か ら な っ て い る 。

な お 、TELNET社 は サ ー ビ ス 開 始 後 、 し ば し ば 料 金 の 変 更 を 行 な

っ て お り 、 特 に パ ケ ッ ト料 金 に つ い て は 、1973年10月(認 可 申 請

時)4$/キ ロ パ ケ ッ ト、1974年1月1.25$/キ ロ パ ケ ッ ト、

1975年9月0.6$/キpパ ケ ッ ト と 大 幅 な 値 下 げ を 行 な っ て き て い

る。
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〔GRAPHNET社 〕

① 概 要

サ ー ビス開 始1974年9月

資 本 金10万$

本 社 ニ ュー ジ ャー ジ ー州 ク リプ トン

② グ ラフネ ッ ト社 ネ ッ トワー ク シ ス テムの 主 な 目的

既存 の 通 信 業者 か ら賃 借 した通 信 施設 を利 用 す る こと に より、 デ ィジ

タ ル信 号 に変 換 した フ ァク シ ミリ情 報 の 蓄積 、 転送 、通 信 用の 全 国 的 な

通 信 シ ステ ム を設 置 し運 営 す る。

③ 主 なユ ーザ 業 種

銀 行 、 法 律事 務 所 、 製造 業 、技 術 コ ンサ ルタ ン ト、輸 出業 、 コ ンピ ュ

ー タ サ ー ビス業 、保 険 業、 政府 機 関 、 印刷業 、 図書 館 な どが参 加 してい

る。

④ シ ス テムの 機 能

a)テ レプ リンタ、 フ ァク シ ミ リ、 テ レ ック ス、CRTデ ィス プ レイ、M

T装 置 、 コン ピ ュータ等 か らの入 力情 報 を受 け フ ァク シ ミ リ装 置 に出 力

す る。

b)着 信 話 中 等 の 際、 即応 した 措 置 が可 能 。

c)複 数 端 末 へ の 同 時配 信 が可 能

d)A-D変 換 お よび帯域 圧 縮 化 技 術 を利 用 して伝送 効 率 を高 め てい る。

〔P.C.1社 〕

最 初 の パ ケ ッ ト通信 業 者 で あ ったP.C.1(PacketCbmmun

icationsInc)は リー ・タ ルバ ー ト社長(元B.B.N)の も

と に1975年 に て6都 市 、1978年 には57都 市 にサ ー ビスす るネ

ッ トワー ク を計 画 してい る。

(1)通 信 業者 の動 向

この よ うなVAN業 者 の進 出 に対 して 、通 信 業者 も決 して指 を くわ
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え て見 て い るわ けで な く、特 殊 通 信 業者 のDATATRAN社 、MC

I社 あ るい はITT社 な ど、'新 し く"通 信処 理 市場 に乗 り出 す姿 勢 を

見 せ て い る。

特 に米 国 の 通信 市場 で 巨大 な シニ ア を 占め るATT社 は、1976

年3月 に、通 信処 理 サ ー ビス を1980年 まで に提 供 す る こ と を発 表

し、 大 きな話題 を呼 ん で い る。

ATT社 の 通 信処 理 サ ー ビス発表 の 背 景 には、 付 加価 値 通 信業 者 の

場 合 と同 様 に、

① 標 準 的 な通 信処 理 を多数 の シス テム で個 別 に行 な うよ り、一 括 し

て行 な うことが有 利 。

② 情 報 処 理 に直i接関 係 し ない通 信処 理 は通 信 の専 門業 者 に まか せた

方 が有 利 。

とい った もの が あげ られ るが、 この よ うな動 きに 出た 、 ト リガ ー と し

て は 、

①TELNET社 な どパ ケ ッ ト技 術 を用 いたVAN業 者 の成 長 が 著

しい。

② 端末 業者 で も、LSI、 マ イク ・コ ン ピュータ等 に よ り通 信 処 理

機 能 を端 末 に持 た せ る よ うに な って きてい る。

③ メ イ ンフ レー ムメ ー カ も続 々 とネ ッ トワー ク ア ーキ テ クチ ャを発

表 して き てお り、通 信 処理 を 目的 と した 制御 装 置(CCP、FEP)

が市場 に 出 され て きて い る。

④TSS業 者 も、 情報 処 理 を 目的 と した 自社 のセ ンタ を有 効 に活 用

す るた め、 ユ ーザ セ ンタ との 結合 等 を 目的 と した通 信処 理 を提 供 し

て きて い る。

な どが考 え られ る。

ATT社 の 発 表 に よれ ば 、通 信処 理 を行 な うハ ー ドウ ェア は市 外 用

時 分割 交 換 機y15.4ESSが 用 い られ る こ と とな って い る。
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ATT社 は この 他 端末 処 理 装置 と してD-PBX(デ ィメ ンジ ョン

PBX)を1975年1月 に発 表 し、 さ らにデ ー タ スピー ド40と 呼

ばれ る イン テ リジ ェ ン トタ ー ミナ ル を発表 してい る。(こ れ はFCC

に よ り認 可 が却 下 さ れた)

また、ATTは デ ータ 通 信 シ ステ ムそ の もの に も乗 り出す 姿勢 を見

せ てお り、 トラ ンザ ク シ ョンテ レフ ォンを用 い て ク レジ ッ トカ ー ドの

チ ェ ック、銀 行 へ の 振 込 み 、処 理 な どを行 な うEFT(ELECTR

ONICFUNDTRANSFER)計 画 を発表 して い る。

(2)情 報 処 理 業者 の 動 向

TSS業 者 は当初 、 自社 の セ ンタ の コ ン ビa－ 夕 リソー ス あ るい は

デ ータベ ー ス をユ ーザ に共 用 す る ことで サ ー ビス を開 始 した が、 サ ー

ビスの全 国 的 な拡 大 、 あ るい は ユ ーザ コ ン ピ ュータ との 結合 とい った

発 展 に と もない、 ネ ッ トワ ー クの部 分 を見 た 場合 には、VAN業 者 と

全 く同等 なサ ー ビス を提 供 す る形 態 と な ってい る。 特 に米 国 に おい て

上 位 を占 め るCDC社(CYBERNETお よびCALL370)、

GE社(MARK皿)、TYMSHRE社 はい ず れ も強 力 なネ ッ トワ

ー ク を有 して お り、 これ に対 してTELNET社 はFCCに 対 して、

この よ うなTSS業 社 はVAN業 者 と して の 申請 を 出す べ きで ある と

の 意見 を提 出 し、 この 意 見 はFCCに も認 め られ て い ると こ ろで あ る。

(TYMS且ARE社 は 完全 な子 会社 で あるTYMNET社 を分離 し

FCCにVAN業 者 と しての 申請 を行 った)

TYMSHRE社 の ネ ッ トワー ク は全米61都 市 でTSSサ ー ビス

を実 施 してお り、 通 信 処 理 専 用 の セ ンタ を配 置 して い るが 、1979

年 には全 米105都 市 でVANサ ー ビス を提 供 す る予 定 で あ り、 さ ら

に 日本 へ の 乗 り入 れ計 画 も具 体 的 に 明 らか に してい る。

TYMSHRE社 のTSSサ ー ビス の化 学 情 報 デ ータ ベ ー ス、医療

情 報 デ ータ ベ ー ス にす ぐれた特 徴 を持 って お り、 今後 この よ うな強 力
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な コ ン ビL－ 夕 リ ソ ー ス を 有 し た ネ ッ ト ワ ー ク の 進 出 がVAN業 者 に

と っ て 脅 威 と な る も の と 考 え ら れ る 。

(4)各 種 メ ー カ の 動 向

通 信 処 理 の 分 野 が こ の よ う に 発 展 を と げ つ つ あ る の は 、 と り も な お

さ ず 、 既 存 の デ ー タ 通 信 シ ス テ ム に 用 い ら れ て い る 、 コ ン ピ ュ ー タ シ

ス テ ム 、 端 末 、 伝 送 路 等 に 限 界 が あ っ た こ と に 他 な ら な い が 、 各 種 の

メ ー カ も こ れ に 対 し て 、 新 た に 発 生 し て き た 付 加 価 値 を 自 社 製 品 に 取

り 込 む 動 き を 見 せ て お り 、 具 体 的 に は 各 種 の ネ ッ ト ワ ー ク ア ー キ テ ク

チ ャ に つhて は 第3章 で 詳 細 に 述 べ る が 、IBM社(SNA)等 の メ

イ ン フ レ ー ム メ カ は 、 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ を 中 心 と し た 統 一 的 な ネ ッ

ト ワ ー ク を 志 向 し 、 そ れ に 対 し て 、 ミ ニ コ ン メ ー カ は ミ ニ コ ン ネ ッ ト

ワ ー ク(DEC社 のDNA等)、 ま た 端 末 メ ー カ は イ ン テ リ ジ ェ ン ト

タ ー ミ ナ ル に よ る通 信 処 理(レ イ セ オ ン 社 のPNA等)を 発 表 す る な

ど 、 各 社 各 様 の 動 き を 見 せ て い る 。

1.3.3欧 州 に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成

国 際 機 関 の 情 報 を め ぐ る 動 き は 、 次 第 に 複 雑 な 様 相 を 示 し て い る 。19

50年 代 か ら1960年 代 初 期 に か け て は 、 研 究 論 文 の 分 類 法 の1つ で あ

る 国 際 十 進 分 類 法 の 世 界 的 統 制 機 関 で あ っ たFederationInter

nationaldeDocumentation(FID)と 、 諸 規 格 の 世 界

的 統 制 機 関 で あ るInternationalOroanizationof

Standardization(ISO)と 、 技 術 援 助 計 画 の 中 で 特 に 開 発 途

上 国 に お け る 情 報 サ ー ビ ス 振 興 を 行 っ て し(たUNESCO、 抄 録 誌 を 中 心

に 世 界 の 研 究 活 動 の 中 で の 情 報 流 通 問 題 を 扱 っ て き たInternation

alCommitteeonScientificUnions(ICSU)、

化 合 物 の 正 式 名 の 国 際 規 準 を 造 っ たInternationalUnion

forPureandAppliedChemistry(IUPAC)な ど

の 活 動 が あ げ ら れ る 。 ま た 研 究 活 動 や 技 術 開 発 と 関 連 し て は 、 米 国 の 巨 大
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な投 資 に対 抗 して原子 力や 宇 宙 開発 を行 な うた め の 、欧 州諸 国 の 協 同体 、

CERN、EURATOM、ESRO/ELDOな どが あ る。EURAT

OM、ESRO/ELDOは そ れ ぞ れ情 報サ ー ビス を行 な ってい る。ES

RO/ELDOは 最近ESA(EuropeanSpaceAgency)と

改 名 し、 その 中のSpaceDocumentationService(SD

S)は 、 米 国 のNASA-RECONと い う情 報検 索 ソ フ トウ ェア を用 い

て、 欧州8カ 国 の ス テー シ ョンを結 んで オ ンラ イ ン情 報 サ ー ビス を行 な っ

てい る。

これ に対 し、 最近 、OECD、ECを 舞台 と して情 報 問題 が注 目すべ き

動 きを見 せ てい る。 米 国 は、OECDを 窓 口 と して 欧州 諸 国 との 接 触 をい

くつ かの場 面 で行 って来 た。 古 くは1964年 、米 国 のChemical

AbstractsService(CAS)はOECDと 、 「世 界 各国 に化

学 文 献 の抄 録 作成 、機 械 可読 形 式 での入 力 を協 力 す る地 域 セ ンタ ー を造 り

た い 。 そ の地 域 セ ンタ ーは 、 その 地域 に おけ るCASの 製 品 を販 売 す る排

他 的 な権 利 を もつ 」 とい う構 想 を提 出 し、 各 国 と協 議 に入 った。 結果 と し

て は西 ドイ ツの 化学 会 と、 英国 の化 学会 が参 加 を表 明 した の み で終 った が 、

この方 向 での 構 想 は未 だ捨 て てお らず、 日本 で は化 学 情 報協 議 会 とい う組

織 が第3番 目の組 織 とな るべ く交 渉 を進 め てい る。 次い で原 子 力の情 報 サ

ー ビスNuclearScienceAbstractsは 米国AECの 発行 で

あ るが、 米 国 の み で は負 担 が 大 きす ぎ る と して、International

NuclearInformationSystem(INIS)を 設 立 し、 各

国 の 分担 に よ り情報 サ ー ビス を維 持 さ せ よ うと した。

これ に対 し、EC諸 国 、 スカ ンジナ ビア諸 国 、東 欧圏 諸 国 は、 そ れ ぞれ

異 な る動 きをみ せ つ つ あ る。 まず、 欧州 共 同体(EC)は1967年 に欧

州 経 済共 同体(EEC)と 欧州 石 炭 鉄鋼 協 同 体(ECSC)と 欧州原 子 力

共 同体(EURATOM)が 統 合 され て で きた もの で ある。 英国 、 フ ラン

ス、西 ドイ ソ、 イタ リア、 ベ ルギ ー、 オ ラ ンダ、 ル クセ ンブル グ、 ア イル
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ラ ン ド、 デ ンマ ー クが加 盟 してい る。 立 法 機 関 と して 欧州 議会 、 行政 機 関

と して 欧州 委 員 会 、 司法 機 関 と して裁 判 所 を もつ、 各国 の 利益 を代表 し欧

州 委 員会 の審 議 に最 終決 定 を与 え る権 限 を もつ 欧 州 閣僚 理事 会 が、 各国 政

府 の閣 僚代 表 に よっ て構 成 され る。

1975年 、 閣僚 理 事会 は科 学 技 術情 報 に関 す る3カ 年 計 画 を採 択 した 。

これ は3つ の行 動 計 画 に よって成 立 って い る。

(1)分 野 別 情 報 シス テ ムの設 立

② 情 報 ネ ッ トワー クの形 成

(3)情 報 処 理 技 術 の 開発 、訓 練 、 標準 化

この行 動 計 画 の 内容 をみ ると、 先 ず分 野 別 情 報 シ ステ ム と して は

。欧州 原 子 核 情 報 シ ステ ム(ENDS)

これ はINISと リンク し、協 力関 係 を もっ

。金 属 情報 シス テ ム(SDIM)

o農 業経 営 情報 シス テム(AMIS)

これ はAGRISと リンク し、 協 力 関係 を もつ。 また東 欧 圏言 語 に よ

る農 業文 献情 報 や 獣 医学 分 野の 情 報 の 流通 シス テ ム も計 画 され てい る

。環境 情 報 シ ス テム

。生物 医 学 情 報 の 流通

o欧 州 教 育 情 報 シス テ ム(EUDISED)

o材 料 デ ータ ・バ ンク

O社 会 ・経 済 デ ータ ・パ ン ク

o将 来 シス テ ム と して 、エ ネ ルギ ー、食 品、 水 資源 、 情 報 ・図書館 活 動 、

進行 中研 究 情 報 、 科学 技 術政 策 情 報 な どの シ ステ ムの 推 進

な どが計 画 さ れ てい る。

次の情 報 ネ ッ トワー クの形成 が 所謂EURONETの 計 画 で あ る。 この

計 画 は次 の5段 階 か ら成 ってい る。

(1)EURONETの 設計 に必要 な デー タ を得 るた め に
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① 情 報源 を調査 し、 ネ ッ トワー ク で利 用 すべ き情 報 資 源 を リス トア ッ

プす る。

② 既存 の情 報 シス テム を調査 す る。 これ に よ り、 ネ ッ トワー ク で相 互

に接続 され るべ きシ ス テム と、 そ の特 徴 、 接続 に当 っての 問題 点 が 摘

出さ れ る。

③ 情 報 の マ ー ケ ッ ト調査 を行 な う。 これ に よ りEURONETの タ ー

ミナ ルの分 布 と、 ユ ー ザ数 、 ユ ーザ の利 用 頻 度 に 対す る予 測 が得 られ

る。

④ 運営 コ ス トに関 す る調査 ・分 析 を行 な う。

これ らの 予備 的調査 分 析 は精 力的 に 、精 密 に行 われ た。 マ ー ケ ッ ト調 査

に よって は、 各 国 数 に、 分野 毎 のR&D従 事 者 の 数 を調 査 し、 そ の そ れ

ぞれ の 分野 での 情 報利 用 状況 を調査 す ると共 に、 そ れ らの 経 年 変 化 を予

測 し、1985年 頃 まで の マ ーケ ッ ト推定 を行 な っ てい る。(図1.3.3

～図1 .3.6)

また コ ス ト分 析 におい て は 、米 国 に お け るオ ンラ イ ン ・サ ー ビスの コ ス

ト分 析 を参 考 と しつつ 、欧 州 で はそ れ を行 な った と きの コス ト予 測 を行

なっ てい る。 この 中 で、 米 国 の通 信 コス トに比 べ欧 州各 国 のPTTの 通

信 料が極 め て高 い ことが 大 きな障 害 で あ るこ とを指 摘 して い る。

② コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク に関 す る研 究、 調査 を行 ない 、既 存 の い

くつ かの シス テム を試 験 的 に接続 して パ イ ロ ッ ト ・テ ス トを行 な う。 こ

の 中 に は、 い くつ か の シ ス テム が結 び合 わ され た と きに相 互利 用 を可 能

にす るた めの 、 コマ ン ド言 語 の標 準 化 や、 各 レベ ル での プロ トコルとの研

究 が含 まれ る。 これ らの 研 究 は、各 国 レベ ル での 研究 、 例 え ば フ ラ ンス

のIRIA、 西 ドイツ のGMDに お け る着 実 な研 究 に支 え られ てい る。

(3)以 上 の 予備 的 な調査 や 研 究 を基 礎 と して、 実 際 に通 信 を行 な うた め の

通 信 施設 を創 る。 欧州 各 国 のPTTの 力 か ら見 て、全EC諸 国 を連 ね て

通 信 可能 なデ ィ ジタ ル ・デ ータ通 信網 は1985年 頃 まで実 現 不 可能 で
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あ る 。 そ の た め 、 暫 定 的 に 専 用 線 を 使 っ て 現 存 す る い く つ か の シ ス テ ム

を 接 続 す る こ と か ら 始 め る 。

EURONETに は 、CYCLADESのIMPに 用 い たMITR'A

15を 用 い 、 ソ フ ト ウ エ ア と もCYCLADESタ イ プ の もの を 用 い る

こ と か ら ス タ ー ト し 、 先 ずCYCLADES、DIMDI、ESA/

SDSが 結 合 さ れ た 。 更 に 欧 州 各 国 の100に 上 る デ ー タ ・セ ン タ ー が

接 続 さ れ た 。'

CYCLADESは 、 い く っ か の 単 一 リ ソ ー ス の 供 給 シ ス テ ム 、 す な

わ ち 繊 維 情 報 のTITUS、 土 木 建 築 工 学 情 報 のARIANE、 科 学 技

術 情 報 のPASCAL、 熱 力 学 デ ー タ のTHERMODATAをdistri

butedtypeと 結 合 す る ネ ッ ト ワ ー ク'で あ る 。 こ れ に 対 しDIMD

IはMEDLARS、BIOSIS、CANCERLINE、ASCA、

TOXLINEな ど 医 学 ・薬 学 関 係 の 多 く の デ ー タ ベ ー ス を 集 中 的 に 保

管 し 、 西 ド イ ツ 国 内16端 末 、 オ ラ ン ダ 、 ベ ル ギ ー 、 オ ー ス ト リ ア 等 に

9端 末 と オ ン ラ イ ン で 情 報 を 供 給 し て い る シ ス テ ム でCentralized

networkで あ っ た 。

ま たESA/SDSは 同 じ く 多 く の デ ー タ ベ ー ス を イ タ リ ア の フ ラ ス カ

ッ テ ィ に お き 、 西 ド イ ツ の ダ ル ム ス タ ッ ト に あ る ス ウ ィ ッ チ ン グ ・.セン .

タ ー を 通 し て フ ラ ン ス 、 イ ギ リ ス 、 西 ド イ ツ 、 デ ン マ ー ク 、 ス ウ ェご デ

ン 、 オ ラ ン ダ の 各 国 の ス ウ ィ ッチ ン グ ・ノ ー ド.と結 ば れ 、 そ の ス ウ ィ ッ

チ ン グ ・ノ ー ド に そ れ ぞ れ 各 国 の 端 末 が 接 続 さ れ て い る 。 す な わ ち 、

d6centralizednetwork(Multi-startype)で

あ る 。

こ の よ う に 、EURONETは 、 そ の サ ブ シ ス テ ム と し て 、distri

buted、centralized、decentralizedと い う 、 異 な る

タ イ プ の ネ ッ ト ワ ー ク を 持 ち 、 そ の 統 合 体 と し て 、 大 き いdistrib

utedtypeの ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し よ う と す る も の で あ る 。
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(4)こ れ らの 実 験 的 なネ ッ トワー ク形 成 か ら本格 的 な運 営 に 移行 す るた め

には、 ネ ッ トワー ク運 営 主体 を明 らか に し、 そ の組 織 責任 、権 限 を明確

に しな けれ ば な らない。 そ して最適 の 管理 ・運営 の 原 則 ・仕 様 を規 定 し

なけ れ ば な らな い。 そ の具 体 的 な検 討 を行 な う。

(5)'そ の 管理 ・運営 の体 制 の 構 築 と同時 に既 存 の情 報 サ ー ビス をEURO

NETの 中 に組 み込 ん で行 くた めの 援 助 を行 わ ねば な らな い。 そ のた め

には シ ステ ム毎 に イ ンタ ー フ ェー スの 作成 、 ハ ー ド ウ ェアの変更 、 そ れ

に伴 な うシス テ ムの変 更 、 データ 内容 の 変 更、 相 互 の リンクの た めの 調

整 等 に相 当大 きい 投 資 を必 要 とす る。 その 助成 措 置 が 必 要 で あ る。

この5つ の ス テ ッ プは着 実 に実行 され つ つ あ る。 そ してEC諸 国 内 での ネ

ッ トワ ー ク形 成 が 終 る と、 北 欧 圏の ネ ッ トワー ク との 接続 を も構想 してい

る。

最後 の研 究 開発 につ い て は、米 国 の後 を追 い つ つ、各 国 は そ れぞ れの 立

場 で新 しい試 み を行 ない つ つ あ る。

① 多 国語 間 翻 訳 技術 の 研 究 開発

EC諸 国 間 で も言 語 の障害 は大 きい問題 で ある。 情 報 の効 率 的 な流

通 の た め に は、 先 ず入 力 にお い ては そ れ ぞれ の国 にお い て 自国 語で 入

力 で き る ことが 望 ま しい。 と同 時 に、 どの 国 か ら入 力 さ れた もの で あ

れ 出力 さ れ る と きは、 自国 語で 出力 さ れ る こ とが 望 ま しい。 このた め

に 多国 語 シ リー ラスの 作 成 や入 ・出力文 の 多 国語 翻訳 の技 術 が 必要 で

あ る。TITUSの テ ス トや 、そ れ ぞ れの 国語 にお い て行 な って も標

準 的 索引 結 果 の得 られ る よ うな 自動 索 引 技術 の研 究 な どが 当面 の課 題

で ある。

② 情 報 ネ ッ トワー クに お け る標 準 化

これ に は 次 の よ うな プ ログラ ムが あ る

。文 献情 報 交換 用MTフ ォー マ ッ トの 決 定 。 これ はISO 、UNES

COな どとの 協 力 が必 要 、
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。 分 野 別 デ ー タ ベ ー ス か ら 目 的 別 デ ー タ ベ ー ス へ の 再 編 集 を す る と き

の コ ス ト/効 果 の 分 析

。 多 国 語 シ ソ ー ラ ス の 作 成 の た め の ガ イ ド ラ イ ン 設 定

Oイ ン デ ク シ ン グ 目 録 法 の 統 一

③ 情 報 分 析 セ ン タ ー の 設 置

④ 情 報 専 門 家 の 記 録 と 利 用 者 の 記 録

⑤ ネ ッ ト ワ ー ク の 中 で 相 互 利 用 さ れ る こ と を 前 提 と し た 各 種 フ ァ イ ル

構 造 に つ い て の コ ス ト/効 果 分 析

こ の よ う なECの 行 動 計 画 に 基 づ き 、 各 情 報 サ ー ビ ス ・セ ン タ ー の 各 種

の 研 究 ・開 発 と 共 に 、EURONETの 建 設 も 進 め ら れ て い る 。 最 初 は 、

フ ラ ン ク フ ル ト、 ロ ン ド ン 、 パ リ 、 ロ ー マ に ノ ー ド を お き 、 そ れ ら の コ ン

セ ン ト レ 一 夕 を ア ム ス テ ル ダ ム 、 ブ リ ュ ッ セ ル 、 コ ペ ン ハ ー ゲ ン 、 ダ ブ リ

ン 、 そ し て 恐 ら く リ ュ ク セ ン ブ ル ク に も お く こ と に な ろ う。EURONE

Tの ホ ス ト ・ コ ン ピ ュ ー タ は 、 イ ギ リ ス 、 フ ラ ン ス 、 西 ド イ ソ よ り そ れ ぞ

れ 数 台 つ つ 、 ベ ル ギ ー 、 デ ン マ ー ク 、 オ ラ ン ダ よ り各1台 つ つ 、 合 計 し て

少 な く と も12～16、 も し か す れ ば20台 位 の ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ を 結

ぶ ネ ッ ト ワ ー ク と な る で あ ろ う。 そ し て1977の 終 り か 、1978年 の

春 に オ ペ レ ー シ ョ ナ ル に な る と 予 想 さ れ て い る 。

こ のEURONETの 計 画 と は 別 に 、 北 欧4国 、 ノ ル ウ ェ ー 、 ス ウ ェ ー

デ ン 、 デ ン マ ー ク 、 フ ィ ン ラ ン ドは 、 共 同 し てSCANNETと い う ネ ッ

ト ワ ー ク を 計 画 し て い る 。 こ れ は 、 コ ペ ン ハ ー ゲ ン 、 ゴ ー テ ン ベ ル グ 、 ヘ

ル シ ン キ 、 オ ス ロ 、 ス ト ッ ク ホ ル ム に ノ ー ド を も つ パ ケ ッ ト 交 換 ネ ッ ト ワ

ー ク で あ る 。 そ の ソ フ ト ウ ェ ア は 、 ノ ー ル ウ ェ ー 鉄 道 がBookingSy

stemの た め に 造 っ た も の と 年 を 加 え て 用 い て い る 。 最 初 に サ ー ビ ス す

る デ ー タ ベ ー ス はMEDLARS、CACON、INIS、 お よ びlnte

rnationalRoadReseachDoeumentation(数 力

国 語 の 多 言 語 シ リ ー ズ で コ ン トp－ ル さ れ る デ ー タ ベ ー ス)で あ る 。 ま た
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SwedishLibraryの シ ス テ ム を 抱 含 す る 予 定 で あ る 。 こ の ネ ッ ト

ワ ー ク の 運 営 主 体 はScandinavianCouncilforAppli

edResearch(NORDFORSK)で あ る 。 こ の ネ ッ ト ワ ー ク は

最 初 科 学 技 術 情 報 の サ ー ビ ス か ら初 め て 、 次 第 にL般 的 な デ ー タ ・ネ ッ ト

ワ ー ク に 発 展 さ せ る こ と を 意 図 し て い る 。 そ し て1980年 代 に は

ScandinavianTelecommunicationAuthorityに

よ っ て 運 営 さ れ る こ と と な ろ う 。

こ のSCANNETとEURONETの 接 続 が い つ 、 ど の よ う な 形 で 行

わ れ る か は ま だ 明 ら か に さ れ て い な い 。 た だ 、 そ の リ ン ク が 行 わ れ る に 当

っ て は 、 両 方 の ノ ー ド を 持 つ 唯 一 の 国 で あ る デ ン マ ー ク の 果 す 役 割 が 大 き

い と さ れ て い る 。

こ の 外 に 、 東 欧 圏 諸 国 は 、 ソ 連 邦 、 ブ ル ガ リ ア 、 東 独 、 ハ ン ガ リ ー 、 キ

ュ ー バ 、 モ ン ゴ リ ア 、 ポ ー ラ ン ド、 ル ー マ ニ ア 、 チ ェ コ ス ロ バ キ ア の9カ

国 が 参 加 す る し ソ 連 邦 のVINITIが セ ン ト ラ ル ・ノ ー ド と な る 国 際 文

献 情 報 シ ス テ ム(MISOD)が1977～78年 に 稼 動 す る と 報 告 さ れ

て い る 。 ま た 、 東 南 ア ジ ア 諸 国 が カ ナ ダ 政 府 の 援 助 の 下 に 、 中 小 企 業 の 指

導 ・育 成 の た め の 産 業 情 報 シ ス テ ム(TECHNONET)を 計 画 し て い

る 。 ま た 東 南 ア ジ ア 諸 国 ぱ 、 農 業 情 報 バ ン ク の ア ジ ア ネ ッ ト ワ ー ク(AI

BA)を 計 画 し 、 台 湾 、 韓 国 、 フ ィ リ ピ ン 、 イ ン ドネ シ ア 、 〔 レ ー シ ア 、

シ ン ガ ポ ー ル 、 タ イ 、 ス リ ラ ン カ 、 バ ン グ ラ デ ィ シ ュ 、 ネ パ ー ル が 参 加 し

て い る 。 ラ テ ン ・ア メ リカ 諸 国 は 、 国 際 ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン 連 盟 の ラ テ

ン ア メ リカ が 地 域 協 議 会(FID/CLA)を 結 成 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク 化 へ

向 っ て い る 。

国 際 機 関 と し て はUNESCOが 推 進 し て い るUNISIST計 画 が あ

り、 原 子 核 エ ネ ル ギ ー 利 用 に 関 し て はINISが す で に オ ペ レ ー シ ョナ ル

で あ る 。FAOは 、 農 業 情 報 シ ス テ ムAGRISを 推 進 し て お り 、 国 連 環

境 会 議 に 基 づ き 、 国 際 環 境 レ フ ェ ラ ル サ ー ビ スIRSが 始 め ら れ て い る 。
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また各 国 で開 発 した経 済 モデ ル を相互 に利 用 しあ う国 際ネ ッ トワー クの計

画 も進 め られ てい る。

この情 勢 をみ てい る と、経 済 的 利害 関係 を底 に秘 め て、世 界 が コ ミュニ

ケ ー シ ョン ・ネ ッ トワー ク を通 して、 い くつ かの ブ ロ ックに編 成 さ れつ つ

あ る観 を呈 してい る。 アメ リカ大 陸 圏、 自由主 義 ヨー ロ ッパ 圏 、北 欧諸 国

圏 、東 欧諸 国 圏 はす で に構 成 され つ つ あ る。 この 傾 向 は、 開発 途 上 国 の経

済基 盤 の形 成 を共 に ア ジ ア ・大 平 洋諸 国 圏、 中近 東 、 アフ リカ 圏の 形 に発

展 してい くよ うに予 想 さ れ る。 この こ とは、 日本 が、単 に 日本 列 島 の中 の

み に 目 を奪 わ れ てい て、外 資 系VANの 上 陸 を水際 で迎 え 撃 つ こ との み に

終 止 して は な らな い こと を示 して い る。 日本 の持 つ技 術 は、 今 や米 国 に次

ぎ欧州 諸国 よ りも有 利 な点 を 多 く もって い るの で あ るか ら、 国 際的 ネ ッ ト

ワー ク の 中で 果 すべ き役 割 を真 剣 に考 え るべ きで あ る。
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第2章 わが 国 に お け る コン ピ ュー タ ・

ネ ッ トワー クの 形 成





第2章 わが 国 に お け る コン ピ ュー タ ・

ネ ッ トワー クの形 成

2.1ナ シ ョナ ル ・セキ ュ リテ ィと コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク

昭和48年 末 の エ ネル ギ ー危 機 は 、 日本 に未 曽有 の経 済 危 機 を もた らした

が 、 それ と同時 に 、地 球 が 有限 な る空 間 で ある とい う認 識 と、 「エ ネル ギー 」

「物 質 」 に対 す る教訓 を もた ら した。 さ らに、 資源 の ない 我 が 国 の経 済 の継

続 的 発 展 のために、いか に安 定 的 に 資 源供 給 を確保 すべ きか とい う 「セ キ ュ リ

テ ィ」 の論 議 を も発展 せ しめ た。

「セ キ ュ リテ ィ」 とは 、 あ る主 体 が 、 あ るイ ンパ ク トに よ り何 らか の

negativeの 影 響 を受 け る こと が予 想 さ れ る場 合 、そ の インパ ク トの影 響 が

最 小 に な る よ うに対 策 を講 じる こと を云 い 、 この セ キ ュ リテ ィの対 策 と して 、

一 般 に
、

① イ ンパ ク トを未 然 に認 識 し防 止 す る。

② イ ンパ ク トの影 響 を最 小 にす る。

③ イン パ ク ト前 の状 態 に復 旧 す る。

とい う3方 式 が考 え られ る。

前述 した様 に、 情 報 が人 間の 物 質 面 の み な らず精 神 面 に ま で 亙 る広範 囲 の

現 象 に 関 わ る位 置 を占め 、人 間 社 会 の 経 済 ・文 化 ・社 会 の発 展 に大 きな影 響

を もた らす ことを 考え る な らば 、そ の 情 報 の蓄積 と して の知 識 お よび そ れ ら

を結 合 し、有 効 に 活用 す る トウー ル で あ る コ ン ピュータ ネ ッ トワー クが 、今

後 の ナ シ ョナ ル セキ ュ リテ ィに おい て果 す 役 割は最 優 先 さ れ るべ き もの で あ

る。

す でに 第1章 で世 界各 国 の 、 そ して 国 際 的 な ネ ッ トワ ーク動 勢 を概 観 した。

そ の 中で 一貫 して流 れ て い る もの は 、 「知 識 はそ の国 の 軍 事力 、経 済 力 の 源

泉 で あ り、 国際 的取 引 の 対 象 とな る財 で あ る」 とい う認識 で あ った。 そ し
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て 第2次 世 界 大 戦 中お よび、 そ の後 の技 術 開発 競 争 の 時代 に は 、科 学 技術 研

究 そ の もの の振 興 と、そ の成 果 の流通 が 第 一義 的 に取 上げ られ た。 しか し、

社 会 の 正 常 な発展 の ために必 要 な情 報 は 、 科学 技 術情 報 の み で は ない。 あ ら

ゆ る人 間活 動 の 所 産 であ る記 録(こ れ をデ ータ と呼 ぶ な らば)あ らゆる種 類

の デ ータ が社 会 的 財 と して ス トア され 、必 要 に応 じて 流れ る仕 組み が 必要 で

ある。

米 国 が 、 東西 冷 戦 の軍 事力 バ ラ ンスの ため に、 自由諸 国 の 先 頭 を切 って

R&Dそ の もの を推 進 す るた め に尾 大 な研 究投 資 を行 な ったの に比 べ 、 日本

と西 ドイ ツはR&Dtoよ び そ の成 果 のtransferに さほ ど公 共 的力 を つ ぎ込

ま なか っ たに もか か わ らず 、奇 跡 的 と も言 わ れ る経 済復 興 を な し遂 げ たの は 、

種 々の理 由 の 複合 では あるけ れ ど も、 科 学技 術 上 の 知識 が 、極 め て流 通 しや

す い性 質 で あっ た ことに も よる。

研 究 者 は その 研 究成 果 を進 ん で発 表 し ようとす る。必 要 な部 分 のみ を特 許

で押 さえ て おけ ば、 多 くの人 に伝 わ る程 情 報所 有 者 に は有 利 とな る性 質 の情

報 で あ る。 そ れ を記述 す るに は 、世 界 共 通 の 言 語 で あ る数 学 が 用 い られ 、

多 くの入 に理 解 され追 試 され る こと に よってそ の価 値 が決 定 さ れ る。 そ して

わず か な新 しい ア イデ ア を加 え るだけ で、新 しい知 識 と しての 資格 を もつ。

この よ うな性質 の 知 識 を基 礎 と して、 戦 後 の 日本 の 生産 は行 わ れて きた し、

そ の上 に世 界 の驚 く高度 成 長 を遂 げ た の で あ る。 こ こに おい て 、 われ わ れ 日

本 の産 業 が 知 識 の 上 で も、 ス トック を持 たず フ ローに生 きて い る こ とに気 づ

くの で あ る。 日本 は 地 下資 源 を もた ぬ代 りに、1億 を越 す 、勤 勉 で高度 な教

育 を うけ た頭脳 と い う資源 が あ る と言われる。その頭脳 が、今 の所 、外 部 か ら

と り入 れ た情報 を わず かに 加 工 して新 しい情 報 とす る こ と に重 点 的 に稼 動

して し(る。 日本 独 自の 文化 を築 き、 そ れ の拡 大再 生 産 過程 の上 に 日本 の産 業

の基 盤 が 築 かれ てい る とい う形 では ない 。 ま だ、 われ われ の頭 脳 資 源 は、 ス

トック を形成 してい ない の で ある。

この フ ロー型 の知 的生 産 は 、 日本 で な くと も、 或程度 に教 育 レベ ル が 上れ
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ぱ どの 国 にお い て も可 能 で ある。 国 民 性 が 勤勉 で あれば 、 開発 途 上国 に お い

て も容 易 に 可能 で ある。 現在 、 繊維 工 業 や各種 の加 工工 業 に お いて起 って い

るの と同 じ現 象 が知 的 生 産 にお いて も起 り得 るの で あ る。

今 後 の 産 業 の構 造 は、1つ の視 点 か らの効 率 を高 め る ことで は成 立 しな い。

工業生 産 にお い て 、生 産性 を高 め る ことは環 境 破壊 を もた らした。農 業生 産

性 を高 め るた め に行 な った化 学肥 料 や農 薬 の使 用は、土壌 を疲弊 させ生 物 の 生

態 系 を破 壊 した。 この ことは 、産 業 のみ な らず 、人 間の 社 会行 動 の全 体 が 相

互 に関 連 しあい 、調 和 の 中 で発展 せ ねば な らぬ ζ と を示 して い る。 社 会の 発

展 に関 一与す る すべ て の ものに つ い て 、そ の個 々に つ いて の知 識 と共 にそ の相

互 関連 を把 握 す る た めに は 、尾 大 な知識 の集 積 と、 その煩 繁 な更 新 を必 要 と

す る。オ イル ・シ ョソク以後 の セ キ ュ リテ ィの 議 論は 、 明 らか にそ の事 を教 え

た の で あ る。

ナ シ ョナ ル ・セ キ ュ リテ ィの 問題 が 提記 した課題 の一 つ は 、 「何 が起 っ た

と き、 そ れ に よって 何 が起 るか」 を予測 し、そ れ に対 す る対策 を立 て る こ と

で あ る。 この た めに は 、 その 予測 に必 要 な イン ジ ケー タ を決 定 す る と共 に 、

そ の イ ン ジケ ータ を測 定 す るに必 要 なデ ー タ群 の収 集 ・蓄 積 ・維持 の プ ロセ

ス を確 立 し、 イン ジ ケ ータ相 互 の因果 関係 を 明 らか に しなけ れ ば な らな い。

そ して 、 そ の相 互 関 係 モデ ル は 、単 に数 量 的 関係 を記述 す る もの では な く、

事 実 と事実 の 間 を結ぶ 推論 モ デ ル を含 む もの で あ る。

この モ デ ル形成 に は 、

事実 の記 録

目的別 に事 実 の整理

デ ータ化(数 量化 と事実 の フ ァイル可 能 な形 で の表現)

予 測 モ デ ルの 形成

複合 モデ ルの形 成

とい うい くつ か の ス テ ップを必 要 とす る。

この 予 測 モ デ ル は 、 デル フ ァイ法 の ような単 純 な もの か ら、因 子 分析 、 多
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変 量 解析 等 の視 野 の狭 い数 学 的 手 法 が い くつか試 み られ た。 しか し、人 間行

動 、 特 に社 会 行動 の よ うな 複雑 な もの は 、物理 現 象 を扱 った手 法 で は と うて

い 把 え ることが で きない もの で ある。 現在 、 各 国 の経 済学 者 の間 に、多 くの

経 済 モデ ルが造 られ 、 相 互 に それ を利 用 しあ う計 画 が 進 め られ てい る。 これ

が 具 体 的成果 を生 み 出す の は も う少 し先 の ことで あ ろう。

この よ うなモ デル形 成 の た め には 、 社会 現 象 に 関す る豊 富 な デ ー タ(数 量 、

事 実 と もに)と 、そ の デ ー タ 間 の因 果 関係 に 関 す る多 くの整 理 が先 ず必 要 で

あ る。 その 集積 が成 熟 した と き、は じめ て有効 な モ デル が形 成 され る もの で

あ る。 因子 分析 や 多変 量 解 析 や 多 くの シ ミュレ ーシ ョン ・モ デ ルが失 敗 した

のは 、 まだデ ータ集 積 も、 そ の デ ー タ間 の因果 関 係 につ い て の知 識 の集 積 も

不 充 分 な段 階 での、 不 用 意 な 、 あ ま りに も性急 な る適 用 で あ った か らで あ る。

事 実 の集積 と しての デ ータ 、そ れ らを数 量 化 したデ ー タを集 め、蓄 積 し、

それ らの相 互 関係 を分析 し、論 理 を構 築す る こ とは、 わ れ われ が み つ か ら営

々 と して行 わねば な らぬ。 そ の 中 での 多 くの 試み が、 わ れ わ れ の社 会 の 中 に

know-howを 蓄 積 させ る。 このknow-ho輔 ま成 功 した経 験 よ り も、失 敗 し

た経 験 の方 が 多 く、ま た 有 効 であ る。 何故 な ら、 再 び この誤 を繰 返 さ ない よ

うに思考 のパ ス を制御 す る こ とは 、社 会 の 多数 の無 駄 な失敗 を 防げ るか らで

ある。 そ して、 このknow-howの 上 に、新 た な る産 業 が築 か れ るの で あ る。

know-howは 属 人 的 な もの で ある。 そ の中 か ら多 くの人 が 同意 す るモ デ

ル が 形成 され るた めに は、 多 くの 試 みが な さ れ、 多 くの議論 が 行 わ れ、検 証

さ れ なけ れば な らぬ。 そ のた め には デ ータは 、多 くの入 に と って利 用 可 能 で

な けれ ば な らぬ。 そ のた め に は デ ータ は、公 共 的 な 財 と して広 い範 囲 に到達

可 能 で なけ れ ば な らぬ。 ここに 、 ナ シ ョナル ・リソ ー ス と して の デ ー タ ・フ

ァイル の形 成 と、相 互 利 用 の コ ン ピュ ータ ・ネ ッ トワー クの必 要性 が あ るの

で あ る。
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2.2コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク形 成 の ステ ップ

2.2.1持 た ざる 国tt日 本"の 選 択

前 節 にお い て 、 ナ シ ョナル ・セ キ ュ リテ ィの立 場か ら、 デ ー タ ・リソー

スの必 要 性 を概 観 した。 こ こでは 視点 を考 え て 資源 ・産 業 構 造 の立 場 か ら

問 題点 を把 え て み よ う。

前 節 に指摘 した よ うに 、情 報 の リソースとしての価値 が社 会 に と って 重要

な もの で あ る とす る な らば 、 そ の流 通 を図 るべ く、今後 の わ が国 に おけ るネ

ッ トワー クの 形成 は 、 いか な る方向 に 向 って ゆ くべ きなの で あ ろ うか 。

資 源保 有 とい う観点 か らす れ ば 、現 状vatoい て 原 油の99%を 輸入 に依存

し、 また穀 物 換算 す れ ば食 糧 の60%を 海外 に 頼 ってい るわ が 国 は、ttエ ネ

ル ギ ー"、"物 質"と もに持 た ざる国 なの で あ り、 日本 社 会 の脆 弱 性 の大 き

な理 由なの で あ る。 そ の 日本 に残 され た唯一 の資 源 とは 、1億 の人 間 で あ り、

そ こか ら生 み 出 され る情 報 の ス トック 、知識 であ る とい って も過 言 では あ る

ま い。

戦 後 の工 業化 、高 度成 長 の 中 に あ って、 わが国 は 海外 か ら、 特エネ ル ギ ー"

"物 質"を 輸 入 し
、 そ れ らの加 工 、 製品 化 を行 な って輸 出す る とい う、 ス ト

ックを伴 なわ ない 、い わば フ ロー文 明 に よって経 済 的繁 栄 を遂 げ た の であ る。

エ ネル ギ ー、物 質 の 有 限 性 が叫 ばれ る 今 日、従 来 の工 業化 社 会 の延 長 線 と し

て では な く、新 た な発 展 形 態 と して、情 報 の ス トックを そ の発 展 の キ ー とす

る 方向 に歩 むべ きでは なか ろ うか。 情 報 を把握 す る、情 報 を使 い こなせ る と

い うことが 今後 の 日本 の立 場 に と って 、何 もの に も変 え難 い 地位 を占 め る と

思 わ れ、 そ の道 具 と して コ ン ピュータ ネ ッ トワー ク を位 置 付 け なけ れば な ら

ない の で あ る。 少 な くと も、 そ うい った方 向 へ の遷 移 の必 要 性 は 、 国 の内 外

か ら高 ま って い る と思 われ る。 産 業構 造 の高度 化 と は、 即 ち情 報 を把 握 す る

こ とで あ り、 そ れ は、 資 源 を持 た ざる唯一 の先進 国 と して必 然 の歩 み な の で

あ る。

コ ン ピ ュータ ネ ッ トワーク の形 成 に 関 して い え ば 、 フ ロー を重視 し たネ ッ
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トワー ク も当然 必 要 では ある が 、情 報 ス トック志 向 の ネ ッ トワーク こそ形

成 され なけ れば な らない の で ある。

特 に、 今後 の発 展 の原動 力 と もなる情 報 ス トック で ある知 識 資源 の開 発

(研 究 開発 ・教 育)は そ の意 味 にお いて 、重点 的 に 行 う必 要 が あ ろ う。 ま

た 、そ のス トックの 有 効 な る結 合 、配 分 方法 は 、工 業化 社 会 に お け る資 源

の配 分 以 上 に社 会 ・経 済 レベ ル に影 響 を与 え る ことが 予想 され る。 したが

って 、そ れ らを結 合 す る トウール で ある コ ン ピュー タ ネ ッ トワ ークの 構 築

は 、そ の影 響 度 合 を充 分 検討 した上 で行 な うこ とが 望 ま れ よう。 そ して 、

この 知 的 資源 の 有 用 な運 営 こそが 、情 報 化 社会 に おけ る社 会 的 ・公共 的責

任 なの で あ る。

生 活 水 準 の上 昇 に対 す る人 間 の欲 望 は、 際限 が な いが 、一 般 的 に、 生活

水 準 の 上昇 は技 術 水 準 の上昇 を要 求 し、 技術 水 準 の 上昇 は 科 学 者 ・技 術 者

の急 激 な増加 を もた ら し、そ れ に比 例 して 、情 報 発 表量 の増 加 現象 が、 見

られ る こ とは 、 ア メ リカの1900年 か ら1970年 ま でのGNPと 、 発

表 論 文数 の 関係 を見 て も明 らかで あ る。

この よ うに 、情 報 リソー ス の成長 には 、研 究 ・教 育 関連 投 資 が 、必 要 不

可 欠 で あ るが 、次 の図2.21に 研究 費 と国民 所 得 の比 率 につ い て 、 日本 と

西 欧 、 ア メ リカ、 イギ リス を比 較 し図示 す る。

(%)

4

3

2

(年 度)
414345474950

図2.2.1研 究 費 と対 国民 所 得
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この 図 か ら明 らか な よ うに、 日本 の 対GNPに 占め る研 究 費の 割 合 は 、

欧 米 と比 較 し、最 も低 い ことが わか る。 日本 と同様 の環境 に あ る西 独 の

2.74%(50年 度)に 比 べ る と、 日本 は2.15%(50年 度)に す ぎず 、

情 報 資 源 の成 長 、蓄 積 量 の 増大 とい う点 で も今 後 、真 剣 に取 り組 む必 要 が

あ る こ と を意 味 して い る。

2.2.2わ が 国 に おけ る コン ピュー タ ネ ッ トワ ーク形成 の 現状 分析

(1)情 報 利用 形 態 か らみ た ネ ッ トワ ー クの2つ の分類

現在 、 わ が国 に お いて も稼 動 中、 開 発 中の ものを合 わ せて 十 指 を越 え

る コ ン ピュー タ ネ ッ トワー ク が形 成 され て い る。 さ らに 今後 と もそ の数

は飛 躍 的 に増大 す る と思 わ れ る。 これ らは コ ン ピュー タの利 用 形 態 の歴

史 上 、 バ ッチ処理 、 リアル タ イム処理 、TSS処 理 に 次 ぐ新 た な利 用 形

態 で ある が 、そ こで利 用 され る情 報 の質 、情 報 の利 用形 態に よって 次 の

2種 類 に分 け られ よ う。

① トラ ンザ ク シ ョン指 向型 ネ ッ トワ ーク

② リソース 指向型 ネ ッ トワー ク

第1の トラ ンザ ク シ ョン指向 とは 、情 報 を フ ロー と して 利 用 す る形 態

の もの で ある。 そ こでは 、業務 の機 械 化 とい うの が主 要 な 目標 で あ り、

専 ら計 算機 の もつ オベ レー シ ョナル な機 能 を重視 した もの で あ る。

第2の リソ ース指 向 とは 、情 報 の ス トック と して の機 能 、 つ ま り、 情

報 を集 積 して お くことに よ り、資 源 と して の効 用 を利 用 し よ うとす る も

の で ある。 こ こに おい て は 、資 源 の 有効 利 用 のた めに コ ン ピ ュー タ ネ ッ

トワー クが登 場 す る ことに なる。

(2)ト ラン ザク シ ョン 指向型 ネ ッ トワ ーク

計 算機 の もつ オペ レー シ ョナル な方 面へ の 有 効性 を重 視 した形 での ネ

ッ トワーク形 成 へ の歩 み は著 し く、 イ ンハ ウ スネ ッ トワー ク と呼 ば れ る

もの(一 つ の企 業 の本 店 支店 間 を結 ぶ もの とか 、同一 系 列 に属 す る 企 業

間 、 同 一業 種 に属 す る企 業 間 の ネ ッ トワー ク)は 主 と して この 目的 形 態
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に属 す る もの が 多い。 具 体 的 に は、企 業 内 での コ ン ピュー タ ネ ッ トワー

クは もと よ り、

現 金 自動 支 払 シス テ ム ー6大 都 市 とそ の周辺 都 市 の地 域 内 内 の デ パ

ー ト、 ス ーパ ー マー ケ ッ ト、 ホテ ル、地 下 街 、 空 港 、駅 な どに現 金 自動

支払機 を設 置 し、 参 加銀 行 の顧 客 に現 金支 払 サー ビス を提供 す る シス テ

ム。50年11月 に サ ー ビスイ ン し、 現在 も現金 自動 支 払機 を増 設 中。

全 国銀 行 シス テ ム ー 全 国89銀 行7,800店 舗 を結 ん だ メ ッセ ー ジ

ス イ ッチ ン グ ネ ッ トワ ー ク シス テ ムで為 替 通 信 が行 われ て い る。

国 内線 座 席 予約 シス テ ム ー 日本 公通 公社 、 日本旅 行 、 近 畿 日本 ツ ー

リス トな どの旅 行 業者 と 日本航 空、 全 日本空 輸 、 東亜 国 内航 空 な どの航

空 会 社 とを結 合 した座 席 予 約 シス テ ム 、昭和46年 の 回 線 解放 直後 に近

畿 日本 鉄道 と近 畿 日本 ツー リス トとが異 企 業間 コ ン ピュー タ リンクの 第

1号 と して結 合 した のが 出発 点 とな って現在 の形 の ように発展 して 来 た。

この よ うに 、同 業種 ・類 似 業種 間 の異 企 業 ネ ッ トワー クが構 築 さ れて

お り、 そ れ らは欧 米 にお け る もの と同等 、 ある いは欧 米 以 上 の ネ ッ トワ

ー クが で き上 って い る の で あ る。

それ らが形 成 さ れ た動 機 はか な り明確 で あ り、共 通 して コ ス ト面 で の

メ リ ッ トが ある ことが挙 げ られ る。1つ の組織 の 中 で、 か な りの量 に達

す る 日常 業務 処理 の 流 れ が あ る場合 、 ま た、1台 の コ ン ビュー'夕では処

理 し きれ な い だけ の量 の 業務 が発生 して い る場 合 な どは 、 複数 台 の コン

ピュー タ間 ネ ッ トワー クへ の移 行 を考 え る ことは、至 極 当然 の現象 で あ

る。

経 済 学 でい う企 業行 動 原 理 を待 つ まで もな く、企 業 に と って は 、 コス

トメ リッ トの大 きい 分野 、手 段 に投 資 す る ことは 明 白 であ る。 コ ン ピュ

ータ普 及 の初 期 の頃 、 オ ペ レー シ ョナ ル な 業務 に対 して計 算 機 処理 を行

な うこと に よ り、 能率 向 上 、 コス トパ ーフ ォ ーマ ンスの 向 上 を図 っ たの

は 、 ま さ にそ うい った動機 、 行動 原 理 に基 くもの で あ っ た。 現 在既 に 稼
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動 中の 、 あ るい は稼 動せ ん と して い る コ ン ピ ュータ ネ ッ トワー ク も、 や

は りそ うい った企 業 の効 用 を 重視 した形 で発 展 して きて い る、 と と らえ

る ことが で き よ う。

ある組 織 が 、 フ ロー を重視 した形 態の コ ン ピ ュー タネ ッ トワー ク を形

成 す る場 合 の前 提 条 件 を考 えて み よ う。1台 の計 算機 では処理 し きれ な

い 業務 量 に達 したた め に複数 に 分 割 す る とい う場合 を除い て 、本 店 と支

店 、A企 業 とB企 業 とい うよ うに、遠 隔地 に ある複 数 の 計算機 を結 ん で

トラ ンザ ク シ ョン処理 を行 な お うとい う計 画 が発生 して くる た め には 、

以 下 の要 素 が必要 で あろ う。

第1に は 、 当該 の組 織 間 に 、 日常 業 務 と しての情 報 の フ ロー が大 量 に 、

か つ安 定 して 存在 して い る こと。第2に は 、そ こに流 れ る情 報 が 均 一 性

を有 して い る等 の組 織化 が 既 に な され て い るか、 もし くは、組 織 化 され

やす い 情 報 で あ る こと。 第3に は 、 ネ ッ トワ ー ク処理 に よる 即 時性 、 信

頼 性 の 向上 な どに伴 ない提 供 さ れ る財 、 サ ー ビス の向 上 が著 しい こ とが

あげ られ よ う。 この う ち第1と 第2の 点 は企 業の生 産 費用 最 小化 の 動 き

で あ り、 第3の 点 は需 要 拡大 の 行動 で ある。

第1の 大 量 か つ安 定 した頻 度 で情 報 の フ ローが発生 して い る ことは 、

必 要不 可欠 の条 件 で ある。1日 に数 回 しか情 報流通 が 発 生 しない よ うな

場 に お い て 、 ネ ッ トワー ク を形 成 す る こ とは無 駄 な投 資 で あ り、 か りに

大量 に発 生 す ると して も、 その大 部分 が1年 の ある時 期 に集 中 す る よ う

な場合 も同様 で ある。 例 え ば、銀 行 の本 支店 間 のオ ン ラ イ ンに お い ては 、

A支 店 の持 つ預 金 口座 にB支 店 か ら入 金 が行 な われ た り、C支 店 に 支 払

いの 行 なわ れ るのは しば しば 有 る事 で あ る。 オ ンラ イ ン化 以 前 は 、1日

な り半 日な りの ペ ー ス でま とめ て メ ッセー ジ交 換 をす る必 要 が あ った わ

け で、 そ の 業務 処理 は容易 な らざ る もの が あ った とい え よう。 フ ロー処

理 機 能 の機 械 化 は 、 コン ピ ュー タ ネ ッ トワー クの大 きな メ リ ッ トで あ る。

第2の 情 報 の均一 性 の 問題 は、情 報 の フ ロー をネ ッ トワー ク で代 替 し
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て ゆ く場合 の移 行 コス トの低 減 の 問題 で ある。 一 般 的 に み て、文 字 情 報 、

統計 情 報、 音 声情 報 な どの種 々雑 多 な情 報 の フ ローを機 械 化す る よ り も、

単一 の 組織 化 され た情 報 が流 れ る シス テ ムの 方 が 構 築が 容 易 で、 コス ト

パ ーフ ォー マ ンス も高 い と考 え られ る。後 で も述 べ る よ うに、 ネ ッ トワ

ークに より情 報 を 流す た めに は情 報の 組織 化 が なさ れ て い る こと が不 可

欠 で あ り、 そ の点 均 一 な情 報 に お い ては 、 リス ク も少 な く、従 って この

分 野 での ネ ッ トワー ク形 成 は最 初 に 行 なわ れ る で あ ろ う。 例 え ば 、為替

交 換 の ネ ッ トワー ク に しろ、 銀行 間 ネ ッ トワー ク に し ろ、 取 り扱 わ れ る

情報 は 定型 化 さ れ た貨 幣 の移 動 で あ り、株 式市 況 の シス テ ムに して も、

株 式価 格 、 取 引 とい う極 めて組 織 化 の進 ん だ情 報 を取 り扱 って い る わけ

で、 そ れ を コン ピ ュー タ ネ ッ トワー ク に載せ る ことは比較 的 ス ムー ズに

行 なわ れ るの で ある。

第3の ネ ッ トワー ク化 に伴 うサ ー ビスの 向上 は前 の2点 と視 点 を異 に

してい る もの の 、甚 だ 自然 の こと で ある。 例 えば 、旅 行 業 者 に おい て 、

航 空 会社 の 座 席 予約 シ ス テ ム、 ホ テ ノレの 部屋 の予約 シ ス テ ムな どと ネ ッ

トワーク化 す れ ば、 その 即 時性 、 信 頼 性 な どか ら、大 幅 な顧 客 の増 加 が

予 想 さ れ よ う。 そ うい っ た関 連 会 社 間 の イン ハ ウス ネ ッ トワー クへ の 形

成 動機 は高 い ものが あ る。

(3)リ ソ ース 指向型 ネ ッ トワーク

リソー ス 指向型 の ネ ッ トワ ーク は、 先 ず フ ァ イル の形 成 か ら始 ま る。

米 国Vateけ る国 防省 、NASA、AEC(現 在 のERDA)、NLMと

NIHの 実例 に み られ る よ うにR&Dの 成 果 の 巨大 な集 積 と、 そ れ の流

通 に よる技 術 移転 の ネ ッ トワー ク が、 そ の1つ の形 態 で あ る。 知 識 の集

積 が貴 重 な資 源 で あb、 そ れ を積 極 的 に供 給 す る ことが 、R&D投 資 の

まず最 初 の私 的 セ クタ ーへ の見 返 りで あ ると い うの が、 米 国 の リソー ス

指 向型 ネ ッ トワー クの 形成 要 因 で あっ た。

フ ァイル の形成 には 、2つ の方 向 が ある。1つ は 、 ル ー テ ィン ・ワ一
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ク の中 か ら発 生 す る トラ ンザ ク シ ョンが、 い くつか の 利 用 目的 を持 って

フ ァイルへ 発 展 す る場 合 で あ る。 オ ペ レー シ ョナル ・デ ータか らマ ネ ー

ジ メン ト ・デ ー タへ の移 行 な どは この例 で あ る。 も う1つ は 、何 らか の

目的 の た め にデ ータ を集 めそ れ を利 用 す る た めの フ ァイル ・シス テ ム を

構 成 す る場合 で あ る。 不 動 産 台帳 、犯 罪 記録 、 ス キル ・イ ンベ ン トリ、

科 学 技術情 報 な どの フ ァイ ルは この例 で ある。

前 者 の 良 い例 と して は、 米 国 カ リフ ォル ニ ア州 の行 政 の た め の各種 デ

ー タバ ンクが あげ られ る。 日本 に お いて も、 地 方 自治体 で 窓 口業務 や 、

各 種 台帳 へ の 登録 事務 に コ ン ピュ ータ が導入 されて い る。 そ れ らの デ ー

タ がマ シン リー ダ ブル ・フ ァイル に な ると共 に 、行政 デ ー タ ・フ ァイ ル

に発展 して 行 くこ とは容 易 に想 定 され る。

しか し、 日本 の官 庁 に は そ の 固有 業 務 と して 多 くの デ ー タ を集 め、 数

量 化 し、 分析 して い る。2.4.2に 述 べ る表2.4・1に は この代 表 的 な もの

が掲 げ て あ る。 これ を用 い て マ シ ン リー ダ ブル と し、 そ の組 立 の リン

ケ ー ジが とれ るな らば 、 巨大 なナ シ ョナル ・リソース を形 成 す るは ず で

あ る。 そ して 、 そ の方 向 での リソ ース形成 と相互 利 用 の シス テ ム も次 第

に で きつ つ あ る。 これは フ ァイル を 中心 とす るス タ ー型 、 ある い は階 層

ス タ ー型 の ネ ッ トワー ク形 態 を もつ。

フ ァイル を 中心 と して供 給 指 向的 ネ ッ トワーク形成 の 次 の段 階 と して 、

それ らの フ ァイル が い くつ か存在 した と き、 利用者 は そ の情 報 需 要 に も

とつい て、 利 用 目的 に合 うデー タ を、 そ れぞ れ い くつ か の フ ァイルか ら

入 手 し よ うとす る。 す な わ ち、 現 存 す るい くつ かの フ ァ イル を、 ニー ド

指 向 的 に利 用 し よ うとす る この要 求 を み たす た めに は 、distribute

さ れた い くつ か の フ ァイルが 、 ユ ー ザ ・タ ー ミナル か コ ン セ ン トレー シ

ョン ・ノー ドか ら自由 に ア ク セス で きる 、所 謂 分散 型 ネ ッ トワ ーク

(distributednetwork)が 必 要 とな る。 この 最 も代 表 的 な もの

は 、米 国のARPANETの 形 で ある。 商 業的情 報 サ ー ビス に お い て 、
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ロ ッキー ド情 報 サ ー ビスやSDC、NLMがTYMNET、TELE

N'ETの ネ ッ トワー ク を利 用 して オ ン ラ イン検 索 サ ー ビスを提 供 して い

るが 、 これ を ユ ーザ 指 向的 に み ると き、 ロ ッキ ー ド情 報 サー ビス 、SDC、

NLMの 持 つ デ ー タ を選 択 的 に利 用 で き るた め、distributednet-

workが 形成 されて くる こ とに な る。 この場 合 、 これ らの デ ータが 、 同 じ

コ ミュニ ケ ー シ ョン ・チ ャ ネ ル に乗 っ て サ ー ビス さ れ てい るた め、利

用者 に選 択 的利 用 を容 易 に して い るの で あ る。 ・

わ が国 に お い て、 トラ ンザ ク シ ・ン指 向型 の ネ ッ トワ ークの形 成 は進

行 中 で あ り、 多 くの シ ス テ ムが 稼動 してい る。 まず、 企業 内の イ ンハ ウ

ス ・ネ ッ トワー クに は優 れた もの が い くつか あ り、 そ の代表 的 な もの と

して 旭化 成 工 業KKのACT、 三 洋 電気KKの オ ン ライ ン ・シ ステ ム な

どが あ る。

旭化 成 は全 国20都 道 府県 に2本 社 、16事 務 所 、34工 場 、9研 究

所 を持 ちそれ らの中 に、表2.2.1に 示す よ うに9社 、15種 、38台 の汎 用

か ら ミニ コ ンに い た る コ ン ピ ュー タ と120台 以 上 の 端末 を有 す る製造

会 社 で あ る。 この よ うな企 業 で、 経営情 報 シス テ ムの 確立 を め ざす 上 で

必要 とされ る こ とは 、地 域 的 、業務 的 に バ ラ バ ラな シス テムの統 合 で あ

る。 この た め に、各 地 の コン ピュータ 相互 間 の情 報 の移 動 と、 集 中化 が

必 要 とな るが 、 そ れ を郵 便 あ るい は テ レ ック ス で行 うと、情 報 処理 の迅

速性 が 不十 分 と な る。 そ の た め既 存 の異 機 種 コ ン ピ ュータの相 互接 続 が

必 要 とな った。 経 営情 報 シス テ ム確立 の ため に も う1つ の重要 なポ イ ン

トは 、 汎用 コ ン ピュータ か ら離 れ て い る事 業所 に おけ る情 報 処理 サ ー ビ

ス の水 準 を 高 め る こ とで ある。 この た めに 、 この ような事業 所 には リモ

ー トバ ッチ用 の イン テ リジェ ン トタ ー ミナル と して ミニ コンが配 置 され

た。 この場 合 に もそ れぞ れ の 事業所 の体 質 に適 合 した機 能 を もつ ミニ コ

ンが採 用 され 、そ の た め に も異機 種 コ ン ピュー タの相 互 接続 を要求 す る

も う1つ の理 由が あ った。
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この よ うにACTは 企 業 の 経済 原 理 に もとつい て形成 され た トラ ン ザ

ク シ ョン指 向型 ネ ッ トワー ク とい え る。

ACTは2段 階 に わた って 建設 され 、 第1期 分 は48年10月 よ り稼

動 を開 始 し、第2期 分 は51年 より稼 動 して いる。

表2.2.1ACTに お け る 計 算 機

種 類 メ ー カ 型 式 台 数 接 続 時 期

汎 用 IBM 370/158 2 第2期

〃 〃 370/145 1 〃

〃 Burroughs 3500 1 第1期

〃 日 立 8250 2 {菱 場

〃
〃 8150 1 第1期

通 信 用 日 電 3200/50 3 〃

〃
〃 3200/70 5 第2期

ミ ニ コ ン
〃 M4 6 第1期

〃 沖 4300 9 〃

〃 松 下 7 2 〃

〃 東 芝 40 2 〃

〃 日 立 10 1 〃

そ の 他 東 芝 40 1 〃

〃
ノノ 7000 1 〃

〃 富 士 通 270/20 1 〃

o
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表2.2.2ACTの 開 発 ス ケ ジ ュ ー ル

適 用 業 務 機 能

第

2

期

第

-

期

・メ ッセー ジ 交 換

・メ
ッ セ ー ジ 集 配 信

・フ ァイル 伝 送

・ リモ ー ト ・バ
ッチ 処 理(オ フ ライン)

・テ レタ イプ 網 自 動 化

・ イン テ リジ ェン ト端 末 接 続

1

・ リモ ー ト ・バ
ッチ 処 理(オ ン ラ イ ン)*.

・ フ ァイル への リア ルタ イム ・アク セ ス

・ リソ ー ス ・シ ェ ア リン グ

・・汎 用 コンピュータ接続*

・'会話 型 端 末接 続

・公 衆 通 信 回線 接続

・幹 線 路 の 高速 伝送

*第1期 にて部分的 に実施

o
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三 洋 電機KKの 場合 は 、三 洋 電機 と販 売 会社 の間 の情 報 流通 組 織 と し

て 、 オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ムを構成 して い る。 守 口の 本 社 と東京 支社 に大

型 コ ン ピ ュータ を お き、 そ の間 を広 帯域 専 用 線 で結 ぶ。 そ れ か ら全 国

24ヵ 所 の 地 区営 業部 を結 び、 そ れか ら更 に 全国 約120の 販売 会 社 に

端末 をお いて 、仕 入 れ、 販売 、 在庫 、販 売 会 社 の債 権 処 理 な どの 業務 を

行 な って い る。(図2.2.3)

金 融機 関 は、 そ れぞ れ各社 間 と本 支店 の ネ ッ トワー ク を持 って い るが 、

全 国銀 行 協 会 連合 会 の、 全 国の 銀行 を相互 に結 ぶ オ ン ラ イ ン ・ネ ッ トワ

ーク が形 成 され て い る。

現 金 自動 支 払 デ ー タ通 信 シス テ ムは 日本 電 信電 話 公社 が都 市 銀 行 グ ル

ー プか ら依頼 を受 け て建 設 した シス テ ムで、6大 都 市(東 京 、 大 阪、 名

古 屋 、横 浜 、 神 戸 、京 都)と そ の周 辺都 市 の地 域 内 に 現金 自動 支払 機

(キ ャ ッシ ュデ ィス ペ ンサ:CD)を 設置 し、参加 銀行 の 顧 客 に 現 金 自

動 支払 サ ー ビスを 提供 してい る シス テ ムで 、 昭和48年 以 来2年 半 の歳

月 をかけ て50年11月 にサ ー ビス を開 始 した。 この シス テ ムの 特徴 は 、

参 加銀 行 の多種 多様 な大 規模 オ ン ラ イン シス テ ムを、統 一 した接 続条 件

で結 合 す る共 同 利 用 シス テ ムで あ り、 わが 国 は もと よ り、世 界 で も類 を

み ない コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワ ーク シス テ ム で あ る。 と と もに 、利 用 者 に

と って は 、 そ の端 末 で あ るCDか ら出力 され る現金 に価 値 が あ るの で あ

って 、 そ の ネ ッ トワ ーク 内 では何 ら関心 の ない情 報 が 流 れ る とい う典型

的 な トラ ンザ ク シ ョンオ リエ ンテ ッ ドシス テ ム であ る。

共 同 利 用 に参 加 す る 銀 行 は当 初36銀 行(都 市銀 行13行 、地 方銀 行

11行 、相 互 銀 行12行)で あ り、CDは 地 域 内の タ ー ミナル駅 、空 港 、

デ パー ト、 ス ー パ ー、 ホ テル、地 下 街 な どに約200台 が 設 置 さ れ て い

る。

この シス テムの全 般 につい ての設 計 と、 中核 とな るCDセ ン タの建 設

か ら保 守 ま で を電 電 公 社 が担 当 し、参加 銀 行 の預 金 シス テ ムをCDセ ン
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夕 に接続 す る ため に 中継 コン ピュー タの建 設 、 オ ン ライ ン プ ログ ラ ムの

変 更 な どは各銀 行 の責 任 に おい て実 施 さ れて い る。 な お、 共 同 利 用 さ れ

るCDは 自営 と し、CDシ ステ ム運 用 は参 加 銀行 に よっ て設 立 され た 日

本 キ ャ ッシュ サ ー ビス株 式 会社(NCS)が 行 って い る。

各 銀 行 が行 って い る オ ン ライ ンに よるCDサ ー ビス は個 々別 々に 建 設

して きた シス テ ムで あ る ため サ ー ビス条件 、例 えば 支 払 限度 額 の 設 定条

件 や サ ー ビス の対 象者 の選 別 な どは相 当の差 異 が あるが 、本 シス テ ム で

は サ ー ビス面 及び設 計 の合 理 化 面 か らの検討 、整理 が な され た。 しか し、

本 シス テ ムの サ ー ビス と並 行 して 行 われ る各 行 の独 自の サ ー ビス との関

係 を 考慮 して銀 行 ご とに あ る程度 選択 で きる余地 を残 し、弾 力 的 に応 じ

られ る よ う設計 さ れ て い る。

(i)シ ステ ムの構 成

本 シス テ ムの構成 は 図2.2.4の よ うにCDと 参 加 銀 行 の預 金 シス テ

ムお よび これ らの 中間 的位 置 に あ って これ らを相互 に交 換 接 続 す る た

め のCDセ ンタ と通 信 回 線 か ら成 って いる 。 シス テ ム開始 時 の具 体 的

構 成 は図2.2.5の 通 りで ある。

銀行 の 中 には 、CDセ ンタ との接 続 条件 に整合 す るた め に専 用 の 中

継 コン ピュー タを設 け る もの 、 あるい は 自行 システ ム内 の 複数 セ ン タ

間 の リンク とか 、他 行 シス テ ム との接 続 等 の 目的 を兼 ね て 前置 コ ン ピ

ュー タを設 置 す る こ とが 多い。 また、 直接CDセ ンタへ 接 続 して い る

銀 行 もある。

地 方銀 行 や 相互 銀 行 の場 合 は 、最 大8銀 行 をサ ブセ ン タ で集 約 して

CDセ ンタへ 接 続 さ れ る。CDセ ンタ とCDサ ブ セ ンタ との 接 続条 件

は都 市 銀行 の場 合 と同 一 であ る。

CDセ ンタ と銀行 シス テ ム間は2400bit/sの 直通 回線 で、1セ

ン タ1回 線 で結 ばれ て お り、 約200台 のCDはCDセ ンタ と1200

bit/s回 線 で接 続 さ れ て い る。
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現 金 支 払 機 の運 用 、 た とえ ば 現金 の運 搬 、装 填 、 ジ ャー ナ ル用 紙 の

取 替 、監 視 、 操作 上 の質 問 に対 す る顧 客 との応 対 な どは 日本 キャ ッシ

ュサ ー ビス株式 会 社 に よって 行 われ る。

監 視 セ ン タは 東京 、大 阪 、 名古 屋 に設 置 されて お り、 管轄 地 域 内 の

CDを 運 用管理 し、 これ もNCSが 運 営 してい る。 監 視 セ ンタ には集

中監 視 装 置 が設 置 され、 それ ぞ れ の地 域 内 のCDと を専 用 線 で結 び 、

CDの 集 中監視 と遠 隔制 御 操 作 とを行 うほ か 、CDに 障害 が発 生 した

場合 、 顧 客 との応 対 は この 回 線 を通 して電 話 を用 い て行 う。

㈲ シス テ ム の規模

シス テ ムの設 計 規模 及 び シス テ ム開始 時 の規模 は 次 の とお りで あ る。

(1)参 加 銀 行数 とCDセ ンタ と 直結 さ れ る預 金 システ ム数

oCDセ ンタ グ ル ーープ(CDセ ンタ と 直結 す る銀 行一 都 市銀 行)

13行 初 期13行

oCDサ ブセ ン タ グル ー プ(サ ブ セ ン タ を経 由 して接 続 す る銀 行

=地 相銀)64行 初期23行

o合 計77行 初 期36行

(2)CD直 結 セ ンタ数

CDセ ン タ と直接 接続 す る銀 行 セ ンタ で、 そ の数 は 次 の とtobで

あ る。

oCDセ ンタ グ ル ー プ20セ ンタ 初期16セ ン タ

oCDサ ブ セン タ8セ ンタ 初期4セ ンタ

(3)現 金 自動 支払 機(CD)

合 計200台 を当初 か ら設 置 す る(表2.2.3参 照)

(4)CD監 視 セ ン タ

東 京 、大阪 、名古 屋 の3ヵ 所

(5)ト ラ ヒ ック

1取 引 に要 す るCDの 保留 時 間 は約50秒 で、CD200台 全 部 の
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最繁 時1時 間 当 りの呼 数 は約12,000件 であ り、

件 を 見込 ん でい る。

1日 で 約80,000

表2,2.3現 金 自動 支 払機 設置 予 定台 数

地 区 名 端 末 機

東 京 103

115

横 浜 12

、名 古 屋 15

京 都 5

大 阪 55

神 戸 10

計 200

/
!

/

ノ

、 、 、

'

、

蛭
巳≡ ユ＼

、

大 阪

画
名古屋

、

ノ/

＼
↑
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[

旅行 会社vafO・い て は 、 代表 的 事例 と して近 畿 日本 ソー リス トKKで み

ると、全 国160営 業 所 を結ぶ 、交 通機 関 と宿 泊 の 予 約 シス テ ムが あ る。

(図2.2.6(1))。

そ して この シス テ ム は、 昭和47年 に 日本航空 の コ ン ピュー タ と接 続

した。 そ して現在 は近 畿 日本鉄 道 、 日本 航空 、全 日空 、 東亜 国 内 航 空 、

関西 汽 船 の コン ピュー タ と接続 して い る。 そ して、 これ は近 畿 鉄 道 グル

ー プの オ ン ライ ン ・ トー タル ・シス テ ムの 中 に組 み込 まれ てい る。

(図2,2.6(2))

一103一



㊥
㊥

東亜国内航空

IBM

360-65

HITAC

8500

NEAC

2200-500

(東

150BPS

(札 幌)

「ミニコン」

OKITAC

4300

200BPS

(仙

「ミニ コン」

OKITAC
「ミニコン」4300

0KITAC'

4300

1,200BPS

1,200BPS

京)(名 古屋)

区 ・本一 公一

[－AGT]端 末機 ・全国各地123台・

㊥

継

置

中

表

継

直

中

装

(東 京)

9600BPS

継

置

中

装

継

置

中

装

近畿日本 近畿 日本

ツーリスト 鉄道

1,200BPS

(大 阪)

層
「ミニ コン」

OKITAC

4300

1,200BPS

「(

広

「ミニコン」

OKITAC

4300

1,200BPS

(福

「ミ三コン」

OKlTAC

4300

OUK

9700

'㊥

'㊥

㊥
㊥、

@
㊥

一@

図2.2.6(1)近 畿 日 本 ツ ー リ ス トオ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク 概 念 図(50.11.現 在)

-104一



総合旅館情報

(近畿日本ツーリスト)

・宿泊予約システム

・企画旅行 システム

・近鉄特急券、航空

券予約 システム

・営業所売上デー タ

ギャザ リング・デ

ィスパッチング

・船車券 ・旅館券精

算システム(パ ンチ)

端末機 約110台

30,000件/日

日本航空
予約システム

全 日 空
予約 システム

国内航空
予約 システム

・配送品

着否問合せ

・売上仕 入

データギャ

端末機3台

1,000件/日

U-1110

シス テム
トランザ クション

約120,000件/日"

・発送 ・売上

データギャ

・運賃精算業

務(パ ッチ)

端末機2台

5,000f牛/日

一〕

C/SP

・売上データ

ギャザー
・未収回収

管理

・収 入金管理

・売買物件

情報検索

(デマン ド)

・宿泊予約

・フロント業

業務
・問合せ 業務

端末機2台 端末機4台 端末機10台

2,000件/日1,000件/日6,000件/日

一 一 一 一 ー ー ー 一 一)

特 ■座 席 予約1
シ ステ ム1

十 一ー ー ー ー 一 一 「

・座席の予約 ・解約1

・座席照会

・売上集計

・特急統計(パ ッチ)

端末機80台

70,000件/日

L________」

・定期券発行業務

・乗車券売上デー タ

ギャザリング

端末機2台

(予想50台)

500件/田

図2.2.6(2)近 鉄 グ ル ー プ オ ン ラ イ ン シ ス テ ム

概 念 図(49.9.30現 在)

トラ ンザ ク シ ョン指 向型 ネ ッ トワー クは 、そ れぞ れ の企 業行 動 の 中 で

自然 発生 的 に形 成 さ れ て行 く もの で あ り、 そ の水 準 は す でに欧 米 と肩 を

並べ る域 に達 して い る。 しか し、 リソ ース 指 向 型 ネ ッ トワー ク形 成 は 、

ま だ充 分 で は ない。

後 述 す るい くつ か の 官庁 シ・ス テ ムは、 そ の政 策 を背 景 と して 、 それ ぞ

れ のデ ー タ ・フ ァイル を形成 しつ つ あ る。 商業 的 オ ン ライ ン ・サ ー ビス

と して 、 日本経 済 新聞 社 の経 済 情 報 デ ー タバ ンクNEE-Dと 、市 況 情 報

セ ンタ ー の株 価情 報 の オ ン ラ イン ・サ ー ビスQUICKな どが あ る。

市況 情 報 セ ンタ ー は、 東京 と大 阪 に あ る証券 取 引 所 の コ ン ピェ一 夕 と
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同 じ く東京 と大 阪 に あ る市 況情 報 セン ター の コン ピュータ を48kbit/

sと1200bit/sの 回 線 を 結 び 、 全 国 で 約1500の ユ ー ザの

所 に設 置 した ビデ オ端末 か らの問合 せ に対 し、 中央 コン ピ ュータの フ ァ

イル か ら回 答 を送 る シス テ ム で あ る。 ま た 日経 のNEEDは 、従 来 の新

聞 に代 る新 しい ニ ュー ス媒 体 と して 、 デー タ バ ン クの 構 想 を 立 て そ の 中

で経 済 情 報 の 提供 シ ス テ ム と して のNEEDを 造 った。

また、 公 共 的情 報 サ ー ビス と して 、 日本 科 学技 術情 報 セ ンタ ーの オ ン

ラ イ ン情 報 検 索 サ ー ビスJOISが ある。 日本科 学技 術情 報 セ ン タ ーは 、

約7,000種 の 国 内外 の学 術雑 誌 を主体 とす る情 報 源 か ら年間 約40万

件 の論文 につ いて抄 録 を作 成 し、 そ れ を機 械 編集10種 類 の抄 録 誌 を発

行 す る と共 に 、 その 内容 を磁気 テ ー プに よって も供 給 して い る。 そ の 自

家 製 の文献 情 報 と加 え て 、米 国ChemiculAbstractsService(CAS)

の 発行 す るCACondengatesと い うデ ー タベ ー ス、米 国国 立 医療 図書 館

(NLM)の 発 行 す るMEDLARSと い うデ ー タベ ース を導入 し、 そ

れ らに つ いて オ ン ライ ン/バ ッチ両 モ ー ドでの検 索 サ ー ビス を供 給 して

い る。 現 在 は約10カ 所 の 端末 を専 用 回 線 で結 ん でい る が 、 東京 、 大 阪、

名古 屋(将 来 は広 島 、福 岡 も含 め る)の 支所 間 を専 用 回 線 、 そ れか ら先

は公 衆 回 線 で ユ ーザ 端末 と結ん でサ ー ビス を行 な う予 定 で ある。

2.5わ が 国 内 外 を と り ま く 情 勢

GE-MARK皿 に つ い て は 、 昭 和47年4月 にGE社 と 電 通 が 協 同 で 、

サ ー ビ ス を 開 始 し 、 欧 州 、 カ ナ ダ 、 オ ー ス ト ラ リ ア 等 に も 乗 り 入 れ ら れ て

い る 。 日 本 に 於 け る ユ ー ザ ー は 、 約350社 で あ り 、 こ の 中 の 約1割 が 国

際 間 の デ ー タ 送 受 に 利 用 し て い る 。 米 国 の オ ハ イ オ 州 ク リ ー ブ ラ ン ドに 、

ス ー バ セ ン タ ー を 有 す る 集 中 型 の ネ ソ ト ワ ー ク で あ る が 、 規 模 の 拡 大 に 伴

い 、 オ ラン ダ の ア ム ス テ ル ダ ム 、 日本(昭 和55年 項)に 、 ス ー バ セ ン タ

ー を 設 置 し 、 階 層 ス タ ー 型 の 分 散 化 の 様 相 を 示 し て い る 。GE社 は 、 こ の
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コ ン ピュー タネ ッ トワーク につ いて 、 電 力の 配電 シス テ ム と同様 に考 え 、電

力 パ ワーの代 りに 、 コ ン ピュ ー タパ ワーを供 給 す る こ とを 目的 と し、地 球 上

の 時 差 に よって うま く ピー ク時 間 帯 を分散 し、当初の 目的 を充分果 た してい る。

タ イム シ ェア社 のTYMNETは 、米 国 内 ではCDCに 次 ぐ大 規 模 な商 用 ネ

ッ トワー ク で あ り、50年 度 の売 り上 げ は 約600万 ドル で あ る。 タ イ ム シ

ェア社 は100%出 資子 会 社 で あ るタ イム コ ム社 の設 立 を51年6月 に 申 請

し、将 来 衛 星通 信 等 で のサ ー ビスが 予 想 さ れ る。

また、 米 国最 大 の 規模 を もつ、CYBERNETを 有 す るCDC社 は 、子 会

社 で あ るDSFE社 の 東京 支 店 の設 立 を行 い、 当面 はIBMのCALL370

と共 同 で の リモ ー トジ ョブサ ー ビス を 目的 と して いるが 、先 行 きは 、σYBERNE[1]

との結 合 も充分 考 え られ よ う。

ま た 、IBM社 は 、 日本 に 於 い てSNA構 想 に基 づ くサ ー ビス を 開始 し よ

うと して い る。

これ ら外 資 系 ネ ッ トワー ク に共通 して い る こ とは、既 に償 却 済 み の ネ ッ ト

ワー クに よって コ ン ピ ュー タパ ワ ーの 輸 出を そ の 目的 と して い る点 で あ る。

そ して最 近 は コン ピュ ータ ネ ッ トワ ー クを介 して、米 国 内 で開 発 さ れ た ソフ

ト ウエア(例 えばNASA等 で開発 された地震の振年 解 析のためのNASTRAN等

の ソ フ トウエア)の サービス ある い は、各 国 の経 済 デー タ等 の サ ー ビスを 行い、

米 国 内 で開 発 され た情 報 リソー スの輸 出 も行 い つつ あ る点 で ある 。

この よ うに、 コン ピ ュータ ネ ッ トワー クは 、単 に コ ン ピュー タパ ワーの 提

供 だけ でな く情 報 リソース提 供 の ため の 流通 網 と して 、恐 るべ き機 能 を 発揮

す る ことが予 想 され るの であ る。 外 資 系 ネ ッ トワー クの 日本 上 陸 に対 し、 そ

の 意 味 に お い て も、 日本 と して の対 応 策 を考 え る時期 に来 て い る と云 え よ う。

2.4今 後 の コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ トワ ー ク 形 成 の 方 向

2.4・1コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク 形 成 へ の 展 開

今 後 の わ が 国 に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク の 展 開 に あ た っ て は 、
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2通 りの シナ リオが 考 え られ る。1つ は既 に構 築 さ れ つつ あ る トラ ンザ ク

シ ョン指 向め ネ ッ トワー クの 発展 で あ り、 も う1つ は 、 リソー ス指 向型 ネ

ッ トワ ー クの構 築 で ある。

① トラ ンザ ク シ ョン指 向 型 ネ ッ トワー ク形 成 へ の展 開

先 に も触 れ た ように、 こ うい っ た フ ロー指 向型 の ネ ッ トワ ー ク(既 に

各 所 に存 在 す るが)に 共 通 して み られ るの は 、利 潤 動機 で あb、GNP

指向 な の で あ る。 従 って 、 それ らは 、企 業内 とか、 同 業種 ・類 似 業 種 間

の ク ロー ズ な組織 間 の 専 用 ネ ッ トワーク であ る。 不特 定多 数 の ユ ーザ ー

(情 報 を ど うい う形 で利 用 す るの か シス テ ム側 か らは促 え られ ない とい

う意 味 で)を 仮定 した開 か れ た ネ ッ トワー ク では な く、 あ くまで 当該組

織 内 にお け る業務 処 理 の 効率 化 を狙 い と した もの で ある。

ク ローズ ネ ッ トワーク の形成 は 、 これ まで もそ うで あっ た よ うに、今

後 、 極 め て 自然 な形 態 で、経 済機 構 の 中 で推進 さ れ よ う。 公共 的 な イ ン

パ ク トは 、そ こ では必 要 は ない よ うに思 わ れ る。 そ して、 そ れ らのネ ッ

トワー ク形成 を通 じて、 わ が国 の情 報 化 の進 展 に対 し果 す で あ ろ う役割

も看 過 で きな い もの が あ る。1つ は、 ネ ッ トワー ク技術 の進 歩 に資 す る

もの で あ9、 も う1つ は、 情 報 の組 織化 に果 す役 割 で あ る。IBMの

SNAを は じめ とす る ネ ッ トワー クア ー キテ ク チ ュアの 出現 は 、企業 内

に お け るネ ッ トワー クの導 入 を飛 躍的 に容 易 な ら しめ、 潜 在 的 ニ ーズ を

顕 在 化 せ しめた といえ よ う。 ニ ーズ と シーズ(需 要 と供 給)は 、科 学技

術 の進 展 の上 で も、 相補 い なが ら進 行 して ゆ く もの で あ り、 こ うい った

ク ロー ズ ネ ッ トワ ークの発 展 は 、技 術 開発 ポテ ン シ ァル を高 め うる もの

で あ る。 ま た 、 企業 内 に おけ る フ ロー処理 は必 然 的 に 当該 業務 及 び 関連

の情 報 を計算 機 処理 す る ことに な り、 そ の た に は 、 あ る程度 の組 織 化 を

要 す る もの であ る。 そ の情 報 が第3者 に提 供 さ れ る とい うこ とは考 慮 さ

れ な い に しろ、情 報 リソ ー ス指 向 の ネ ッ トワー ク形成 の 為 の 貴重 な第1

歩 とは なろ う。
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しか しな が ら、 ネ ッ トワーク 自体 を考 え る限 りに おい て、利 潤 動機 か

らは リソー ス 指 向 のネ ッ トワーク に発展 して ゆ くこ とは考 え られず 、 両

者 間 に は 自ず と一 線 が画 され て い る とみな せ よ う。 そ して ま た、 そ こに

限 界 が存 在 す るの も当然 なの であ る。

② リソー ス指 向 型 ネ ッ トワーク形 成 へ の展 開

リソース 指 向 の コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワー ク を、前 項 の ク ローズ ネ ッ ト

ワ ーク の延 長 線 に 置 き難 いの は、 両 シス テ ム間 の質 的相 違 に よる。 つ ま

り、情 報 を 蓄積 し、利 用 で きる シス テ ム を作 り上げ る まで の過程 は 単 独

の組 織 では 吸収 し切 れ ない の で ある。情 報 の 多面 的 利用 とい うの は 、 一

般 に企 業 の 本来 の 効用 の方 向 とは違 った方 向 に存 在 す る もの と考 え られ

る。 従 って 利潤 動機 では 、 その リス クを打 ち破 れず 、 ま たそ れ だけ の ニ

ーズ の高 ま りも少 な い
。 コス ト面か らの難 か しさ もある。

情 報 リソー ス を指 向 す るネ ッ トワー クの 構 築 は、従 って低 レベ ル か ら

情 報 の 資源 と して の有 用性 を意 識 した形 での 積 み重 ね に よって 為 さ れ る

と考 え る のが 妥 当 で ある。 そ の ス テ ップは(図2.4.1)に 示 し た様 に な

る。 第1段 階 は 、散 在 して い る情 報 、 ある いは 業務 毎 に個別 に作 成 さ れ

る情 報 を組 織 化 す る 段階 で ある。 そ の た めに は 、専 らバ ッチ処理 に 頼 る

こ とが 多 い で あ ろ う。 第2段 階 と して 、様 々 な組 織 が 保 有 して い る組 織

化 さ れ た情 報 を探 し出 し、磁 気 テ ー プ等 を介 して交 換 す る とい う現 象 が

あろ う。 そ うい った情 報 の共 同利 用 が始 ま る こ とに よ り多種 類 の情 報 を

同時 に利 用 す る こ とが 可 能 に な り、情 報 の 空 間が 拡 大 され るわけ で あ る。

第3段 階 と して 、各 地 の類 似 デ ー タ(例 え ば 特 定の 科 学 分 野 だ とか 、 経

済 情 報 とか、 市況 情 報 な ど)を1カ 所 に 集積 してデ ータ バ ンク を構成 し、

ス タ ー型 ネ ッ トワー ク を介 して情 報 の提 供 サ ー ビス が 開始 され る。 現 在 、

わが 国 で行 な われ て い る 日経 のNEEDS、JICSTの 科 学 技術 文献

検 索 シ ス テ ムJOISな どの営 業 オ ン ラ イ ンサー ビス あ るいは 、 企 業

内 で行 な われ て い るTSSの デ ー タベ ース が これ に該 当す る。 但 しこの
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レベ ル では 、 シス テ ム構 築 の 主体 は あ くま で供 給者 側 に あ る こ とに留意

す る必 要 が ある 。利 用 者 は 、1つ のTSSシ ス テ ムの枠 内 で しか情 報 の

選 択 余地 は な く、A、B双 方 の情 報 を使 ってモ デ ル を動 か す とい うこと

は で きな いの で あ る。 そ こで第4段 階 と して、 分散 型 コ ン ピ ュータ ネ ッ

トワー クが必 要 とな って くる。 こ こにお い て、 情 報 の利 用者 に主権 は返

却 され る。 ユ ー ザ ーは 、 は じめて数 多 く存在 す る情 報 リソー スの 中 か ら、

自 らの意 志 に よって 選択 、 利用 が 可能 に な るの で あ る。

情 一報 の 組 織 化

[̀

フ ァイル の構 成 とそ の 多

目的利 用

|̀

情 報提 供 サ ー ビス の実 現

1

ニ ー ド指 向 型 ネ ッ トワ ー

ク の 構 築

フ ロー指 向型 の情 報 処理

リ ソ ー ス の 形 成

ス タ ー 型 ネ ッ ト ワ ー ク に よ る

デ ー タ バ ン ク サ ー ビ ス

分 散 型 コン ピュー タネ ッ トワーク

情報利用形 態の変遷 計算機利用の変遷

図2.4、1リ ソ ー ス 指 向 型 コ ン ピ ュ ー タ

ネ ッ ト ワ ー ク 形 成 ス テ ッ プ
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わが 国 の現 状 を観 察 す る と、 計 算機 の導入 は 企 業、 官 庁 ご とに普 及 率

は高 く、情 報 の 組織 化 の 進 展は か な り進 み、 即 ち他 者 が 容易 に利 用 し得

る潜在 的情 報 は数 多 く存 在 してい る もの と思 われ る。 しか しな が ら第2

段 階 、第3段 階 には 十 分 に至 っていない といえる。つ ま リデ 一 夕交 換 もさほ

ど十 分 には行 なわれず、特 に、情報 サー ビスの 蓄 積 は極 めて 少 ない とい って

も過 言 で は ない 。EURONETに おい ては 科 学技 術 情 報 の共 同利 用 が

中心 テ ー マに な って い るが 、 その ベ ース には 、 各 分野(宇 宙航 空 、 化 学 、

冶 金 等)毎 のデ ー タベ ー スが存 在 して い た ことは無 視 で きな い。 わ が国

にお い て も、 同様 に 、学 術 分野 ごと、 ある い は、経 済 テ ー マ ごとの デ ー

タ ベ ース の 地道 な構 築 、情 報サ ー ビスの増 加 が リソー ス 指向 の コ ン ピ ュ

ー タ ネ
ッ トワー ク形成 へ の確実 な ス テ ップ とな るで あ ろ う。

2.4.2政 府 省 庁vak・ け る コ ン ピュ ータ ・ネ ッ トワー クへ の志 向

(利 用 研 の リソース シェア リン グ シス テ ム)

従 来 、 政府 省庁 に おけ る コ ンピ ュー タの 利用 は 、個別 機 関 ご とに推 進 さ

れ、 官庁個 有 の タ テ割 り意識 が有 効 な情 報 の流 通 促進 を妨 げ て きた。 つ ま

り、政 策 立案 に必 要 な情 報 が他省 庁 に あ って も入 手 す るの は 困難 で あ り、

そ の た めに重 複 した調査 を各 省庁 で行 な う無 駄 を も生 じた の で あ る。 しか

し行 政 分 野 にお い て も利 用 す る情 報量 はま す ます 大 量 かつ 広 域 にわ た る も

の とな り、一 方 各省 庁 の情 報 化 が 二巡 する に 及ん で情報 流通 の ため の コ ン

ピュー タ ネ ッ トワー ク に対 す る要 望 が 高 ま って きた。

官庁 間 ネ ッ トワー ク に対 す るア プ ロー チは各 所 で行 な わ れ てい るが 、 こ

こで は その 一 例 と して電 子 計算 機 利 用 に関 す る技 術研 究会 の リソース シ ェ

ア リン グ構想 を紹 介 す る。

(1)電 子 計 算機 利 用 に関 す る技術 研 究会

各 行 政 官 庁 の情 報 処理 技術 の 質 的 向上 と、 技術 開発 の 重 複 を避 け る た

め 、昭 和44年 に工 業 技 術院 内 に設 立 さ れ た電 子 計 算機 利 用 に関 す る技

術 研 究 会(通 称 利用 研)で は 、以 来 各 省 庁 の情 報 処 理担 当 職員 が 会 合 し、
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行政 分野 に おけ る情 報 処 理技 術 の研 究 を行 な って い る。 現 在 は3分 科 会

10研 究 班 に分 か れ て プ ログ ラ ム技 術 、OS、 周辺 問 題 等 を テー マ と し

て活 動 を続 け て い る。

利 用 研 では 昭和48年 頃 か ら行政 情 報処 理 にk・け る コン ピュー タネ ッ

トワー クの 重要 性 に注 目 し、 中心 テー マ と して リソー ス シ ェア リン グ シ

ス テム(RSS)を 掲 げ た。 特 に 昭和50年 度 か らは リソ ース シェ ア リ

ン グ研 究班 を発 足 させ 、 コ ン ピ ュータ ネ ッ トワーク につ い て様 々の研 究

活動 を 開始 した。

(2)政 府 省 庁 間 にteけ るRSSに 対 す る ニ ーズ

行 政機 関 に お け る情 報処 理 は、従 来 、行政 事 務 の 合理 化 、 高度 化 の た

めの機 械 化 と省 力 化 が1つ の 目的 で あったが 、社 会活 動 の多 様化 、拡 大

化 に より、 行政 情 報 も多様 、 複雑 な情 報 が必 要 とな り、 い わ ゆ る省 除 的

な情 報 に対 す る 需要 も高 ま りつ つ ある。 各省庁 が 持 つ情 報 を他 の省 庁 が

利 用 す る機 会 も多 くな って い るが、利 用研 で行 な っ た官 庁 間 の情 報 の 流

れ を(表2.4.1)に 示 す。 この調査 は 、各 省庁 で 出 して いる 白書 類 に使

用 さ れ た情 報 の 内容 、入手 先 を分類 して連 関表 に ま とめ た もの であ るが 、

現在 既 に、磁 気 テ ー プ、刊 行物 、文書 等 でデ ー タ交 換 が盛 ん に行 なわ れ

てい る こ とが示 さ れ よ う。 この調査 は勿 論 、全 て を網 羅 した もの では な

くぶ表 に現 わ れ て ない デ ータ が か な りあ る こ とが 予 想 さ れ、 また 、現 在

は 利 用 して い な い が 、機 会 が あれ ば利 用 し ようとす る潜 在 ニ ーズ を も考

え合 わせ れ ば 、情 報 流通 に 対 す る需要 は充 分高 い こ とが わか る。 ま た、

これ らの統計 ・調 査 が大部 分電 子 計算機 処理 の な され て い る もの で あ る

ことか ら、RSS実 現 下 にfO・い ては 、 ます ます 流 通 が促 進 され よ う。

ま た、 ソフ トウエ ア、 ハ ー ドウエア な どに関 しては 、 現在 各計 算 磯 間

で、共 用 して い る例 は な い 。 それ は 、OSと か コ ンパ イ ラの機種 間 での

制 約が 大 きい た め と考 え られ 、特殊 な技 術 、装 置 を要 す る もの(例 えば

法 令検 索 な ど)で はそ の萌 芽 が見 られ つ つあ る。
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表2.4.1中 央 官 庁 間 の 情 報 連 関 表(白 書 類 を 中 心 に)
無 印 … … 刊 行 物

'× … … 個 票 デ ー タ

○ … …MT

＼ データ利用
デ汐 の出所＼ 総 理 府 経 済 企 画庁 通 産 省 労 働 省 建 設 省 運 輸 省 厚 生 省 警 察 庁 科学技術庁 農 林 省 環 境 庁 国 税 庁

国勢調査 国勢調査 ○消費者物価指数 国勢調査 国勢調査 家計調査 消費者物価指数 国勢調査 科学技術研究㊨ 国勢調査 国勢調査 人口統計
家計調査 ⑧家計調査 就業構造基本㊧ 消費者物価指数 家計調査 消費者物価指数 消費実態㊨ 家計調査 公害世論調査
全国旅行動態㊨ ×事業所統計 労働力調査 公害世論調査 全国旅行動態 老人問題世論⑲ 労働力調査 環境問題㊨

総 理 府 余暇世論⑳ 消費者物価指数 家計調査 環境世論調査 余暇世論㊨ 小売物価統計
国民生活世論⑳ 事業所統計

就業構造基本⑳
小売物価

経 企 庁
国民生活白書
消費者動向

国民所得 国民 所得

資 本ス トック推 計

国民所得
企業の土地利用

国民所得
景気動向指数

物価情報
経済予測

海外経済動向 国民所得
消費者動向

国民所得

経済変動観測 法人企業投資
鉱工業生産指数 工業統計 ○工業統計 商業実態 工業統計 工業統計 工業統計

通 産 省 ○工業統計
商業統計

生産動態統計
鉱工業生産指数

エ ネル ギ ー統 計

生 産 動 態 統計

商業統計
鉱工業生産指数

公害設備投資

環境実態
生産動態統計 産業廃棄物

'

毎月勤労統計 労働統計 毎月勤労統計 毎月勤労統計 身障者雇用状況 離就職情報
一

毎月勤労統計 毎月勤労統計 労働統計
.職 業 安 定 〃 職 業安 定 〃 職 業安 定 〃 賃金労働時間

労 働 省 職 業 訓練 〃 賃 金 〃 失 業保 険"
労 働 災 害 〃 賃 金 〃
雇用 動 向 〃 、

建 設 省 建 設着 工 統 計
〃 受注 〃

、

住宅需給
土地保有

道路統計 道路情報 ×建 設着 工統 計

×建 設 受 注 〃

運 輸 省 外客統計 運輸統計 運輸統計 ⑧自動車情報 運輸統計
ジ

× 自動 車 登録

×船 舶 〃

人 口動 態 社会医療 社会保険 人 口動 態 入 口 動 態

厚 生 省 国民栄養
社会福祉施設

福祉情報 水道統計
患者調査

患者調査

農 林 省 農林水産統計 農業就業 漁船統計 食料需給
漁業動態 林業統計

行 政管理 庁 産業連関表 産業連関表 産業連関表
警 察 庁 交通事故情報

法 務 省
出入国管理統計
司法統計

大 蔵 省

(国 税 庁)

貿易統計
法人企業統計
税金統計

○貿易統計
○法人企業統計

法人企業統計 法人企業統計 貿易統計
・

貿易統計

文 部 省 学校基本調査 学校保険統計 学校基本調査
就職状況 体力調査

国際収支統計 卸売物価指数 ○卸売物価指数 卸売物価指数 国際収支統計 経済観測 卸売物価指数 卸売物価指数

日 銀
財政金融統計 ○ 輸 出入 〃

国 際 収支 統 計

輸 出入 〃

経済 観 測

卸売物価指数 国際収支統計 輸 出入 〃

経済観測 資金循環 ・
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ま た、経 済 モデ ル な どで もソ フ トウ ェア シ ェア リングの可 能性 が考 え

られ よ う。

い ずれ に して も、官庁 間 ネ ッ トワー クを考 え る場 合 、 デ ー タの シ ェア

リングが 中心 に な る こ とは需要 か ら考 えて も明 白で あ り、今 後 様 々な点

か ら研 究 して ゆ く必要 が あ ろ う。

(3)RSS実 現 へ の ステ ップ

省庁 間 リソー ス シ ェア リングシス テ ムの実 現 に向 って は 、研 究 の進 め

方 として次 の3つ の フ ェー ズが考 え られ る。

フェー ズ1:異 機 種 コ ン ピュー タ接 続 に よる ネ ッ トワー ク機 能 の実験

を行 ない、 こ こで は実 現 の可 能性 確 認 、具 体 的問 題 の把

握 を行 な う。

フ ェー ズll:フ ェーズ1の アウ トプッ トをパイ・ソ トと し、 異 なる 行 政

情 報 システムの ネ ッ トワーク形 成 について諸問題 を研究 する。

フ ェー ズ皿:未 来 指 向型 で 、か つ柔軟 性 の あ る議論 を行 ない 、 ネ ッ ト

ワー ク ア セス メ ン ト等 に つ いて 研 究 す る。

具体 的 な技 術 開発 のス テ ップ と して は 次 の様 に考 え られ よ う。

StepI:基 本 思想 及 び 総合 企 画 の確 立

Step丑:基 本 機 能 の 設計 開発

(基 本 プル トコルの設 計 開発)

Step皿:応 用 機 能 の設 計 開発

(高 位 プ ロ トコル の設 計 開発)

StepIV:リ ソ ース シェ ア リング機 能 の完 成

(仮 想 ネ ッ トワーク及 び より高度 な機 能 －AJD

(AutomaticJobDispatching),

DDBS(DistributedDataBaseSystem)等 一 の開 発)

昭和49年 度 、50年 度vateい て は上 記StepIの 研 究 開 発 を行 な い 、

一応 の成果 をみ た
。 昭 和51年 度 に お いて はス テ ップ皿 と して 、基 本 プ
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ロ トコル(END-END-Protoco1 、 フ ァイル転 送Protocolな ど

の高位 プ ロ トコル)の 論理 設計 を行 な った。 計 画通 りに 進 展 すれ ば 、 昭

和55、6年 に は 一応 の成果 を為 し得 る予 定 で あ る。

(4)省 庁 間RSSの 構 成

現実 的 にRSS形 成 の た めの ネ ッ トワーク 構成 を考 え る時 には 、空 間

的 配慮 とRSS利 用 者 の ニ ーズ との 両方 を満 足 させ る必 要 が あ る。 わが

国 の地 域 的拡 が りと情 報 流通 の実 態か ら考 え て 、ARPA型 の完全 な 分

散 型 ネ ッ トワ ーク とい う よ り、 あ る程 度 東京 、大 阪 等 を 中心 と した集 中

型 と ロー カル に おけ る分散 型 との混合 型 ネ ッ トワ ーク構成 が有効 と考 え

られ る。 特 に 、官 庁 に おけ る情 報 の流 通 は 、 中央 と地 方 出先 機 関 と の各

省 間 、 中央 官 庁 間 、 地 方 公 共団 体 も含 め た ロー カル ネ ッ ト、 とい う よ う

に分割 さ れ る の で、 そ れぞ れ が サ ブネ ッ トを 構成 し、(図2.4.2)の 様

に な る もの と考 え られ る。

'

!

、

＼

,
'

、

A省 の地方

出 先 機 関

中央官庁

サブネソト

・へ ＼ 各 省

サプネ ノト

地方公共団体サブネット

図2.4.2政 府 機 関 で の ネ ッ トワ ー ク 構 成
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特 に 、 中央 官庁 レベ ル で の ネ ッ トワー ク形成 を考 え た場 合 、具 体 的 な

行政 情 報 を 中心 と したネ ッ トワーク構 成 は(図2.4.3)に 示 す様 に、 中

央 に セ ン トラル ス イ ッチ ン グセ ン タ を設 置 す る方が望 ま しい と思 わ れ る。

何故 な ら、 サ ブ ネ ッ トの ノー ドを各 ホ ス トの サ イ トに設 置 す る ことは 、

ノ ー ドの信 頼性 が ホス トの保 安 状 態 に依 存 す る ことに な り、 好 ま しい と

は言 え ない。 また ノー ドの数 が 増 加 して ス ル ー プ ッ トの 低 下 に もつ な が

る。 また 、 コス ト面 か ら も同一 フ ロ アに設 置 し、高速 回 線 で結 ぶ こ とに

よ り、料 金 は かか らな い。 拡 張 性 につ い て も、1つ の ノ ー ドに 複数 ホス

トを接続 す る ことが可 能 で あれ ば 、高 め る こ とが で き、 ノ ー ドの 減 少が

コス トの低 下、応 答 性 の 上昇 に もつな が る の で ある。

(5)RSS形 成 の技 術 的 要 件

RSS実 現 に あた って 解 決 すべ き技 術 的 な 要件は数 多 いが 、 こ こ では

ネ ッ トワーク の定量 分 析 に裏 付 け さ れたNFEPの 有 効 性 と開 発 済 の プ

ロ トコル につ いて 述べ る。

i)ネ ッ トワ ークの 定量 分析 とNFEPの 有 効性

RSS形 成 に際 して留意 す べ き点 と して は、

①RSSの 経 済 的 、技 術 的 な面 での参 加 、離脱 が 容 易 であ る。

②RSSへ の参 加 者 は互 い に平 等 な立 場 に ある。

③RSSへ の参加 者 が保 有 す る個 別 最適 システ ムへ の影 響 を必 要 最

小 限 に と どめ る。

が 挙 げ られ る。

ARPAネ ッ ト以 来 、一般 に コ ン ピュー タネ ッ トワー クの構 成 要 素

は サ ブ ネ ッ トと ホス トと考 え られ て い るが 、 当研 究 班 では 、 定量 分析

か らホス トとサ ブ ネ ッ トの イ ンタ ー フ ェ ー スを とる もの と して 、

NFEP(NetworkFrontEndProcessor)が 重 要 で あ る と考 え た 。

(図2.4.4)こ れ につ い て コ ス ト面 か ら考 え ると、 ホ ス トが ネ ッ トワ

ークに参 加 す る ため に は、CYCLADES、JIPNETの 場 合 か
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ら考 えて3人 年～5人 年 、 つ ま り、3,000万 円～5,000万 円 の人

件 費 、開発 費 が必 要 と考 え られ る。 さ らに 、100万 ス テ ップに もな

るOSに 対 して理 解 し、 または 変 更 して ホ ス ト内 にNCP、 高位 プ ロ

トコル を実 現 す る必 要 が生 じて くる。 これ は、前 記 の理 念 －RSS

参 加 の容 易性 と参 加者 へ の影 響 一 を考 え て も望 ま し くない。 したが

って 、NCP、 高 位 プ ロ トコル を ミニ コン上 にNFEPと して 実現 し、

あわせ て ホス トーサ ブ ネ ッ ト間 の イ ンタ ー フ ェ ース を とっ た方 が べ 夕

一 で あ る と考 え られ る の で あ る。

/

、

/

ー

`
、

大 蔵 省

(通関統計)

セ ン ト ラル

ス イ ッチ ン グ セ ン タ

(産 業統計(工業統計等))

総 理 府

(センサス(消費者物価指数等))

図2.4.3具 体 的 な行 政 情 報(経 済 省 庁 の デ ー タ)の

シェアリングを 中心 と した ネ ットワーク構 成 の例
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NFEPの 機 能 と して は 次 の もの が 考 え られ よ う。

①

②

③

④

⑤

NCPの 機 能

ネ ッ トワ ー ク 端 末 の 機 能(TIP)

フ ァ イ ル 転 送 の た め の イ ン タ ー フ ェ ー ス

TSS利 用 の た め の イ ン タ ー フ ェ ー ス

リ モ ー トバ ッ チ 利 用 の た め の イ ン タ ー フ ェ ー ス

NFEPの 導 入 に よ り 、 要 素 が1っ 増 え た わ け で は あ る が 、NFEP

の ダ ウ ン は ホ ス トを サ ブ ネ ッ トか ら切 り 離 す だ け で あ り 、 影 響 は 少 な

い も の と 思 わ れ る 。 ま た 、NFEPの 実 現 性 の チ ェ ッ ク を 現 存 の い く

つ か の 機 種 を 対 象 に 行 な い 、 そ れ ぞ れ の ホ ス トに 対 し て フ ィ ー ジ ビ リ

テ ィ を 確 か め 得 た 。

ii)プ ロ ト コ ル の 論 理 設 計

RSSの ツ ー ル と し て プ ロ ト コ ル は 必 要 不 可 欠 で あ る 。 わ が 国 で は 、

異 機 種 分 散 型 の プ ロ ト コ ル が 存 在 し な い こ と も あ っ て 、 当 研 究 班 で は

そ の 開 発 に 着 手 し て い る 。 低 位 プ ロ トコ ル(ノ ー ド間 プ ロ トコ ル 、 ノ

ー ド ・ホ ス ト間 プ ロ トコ ル)に 関 し て は
、 サ ブ ネ ッ トの 領 域 で あ り 、

X25等 の 国 際 間 の 標 準 化 も 出 て い る こ と か ら 、 ホ ス ト間 プ ロ ト コ ル

及 び フ ァ イ ル 伝 送 プ ロ トコ ル な ど の 高 位 に 属 す る プ ロ ト コ ル の 論 理 設

計 を 行 な っ た 。 設 計 し た プ ロ ト コ ル は 次 の も の で あ る 。

①EEP(EndtoEndProtocol):ARPAで い う ホ ス ト ー ホ

ス トに 対 応 す る も の で あ り 、 サ ブ ネ ッ トの 機 能 に 含 ま れ て い る シ

ー ケ シ ン グ
、 リ ア セ ン ブ リ 、 エ ラ ー 制 御 と し(っ たSource-Desi-

gnate管 理 機 能 を も 含 む 。

②ITP(InteractiveTerminalProtocol):会 話 型 処 理 端 末 か

ら の ア ク セ ス に 資 す る プ ロ ト コ ル で あ り 、TSS処 理 、 リ モ ー トバ

ッ チ 処 理 、 オ ン ラ イ ン 処 理 に 対 し て サ ー ビ ス す る 。
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ホ ス ト

NFEP

ノ ー ド

(B)

図2.4.4ネ ッ トワーク形 成 の概 念

③RBP(RemoteBatchProtocol):ITPに も リモ ー トバ ッ

チは含 まれ る が 、RBPで は、 リモ ー トバ ッチ とい う処 理 に 絞 り、

ジ ョブの転 送、 結 果 の返 送 に際 して の効 率 と使 い易 さに 焦 点 を あて

た もの で ある。

④FTP(FileTransferProtocol):行 政 情 報 処理 にお いて は

最 もニ ーズ が高 い と考 え られ る フ ァイル 転送 に対 す る プ ロ トコル で

あ り、 ここでは簡単 な ファイル(順 編成)の 伝送 を担当す るものとした。

これ らの プ ロ トコルは 一応 の成 果 では あ るが、 今 後実 際 に ソフ トウ

エ ア開 発、 あ るい は具 体 的機種 に対 して は さ らに検 討 、修 正 が必 要 と

され よ う。 ま た、 もっ と高 位 の プ ロ トコル(デ ー タベ ー ス処理 、 グ ラ

フ ィ ック処 理等)の 開 発 に際 して も不 十分 な点 が 出現 す るか も知 れ な

い が、研 究 開発 に対 す る効 用 か ら考 えて 、諸種 の取捨 選 択 を伴 ない つ

つ も、現 状 での妥 当 な案 を作 り得 た 。
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(6)今 後 のRSS構 築 に あた って

当研 究 班 で は、 プ ロ トコル の 開発 を中心 にRSS実 現 へ の 前 進 を図 っ

て い るが 、 もと よ り、そ の た め には 、制度 問題 、 ソ フ トウエ ア技術 、

OS技 術 、 デ ー タ コ ー ド処理 、デ ータ ベ ース 、周辺 問題 等 の 様 々な技 術

を組 み合 わせ る必 要 性 は 高 い。 そ うい っ た要 素 を有機 的 に体 系化 し、 ネ

ッ トワーク を構 成 して ゆ くこ とが真 の リソー ス シ ェア リン グ に向か って

の重 要 な課 題 で あ ろ う。

2.4.3大 学 間 ネ ッ トワー・クの 形成

米 国 に おけ る情 報 科 学 の研 究 、大 学間 ネ ッ トワー クに よる情 報 処理 技 術

の研 究 、 コ ミュニ ケ ー シ ョンネ ッ トワー クの充 実 に 刺激 さ れ た わが 国 の国

立 大学 を 中心 とす る情 報 関係 の研 究者 達 は 昭和48年 より大 規 模 な協 同研

究 「広 域大 量情 報 の高 次処理 」 を 開始 した。 これは 、

(1)学 術 情 報 の効 率 的 な 高 次情 報 処 理 を提 供 す る 巨大 学 術 情 報 シス テ ムの

研究 開発 を 目的 と し、

(2)(a)学 術情 報 の シス テ ム

(b)学 術 資源 共 有 ネ ッ トワ ー クの 形成

(c)高 水 準 の構 造 解析

に基 づ く、 広域 大量 の学術 情報 の高 次 処理 を 、 理論 ・実 験 ・方 式 設計 に

わた る研 究 を行 う。

とい う研 究 目的 の下 に 、 総括 班 以 下A-1～6、B-1～3、C-1

～8 、D-1～5の23の 班 に分 かれ て情 報 問題 に 関 す る広 範 な研 究 を

行 な った。(表2.4.2)

この研 究 は究 極 的 には 、情 報 システ ムの構 築 を 目指 して お り、 そ の基

本構 成 は、 「全 国7つ の 大 学vak・ か れ た大 型 電子 計 算機 セ ン タ ーを 、電

電 公社 のDDXで 結 ぶ 。 そ の大 型計 算 セン タ ーを 中心 と して 、 そ の 周辺

の大学 の コン ピュ ータ を結 ぶ ロ ー カル ・ネ ッ トワー クを 形成 す る。 」

とい うもの で ある。
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大 型 大 型 大 型 大 型

セ ン タ ー セ ン タ ー セ ン タ ー セ ン タ ー

新 データ通信網(DDX)

・

大 型 '. 大 型
1 1

セ ン タ ー セ ン タ ー セ ン タ ー

(図2.4.5)

表2.4.2第3年 次研 究 班 の構成

整理番 号グル
ープ名称 研 究 課 題

研 究 代 表 者 経 費予算

千 円所 属 ・職 氏 名

総 括 班 広 域大量情報の高次

処理の総括研究

東 大大 型 計算

機 セ ンタ ー ・

セ ン タ ー長

島内 武 彦 45,900

〔開発 実 施計 画 グル ー プ 〕

開 発 －A 大 型 計算機 セ ン ター

間 コン ピュータ ・ネ

ッ トワーク の構 成 に

関 す る研 究(A)

東 大工 ・教 授 猪瀬 博 36,000
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整理番号 グル 研 究 代 表 者
、

経費予算

一 プ名称
研 究

所 属 ・職 氏 名 千円

開 発 －B 大 型計 算 機 セ ンタ ー 京 大 工 ・教授 坂井 利之 31,500

間 コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ

ッ ト ワ ー ク の 構 成 に

関す る研究(B)

開 発 －C 学 術情 報 デ ー タ ・パ 東 大理 ・教授 藤原 鎮男 18,000

ン クの 開発

開 発 －D 大 容 量 フ ァ イ ル ・ア 東大大型計算 石田 晴久 30,000

ク セ ス 機 セ ン タ ー ・

助教授

〔 ネ ッ ト ワ ー ク 関 係 〕

A-1 ロ ー カ ル ・ コ ン ピ ュ 東北大応情研 大泉 充郎 22,900

一 夕 ・ ネ
ッ ト ワ ー ク 教授

の研究

A-2 計算 機 シス テ ムの相 東 大工 ・教 授 元岡 達 23,800

互結合

A-3 情 報資源共有 ネ ッ ト 東 大工 ・教 授 猪瀬 博 8,200

ワー クの遠 隔 自動 故

障診断お よび保守に
関す る研究

A-4 コ ン ピ ュ ー タ 組 織 の 京 大 工 ・教 授 三根 久 3,700

相 互 利用 ネ ッ トワー

クの構成 に関 する研

究

A-5 計 算 機 ネ ッ トワー ク 京 大 工 ・教 授 矢 島 脩三 4,600

の階層的構成 とその

デ ー タ伝 送 に 関 す る

研究

A-6 大 型計算機結合 に関 九 大 工 ・教授 高田 勝 9,200

する基礎研究

〔 マ ン ー マ シ ン ・イ ン タ フ ェ ー ス 関 係 〕

B-1 オ ン ラ イ ン知 能 端末 京 大 工 ・教 授 清野 武 22,900

とその応用
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整理 番号 グル

ープ名称

'

研 究 課 題
研 究 代 表 者 経 費予算

千 円所 属 ・職 氏 名

B-2 巨大情報処理 システ
ム としての画像情報

処理 システムの構成
に関する基礎的研究

東大生産研 ・
助教授

高木 幹雄 4,600

B-3 知能端末に おける汎

用 インタラクティブ

言語 と情報 システム
におけ る機能分担に

関す る研究

東大宇航研 ・

教授

穂坂 衛 5,500

〔情 報 構 造 関 係 〕

C-1 データ構造 と言語に

関す る研究
東工 大 工 ・教

授

榎本 肇 1&300

C-2 デ ータ ・ペ ース の構

造 と情 報 検 索 の理論

九 大 ・名 誉 教

授

北川 敏男 17,400

C-3 デ ータ ・ベ ース 管理

に関 す る基 礎 的研 究
阪大基礎工 ・

教授

田中 幸吉 10,100

C-4 質問応答 システムの
研究

京 大工 ・教 授 長尾 真 8,200

C-5 言語構造論の学術情
報処理への応用

九 大 工 ・教 授 田町 常夫 10,100

C-6 巨 大情 報 シス テ ムの

トップ ダ ウン的 モ デ
ル形 成 とそ の シ ミ三

レ ー シ ョン ・シス ァ

ムの研 究

京 大工 ・教授 大野 豊 2,800

C-7 計算機 に よる記 号 お
よび数 式 処理 言 語 の
コン パ テ ィ ビ リテ ィ

の研 究

東 大理 ・教授 山田 尚勇 2,300

C-8 デ ータ ・フ ァ イル の

構 成 方 式 の研 究

広 島大理 ・教

授

山本 純恭 2,800
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整理番号 グル

ープ名称
研 究 課 題

研 究 代 表 者 経費予算

千円所 属 ・職 氏 名

〔学術 情 報 利 用 シス テ ム関係 〕

D-1 学術文献情報 お よび
デ ータ情報 の流通 シ
ステムの研究

東京理科大 ・

学長

小谷 正雄 4,600

D-2 科学技術 における情

報処理例

北大 理 ・教 授 田中 一 14,700

D-3 化学におけ る情報処
理

東大 理 ・教 授 藤原 鎮男 5,500

D-4 地質科学 におけ る学

術 データ情報処理

姫路工大 工 ・

助教授

弘原海 溝 3,200

D-5 政治 社会 事象 の予 測

にお け る コン ピ ュー

タの 利用 とその 組 織

化

東大東文研 ・

教授

関 寛治 2,800

その大 型 セ ンタ ご間 の実 験 的 結合 を、寛 々公社 の協 力 を うけ て、 東 大

セン ター と京 大 セ ン ター の間 で行 なった 。 ロー カル ・ネ ッ トワー クの試

み と して は京 大 のKUIPNET、 東 大 のTOOL-IRを 含 む計 算 ・

検 索 サ ー ビス等 にお いて試 験 的 に行 な ってい る。

そ して、 この ネ ッ トワーク を完 成 させ る ために必 要 な、 ネ ッ トワー ク

の理 論 的研 究 と技術 開 発 、 マン ・マ シン ・イ ンター フ ェ ース に お け る基

礎 研 究 と して の応 用 、 デ ータ構 造 ・デ ー タベ ース の構造 ・デ ー タベ ー ス

管理 の基礎 お よび 応用 研 究 、 言 語 理論 お よび そ の応 用 、 学術 情 報 の利 用 、

流 通 に 関 す る研 究が 行 な われ た。
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山口大学
'九 州工業大学

九州大学大型センター

(計30台

九州大学

九州産業大学

福岡教育大学 熊本大学

福岡仔 犬学 田
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(図2.4.6)
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電気通信大学

全国共同利用大型計算機 センター

(遠 隔地 端末設 置一覧表)
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こ の 研 究 は 、 昭 和51年 度 よ り 「情 報 シ ス テ ム の 形 成 過 程 と 学 術 情 報

の 組 織 化 」 と い う新 し い テ ー マ の 共 同 研 究 に 切 り換 え ら れ 、 目 下 進 行 中

で あ る 。 こ の 大 型 セ ン タ ー の コ ン ピ ュ ー タ を 結 ぶ ネ ッ ト ワ ー ク は 、 ユ ー

ザ に よ っ て ど の ホ ス ト ・ コ ン ピ ュ ー タ の ハ ー ドウ エ ア 、 ソ フ ト ウ エ ア 、

そ し て デ ー タ ・ フ ァ イ ル と い う コ ン ピ ュ ー タ ・ リ ソ ー ス を 、 自 由 に 選 択

し て 利 用 で き る こ と を 基 本 的 要 請 と し て い る 。 そ の た め に 必 要 な プ ロ ト

コ ル の 研 究 も大 きい 部 分 を 占 め て い る 。(図2.4.7)

RJE

プ ロセス

ロー カル ・マク ロ

RJEプ ロトコル 一 －

HOST/FEP

ローカル ・プロ トコル

HOST/HOST

プロトコル

RJE

プロセス

ロー カル ・マ ク ロ

FEP/FEP

プロ トコル

FEP/NET

プロトコル

FEP/NET

DLCプ ロトコル

プロ トコル

FEP/NETDLC

プロトコルプ
ロトコル

HOST/FEP
ローカル ・プロトコール

FEP/NETDLC

プロ トコル プ
ロトコル

図2.4.7.N-1プ ロジ ェ ク トの プ ロ トコ ル 構 造
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目下 の所 、 この 大学 間 の 分散 型 ネ ッ トワ ークは 、そ の形 成 自身 が 研究

テ ー マ であ る。 ネ ッ トワー ク を形 成 し、維 持 し、発 展 させ る ため には 、

多 くの マン ・パ ワー を必 要 とす る。 この マ ン ・パ ワーの確 保 と管理 は 次

第 に 困 難 とな りつ つ あ る。 特 に大 学 に お い ては 、 そ の よ うな ク レ リカル ・

ス タ ッフ をお くこ とは極 め て困 難 で ある。

この ことは 、情 報 の供 給 に必 要 な原 材 料 で あ るデ ー タベ ー ス が入 手 さ

れ、 そ れ を処理 す る ハ ー ドウエ ア、 ソフ トウエ アが 存 在 して も、 そ れ だ

け では 情 報 サ ー ビス が維持 で きな い こ と、 そ の ホス ト・コ ン ピュータ を

操 作 し管理 し、デ ータ ・フ ァイル を常 に メ イン テ ナン ス し た り、 情 報供

給 サ ー ビス を行 な うサ ー ビス 体 系が 確 立 しなけ れ ば な らな い こ とを示 し

て い る。

す な わ ち、 分散 型 ネ ッ トワ ークの 維 持 に は 、 サー ビス ・ア ー キテ クチ

ュア と も呼 ぶ べ き構造 を必 要 とす るの であ る。

2.5コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク形 成 のた め の社 会的課 題

この章 では 、 リソース 指向型 コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クを構 築 して ゆ く

ため の社 会 的課 題 につ い て、① リソー ス 指 向型 ネ ッ トワー ク形成 の第1ス テ

ップで ある ス タ ー型 ネ ッ トワーク の形 成 、② ス トック型 ネ ッ トワ ーク形 成 を

可 能 とす る社 会 的 コン セ ンサ スの 形成 、 ③ コ ン ピュータ ・ネ ッ トワー ク形 成

の た め の情 報 の組 織 化 につ い て、 そ れ ぞ れ検 討 す る ことに す る。

(1)情 報 の創造 一 ナ シ ョナル ・プ ロ ジェ ク ト

リソー ス 指向型 ネ ッ トワー クの 構 築 に あた って は、そ の構成 要 素 と もい

うべ きス タ ー型 ネ ッ トワー クが 存在 して い る必要 が あ る。 この ス タ ー型 ネ

ッ トワー クは単 一 リソ ース の供給 ネ ッ トワー クの ことで あ り、 デ ー タベ ー

ス は 中央 計 算機 に形 成 され てお り、情 報 タ イ プは 同一 の もの で ある。 この

よ うな ネ ッ トワー クは 情報 処 理 の 高 度化 に よる事務 処 理 の合 理 化 、機 械 化

と して官 公庁 、企 業 に お い て形 成 され て きて い る。 特 に行政 レベ ル に っ い
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てみ れ ば行政 事務 の機 械 化 に よ り、運輸 省 、厚生 省 、 通 産 省 等 に お いて ス

タ ー型 ネ ッ トワー クが 形成 さ れて い る。

わが 国 に お いて 、 ス トック型 ネ ッ トワー ク を形 成 し、有 機 的 に情 報 を結

合 、利 用 し社 会 的発 展 の一 端 を担 うた めには 、 フ ロー型 ネ ッ トワー クの 拡

充 が必 要 で ある。 この た め には 国 家的 な プ ロジ ェク トを 設 定 し、例 えば エ

ネル ギ ー、海 洋 資源 、 医療 な ど、技 術 開発 の 推進 とと もに 総合 的 な 関連情

報 の収集 、情 報 サ ー ビス体 制 の確 立 が 、 その技 術 的波 及 な どの大 きさか ら

み て有効 で あ ろ う。 そ して 、 この ように して フ ロー型 ネ ッ トワー クの拡 充

を図 る こ とは、 これ ら情 報 を結合 して利 用 した い とい う要 求 を持 つ 潜在 的

ユ ーザ の認 識 を喚起 す る ことに もな ろ う。

ナ シ ョナル ・プ ロジ ェ ク トに よって創 造 さ れ る情報 は 、そ れ は開発 され

た技 術 情 報 、組 織 化 さ れ た情 報 で あ るが 、 マ シ ン リー ダ ブル の形 で蓄 積 さ

れ る ことが 、 これ か らの社 会 にお い て必 要 で ある。 そ うす る ことに よ り、

情 報 は リロケー タ ブル な形 で蓄 積 が で き、 よ り容 易 に 高度 な利用 が可 能 と

な り、情 報 の 有 機的 活用 への 志 向 を生 む。 この こ とが ス トック型 ネ ッ トワ

ー クへ の 引金 となる こ と も十 分 考 え られ る
。

(2)社 会 的 財 と して の情 報 の認 識

こ こで 社会 的 財 の意 味 す る所 を 明確 に して お く。 それ は 社会 的 共 有財 の

こ とで ある。 つま り社 会 の構 成 人 の 各 々に と って 自由 に利 用 で きる財 の こ

とであ る。 そ れ と と もに財 で あるか ら、 そ れは 利 用 さ れ う るだ け の価 値 を

持 ち、 利 用 者 に効 用 を もた らす もの で ある。

情報 が 社 会 的財 で あ る とい うこ とは次 の2つ の こと を表 わ して い る。

① 情 報 は社 会 に 帰属 す る もの で あ り、情 報 は個 人 、 組織 に私 有 さ れ るべ

き もの ではな レ㌔

② 情 報 の有 効 的 な利 用 は 、 社会 全 体 の効用 を 高 め る。

特 に 、① に つい て いえ ば 、 現在 日本vak・ い て生 産 され る情 報 の5割 近 く

が 公共 部 門に よる生 産 で あ る こ とか ら、情 報 は公 共性 をそ の属 性 と して持
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つ とい うこ と もで き よ う。 実際 、公共 部 門 で生 産(研 究 ・開発 、 調査 、統

計 等)さ れ た情 報 は 社会 に 属 す る もの とい うこ とが で きる で あろ う。

この2つ の認 識 の 下 で われ われ は現実 に 目を向 け てみ よ う。 わが 国 の公

的機 関 に 行 政 を通 して蓄 積 され た情 報 は 、地 方 公 共団 体 か ら政府 省庁 に い

た る まで種 々の形 態 、種 々の 内容 を持 って い る。 そ して、 わ れ われ が持 つ

これ ら リソース を コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワ ークに お いて 有機 的 に結 合 し、

有効に利用す ることが可能 となろう。 ここで問題 となるのは 、官 公 庁情 報 の 副 次

的 利用 の是 非 の 問題 で あ る。 特 に そ の情報 が 個人 に関 す る もの で あ る場 合

は 十 分 な る注 意 が必 要 で あ ろ う。 プ ライ バ シ ーの保 護 な どに対 す る十 全 な

考慮 が必 要 で ある。

この よ うな情 報 利 用 を可 能 としてゆ くためには、また ス タ ー型 ネ ッ トワー

ク をス トック型 に発 展 して ゆ くた めには 、情 報 が社 会 的 財 で あ るとの認 識 、

そ れ に基 づ い た情 報 の組 織 化 へ の社 会 的 コン セ ンサ スが 形成 さ れ る必 要 が

あ ろ う。

(3)情 報 の組 織 化 とそ の課 題

コ ン ピ ュー タに お い て は デー タ操 作 の た め の デー タ構 造 を与 え て や る

こ とが 必 要 で あ り、 そ の際 に は 当 然 の こ と で あ る が 、 入 間 の 手 に よ

る準 備 が必 要 とな って くる。 文 章解 析 の場合 は文 法 を与 え て やる こ とが必

要 で あ る し、 一 般 の デ ータ ベ ー スに お いて もス キ ー マ ・サ ブ ス キ ーマ とい

った形 で その 構 造 を与 え て や らな け れば な らない。 つま り散 在 して い る情

報 を何 らか の 指 針 の も とに 統合 して や らなけ れ ば計 算機 内 部 で デー タ構 造

を 再 現 す る こ とは で きない。 そ の デ ータ構 造 の 確 立 が情 報 の組 織 化 の 第1

歩 であ る。

一般 に情報 組 織化 とい う表現 は 、 雑 多 な デ ー タ に対 し何 らか の規準 に よ

って 分類 統合 を行 な うこと を言 う。 また デ ー タ ベ ース 、 デ ー タバ ン ク とい

う計 算機 の領 域 に ま で拡 張 し、情報 シス テ ムの構 築 とい う場 合 も多 い。 こ

こでは そ の こ とを狭 い意 味 で の情 報 組 織化 、 つ ま り情報 資料 の組 織化 と表
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現 して、 組織 化 とは 、情 報 の流 通 、 利用 まで拡 大 して 解釈 す る。 情 報 資 源

を コ ン ピュ ータ ネ ッ トワー ク を介 して 有機 的に 利用 す るた めに必 要 とな っ

て くる 事項 すべ て を 含ん だ意 味 に と るわけ で あ る。 したが って、 情 報 の組

織 化 は以 下 の3レ ベ ル に な る。

① 情 報 資料 の組織 化(狭 義 の情 報 組織 化)

② 情 報 流通 の組織 化

③ 情報 利 用 の組 織 化

この3項 目が コン ピュー タ ネ ッ トワーク を形 成 し、有 効 に 機 能 す るた め

の不 可欠 の前 提条 件 で あ る ことは 論 を待 た ない。 各 自の保 有 情 報 を組織 化

流 通 させ る ことは 、 ま さ し くコ ン ピュー タネ ッ トワーク の形 成 に等 しい。

わが 国 での ネ ッ トワー ク形 成 の遅 れ、 少 な くと も情報 指 向型 の コ ン ピ ュー

タ ネ ッ トワーク形 成 が遅 れ てい るの は 、情 報 の組織 化 の 遅 れ の ため に他 な

らない 。欧 州 に お け る組織 化 に関 す る蓄 積 は各所 に存 在 す るデ ー タ バ ン ク

の豊 富 さに示 され て い る。 そ の リー ダ ーシ ップ を とった もの が宇 宙 開 発 の

分 野 で あ り、 また 、化 学 な どの科 学技 術 の 各分 野 で ある。 そ して そ れ らの

デ ー タバ ンク の着 実 な基礎 の 上 にEURONETと い うプ ロジ ェ ク トが成

立 し得 る とい うことを確 認 す る必 要が あ ろ う。 わが国 の場 合 、 あ ま りにそ

の 蓄積 が不足 して い るの で あ る。

(i)情 報 資 料 の組織 化

情 報組 織 化 の第1歩 と して 、様 々な形 態 に あ る個 々 のデ ー タ(情 報 資

料)を 組 織 化 し、 デ ー タベ ース ・デ ー タ バ ンク とい った もの に ま と め上

げ る ことが必 要 で あ る。 コ ン ピュータ ネ ッ トワーク の段 階 に 至 る以 前 の

基 盤 を形成 す る もの で あ る。 情 報 資 料 の組織 化 は 次 の3つ の ス テ ップか

ら構成 され よ う。

① デ ー タ構 造 の 明確化

② デ ー タベ ー ス の構 築

③ デ ー タバ ンク の設立
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第1の ス テ ップで ある デ ータ構 造 の 明確 化 とは、計 算機 に デ ータ を蓄

積 す る前 段 階 と して散 在 して い る デ ー タ ・資 料 を整 理統 合 す る と と もに 、

それ らのデ ー タ間 の関係 を明 らか に す る こ とで あ る。統 計 情 報、 財 務 情

報 な どの よ うに最 初 か らあ る程 度 組 織化 の進 ん だ もの も多 く、一 般 に計

算機 で 出力 さ れ た ものは デ ータ構 造 は整 理 され て い るけ れ ども、 そ れ ら

に おい て も、 コー ドの対応 、 イ ンデ ックス の作成 な ど若干 の 作業 が要 請

さ れ よ う。 そ れ以 外 の情 報 源か ら集 め られ た もの 、例 え ば学術 文 献 情 報

で あ る とか 、 新 聞情報 とかい った もの は組 織 化 に 際 し、 か な りの作 業が

必 要 で あ る。 バ ラバ ラな情報 を選 択 ・収 集 し、 分類 、統合 す る こ とに よ

りそ れ の もつ構造 を明 らか に して フ ァイル と して 作 り上 げ るわけ で あ る。

この 段階 で は個 々の ベ ース とな る一 次情 報 か ら、二 次情 報 が マニ ュア

ル で作 り出 さ れ る ことに 注 目 しなけ れば な らない。 現在 の大 多数 の情 報

シス テ ムは一 次情 報 に対 して検 索 を行 な うの では な く、 二 次情報 を作成

し、計 算 機 に入力 してか らそれ に 対 して検 索 を行 な い対応 す る一 次情 報

を取 り出す とい う形 態 を と って い る。 しか も二 次 情報 の作 成 は人 手 に頼

って い るのが 現状 で あ る。 そ の こ とが情 報 の 組 織化 に際 して大 きな負 担

とな って い る の で あ る。 つま り、 二 次情 報 の作成 は キ ー ワー ドの抜 出 し

に しろ主 題 の 分類 に しろ、高 度 な知 的労 働 を大量 に要 し、 その人 件 コス

トが シス テ ム を維持 して ゆ く費 用 の 大部 分 を 占め て しま うの で ある。 ま

た、 入 手 に頼 って い る ため 、二 次情 報 作 成 者 の主観 ・能力 に依存 す る割

合 が 高 く、 二 次情 報 の同 質性 を保 証 する 手 だて は ない。 そ の ことが情 報

シス テ ムの信 頼 性 の低 下 、検 索 効 率 の低 下 を ももた らし うるの で あ る。

勿 論 そ れは 文 献 情報 に関 して あて は ま る ことで あ って 、統 計情 報 な どの

数 値 を扱 う情 報 に つい て は組 織化 に つい て の 知 的作 業 の比 重 は低 くな ろ

うが 、 や は り二 次情 報 は一 般 に検 索 キ ー とい う形 で作 成 されて い るわけ

で あ り、将 来 の別 のデ ー タ との リン ケー ジの 際 には 拡 張性 の点 か ら二 次

情 報 を作成 す る とい うマ イナス は 解決 し得 な い。 今後 の 展開 と して は一
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次情 報全 体 を計 算機 に入 力 し、 内容 に よ り検 索 、他 のデ ータ との リンケ

ー ジ を とる とい う方 向 に向 か うで あ ろ う
。 た だそ の 際 に も一 次情 報 の 内

容 を的確 に把握 す る必 要が あ り、 デ ータ 自体 が組 織化 さ れ、 デ ー タ構 造

が 明確 化 され て い なけ れ ば な らな い のは 当 然 であ る。

第2の ス テ ップで あ るデ ー タベ ー ス の構 築 にk・い て は じめて計 算機 に

対 す る情 報 の入 力 蓄積 が行 なわ れ る。 そ の際 には 、 前 段階 に お い て 、情

報 の構 造化 ・組 織 化 が な され てい る ことが必 要 条件 とな る。構 造 が 明確

に な った情 報 を計 算機 の記 憶媒 体 に対応 させ 、さ らに各 シス テ ムでは そ

の情 報 を プ ログ ラ ムに より読 み とる ことに な る。 これ が デ ータ ベ ース 管

理 シ ス テム(DBMS)の 機 能 で あ り、 この ステ ップ での重 要 な ポ イン

トとな る。

デ ー タ構造 とい う点 か らみ れ ば 、 デ ー タ を記 憶 媒 体 に蓄 積 ・記述 す る

際 に 想定 さ れた構 造 と、 利用 者 が使 う際 に想 定 す る デ ータ の構造 の相 違

を解 決 しなけ れば な らな い。CODASYLの ス キ ーマ ・サ ブス キ ーマ

の概 念 は この デ ータ 記述 とデ ータ操 作 の 間 の デ ー タ構 造 の差 を 吸収 し よ

うとす る もの で あ り、最 近 はい ずれ のDBMSも この問 題 の 解決 に あ た

っ てい るが 、拡 張性 、柔 軟 性 に対 して十 分 で は なか ろ う。 つ ま り、 サ ブ

ス キー マ が ス キ ー マの下 部概 念 と して定 義 され て お り、 デ ー タ操 作 の 際

には デ ー タ記 述 時 の構 造 を ダ イナ ミ ック に変 革 す る ことは で きない とい

う測 面 を もつ の であ る。 いず れ にせ よ、 コン ピュー タネ ッ トワー ク で情

報 の分 散 を指 向 す る限 りに おい て の デ ー タベ ー ス に関 す る 問題 は 未 解決

の点 が 多 い が 、 それ につ い ては 第4章 で詳述 す る。

第3の ス テ ップは 、構 築 され た デ ー タベ ー ス をデ ー タバ ンク と して 利

用 で きる体 制 にす る こと であ る。 一般 には い くつ か の デ ー タベ ース が集

ま って デ ー タ バ ン クが形 成 さ れ る。 この 段階 で の計 算 機 の利 用形 態 は 、

TSSな どの リモ ー ト処理 が通 常 と られ よ う。

現在 の様 々 な情 報 シス テム で問 題 とな って い るの は 情 報 の メン テ ナ ン
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ス体 制 で あ る。 情報 分 野 が高 度 の 労働 を集 約 した もの で あ る こ とか ら生

ず る労 働 力 不足 の問 題 、人 件 費 の 負担 で ある とか 、定 期 的 な情 報 収 集 、

組織 化 を行 な い うる体制 が必 要 とな って くる。

㈲ 情 報 流通 の組 織 化

デ ー タ バ ン ク と して 組織 化 され 利用 可 能 とな った情 報 を 、 コ ン ピュー

タ ネ ッ トワークの もとで 相 互 に共 有 し利用促 進 を図 るた め には 、情 報 の

流 通手 段 が整 備 され て い なけ れば な らな い。 そ れ が情報 流通 の 組織 化 の

必 要性 で あ る。具 体 的 にい え ば計 算 機 間通 信 を可能 に す るべ きデ ータ通

信 路 の形 成 、異 機 種 計 算機 間 の結 合 に際 しての汎 用 プ ロ トコルの 制 定 、

そ の他 端末 の 開発 、OSの 改善 とい った こ とで あ り技術 的 色合 い を濃 く

してい る。 分 散 型 デ ー タベ ース も情 報 リソース を指 向 して い るネ ッ トワ

ー ク では と りわけ重 要 な 課 題 で あ る。

デ ー タ通 信 網 の形 成 は各 国PTTを 中心 に推 進 さ れ てk・b、 産 業 化 さ

れ てい る米 国 を別 に して も、 フ ラ ンスCYBERNETのCIGAR、

英 国 のEPSS、ECのEURONET、 わ が 国のDDXな どが あ る。

従 来 の電 話 回線 に よ リデ ィジ タル 通 信 を行 な うこ とは速 度 、 コス ト、信

頼 性 の点 で限 界 に達 す るこ とは 顕 著 で あ り、 デ ィジタル 専 用 回 線網 の 形

成 は 不可欠 の こ とで あ る。 わが 国 のDDXも 、昭和52～3年 に 回線 交

換 、 パ ケ ッ ト交 換 のサ ー ビス を 開始 す る こ とは周 知 の こ とで ある。 ま た

ハ ワ イ大 学 のALOHAシ ス テ ム で行 な われ てい る無 線 に よるパ ケ ッ ト

交 換技 術 も、有 線 の 到達 で きない よ うな離 島 ・船 舶 ・奥 地 か ら情報 を ア

ク セスす る場 合(医 療情 報 な どが最 初 に考 え られ よ う)、 有 益 な流 通 手

段 とな ろ う。 ま た ネ ッ トワ ーク の国 際 的 展開 に 際 して 、衛 星 に よるパ ケ

ッ ト交 換網 も必 要 な もの で ある。

プ ロ トコル(計 算機 間 通 信 に関 す る 規 約)に は ノー ド間 プ ロ トコル

(ロ ー レベ ル プ ロ トコル)、 ター ミナル または ホ ス トー ノー ド間、 ホス

トユ ー ザ ー間 プ ロ トコル(ハ イ レベル プ ロ トコル)の3段 階 に分 け て 考
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え られる。 そ して 、 い ず れ の段 階 にお いて も全 体 と して 標準 化 が進 め ら

れ る必 要 が あ るが 、 ハ イ レベル に な るほ ど困 難 に な って くる。 ロー レベ

ル プ ロ トコル はCCITTのX25やISOに おい て 国 際 的 な標 準化 を

進 め られて い るが 、1つ の ネ ッ トワーク 内 で あれば 、 何 らか の1つ を決

定 す れば済 む 問題 で ある。 しか し夕ー ミナル ー ノー ド間 の プ ロ トコル で

あ れば 、 ネ ッ トワー ク に接 続 しよ うとす る端 末 の種 類 だけ の プ ロ トコル

が必 要 で あ り、 さ らに ユ ー ザー とホ ス ト間 プ ロ トコル は存 在 してい る デ

ー タベ ース ・情報 シス テ ムの数 だけ の プ ロ トコル が必 要 とな って くる。

そ れ らのす べ て に対 して 適 用 しうる汎 用 的 な プ ロ トコル を制 定 す る こ と

は 困難 で あ る と言 わ ざる を得 な い。 しか しな が ら、情 報 利 用 の見 地 か ら

す れば 、 ハ イ レベ ル プ ロ トコル が統一 され て お り、す べ て の情 報 シス テ

ム を同一 の コ マ ン ド体 系 で利用 で きるのが 最 も好 ま しい 事 で あ る。 第4

章 で の デ ー タ ベ ース の分 散 に も関係 し重 要 な 論点 で あ る。

さて 、情 報 が 企 業 や官 庁 な どの各組 織 ごとに デ ータ ベ ー ス と して 蓄積

が 行 な われ 、 かつ計 算 磯 間 を結合 す る通 信路 ・プロ トコル が整 備 され た

と して 、情 報 の 流通 が促 進 さ れ るで あ ろ うか 。 わが国 の 現状 は情 報 資 料

の組織 化 が 遅 れて い る と言 われ なが らも、そ の進 歩 は着 実 な ものが あ り、

デ ー タベ ー ス は各所 で構 築 さ れて きた。一 方 、流通 に 関 して も、計 算機

コ ミュ ニケ ー シ ョン ネ ッ トワー クに関 しては 、JIPNET・KUI-

PNETな どにみ られ る よ うに技 術 的制 約 はほぼ 解 決 さ れ て き た。 そ れ

に もか か わ らず 、情 報 資源 共有 化 を め ざす ネ ッ トワー クは なか な か 出現

しな い の が現 実 で あ る。 そ こに きっかけ を与 え る もの と して 、 プ ラ イベ

ー トフ ァ イル の保 証 が 重要 で あ ろ う。大 学 ・研 究所 な どの 科 学技 術 情 報

は 比 較 的 流通 しやす い が 、特 に営 利 企 業 に あ っては 、 自 らの保 有 す る情

報 の うち外 部 へ 提供 す る こ とは で きな い部 分 が 存在 す る。 そ うい った組

織 に と って の プ ラ イベ ー トなフ ァイ ルは他 か らア ク セ スす る ことはで き

ず 、 組織 か ら見 れば 、 自 らの フ ァイルは侵 され る こ とな く、 一 般 に流 通
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して い る情報 は と り こむ ことが で きる とい った シス テ ムが必 要 で あ ろ う。

企 業 に とっては 、 自 らの情 報 を保 持す る と共 に 、一般 的 情 報 は 自力 で保

有 せ ず外 部 か ら取 り込 む ことに よって両 者 の有 機 的 な結 合 ・利用 を図 り

うるの で あ る。 か つ 自分 の情 報 の うち ある部 分 は他 か ら絶 対 に侵 され な

い の で あ る。 こ うい った プ ライベ ー トフ ァイルの 保 証 の 問題 は 、 デ ー タ

保護 の技 術 、 伝送 路 の閉域 接続 の 技術 の確 立 を必 然 的 に要 請 す る もの で

あ る。

⑩ 情 報 利 用 の組織 化

情 報 資料 、 流通 の組 織化 が有 効 的 に な され る た め の背 景 と して 、利 用

組織 全体 が どの よ うに構 造 化 、組織 化 さ れね ば な らない か が問題 とな る。

ま た、情 報 利 用 が 社会 的 に有意 と な るた め には 、情 報 を蓄積 し、交 換 し、

利 用す る こと に対 す る社 会 的認 識 が深 ま る ことが必 要 で あ る。

(a)情 報 の組織 化 の推 進

情 報 組 織 化 にお け る公 的部 門 と私 的 部 門 の機 能的 な 分担 が社 会的 効

率 の点 か ら必 要 で あ ろ う。 特 に 、情報 の組織 化 に つい て は デ ータ収 集 、

整 備 、蓄 積 、 メン テ ナ ンス につ い て 多大 の コス トを要 す る ことか ら、

コ マー シ ャル ペ ー ス で サ ー ビスされ る情報 の 分野 は限 られ る。 ま た、

情 報 が公 的部 門 で生 産 され る ことが 多 い こ とか ら、す でに原 情報 は マ

シ ン リー ダ ブル な形 で各 官庁 に保有 さ れて い るで あ ろ う。 この こ とか

ら、 情 報 の組織 化 の担 い手 と して公 的部 門 な い しは第3セ ク ター と し

て の 公共 事 業 体 も考 え られ よ う。 この ため に 、情 報 処理 産 業 育成 の問

題 もあ り、 国 家的 な調 整 、推進 機構 を設 置 す る こ とが望 まれ る。

特 に 、第1章 でみ た よ うに 、西 欧 、米 国 にお い ては 、 情報 を国 家的

財 とみ な し、情 報 の 蓄積組 織 化 に対 して 種 々 のサ ポ ー トを与 え て き た。

そ して 行 政 各 分 野 、学 術 各 分野 に おけ る情 報 の組 織 化 を推進 し、そ の

間 に おけ る情報 の有 機 的 結合 を図 って い る。 ここで コン ピュー タ ・ネ

ッ トワー クはそ の た めの 重要 か つ必 要不 可欠 な母 体 と把 握 さ れて い る。
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この こ と を認 識 した上 で、 わ が 国に お いて もナ シ ョナル ・プ ロジ ェ ク

トと して の コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク を推 進 して い く必 要 が あ ろ う。

(b)情 報 資 源 として の社会 的 認 識

コン ピュー タ ・ネ ッ トワーク が重 要 な意 義 を担 うの は、 そ れ が 情報

資源 の有 効 的利 用 を実 現化 す る もの で ある ことは す で にの べ て きた。

しか し、 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワ ーク を組 織 化す るの は我 々 で あ『り、

われ われ の 情報 に対 す る認 識 、 需要 が ネ ッ トワーク の社 会的 機 能 を位

置 づけ よう。

わ れわ れ の 社会 的 活動 に情報 の 持 つ重 要 性 は高 い に もかか わ らず 、

わが 国 に情 報 につい て の価 値 観 が 社 会通 念 と して 確 立 して い ない 現 状

に お い て は 、情 報 の組織 化 に対 す る正 当 な 評価 の慣 習 や制 度 は 確 立 し

え ない で あ ろ う。 こ こに最 大 の 問 題が あ る。

情報 の価 値 の 問題 では な く、 情報 に 対す る価値 意識 の問 題 で あ る。

情報 の価 値 は 、情 報 の特性 で あ る 「複製 の容 易性」 に よ り、 また そ の

効用 が 不確 定 で あ るが 故 に、 そ の 決 定 には 多 くの 問 題 が残 され て い る。

しか し、 情 報 に対 す る価値 意 識 は社 会的 に 育成 され 確立 さ れ る ことが

必 要 で ある。 つま り、 社 会的 に有 効 な情 報(デ ー タ、知 識 、技 術 等)

を持 つ入 に対 す る評 価 を社会 的 に確立 す る こ とが必 要 で あ る。 そ して 、

この こ とが情 報 の組 織 化 を社 会 的 な もの と し、 コン ピュー タ ・ネ ッ ト

ワ ークが 社 会 シス テ ム と して有意 義 に機 能 し よ う。

一137一





第3章 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク

実現 の た め の 技 術 的 諸 課題





第3章 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク

実現 の た めの技術 的 諸 課題

こ の 項 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 し て ゆ く上 に 必 要 と な る 技

術 に つ い て 、 ① ア ー キ テ ク チ ャ 、 ② ハ ー ド ウ ェ ア 、 ③ ソ フ ト ウ ェ ア に つ い て 、

そ れ ぞ れ の 動 向 お よ び 問 題 点 を 述 べ る 。

5.1ネ ッ トワ ー ク ・アー キ テ ク チ ャに つい て

3.1.1ネ ッ トワinク アー キテ ク チ ャ出現 の背 景

今 日、デ ー タ通 信 シス テ ムは 多 くの企 業 ・官 庁 等 で利 用 され て い るが 、そ

の利 用 形態 は一 企 業 内 での オ ン ライ ン シス テ ム、複数 の企 業等 に よる共 同 シ

ス テ ム、不 特 定 多数 の顧 客 にサ ー ビス を提 供す る タ イム ・シ ェア リング ・シ

ス テ ムな ど、 きわ め て多 岐 にわ た っ てい る。

しか し、 これ らの デ ー タ通信 シ ス テ ムで は、 多 くの場 合 、業務 内容(し た

が って ア プ リケー シ ョン ・プ ログ ラム)が 異 なる毎 に異 な っ た端 末装 置 を必

要 と してい る。 ま た何 種 類 か の異 っ た端末 装置 が ひ とつ の コン ピュー タに接

続 され てい る場 合 に は 、そ の装 置 毎 にそ れぞ れ異 った通 信 回線 や接 続 方 式 あ

るい は ソフ ト ウエア を使 用 してい る。 この よ うな方 式 の複 雑 さが 、必要 に応

じて シス テ ム を拡 張 した り改善 す る こ とを困難 に し、か つ大 きな 出費 を要 す

る原 因 に な っ てい る。 さ らにデ ー タ通 信 シス テ ムの高度 化 ・巨大 化 に よ って

機 能 の過 度 の 集 中化 傾 向が 現 れ て きて お り、処理 能 力の限 界打 破 あ るい は危

険 分散 を 目的 と して 、分 散 形 の シス テ ム を実現 す る必要 が生 じて きてい るが、'

従 来 の シス テ ム設 計 の考 え 方 では 、非 常 に困難 な技 術 的 問題 が存 在 してい る。

3.1.21BM社 のSNAに つい て

この よ うな問題 を解決 す る ため 、IBM社 は1974年 に シス テ ム ・ネ ッ

トワー ク ・アー キ テ クチ ャ(SNA)を 発表 した 。 このSNAは デ ー タ通信
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システ ムに お け る要 求 の変 化 に対 して 、そ の基 本 的 な構 成 を変 え る こ とな く

適 応 で きる柔 軟性 を提 供 す る もの であ る。

SNAの も とで は 、通 信 制 御 装置 、通信 回線 、端 末 装 置 の そ れぞ れ の イ ン

ター フ ェ イスが 標準 化 され 、か つ ネ ッ トワー ク内 の各 装 置 に デー タ処理 機 能

が分散 され て い る。SNAに もとず くデ ー タ通信 シス テ ム では 、 中央 の ホス

トコ ン ピュー タの 処理 能 力や デ ー タベ ース に ア ク セスす る必要 が あ る時 の み

ホ ス トコ ン ピ ュー タ と通 信 を行 なえ ば よ く、 ホス トコ ン ピ ュー タの負 荷 の軽

減 や 回線 コス トの 削減 が可 能 とな る。 また 、 コ ン ピュー タや 回線 の障害 時 に

も、機 能 が分散 され てい る た め 、 ロー カル な処理 が可 能 であ り、完 全 な業 務

停 止 を避 け る こ とが 可能 であ る。

さ らにSNAで は 、従 来 ユ ー ザ プ ログ ラ ムで行 なっ て い た ネ ッ トワー ク管

理 の大 部 分 を シス テ ム(IBMシ ス テ ム370)が 提 供 す る こ と と してお り、

そ のた め仮 想 記憶 通信 ア クセス 方 式(VTAM)と 回線 網 制 御 プ ログ ラム

(NCP)が 用意 され てい る。 この結 果 ユ ー ザは制 御 プ ログ ラムの開発 に費

して い た時 間 と労 力 をア プ リケー シ ョンプ ログ ラムの 開発 に向 けて集 中す る

ことが で きる 。

この ような思想 に も とず く、SNAの 基 本 的 な構 成 を 図 一3.1.1に 示 す0

3.L3ネ ッ トワー ク アー キ テ ク チャ をめ ぐる各 社 の動 向

IBM社 のSNA発 表 に刺 激 され て 、内外 各 社 と も続 々 とネ ッ トワーーク ア

・一キ テ クチ ャを発 表 して きて お り、現 在 ま で に ア ナ ウ ンス され た主 な もの は

表 一3.1.1に 示 す 通 りで あ る。

これ ら各 社 と も、既存 の デ ー タ通信 シス テ ム の有 す る問 題 点 の 解消 、今 後

実 現 してゆか な くては な らない 分散 形 シス テ ムへ の 志 向 とい う観点 では ほ ぼ

同 一 の 方 向 を 目ざす もの と考 え て良 いが 、 コン ピュー タ間 結 合 に重 点 を置 く

もの、機 能 分 散 に重 点 を置 くもの、 回線網 との イ ン タ フ ェ イス に重点 を置 く

もの な ど、そ れ ぞ れ独 自の セ ール ス ポ イ ン トを打 ち出 して い る。
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図 一3.1.1SNAの 基 本 的 な 構 成

特 に 、IBM社 の ね らい が 、 デ ー タ通 信 シス テ ムに お け る メイ ン フレ ー ム

メー カ の取 り分 を増 大 させ る こ とを意識 して、極 力 ホス トコ ン ピュー タお よ

び端末 サ イ ドの付 加 価 値 を大 き く し、 回線 料 負 担 を軽減 す る こ と を配 慮 して

い るの に対 し、最 近 発 表 され た ユ ニパ ック社 や 東 芝 社 、 日電社 の もの で は 、

CCITT勧 告(X25)を ふ まえ 、パ ケ ッ ト交 換 との イン ター フ ェ イス を

サ ポー トす る な ど、通 信 回線 網 の高度 化 を意 識 す る傾 向 にあ る こ とが注 目さ
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表 一3.1.1各 社 の ネ ッ ト ワ ー ク ア ー キ テ ク チ ャ

メ ー カ
ネ ッ トワー ク

アー キテ クチ ャ
各 社 の 狙 い

・中 央 の コ ン ピ ュ ー タ を 頂 点 と し た ツ リ ー

IBM SNA 構 造 の ネ ッ ト ワ ー ク

・ マ ル チ ・ ホ ス ト ネ ッ ト ワ ー ク

●X25を サ ポ ー ト し 、他 社 ネ ッ ト ワ ー ク に

UNIVAC DCA も接 続 を可能 に した本 格 的 コ ン ピュー タ

ネ ッ ト ワ ー ク

・従 来 のDynanetを 改 良 し た も の で 階 層

Burrougus DNS 形 、水 平 形 、複 合 形 分散 に適 合 す る

ネ ッ ト ワ ー ク

・ ミ ニ コ ン レ ベ ル の コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト

DEC DNA
ワ ー ク

・汎 用 コ ン ピ ュ ー タ に よ る 本 格 的 コ ン ピ ュ

富 士 通 FNA

タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク

・X25を サ ポ ー ト し た 本 格 的 コ ン ピ ュ ー タ

東 芝 ANSA
ネ ッ ト ワ ー ク

三 菱 MNA ・ オ ー プ ン ネ ッ ト ワ ー ク

・X25を 用 いDDXの 利 用 を行 うほ か、 自

日 電 DINA
営 パ ケ ッ ト交換 網 を可能 とす る

注.SNA(SystemsNetworkArchitecture)

DCA(DistributedCo㎜inicationsArchitecture)

DNS(DecentralizeddetaprocessingNetworkSystem)

DNA(DigitalNetworkArchitecture)

FNA(FujitsuNetworkArchitecture)

ANSA(AdvancedNetworkSystemArchitecture)

MNA(MultichiveNetworkArchitecture)

DINA(DistributedInformationprocessingNetworkArchitecture)
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れ る0

3.1.4ネ ッ トワー クア ー キ テ クチ ャの 問題 点 と今後 の動 向

以 上 にIBM社 のSNAお よび各 社 の 動 向 を述 べftが 、 ネ ッ トワー ク ア ー

キ テ ク チ ャは 、単 に現 実 の問 題点 を解 消 す るた め のみ の もの では な く、今 後

出現 す るで あ ろ う(あ るい は 出現 しつ つ あ る)複 数 の コ ン ピュー タを有機 的

に結 合 す る コン ピ ュー タ ネ ッ トワー ク 、 さ らには リソー ス の共用 を理 想 的 な

か た ち で行 ない うる コン ピュー タユ ー テ ィ リテ ィへ の ア プ ロー チ手 段 と して

の役 割 をは た す もの であ るo

したが っ て、 この問 題 は情 報 処理 産 業 と通 信 産 業 との接 点 の問題 と して と

らえ る必要 が あ る 。現 在 の よ うに 、 コン ピュー タ メー カが 自社 の シ ェア拡 大

を 目的 と して、独 自の ア ーキ テ クチ ャを競 作 す る状 態 は決 して好 ま しい こ と

で は な く、将 来 必 ず問 題 となる全 国的 な コン ピュー タネ ッ トワーク 、あ るい

は 国際 ネ ッ トワー クな どを構 築 す る際 に 、大 きな 障壁 となる こ とも考 え られ

るo

最 近 にい た り、 この よ うな問題 に 関 す る国 際的 な論議 が盛 ん に行 なわ れ て

きて お り、ISOあ る いはCCITTな どの場 を 中心 に国 際的 な標 準 化 の 方

向 に動 い て きてい る。 しか しな が ら、技 術 的 に広 範 な内容 を含 ん で お り、 コ

ン ピュー タ メー カ とキ ャ リア双 方 に 関連 す る問題 も多 く、完 全 な標準 化 には

長 い時 間 が 必要 で あ る と考 え られ る。

今 後 ネ ッ トワー ク アー キ テ クチ ャは 、 この よ うな国際 的 な標 準 化 お よび各

国 の 国情 に応 じた キ ャ リア と調 整 を2つ の軸 と して変 遷 を とけ つつ 、具 体 的

な シス テ ムの構 築 が な され てゆ くと考 え られ るが 、我 国 にお い て も、 この よ

うな情 勢 を見極 め つ つ 、適 切 な対処 を行 な っ てゆ くこ とが 必要 であ ろ う。

3.1.5プ ロ トコル

プ ロ トコル の体 系 は ア ー キテ ク チ ャ とは切 りは な して考 え られ ない が 、一

般 的 には 図 一3.1.2に 示 す よう な階層 構 造 を とる ことに なる。

① リンク レ ベル ・プ ロ トコル
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リンク レベ ル の プ ロ トコル と しては 、現 在ISOで 標準 化 が進 め られ

て い るハ イ レベ ル デ ー タ リン ク制 御手 順(HDLC)お よび この母 胎 で

あ るIBM社 のSOLC(SYNCHRONOUSDATALINKCON

-TROL)手 順 が一 般 に使 わ れ る。

ホス トFEP中 間処理装置FEPホ ス ト

回 線 =回 線
一 一 ./ 一

ホストーFEP

プロトコル ネットワークフロトコル
エ;/ト㌔コン トフbト コノレ

ホストーホストフbト コル

ユーサ「!"▽ら7石ト=リレ

図 一3.1.2デ ー タ 通 信 シ ス テ ム の 一 般 的 プ ロ ト コ ル 体 系

(FEPを 含 ん だ コ ン ピ ュ ー タ 間 通 信 の 例)

この ハ イ レベ ル手 順 は符 号 に対 す る任 意 性 、伝 送効 率 、信 頼 性 、汎 用 性、

拡 張性 な どの面 で優 れ てお り、 ベ ー シ ック手 順 にか わ っ て今 後 計算機 間 通

信 で広 く適 用 され る こ とが 予想 され る。

② ネ ッ トワー ク レベ ル ・プ ロ トコル

回線 網 の制 御 あ るい は 回線 網 を通 して デー タを伝送 す る際 の回 線網 関 連

の制 御 に必要 な プ ロ トコル で あ る。現 在 ネ ッ トワー ク レベ ル ・プ ロ トコル

とはCCITTの パケ ッ トレ ベ ル イ ン夕日 フ ィス(X25)が 勧告 され て

い るo

③ エ ン ドー エ ン ド ・プ ロ トコル

ホス トに含 まれ る 計 算 機 網 制 御 プ ログ ラム(N・C・P)の プ ロセス 相

互 間 あ るいは端 末 装 置 のNCP相 当部 分 との間 で メ ッセ ー ジ を伝送 す るた
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ト

め の プ ロ トコル であ る。ARPA網 の場 合 これ に相 当 す る ものは ホス トー

ホス ト ・プ ロ トコル と呼 ば れ てお り、 システ ムの形 態 、使 用 す る回線 網 の

種 別 な どに よ りか な りバ ラエ テ ィに 富ん だ もの とな る。現 在ISOで は エ

ン ドー エン ド ・プ ロ トコル の標準 化 を 目指 して作業 を行 なっ てい るが具 体

的 な方 向 は 出 てい ない 。

④ ユー ザ レベ ル ・プ ロ トコル

計算 機 の 応用 プ ログ ラム レベ ル の プ ロ トコル であ る。 ユ ーザ レベ ル ・プ

ロ トコルに は 、共 通 的 な プ ロ トコル と して 、 フ ァイル転 送用 、 リモ ー ト ・

ジ ョブ ・エ ン トリ(RJE)用 、会 話端 末 用 プ ロ トコ ル な どが あ る。 この

うち会 話 端末 用 プ ロ トコル の主 要 な機 能 は、端 末 の仮 想 化機 能 であ る。 こ

れ は各種 端 末 の属 性(符 号 ・手 順 ・書 式 ・タ イ ミング 条件 な ど)を 標 準 的

な形 式 に変 換(仮 想 化)す る機 能 であ り、TELNETプ ロ トコ ルvatoけ

るNVT(NETWORKVIRTUALTERMINAL)な どに

含 ま れ て い るが 、 これ は仮 想 化特 性 は定 め られ ている もの の、 ユ ーザ の責

任 に おい て仮想 化 す る こ とが条 件 とな って お り、 ユー ザ の負 担 が大 き く、

今後 は ユ ーザ にあ ま り負 担 を感 じさせ ない仮想 化 技術 を開 発 して ゆ くこ と

が重 要 な課題 と なろ う。

ろ.2ハ ー ドウ エ ア につ い て

コ ン ピュー タネ ッ トワー ク を形 成 す るに際 して重 要 な役割 をは たす ハー ドウ

ェア と して は① 中間処 理 装 置 ② イ ン テ リジェ ン ト端末 ③ イ ンテ リジ ェ ン ト通 信

網 が考 え られ る0

3.2.1中 間処 理 装 置

中 間処理 装 置 は 、 シ ス テ ム内 で の接続 形 態 や 、 そ こで分 担 す る機 能 内容 に

よ り種 々の もの が存 在 す るが 、表 一3.2.1の ように大別 す る こ とが で きる。

ア メ リカに おい ては す で に 中 間装 置 が 多数使 用 され てお り、 使用 状 況 は図

一3 .2.1に 示 す よ うに な って い る。
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表3.2.1中 間処理 装 置 の分類

前 置 処 理 装 置(FEP) ホ ス トコン ピュー タ と通 信 回線 との間 に

設 置 され 、通 信 処理 装 置 の大部 分 を実施

す る ことに よ りホス トの負 荷 を軽 減 す る。

遠 隔 処 理 装 置(RP) ホ ス トか らは なれ た遠 隔地 に設置 され 、

一 般 に複数 の端 末 回 線 を収 容 す る。 処理

の 一部 を分担 し、回 線 の効 率 使用 、 ホス

ト負 荷 を軽 減 す る。

テLタ集配信装置(RDC) RPと 似 てい るが 、処 理 の ウ ェイ トが小

さ く、端 末 か らの デ ー タの集収 、 ホス ト

か らの デ ー タの 配信 を行 な う

メッセージ交換 装 置(MSW) RDCと 似 て い る が 、RDCが1:nで

あ る の に 対 し 、n:mの 回 線 を 収 容 す る。

イン タ フ ェー ス ・プ ロセ ッサ(IFP) シス テ ム間結 合 にお い て、2つ の ホ ス ト

間 の制 御 、符 号 、書 式 等 が異 る場 合 、 こ

れ らを整 合 す る た め に設 置 され る。既存

の コ ン ピ ュー タを パ ケ ッ ト網 に収容 す る

場 合 に も必要 とな る場 合 が あ る。
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①FEP

FEPは セ ン タが持 つ べ き通 信制 御機 能 の大 部 分 を受 け持 ち、CPUの

負 荷 を軽 減 す る と共 に、 セ ン タ ダ ウ ン状 態 で も、 ネ ッ トワー ク内 の他 セ ン

タへ 中継 して サ ー ビス を継続 す る こ とので きる機 能等 を持 つ こ とがで き る。

GE社 のDATANET-30な ど通 信制 御用 プ ロセ ッサ(CCP)等

は か な り昔 か ら存 在 して い たが 、価 格 が高 い こ とや オ ン ライ ン化 の進 展 が

遅 か った こ と な どか ら広 く普 及 す る に は いた らず 、1972年 に発 表 され

たIBM3105に よ りCCP市 場 が確 立 した。

IBM3705はSNAに お け る 中間 処理 装 置 と して位 置 づ け られ る も

の であ るが 、そ の他 、 国外 ではC-SYSTEM(COLLINS社)、

DATANET355(HIS)、 国内 ではMシ リー ズ 、ACOSシ リー

ズ用 のCCPが 発表 されFEPと して用 い られ る予定 であ る。

今 後FEPは 、 ホス トとの負 荷 分 担 を強 め る方 向 に進 む と考 え られ 、 周

辺 装 置等 を接 続 す る機 能 の拡 充 、 マ ル チ ホス トとの接 続等 を可 能 にす る柔

軟 性 に富 ん だ規 模構 成 、 ネ ッ トワー ク を意 識 したFEPの 経 済 化 、高信 頼

度 化 が必要 とされ る。

②FEP以 外

FEP以 外 の もの と しては先 に述 べた ように 、遠 隔 処理 装 置 、 デー タ集

配 信 装置 、 メ ッセー ジ交 換装 置 、 イン ター フ ェイス プ ロセ ッサ があ る 。 こ

れ らは主 と して回線 の効 率定 使 用 を め ざす もの で あ り、 現 状 で は小型 コ ン

ピ ュー タあ る いは ミニ コン の 中 か ら ケ ー ス バ イ ケー スで 選定 され て い る

の が実 態 であ る。

今 後 は この よ うな用 途 のみ で は な く、多種 類 の端末 の仮想 化 、 イ ンテ リ

ジ ェ ン トネ ッ トワー ク との イ ン ター フェ イス な ど、全体 的 な ネ ッ トワー ク

ア ー キ テク チ ャ との整 合 性 が 問題 とな る もの と考 え られ 、モ ジ ュール化 、

信 頼 性 、 コス ト/パ ー フ オ マ ンス に重 点 をお い た開発 が な され る もの と考

え られ る。
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さ らに 、 これ らの装 置 に機 能 の分 散化 とあい ま って 、 セ ン タか ら離 れ た

単 独 の装 置 と して の機 能 も要 求 され る こ ととな り、そ の意 味 で無 人保 守 を

考 慮 した信 頼 性 設 計 、遠 隔監 視(障 害転 送)機 能 、 ネ ッ トワー クか ら制 御

され た一 体 運 転 の機 能 等 の具 備 が必 要 となろ う。

3.2.2イ ンテ リジ ェン ト端末

端 末機 能 の高 度化 の要 求 に応 え る ため 、各種 の イ ンテ リジ ェン ト端 末 が続

々と登場 して きてい るが 、 そ の機 能 、構成 につい ては千 差 万 別 であ る。 イン

テ リジ ェ ン ト端末 の ね らい と しては 、 フ ァイル の分散 、簡 易 な処理 の 分散 、

ハ イレベ ル デー タ制 御手 順 の サ ポー トな ど種 々の要 請 に応 え る もの で あ り、

従 来 は一 般 的 に ミニ コンに よ る制 御 の ものが 多か った。 しか しなが ら、今 後

はLSI技 術 の進 歩 に よ り、 マ イク ロコン ピュー タに よ る制 御 の もの が多 く

,なる と考 え られ 、そ れ に よ る、柔 軟 な構 成 、処理 方 式等 を検 討 して ゆ く必 要

があ ろ う。

イ ンテ リジ ェ ン ト端末 の 高度 化 は 中 間処理 装置 との分 界 線 を ます ま す不 明

確 にす る もの と考 え られ 、機 能 分 担 の うえ で 、最 適 な配 分 を将 来 検 討 して ゆ

く必要 性 があ る もの と考 え られ る。

3.2.3イ ンテ リジ ェン ト通 信 網

ARPAネ ッ トワー クを契 機 と して、そ の技術 を用 い たTELNETが 公

衆 パ ケ ッ ト交換 網 と して商用 を開始 し、そ の後 公衆 パケ ッ ト網 建 設 は世 界 的

傾 向 とな り、 カナ ダのDATAPAC、 イギ リス のEPSS、 フ ラ ンス の

CYCLADES等 が建 設 中 であ る。CCITTに お い て も この よ うな風 調

をふ ま え 、国 際接続 や 標 準 化 を 目指 し、X25の 勧 告 が な され た と ころ であ

るo

イ ンテ リジ ェン ト通 信 網 は この よ うな パケ ッ ト網 のみ で は な く、 さ ら に高

度 な付 加価 値 を有 す る通 信 処理(デ ー タ内容 を変 更 しない範 囲 の処 理)の 分

野 へ と展 開 して ゆ く情 勢 であ る。

この よ うな方 向 は 、FEPや そ の他 中間処理 装 置 とイ ンテ リジ ェ ン ト端 末
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を用 い た ネ ッ トワー ク形 式 の方 向 と どこか でぶ つ か り合 う もの であ るが、A

TTの 論 に よれ ば 、

① 標準 的 な通 信 処理 を 多数 の シス テ ムで個 別 に行 な う よ り一括 して行 な う

こ とが 有利 であ る。

② 情 報 の 内容 を直 接変 更 しない通信 処理 は 、通信 の専 門業者 に まか せ た方

が有利 で あ る。

とい った 事情 があ る。

しか しなが ら、汎 用 の網 にお い て、 ユー ザ個 別機 能 や 端 末 手順 の サ ポー ト

に は応 じに くい面 もあ り、総 合 的 なネ ッ トワー ク を形 成 す る ため に は、 イン

ター フェ イス プ ロセ ッサ 、FEP等 と組 み合 せ る技術 が必 要 となる と考 え ら

れ るo

ま た 、今 後 の ネ ッ トワー ク形 成 の方 向 に つ い て は十 分 に見 極 め の つか ない

部 分 もあ り、電文 内容 の 高度 化 、 パ ケ ッ ト形 態 端 末 の増 加 、長短 電 文 の混 在

の増 加 とい った外 部 条 件 の変化 に対 して 、 どの よ うに柔 軟 に対 応 してゆけ る

か に つい て検 討 を行 な っ てゆ く必要 があ ろ う。

5.5ソ フ トウ エア につ い て

3.3.1ネ ッ トワー ク ・オペ レー テ ィ ング ・シス テ ム(NOS)

コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワー クはそ の中 に資 源 が 多 くかつ 多 様 性 に富 む ほ ど有

用 性 は増 大 す る。 しか し従来 の ネ ッ トワー ク は資源 間 の結 合 に重 点 が おか れ、

異機 種 間 を結 合 した コン ピュー タネ ッ トワー ク では 、そ れ ぞ れ の ホ ス トの も

つ属性(OS、 言 語 、 デ ー タ記 述 、 コ マ ン ド体 系等)が 異 な り、 ネ ッ トワー

ク に加 入 す る ユ ーザ は相 手 ホス トの属 性 を意 識 した処 理 を行 なわ な けれ ば な

らない。

これ を解 決 し よ うとす る試bの ひ とつ と して 、ARPA網 では ネ ッ トワー

ク オペ レー テ ィン グ シス テ ム(NOS)と い う考 え 方 を導 入 し、 これ を体 系

化 す る こ とに よ り利 用技 術 の改 善 を はか っ てい る。
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NOSの 基 本 的 な考 え 方 は

① ユ ー ザ レベ ル ・プ ロ トコル を従 来 目的 別 に作 っ ていた もの を汎 用 性 を もた

せ て 体系 化す る こ と。

② 異 機 種 であ っ て も、 ユ ー ザ は相手 ホス トの細 部仕 様 を知 ら な くて もアク セ

ス で きる よ う計算 機 の仮 想 化 をは か る こ と。

の2つ であ る が 、 これ を汎 用 ネ ッ トワー クに拾 い て実現 す る こ とは、 か な

り難 しい もの と考 え られ 、今後 の重 要 な課題 に な る もの と考 え られ る。

3.3.2ネ ッ トワL－ク管 理 シ ス テ ム

本 格 的 な コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワー クが作 られ た場 合 、 そ の全 体 的 な シス テ

ムは か な り複 雑 な形 に な る もの と想 定 され る。 これ に含 まれ る複 数 の シス テ

ムの運 営 、管理 を統 括的 に行 な う機 能 が必要 とな って くるが 、IBM社 が

1976年 秋 に発 表 した拡 張 形 のSNAに お い ては 、 ネ ッ トワー ク操 作 サ ポ

ー トプ ログ ラム(NOSP)に よっ て、 これ を行 ない うる と して い る。複 数

ホス トの管理 とネ ッ トワー ク の管理 を一元 的 に行 な うこ とは 、か な り困 難 な

問題 で あ る と考 え られ る が 、将来 的 には重 要 な問題 であ る と考 え られ る。

なお・、 コン ピュー タ ネ ッ トワー クの ソ フ トウェ アに関 す る重要 なテ ー マで

あ る、分散 形 デ ー タベ ー ス に つい ては第4章 にお い て詳 細 に述 べ る。
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第4章 コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク と

分 散 型 デ ー タベ ー ス





第4章 コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク と

分 散 型 デ ー タベ ー ス

コ ン ピュー タの発 展 に と も ない情 報 処理 の技術 お よび処 理 の対 象 となる業務

の範 囲 も拡 大 して きた。 同 時 に情 報 流 通 あ るい は コ ミュニ ケ ー シ ョンの媒 体 と

して の コン ピュー タの利 用形 態 も、大 容量 デ ー タを記憶 す る た め の記 憶装 置 の

開発 あ る いは デ ー タベ ース 技術 の発 展 な ど諸 技術 の発 展 とい う環 境 の 中でそ の

範 囲 も拡 大 して きた。 と くに コ ン ピ ュー タを と りま くハ ー ドウ エア 、 ソフ トウ

エア あ るい は デ ー タ とい うよ うな各 種 コン ピュ三 夕資 源 の共 用 を 目指 した コン

ピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク とい うコ ン ピュ ー タの利 用 形 態 の 出現 に と もない 、情

報 の コ ミュ ニ ケー シ ョンの媒 体 と して の コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの役 割 が

重 視 され て きたo

実 際米 国 に お け る商 用 の 汎 用 コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クTYMNETに は

米 国 医学 図 書 館 の 医学 情 報 デー タベ ー スMEDLARSが 結 合 され てい るほか

に 、SDCのORBITや ロ ッキ ー ド社 のDIALOGと い う よ う なデー タベ

ー ス操作 シ ステ ムが結 合 され てい る。 このORBITやDIALOGの も とに

何 種 類 か の デー タベ ース が 管理 され て お り、 コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クTY

MNETを 介 してア ク セス が 可能 に なっ てい る。 ま た フラ ンス に お い て も実 験

的 な汎用 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クCYCLADESに は物 質 の熱 力学 的 性

質 に関 す る情 報 を集 め たデ ー タベ ー スTHERMODATAが 結 合 され てい る

ほか に 、汎 用 デ ー タベ ース 操 作 シス テ ムSOCRATESが 結 合 されSOCR

ATESに よっ て管 理 され てい るデ ー一夕 ベー スが ネ ッ トワー ク を介 して ア クセ

ス可能 に な っ てい る。 この よ うな コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クが情 報 流 通 の媒

体 と して 、各 種 の デ ー タバ ン ク を結 合 す る とい う形 で形 成 され利 用 され てい く

傾 向 が み られ る。 と ころ で コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク とい うコ ン ビュー・タの

利 用 形態 の 中で情 報 流通 の媒 体 と して の デー タベ ー ス を考 え る と、 そ の操 作や
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構造 にお い て 、 い くつか の検 討 す べ き機 能 が生 じて くる。

もち ろん 、 デ ー タ ベ ー ス操 作 シ ス テ ム とい う考 え 方 も一応 現 在 の ところ確立

され てい る とは い え 、 まだ ま だ改 良発 展 の余地 が残 され てい る。 したが っ て 、

情報 流 通 の媒 体 と して のデ ー タ ベ ー ス操 作 シス テ ム 自体 の問題 点 もあ るが 、 さ

らに この デー タベ ー ス が コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クに数 多 く分散 す る とい う

形 で結 合 され た場 合 の問題 点 が あ る。 こ こで は後 者 の問題 点 す なわ ち コン ピュ

ー タ ・ネ ッ トワー ク環 境 で の分 散 型 デー タベ ース の構造 と操 作 を中心 に検 討 す

るo

4.1デ ー タベ ー ス操 作 シス テ ム の問題 点

デ ー タ ベー ス操 作 シス テ ムに は フ ァイル処理 技 術 の延長 と して 、 コン ピ ュー

タを と りま く諸 技 術 の進 歩 をふ まえ て発 展 して きた。 す なわ ち オペ レーテ ィン

グ ・シス テ ムに お け る デ ー タ管 理 技 術 の発 展 、 直接 ア クセ スの 可能 な大容 量 記

憶装 置 の 出現 な どの環 境 の変 化 と同 時 に 、大容 量 の デ ー タを迅 速 か つ多 目的 に

利用 す る大 型 情 報 シ ス テ ムの 出現 とい う環 境 の 中 で 、 デー タベ ース操 作 の た め

の諸 技 術 が発 展 して きた とい え よ う。 この デ ー タベ ー ス操 作 シ ス テ ムの導 入 に

とも なっ て情 報 シス テ ムの 設 計 に あ た って も、い わ ゆ るデ ー タ ベ ース的 ア プ ロ

ーチ の採 用 が必 要 と なる。 デ ー タベ ース 的 ア プ ロー チ とい うの は情 報 の収 集 に

は じま る組織 化 お よ び整理 の段 階 、す なわ・ちデ ー タベ ース作 成 の ため の組 織 体

と、そ の デー タベ ー ス を利 用 す る組 織体 とが独 立 の立 場 を保 ち なが ら情 報 シス

テ ムを設 計 してい く方法 であ る。

この よ うな環 境 を ふ まえ て現 在 ま でに 多 くのデ ー タ ベー ス操 作 シス テ ムが 開

発 され 提 案 され て きた が 、デ ー タベ ース が コン ピュー タ ・ネ ッ トワーク とい う

ような利 用形 態 の も とで分 散 され 、多 目的 かつ不 特 定 の一般 利 用 者 を対 象 と し

てサ ー ビス を供 す るに あた って は い くつ か の改善 す べ き問題 が 残 され てい る。

もちろん これ ま で に 開発 され て きた デー タベ ース操 作 シス テ ム に はそ れぞ れ の

長所 短 所 が あ る こ とは言 うまで も ないが 、一 般 的 に未 解 決 の問 題 点 と して以 下
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に挙 げ る よ うな事 柄 が指摘 され る。

4.1.1デ ー タ独 立

デ ー タ ベー ス が各種 の業 務 に適 用 可 能 であ るた めには 、応 用 プ ログ ラ ムか

らの デ ー タの独 立 性 が必 要 であ る。 デ ー タ独立 に は 、物理 的記 憶 構 造 で の独

立 、論理 的 構成 で の独 立 の 両 面 が考 え られ るが 、既 存 の デー タベ ー ス シス テ

ムで は 、記憶 構 造 と論 理 構 造 とを分 離 す る こ とに よ り、 デー タ独 立 を実 現 し

て い る。 一般 利 用者 は 、 この 論理 構 造 に も とつ い て デー タ操 作 を行 な うわ け

で あ る。

しか しなが ら このデ ー タ操 作 も、 イン デ ックス 、 アク セス パ ス 、 オ ー ダ ー

等 か ら完 全 に独 立 してい る とは い え ず 、デ ー タ操 作 の際 には 、デ ー タ構 造 を

参 照 す る わ けで 、 そ のデ ー タ構 造 が デ ー タベ ー ス の定義 の 際 にほ ぼ確 定 され

て しま うが ため に 、デ ー タ の独 立性 が十 分 には保 たれ ない の であ る。

分 散 型 の デ ー タベ ース を考 え る際 に は 、 そ のデ ー タ独立 が 重要 なポ イ ン ト

で あ り、そ の対 処方策 と して 、関係 形 式 デ ー タベ ー スシ ス テ ム とい う概 念 が

注 目さ れ てい る。

リレー シ ョナル デ ー タベ ー ス では 、デ ー タを表 の形 で表 わ し、物 理 的 な表 現

手 段 を一 切 持 ち こまず 、一 方 、利 用者 は属 性(フ ィール ド)の み を意 識 す る

イ ン タ フ ェー スで デ ー タベ ー ス とのや り と りをす る ので 、 デ ー タの独 立 性 が

高 め られ て い る。

ま た 、ANSI/SPARCの 考 え方 は 、 デ ー タベ ース の モ デル化 にあ た り、

現 実 世 界 に関 す る事 実 を記 号 化 した もの を概 念 モデ ル と呼 び 、そ れ が 、 計算

機 の記 憶 空 間 に写 像 され た もの を内部 モ デ ル と呼 ぶ。一 方 、 ア プ リケー シ ョ

ン プ ログ ラムか らみ たデ ー一夕の 集 合 を外 部 モ デル とい う。 こ の3つ の モ デ ル

及 び それ らを記述 す る概 念 ス キ ー マ、 内部 ス キー マ、外 部 ス キ ー マの3つ の

ス キ ー マ(デ ィス ク リプ タ)間 をそ れ ぞ れ別 個 に考 え て、そ の イ ン ター フ ェ

ー ス を とっ て ゆ くこ とに よ り、デ ー タ独 立 を図 ろ うとい う もの であ る。
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4.1.2汎 用 性

現 在 の デ ー タベ ー ス シス テ ムは 種 々の デ ー タ構 造 あ る い は デー タ操 作 の た

め の道 具 を用 意 して い るが 、 ひ とた びあ る 目的(業 務)の た め に作 成 され る

と他 の業 務 か ら利用 し難 くなる。 す な わ ち、 多 目的利 用 の た め のデ ー タベー

ス を設 計 す る こ とは 困難 を伴 な う。

これ に対 処 す る ため 、高 レベ ル言 語 、高 レベ ル デー タ構造 の考 え 方 が必 要

と なっ て くる。

4.1.3高 レベ ル言語

デ ー タベ ー ス の多 目的 利 用 と一 般 利 用 者 に よる簡 単 な利 用形 態 に対 処 す る

た め に高 レベ ル の デー タ操 作言 語 と しての 自然言 語 、会 話 型 言語 を準備 す る

必 要 が あ る0

4.1.4意 味 を考 慮 した デ ー タ操 作

レ コー ドを構 成 す る属 性 あ るい は属 性値 の意 味 を考慮 して デ ー タベ ー スの

探 索 を行 う。 この た めに は シ ソー ラス な どの意 味 を表現 した辞 書(内 包 的表

現 と外 延 的 表 現 とがあ る)を 用 意 す る必要 が あ る。

多 くの デ ー タ ベ ース シス テ ム では 一 回 の操 作 で一 つの レ コー ドを対象 とす

るが 、 人工 知 能 の分野 で研 究 され て い るQAシ ス テ ム、定理 証 明す る な どの

手 法 を応 用 した推 論 を伴 な うよ うな デ ー タ操 作 も将来 必 要 と なろ う。

4.1.5不 定 型 情報 の操 作

デ ー タベ ー ス は コー ドや 数 値 な どの定 型 情報 の ほか に文 章 情報 や 化 合構 造

式 な どの不 定型 情 報 を扱 う必要 が あ る 。

この た め には既 存 の シ ス テ ムの ように項 目値 を処理 の最 小 単位 と考 え るの

で は な く、そ の 内部 に立 ち入 っ て部 分構 造 あ るい は文章 構 造 を処理 の対 象 と

す る必 要 が あ る。

これ まで に述 べ て きた デ ー タベ ース 操作 シス テ ムの問題 点 を踏 まえ た上 で

コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク環 境 で の 分散 デ ー タベ ー スの構 築 の た めの研 究

開 発 が お こ なわれ てい る。 この構 築 にあ た ってい くつか の 問題 点 が指摘 され
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て い る が 、 一 例 と し てJ・P.FryとE・HSibley(ACMComputingSur

-veys:デ ー タ ベ ー ス 操 作 シ ス テ ム 特 集 号1976Vol8
,λ61tlEvo

-lutionofData-BaseManagementSystemstT)は 、 デ ー タ ベ ー ス は

情 報 が 発 生 す る 地 点 で 組 織 化 さ れ る べ き で あ る と い う分 散 デ ー タ ベ ー ス の 必

要 性 か ら 、 つ ぎ の よ う な 今 後 解 決 す べ き 問 題 点 を 指 摘 し て い る 。

(1)デ ー タ ベ ー ス 操 作 言 語 に 互 換 性 が な い こ と を ど う解 決 す る か 。 す な わ ち

デ ー タ ベ ー ス ご と に 異 な る デ ー タ 操 作 言 語 を も ち い る こ と を 避 け る た め に

は 高 水 準 デ ー タ ベ ー ス 操 作 言 語 が 必 要 と な ろ う 。 ま た 利 用 者 が 問 題 解 決 の

た め に 必 要 と す る 情 報 が ど の デ ー タ ベ ー ス に 蓄 積 さ れ て い る か を 知 る こ と

が 必 要 で あ る 。 こ の た め に は 、 ク リ ア リ ン グ 機 能 の 設 定 や ブ ロ ー ド ・キ ャ

ス テ ィ ン グ 方 式(あ る デ ー タ ベ ー ス 操 作 の た め の 要 求 を ネ ッ ト ワ ー ク 全 体

に 対 し て 送 り 出 す)に よ る 情 報 要 求 を お こ な う な ど の 方 式 が あ ろ う 。

② デ ー タ ベ ー ス の 配 置 を ど う 考 え る か 。 す な わ ち デ ー タ ベ ー ス の コ ピ ー を

何 ヵ 所 か に 置 く こ と と保 守 の 体 制 を 、 分 散 デ ー タ ベ ー ス の 操 作 に あ た っ て

の 効 率 を 維 持 し な が ら ど う構 築 し て い くか と い う 問 題 が あ るo

こ の ほ か に コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク 環 境 で の 効 率 的 な デ ー タ ベ ー ス 操

作 と い う観 点 か ら 、 ホ ス ト計 算 機 の 機 能 と デ ー タ ベ ー ス 操 作 の た め の 機 能 を

独 立 さ せ る と い う 考 え 方 が あ る 。 こ れ を 実 現 さ せ る た め に デ ー タ ベ ー ス 操 作

機 能 を デ ー タ ベ ー ス ・ マ シ ン と い う ハ ー ド ウ ェ ア を 設 計 す る 研 究 開 発 が 進 ん

で い るoし た が っ て こ の デ ー タ ベ ー ス ・ マ シ ン は コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー

ク に 結 合 さ れ て い る コ ン ピ ュ ー タ と 記 憶 媒 体 上 に 蓄 積 さ れ て い る デ ー タ ベ ー

ス の 間 に 置 か れ る と い う 形 態 を と る こ と に な る こ と か ら 、 バ ッ ク ・エ ン ド ・

プ ロ セ サ と よ ば れ て い る 。

さ ら に コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク か ら 分 散 型 デ ー タ ベ ー ス の ア ー キ テ ク

チ ャ ア の 研 究 が お こ な わ れ て お り 、S.R.KimbletonとG.M.Shneider

は コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク の 調 査 報 告(ACMComputingSurveys:

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ 一一ク 特 集 号1975Vol7yf6 .3TiComputerCom
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－municationNetworkstl)の 中 で 「分 散 型 デ ー タ ベ ー ス は そ れ ぞ れ の

ホ ス ト ・ コ ン ピ ュ ー タ に 結 合 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス を 総 合 的 に リ ン ク し た

も の で あ り 、 い く つ か の ホ ス ト ・ コ ン ピ ュ ー タ に わ た っ て フ ァ イ ル を 分 散 す

る こ と を 目 指 し た も の で あ る 。 し た が っ て 結 合 さ れ た デ ー タ ベ ー ス の 構 造 は

多 種 に わ た る も の と な ろ う 。 こ の よ う な コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク 環 境 に

お け る 最 適 の デ ー タ 構 造 に 関 す る 研 究 は ま さ に 開 始 さ れ た と こ ろ で あ る 。 」

と 指 摘 し て い る 。

4.2デ ー タベ ー ス の変 換

現 在 まで に 多 くの デ ー タベ ー ス操 作 シ ステ ムが開発 され 、 コ ン ピ ュー タを も

ちい た情 報 シ ス テ ムに おい てそれ ぞれ の 業務 ご とに 、あ るい は組 織 化 され た情

報 の分野 ご とに作成 され た デ ー タ ベ ース が これ らの デ ー タベ ー ス操 作 シス テ ム

の も とで稼 動 し利 用 され て い る。 と ころ が 多 くのデ ー タベ ー ス操 作 シ ス テム に

おい ては デ ー タ構 造 お よ びデ ー タ操 作 の観 点 か らす る と互 換 性 に乏 しい 。 した

が っ て コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク を介 して結 合 され てい る分 散 デ ー タベ ー ス

か ら必要 な情 報 を と り出 した り、あ るデ ー タベ ース操 作 シス テ ムの も とに蓄 積

され てい る デ ー タを別 の デ ー タベ ー ス操 作 シス テ ムの もとに転 送 し蓄 積 す る に

あ た っ ては 、そ れぞ れ のデ ー タベ ー ス操 作 シス テ ムの構造 や 操 作 の体 系 をふ ま

え た上 で処 理 をお こな う必 要 が あ る。

この よ うな環 境 の もとで 、あ る デー タベ ー ス に蓄 積 され てい る情 報 を異 なる

デ ー タベ ・一ス シス テ ム に挿 入 す る には い くつ か の レベル が あ る。
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レペルー2
一

レベルー
一

図4.2.1デ ー タ ベ ー ス の 変 換 レ ベ ル

上 にあ け た3段 階 の レベル に よる デ ー タベ ー スの変 換 は言 わ ば 形 式 的 な構 造

'の 変 換 で あ る が
、 これ に対 して個 々 の レ コー ドを構 成 す る属 性(項 目)名 や 属

性 値(項 目値)の 意 味 を考慮 して変 換 す る こ とが必 要 とす る場 合 もあ る。

4・2・1記 憶 構造 レベ ル の変 換(レ ベ ル ー1)

記 憶 構 造 レベ ル で デ ー タベ ー ス を変換 す る方法 は大 別 して2つ の手 続 きが

あ る。

4.2.1.1直 接 ア ク セス

デ ー タベ ー ス(A)の 記 憶 媒 体 か らIOCSあ る いは ア ク セス手 法 な どの基

本 的 な デー タ操 作 を もちい て レ コー ドを読 み 、 デー'タベ ー ス倒 に よる記 憶

構 造 に も とつ い て記 憶 媒 体 に 書 き込 む。

言 い換 えれ ば 、入 出力 の た め の プ ログ ラムを個別 に作成 す る必 要 があ る。
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記 憶

構 造

記憶構造 変換

の定義 囚 プログラム

記憶構造

の定義 倒

造

憶

構

記

図4.2.2直 接 ア ク セ ス

4.2.1.2間 接 ア ク セス

処 理 の対 象 と なる デー タベ ース シス テ ムが記 憶 媒体 上 で情 報 を表 現 す る

に あ た っ て の構 造 即 ち記 憶 構 造 を定 義 す る言 語(記 憶 構 造 の定 義 言 語)を

用 意 し、 この言 語 を用 い て入 力 デー タベ ース と出力 デー タベー ス の記憶 構

造 を表 現 す る。

この方法 を用 い れば 入 出 力 のた め の プ ログ ラム を個 別 に作 成 す る必 要 は

な く、記 憶 構造 の定義 だけ を指示 す る こ とに よっ て記憶 構 造 レベ ル での デ

ー タベ ー スの変 換 が可 能 とす る。

記 憶

媒体囚

読み込 み

手続 き

書 き込み換

手続 き

記 憶

媒体倒

図4.2.3間 接 ア ク セ ス
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4.2.2デ ー タベ ー ス シス テ ムを経 由す る変換(レ ベ ルー2)

デ ー タベ ース シス テ ムの デー タ操 作機 能 を利 用 して変換 す べ きデー タ ベ ー

スの入 出力 操 作 を行 う。

この方 法 で はそ れ ぞ れ のデ ー タベ ー スの記 憶 構 造 とは独 立 に操 作 がで きる

が 、デ ー タベ ー ス シス テ ムご とに プ ログ ラム を作成 す る必 要 が あ る。

4.2.3汎 用 デ ー タ構造(レ ペ ル ー3)

汎 用 的 な デー タ構 造 を定 義 す るた めの汎 用 デー タ定 義 言 語 を用 意 し、そ の

言 語 に よっ て定義 され た構造 に も とつ い てデ ー タ操 作 とデ ー タ変 換 を行 う。

この方 法 で は入 力側 の デー タベ ー ス シス テ ムに お ける デ ー タ構 造 を汎 用 デ

ー タ構 造 に変 換 し、 さ らに汎用 デ ー タ構 造 か ら出力 側 の デー タ構 造 に変換 す

る こ とに な るo

造構タ

A

－デ 造構タ

B

－デ

図4.2.4汎 用 デ ー タ 構 造 に よ る 変 換

4.5分 散 型 デ ー タベ ー スの モデ ル

コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クを介 して分 散 した デ ー タベ ー ス を操 作 す る に あ

た っ ては 、 ひ とつ の デ ー タベ ース操 作 シス テ ム の も とで稼 動 してい る デー タベ

ー ス に対 す る操作 とは異 なる い くつ かの 考慮 が必 要 となる。 た とえ ば デー タ操

作す な わ ち ア ク セス の対 象 とな るデ ー タ ベー ス の指 定 、あ る い はデ ー タ操 作言

語 の変 換 な どに対 して考 慮 をお こなわ な けれ ば な らな い。
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互 換 性 の ない多種 類 の デ ー タベ ー ス操 作 シス テ ムを変換 した り操 作 した りす

るた め の モデ ル化 あ るい は高 レベ ル言 語 の研 究 に は コ ッ ドの提 案 した リレー シ

ョナル ・モデ ルや ア ブ リオル の提 案 した意味 論 的 デ ー タ ・モ デル が提 案 され て

い る 。 こ こで は ピー プル の提案 してい る分散 型 デー タベー ス に対 す る アク セス

・モ デ ル につ い て概 略 を紹 介 す る。 この モデ ル では ネ ッ トワー ク に対 す る標 準

イ ン ター フェイス の概 念 を導入 して い る。

す なわ ち コマ ン ドま たは デ ー タ が ネ ッ トワー クに入 って くる前 に 、 ネ ッ ト標

準形 式 に翻 訳 され ・受 取 る ノー ドで局 所 的 な表 現 に再 び翻訳 され る。

この モ デル ネ ッ トワー クの利 用 者 が 、局所 的 な フ ァイル を ア クセ スす る の と

同 じ方 法 で 、遠 隔 の ファ イル を ア ク セ ス で きる よ うにす る こ とを 目指 してい る。

と ころで ネ ッ トワー ク の各 ノー ドに はそ の ノー ドの デー タ管 理 シ ス テ ムに従

っ て構 成 され 、 アク セ ス され る一 連 の ファイ ルが存 在 す る。 これ らの フ ァイル

は 、そ の記憶 ノー ドに よっ て適 応 され る プ ライバ シ ー な どの デ ー タ操 作 に対 す

る制 約 を受 け るが 、原 則 と して他 の どの ノー ドか ら もア ク セス で きる デー タ管

理 シ ス テ ムは2つ の範 ち ゅ うに分 類 す る こ とが で き、 ひ とつ は基 本 的 なデ ー タ

操 作 であ り、 ひ とつ は高 レベ ル の デ ー タ操 作 で あ る。基 本 的 なデ ー タ管理 シ ス

テ ムは3つ の フ ァ イル 編成 の み が操 作 の対 象 と して許 され る。す なわ ち逐 次 編

成 フ ァイル 、直接 編 成 フ ァ イルお よび索 引 付逐 次編 成 フ ァ イル であ る。

これ に対 して2つ の基 本 的 な呼 出 し手 法 が あ る。 す なわ ち、逐 次 呼 出 し手 法

と直接 呼 出 し手 法 であ る。 直接 呼 出 しに お い ては 、読 まれ るtv次 のnレ コー ド

は レ コー ドの検 索 キ ィー の値 に よっ て決 め られ る。 この キ ィー は ファ イル の レ

コー ドの一 項 目の値 であ る(索 引 付 逐 次編 成)又 は レ コー ド位 置 で あ る(直 接

編 成)の が普通 であ る。 従 って 、呼 出 し命 令 は2つ の一般 的 な形 式 を もって い

るo

す な わ ち、-READ/WRITE:フ ァイル 名:逐 次呼 出 しの と き

－READ/WRITE:フ ァイル 名 、キ ィー:直 接 呼 出 しの と き

高 レベ ルの デ ー タ管理 シス テ ムは 多 くの デー タベ ース操 作 シス テ ム に見 られ

一162一



操作 と記述 の ため の言 語 を持 つ こ とに よ って特 性 づ け られ る。 ユ ー ザ ー は デ ー

タ構 造 定義 言 語 を もちい て レ コー ド間(レ コー ド内)構 造 を定 義 す る こ とが で

きる。 これ らの デ ー タ構 造 に も とつ い て レコー ド内 構造 に も とつ く内容 検 索 や

レコ ー ド内 構造 に も とつ く構 造 検 索 の た め のデ ー タ操 作言 語 が用 意 され てい る。

た とえ ば内 容検 索 のた め の検 索 コ マ ン ドは 、

READデ ー タベ ー ス名 、条 件 式

とい う形 式 を とる。条 件 式 は レ コー ドを構 成 す る項 目 と項 目値 を演 算子 で結 合

してで きる基 本 条 件 をANDやORな どの論 理 演 算子 で結 合 す る こ とに よ って

構成 され るoま た構 造 検 索 の ため の検 索 コ マ ン ドは

READデ ー タベー ス名 、(カ レン ト・レコー ド)、 関 係

とい う形 式 を とる。 カ レン ト ・レ コー ドは シス テ ムが陰 に規 定 してい るた め 、

利用 者 は必 ず し も指定 す る必要 は ない。 「関係 」 は カレ ン ト ・レ コー ドに対 し

て必 要 とす る レ コー ドの レ コー ド内構造 の 名前 を指定 す る。 これ に よ って カ レ

ン ト ・レ コー ドか ら 「関 係」 に よっ て指定 され た レ コー ド内構 造 を もつ レ コー

ドの集合 デ ー タベ ー ス か ら検 索 され る。

この分 散 デ ー タベ ー スの操 作 モ デル は デ ー タ操 作 を上 にあ げ た2つ の段 階 に

分 け 、当面 は第 一 の基 本 的 な操 作 す なわ ち分 散 した ファ イル 操 作 の モ デ ル を提

案 してい る。 もっ と も従 来 か ら コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク を介 し ての フ ァ イ

ル転送 技 術 は 開発 され てい るが 、 ネ ッ トワー ク を介 しての フ ァ イル全 体 の転 送

にあ た って は デー タ伝送 に 多 きな負荷 を与 え るば か りでは な く、転 送 の対 象 と

な る フ ァイル の ロ ック に よる ファ イル共 用 の制限 な どが問題 に なる。 そ こで こ

の モデ ル では レ コー ドあ るい は利 用者 の必 要 とす る レ コー ドの集 合 だ け を ネ ッ

トワー ク を介 して転送 す る こ とを 目指 してい る点 で注 目され る。

この分 散 デー タ操 作 シス テ ムは全 て の ネ ッ トワー ク ・シス テ ムに適 用 す るあ

る非 常 に広範 な考 え方 に も とつ い てお りそ の基 本 構造 はつ ぎの とお りであ る。

ネ ッ トワー ク透 過 伝 送

第1の 考 え 方 は ネ ッ トワー ク透 過 伝送 に 関連 した もの で あ る。 利 用者 は ネ
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ッ トワー ク操 作 の内 部的 な手続 きを知 る こ とな く操 作 で きる よ うにす べ きで

あ るが 、特 定 の利 用 者 に対 しては内 部的 な操 作 を許 す ぺ きで あ ろ う。

実際 、特別の機 能 の実 行のために特定 の ノー ドを選 択 す る とい う機 能 を利 用

者 が もちい る とい う ことは あ り うる こ とで あ る。 ネ ッ トワー クを無 定形 の 資

源 と してい わば仮 想 的 デ ー タベー ス と して扱 う こ とが望 ま しい こ とは確 か で

あ り、 この よ うな環 境 では 、あ る デー タ検 索操 作 で利 用者 は デー タが ど こか

ら得 られ たか に気 を配 る必要 は ない 。 しか しなが らデー タベ ース の構造 に関

す る情 報 は 、利 用者 が それ を必 要 とす る場 合 は提 供 し、 よ り細 か い デー タベ

ー ス操 作 を可 能 にす べ きであ ろ う。

ノ ー ド ・イン タ フ ェー ス

第2の 主 要 な考 え 方 は ノー ド間 の イ ン タ フ ェース確 立 の ときに採 用す る方

法 に関 す る もの であ る。 サ ブシス テ ム をひ とつ の ネ ッ トワー クに結 合す るに

は3つ の万 法 が あ るo

(1)汎 用 シ ステ ム ー そ れぞ れ の ノー ドに標 準 的 なオ ペ レーシ ョン構 造 及

び モ ー ドを与 え て 、基 礎 か ら ソ フ トウエ ア ・シス テ ムを作 る こ とは可 能

で あ る。 この場 合 そ れ ぞれ の ノー ドは同一 の もの とな るので 、 イ ン タ フ

ェー ス問 題 は 実質 的 に消滅 す る。分 散 デー タ ・操 作 ・シス テ ムの場 合 は、

この こ とは全 ての ノー ドに新 しい一 連 の入 出力 サ ポ ー ト ・ル ー チ ン を備

え る こ とを意 味 す る。 これ は 、そ の 費用 の ため 、そ して局 所 的 あ るい は

ネ ッ トワー ク中で の フ ァイル及 び記憶 装 置 の使 用 を禁 ず る こ とに なるの

で現 実 的 な もの とは言 え ない。

② 普 遍 的 知識 一 ノー ドを リンクす る問題 の簡単 な第2の 解決 法 は 、利

用 者 が す べ ての ノー ドの デ ー タ ・操 作 ・シス テ ムの プ ロ トコル を知 って

い る こと を要 求 す る こ とであ る。 これ は 同一 シス テ ムの 、あ るい は非 常

に小 さ な ネ ッ トワー クで は可 能 な こ とであ るが利 用 者 に 多 くの知 識 を要

求 す る こ とに な り広 く不 特 定 の一般 利 用 者 が ネ ッ トワー クを 活用 す る こ

とには困 難 が と もな うこ とに なろ うo
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(3)変 換 一 ノ ー ド ・ イ ン タ フ ェ ー ス 問 題 に 対 す る 第3の 解 決 法 は 、 各 ノ

ー ドの ユ ー ザ ー に 端 末 プ ロ ト コ ル を 使 用 さ せ 、 種 々 の シ ス テ ム の デ ー タ

操 作 言 語 の 間 で 変 換 を 行 な わ せ る こ と で あ る 。

こ の 変 換 に は2つ の 異 っ た ア プ ロ ー チ が あ るo

①n2一 ト ラ ン ス レ ー タ:各 ノ ー ド に そ の ノ ー ドに 結 合 さ れ て い る

デ ー タ ベ ー ス の 構 造 お よ び 操 作 言 語 と 他 の す べ て の ノ ー ド に 結 合 さ れ て

い る デ ー タ ベ ー ス の 構 造 お よ び 操 作 言 語 と の 間 の ト ラ ン ス レ ー タ を 用 意

す る 。 こ の 場 合n個 の ノ ー ド の ネ ッ ト ワ ー ク で は 、n(n-1)値 す な

わ ち 、 大 略 、 ノ ー ド数 の2乗 に 比 例 す る ト ラ ン ス レ ー タ が 必 要 で あ る 。

② ネ ッ ト ワ ー ク ・標 準 ・ イ ン タ フ ェ ー ス:ネ ッ ト ワ ー ク ・標 準 イ ン

タ フ ェ ー ス が 変 換 に 関 し て 定 義 さ れ る 。 サ ー ビ ス の 要 求 が ノ ー ドAか ら

ノ ー ドBに 行 な わ れ る と き 、 ま ず 始 め に 、 要 求 はAの デ ー タ 操 作 言 語 か

ら ネ ッ ト ワ ー ク ・標 準 ・コ ー ド に 変 換 さ れ 、 次 に 実 行 の た め にBの デ ー

タ 操 作 言 語 に 変 換 さ れ る 。 そ れ ゆ え 、 各 ノ ー ドは 端 局 の 表 示 法 と ネ ッ ト

の 表 示 法 と の 間(及 び そ の 逆 の)変 換 用 の た だ 一 つ の ト ラ ン ス レ ー タ が

必 要 と な る だ け で あ る 。

利 用 者 ・ イ ン タ フ ェ ー ス

利 用 者 はDDAS(分 散 デ ー タ ベ ー ス 操 作 シ ス テ ム)の サ ー ビ ス を 要 求 す

る に あ た っ て は あ る 手 続 き が 必 要 で あ る 。 こ れ に は2つ の 方 法 が あ る 。

一 明 示 的DDASサ ブ ル ー チ ン の コ ー ル

一 回 ー カ ル ・ス ー パ バ イ ザ ー へ の1/0要 求

後 者 に つ い て は も っ と 詳 細 な 説 明 が 必 要 で あ ろ う 。 ロ ー カ ル の フ ァ イ ル に

ア ク セ ス し よ う と す る プ ロ グ ラ ム が1/Oオ ペ レ ー シ ョ ン を 実 行 し た い と き

は い つ で も 、(ロ ー カ ル)ス ー パ バ イ ザ ー の1/Oル ー チ ン を 始 動 さ せ る た

め の 命 令 を 発 生 さ せ る 。DDASで す べ て の そ の よ う な 要 求 を 受 け 取 り 、 参

照 さ れ る フ ァ イ ル が ロ ー カ ル か 又 は リ モ ー トか を 決 定 す る た め に テ ス トを 行

な う こ と は 可 能 で あ る 。 フ ァ イ ル が リ モ ー トで あ る な ら ば 、1/O命 令 は デ ー
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タ 記 憶 ノ ー ド で の 実 行 の た め ネ ッ ト ワ ー ク 中 に 送 ら れ る 。 フ ァ イ ル が ロ ー カ

ル な ら ば 、 コ ン ト ロ ー ル は ロ ー カ ル ・ス ー パ バ イ ザ ー へ 返 還 さ れ る 。 こ れ は

ネ ッ ト ワ ー ク の1/Oが 殆 ん ど 完 全 に 利 用 者 に 目 に 見 え な い で 実 行 さ れ る と

い う 利 点 を 持 っ て い る 。 利 用 者 は ロ ー カ ル ・ フ ァ イ ル へ の ア ク セ ス の と き使

用 し た の と 同 じ命 令 で リ モ ー ト ・ フ ァ イ ル に ア ク セ ス す る こ と に な る 。

し か し な が ら 第2の 方 法 は 技 術 的 に 困 難 な 点 も 多 い た め 当 面 第1の 方 法 す

な わ ち 明 示 的 にDDASサ ブ ル ー チ ン を コ ー ル す る 方 法 が 採 用 さ れ て い る 。

と こ ろ で サ ブ ル ー チ ン ・ コ ー ル の フ ォ マ ッ トは 、(も し 全 て の 本 質 的 な パ

ラ メ タ ー が 規 定 さ れ て い る な ら ば)ノ ー ド と ノ ー ドで 変 化 す る こ と は 許 さ れ

る 。DDAS機 能 の 一 つ は こ れ ら の コ ー ル を ネ ッ ト ワ ー ク の 標 準 命 令 に 変 換

す る こ と で あ る 。<図4.3.1>は2個 の ノ ー ドお よ びDDASシ ス テ ム に 対

す る 関 係 を 示 し て い る 。

ホ ス ト ・

オペ レーテ ィング

シ ス テ ム

DDAS

(A)

DDAS

ホ ス ト ・

オ ベ レ ー テ イン グ

ー
シスァム

(例OS/360)
通 信

ネ ッ ト

ワ ー ク
ア プ リケー シ ョン

プ ロ グ ラ ム

ア プ リケ ーシ ョン

プ ロ グ ラ ム

ノ ー ドA ノ ー ドB

図4.3.1DDASの 全 構 成 図

図 はDDASソ フ ト ウ エ ア は ホ ス ト ・オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム と ネ ッ

ト ワ ー ク の 間 の バ ッ フ ァ と し て 働 い て い る こ と を 示 し て い る 。 そ れ ぞ れ の ノ

ー ドは 機 能 的 に 等 価 な 一 組 のDDASル ー チ ン を 保 有 し て お り
、 そ れ ぞ れ ノ

ー ド は ネ ッ ト ワ ー ク 上 に 分 散 し て い る 。

こ のDDASの 概 略 図 は ア ク セ ス ・ プ ロ セ ス に つ い て は 触 れ て い な い が 、
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こ の ア ク セ ス ・ プ ロ セ ス は 遠 隔 の 利 用 者 の た め に ネ ッ ト ワ ー ク の1/0命 令

を 実 行 す る プ ロ セ ス(プ ロ グ ラ ム)で あ る 。

ア ク セ ス ・ プ ロ セ ス

ア ク セ ス ・ プ ロ セ ス(AP)は1/O命 令 を 受 け て デ ー タ 操 作 を お こ な う

こ と に な る が 、 そ れ ぞ れ の ノ ー ドに 一 つ のAPあ る い は い く つ か のAPが あ

る か ど う か 、 ま た はAPは 問 題 プ ロ グ ラ ム あ る い は シ ス テ ム ・ プ ロ グ ラ ム・と

し て 働 くか ど うか は 明 ら か で は な い 。 そ こ で 当 面 はAPは 各 ノ ー ド の リ モ ー

ト ・利 用 者 に 一 つ ず つ も た せ る こ と に し た 。 〈 図4.3.2>は3個 の ノ ー ドの

ネ ッ ト ワ ー ク で の こ の こ と を 図 示 し て い る 。2個 の 利 用 者 プ ロ セ ス(プ ロ グ

ラ ム)、jとK、 が あ る 。 前 者 は ノ ー ドAで 実 行 さ れ 、 後 者 は ノ ー ドBで 実

行 さ れ る 。 プ ロ セ スjは 一 つ のAPす な わ ち フ ァ イ ルxに ア ク セ ル す るj.C

を 持 っ て い る 。 プ ロ セ スKは2つ のAP、 す な わ ち ノ ー ドAの フ ァ イ ルWと

ノ ー ドCの フ ァ イ ルy、zに そ れ ぞ れ ア ク セ ス す るK.AとK.Cを 持 っ て い

る 。 換 言 す れ ば 、 そ れ ぞ れ の ユ ー ザ ー 、jとK、 は 各 リ モ ー ト ・ノ ー ドのAP

に よ っ て 擬 ユ ー ザ ー と し て 表 わ さ れ て い る 。

こ の ア ク セ ス ・プ ロ セ ス(AP)は そ れ ぞ れ の ノ ー ドで 問 題 プ ロ グ ラ ム と し て

処 理 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 任 意 の ノ ー ドか ら コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク に

結 合 さ れ て い る す べ て の フ ァ イ ル を ア ク セ ス す る こ と が 可 能 と な る 。 そ れ ぞ

れ の ノ ー ド で あ る コ ン ピ ュ ー タ に お い て デ ー タ 操 作 あ る い は フ ァ イ ル 操 作 に

必 要 な フ ァ イ ル 制 御 テ ー ブ ル が ア ク セ ス ・ プ ロ セ ス の 実 行 に と も な っ て 作 成

さ れ るo

ジ ョ ブ 開 始 の 時 刻 と 最 初 の1/0命 令 が 発 生 さ れ る 時 刻 の 間 に 、 こ れ ら の テ

ー ブ ル は 作 成 さ れ ね ば な ら な い 。 そ し て リ ン ケ ー ジ(
.ポ イ ン タ)が テ ー ブ ル

間 に 、 そ し て 種 々 の フ ァ イ ル ・ア ク セ ス ・ル ー チ ン に 対 し て 生 成 さ れ ね ば な

ら な い 。 こ れ は 大 き な 作 業 で あ る が 、 ロ ー カ ル1/Oソ フ ト ウ エ ア を 使 う こ

と に な っ て い る の な ら ば 避 け る こ と は で き な いo出 来 る な ら ば(ホ ス ト ・ス

ー パ バ イ ザ ー で)自 動 的 に 行 な う こ と が 望 ま し い の は 明 ら か で あ る 。 ア ク セ
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task/

tosk

K・A

CPU

task

K・C

ノー ドC

CPU

図4.3.2擬:・ ・-L-一・ザ ー と し て の ア ク セ ス ・ プ ロ セ ス

ス ・ プ ロ セ ス を 問 題 プ ロ グ ラ ム と し て ロ ー ド す る こ と は ま さ に こ の こ と で あ

る 。 同 時 に こ の こ と に よ り 特 別 の 集 計 又 は フ ァ イ ル 保 全 ソ フ ト ウ エ ア を 記 述
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す る必要 が な くな る。 とい うの はAPが ロー カル ・利用者 ・プ ロノ ラム とし

て 働 くときは,通 常 の チ ェ ックを受 け るか らであ る。

つ ぎにAPを コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク の中 で ξの よ うに構 成 す れ ば よ

い か とい う問題 があ る。す な わ ちAPは リモ ー ト利 用者 か らの フ ァ イル 操 作

コ マン ドを受 け取 り、必 要 な フ ァ イル操 作 た とえ ば指定 され た条 件 を満 たす

よ うなレ コー ドを検 索 す る とい うよ うな操 作 をお こなっ た後 で 、必 要 な情 報

を リモ ー ト利 用 者 に送 り返 す とい う機 能 を もっ てい る。そ こで このAPを ネ

ッ トワー ク に結合 され てい る ノ ー ドご とに作 成 す るのか あ るい は リモ ー ト利

用者 ご とに作 成 す るのか とい う問題 であ る。 と ころが ノー ドご とに ひ とつ の

APを 作 成 す る ため にす べ て の リモー ト利 用者 が使 用す る ファ イル を前 もっ

て割 り合 て て お く必 要 が あ り、 デ ー タの 有効 利 用 とい う観 点 か ら も現 実 的 と

は言 い難 い。 ピー プルの モ デ ル で は この よ う な観 点 か ら リモ ー ト利 用 者 の ひ

とつ の ノー ドあ た りひ とつ のAPを 作成 す る とい う考 え 方 を採 用 してい る。

これ に よっ てDDASは フ ァ イル操 作の た め の コマ ン ドを受 け と り、デ ー タ

を リモ ー ト利 用 者 に返 す 多 くの独 立 したAPか ら構 成 され 、 それ ぞれ のAP

は リモ ー ト利 用 者 の ノー ドと結 ば れ た形 で使 用 され てい る間 だ け生 きて い る

こ とに なるo

ア ク セス ・プ ロセス の他 に、DDASの 制 御機 能 が ネ ッ トワー ク の ノー ド

に分 布 され る が 、DDAS設 計問 題 の主 要 部 は これ らの プ ロセス の全 て と親 ユ

ー ザ ー ・ジ ョブ間 での通 信 に関 係 した もの であ る。 こ こでは フ ァ イル操 作あ

る いは デ ー タベ ー ス操 作 とデー タの伝 送 あ るい は通 信 に関 す る問題 とは分 離

して考 え られ てx・り、 プ ロセス 内 の通 信(IPC)の 機 能 につ い ては つ ぎに解

説 す る。

プ ロセス 間 通信(IPC)

コ ン ピュ ー タが単独 に利 用 され る とい う コン ピュー タの初 期 の利 用 形 態 で

は 、利 用 者 の 作成 した プ ログ ラムは共 用 記 憶(主 記憶 又 は補 助 記憶)に よっ

て プ ログ ラム間 の情報 を交 換 してい たoコ ン ピュ ータ ・シ ス テ ムが 進 む につ

一169一



れ て 、 あ る 資 源 管 理 機 能 が 利 用 者 プ ロ グ ラ ム か ら 抽 出 さ れ 、 チ ャ ネ ル を 管 理

す る1/Oス ー パ バ ィ ザ ー の よ う に 、 分 離 し た 同 時 実 行 プ ロ セ ス へ 割 当 て ら

れ る よ う に な っ た 。

こ れ ら の サ ー ビ ス ・プ ロ セ ス の 出 現 に よ っ て 、 初 期 の 通 信 機 能 は オ ペ レ ー

テ ィ ン グ ・シ ス テ ム に 組 み 入 れ ら れ 、 利 用 者 が1/0オ ペ レ ー シ ョ ン を 実 行

す る 必 要 の あ る と き は 、1/Oス ー パ バ イ ザ ー に 割 込 み と レ コ ー ド ・バ ッ フ

ァ ・ア ド レ ス の シ ク ナ ル を 送 る こ と に よ っ て 操 作 を お こ な う と い う 手 続 き が

と ら れ るo

ネ ッ ト ワ ー ク 環 境 に お い て は 、 融 通 性 を 持 っ たIPCシ ス テ ム の 需 要 が 明

確 に な っ て き た 。 す な わ ち 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 結 合 さ れ て い る ソ フ ト ウ

エ ア が 相 互 作 用 を お こ な う と い う よ う な ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 で あ る 。 し た が

っ てDDASの 設 計 に あ た っ て は 一 般 化 さ れ たIPC機 能 を 開 発 す る こ と と、

そ の 上 にDDASを 構 築 す る こ と の2つ の 問 題 が あ る 。

4.3.1ネ ッ ト ワ ー ク ・ コ マ ン ド言 語

ピ ー プ ル は コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て デ ー タ ベ ー ス を ア ク セ ス

す る た め の 基 本 的 な デ ー タ ベ ー ス 操 作 言 語 を ネ ッ ト ワ ー ク ・ コ マ ン ド言 語 と

呼 び 、 従 来 の デ ー タ ベ ー ス 操 作 言 語 あ る い は フ ァ イ ル 操 作 言 語 の 拡 張 と い う

形 式 を も っ た 言 語 を 提 案 し て い る 。 こ こ で そ の コ マ ン ド言 語 を 紹 介 す る が 、

そ の 表 現 は 一 般 利 用 者 の た め の も の で あ り ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 伝 送 さ れ る

と き の 形 式 と は 異 な っ て い る 。

(1)READ-N

READコ ン ン ドは 、 ネ ッ ト ワ ー ク に 結 合 さ れ て い る デ ー タ ペ ・一一・ス か ら

ロ ー カ ル な1次 記 憶 装 置 に 、 複 数 個 の レ コ ー ド を 移 送 す る た め の コ マ ン ド

で あ る 。 こ の 形 式 は 次 の と お り。

READ-Nフ ァ イ ル 名 〔検 索 キ ー の リ ス ト 〕

〔,バ ッ フ ァ 〕 〔,X〕 〔,〈 パ ス ワ ー ド〉 〕:

フ ァ イ ル 名:操 作 の 対 象 と な る フ ァ イ ル を 指 定 す る 。 一 回 の 操 作 で は ひ と
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つ の フ ァ イ ル だ け が 対 象 と な る 。

キ ー の リ ス ト:検 索 さ れ る レ コ ー ド を 指 定 す る 。 こ の コ マ ン ド体 系 は 逐

次 呼 出 し フ ァ イ ル 、 直 接 呼 出 し フ アィ ル 、 索 引 付 逐 次 呼 出 し フ ァ イ ル を 対 象

と し て い る 。 し た が っ て キ ー は そ れ ぞ れ の 編 成 形 態 を も っ た フ ァ イ ル の レ

コ ー ド 識 別 子 で あ る 。

バ ッ フ ァ:検 索 し た レ コ ー ド を 保 存 す る エ リ ア の ア ド レ ス を 与 え る 。

X:レ コ ー ド は 、 更 新 が 生 じ る 可 能 性 が あ る 場 合 排 他 的 利 用 の た め の 制

御 の も と に 検 索 さ れ る 。 フ ァ イ ル が 排 他 的 な 利 用 形 態 と し て オ ー プ ン

さ れ て い な い と き は フ ァ イ ル は 共 用 可 能 で あ る(ア ク セ ス 権 は 、 い く

つ か の 同 時 に ア ク チ ブ な プ ロ セ ス に 許 さ れ て い る)。

ぐ 弦 ワー ト〉:レ コ 「 ドに 対 し て パ ス ワ ー ド を 指 定 す る 。

(た と え ば 、 〈readkey=07,writekey=25>)o

(2)WRITE-N

WRITEコ マ ン ドは 、 複 数 個 の レ コ ー ド を 、 ロ ー カ ル な1次 記 憶 装 置

か ら 、 遠 隔 の デ ー タ ベ ー ス に 移 送 す る 。 こ の 形 式 は 次 の と お り 。

WRITE-Nフ ァ イ ル 名 〔,キ ー の リ ス ト 〕 〔〈 パ ス ワ ー ド 〉 〕

〔,バ ッ フ ァ 〕;

こ の コ マ ン ドの パ ラ メ ー タ の 意 味 は 前 述 のREADコ マ ン ド と 同 じ で あ る 。

(3)RELEASE-N

RELEASE-Nコ マ ン ド は 、 排 他 的 利 用 と い う 制 御 の も と に 検 索 さ

れ た レ コ ー ド に 対 し て そ の 制 御 を 解 き 放 す た め に 使 用 す る 。 排 他 的 利 用 の

制 御 の 下 に あ る レ コ ー ドに 対 す る 書 き 込 み 操 作 、 ま た は 、 そ れ を 含 む フ ァ

イ ル の ク ロ ー ズ で も 、 レ コ ー ド が 解 か れ る こ と に な るo

RELEASE-Nフ ァ イ ル 名 〔,キ ・i－の リ ス ト 〕;

(4)OPEN-N

OPENコ マ ン ド は 、 利 用 者 に 対 し て 、 フ ァ イ ル を 利 用 可 能 に す る た め

に 使 用 す.る 。 こ れ に よ っ て 、 ア ク セ ス ・ プ ロ セ ス は 、 そ の フ ァ イ ル にOP
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ENを 出 し 、 フ ァ イ ル ・コ ン ト ロ ー ル ・ ブ ロ ッ ク の エ ン ト リ ー を 完 成 さ せ

るo

…-Nフ アイ¶ 〔'LEAVE〕 〔'X〕

〔,〈 パス ワー ド〉 〕;

こ こ で 、

1:フ ァ イ ル が 入 力 の た め の み に 使 用 す る こ と を 示 す 。

0:出 力 の た め の み に 使 用 す る こ と を 示 す 。

U:フ ァ イ ル は 更 新 の た め に 使 用 さ れ る こ と を 示 し 、 こ の フ ァ イ ル に 対

し て は 入 力 操 作 と 出 力 操 作 と が 共 に 可 能 と な るg

LEAVE:処 理 が 始 ま る 前 に 、 フ ァ イ ル は(通 常)最 初 の 位 置 に リ セ

ッ トさ れ る(た と え ば 、 テ ー プ ・ フ ァ イ ル は 巻 戻 さ れ る)。

LEAVEパ ラ メ ー タ が 指 定 さ れ て い る 場 合 、 リ セ ッ ト は 起

ら な いo

X:フ ァ イ ル の 排 他 的 利 用 を 示 す 。 こ の 利 用 者 が ク ロ ー ズ す る ま で 、 他

の 利 用 者 は 、 こ の フ ァ イ ル を オ ー プ ン で き な い 。 フ ァ イ ル が す で に オ

ー プ ン さ れ て い る 場 合 、 こ の 状 態 は 、 利 用 者 に 知 ら さ れ る 。

〈 パ ス ワー ド>1フ ァ イ ル に 対 し て パ ス ワ ー ド を 指 定 す る 。

(5)CLOSE-N

CLOSEコ マ ン ド は 、 フ ァ イ ル 処 理 の 完 了 を 示 す 。 こ れ に よ っ て 、 利

用 者 は 、 実 行 を 終 了 す る 前 に 、 そ の フ ァ イ ル を フ リー に す る こ と が で き る

(ま た 、 テ ー プ ・ リ ー ル ま た は デ ィ ス ク ・パ ッ ク の 場 合 、 そ れ に 割 り 当 て

ら れ て い る 装 置 も 解 放 す る)。 こ れ は 、 前 に あ るOPENコ マ ン ド と 対 に

な っ て い な け れ ば な ら な い(す な わ ち 、CLOSEを さ し は さ ま な け れ ば 、

1個 の フ ァ イ ル に つ い て2つ の 続 い たOPENは 実 行 で き ず 、 そ の 逆 も同

様 で あ る)。
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CLOSE-Nフ ァ イ ル 名 〔,LEAVE〕;

こ の コ マ ン ド に 対 す る パ ラ メ ー タ の 意 味 はOPENコ マ ン ド と 同 じ で あ る。

(6)FIND-N

FINDコ マ ン ド は 、 指 定 さ れ る レ コ ー ド を 位 置 付 け 、 そ の ア ド レ ス を

利 用 者 の ア ク セ ス ・プ ロ セ ス に 保 存 す る 。 こ れ は 、 索 引 付 逐 次 呼 出 し フ ァ

イ ル か ら 順 次 に 検 索 を 行 う に あ た り、 予 め 、 適 当 な 開 始 点 を 定 め る た め に

利 用 で き る 。

FIND-Nフ ァ イ ル 名 キ ー 値 〔,〈 パ ラ メ ー タ 〉 〕;

こ の コ マ ン ド の パ ラ メ ー タ の 意 味 は 前 述 の と お り で あ る 。

(7)CNTRI」-N

CNTRL-Nコ マ ン ド は 、 周 辺 装 置 を 位 置 付 け る た め に 使 用 す る(巻

戻 し 、 等)。

CNTRL-Nフ ァ イ ル 名,コ ン ト ロ ー ル コ ー ド 〔,〈 パ ス ワ ー ド〉〕

こ こ で 、 コ ン ト ロ ー ル ・ コ ー ド:取 る べ き ア ク シ ョ ン を 指 定 す る 。

選 択 は 次 の よ う に し て 行 な う 。

(i)S(n):nレ コ ー ド先 読 み す る 。

㈹B(n):nレ コ ー ドだ け バ ッ ク ス ペ ー ス す る 。

(jii)RESET:OPEN、CLOSEコ マ ン ド の よ う に 、 最 初 の 位

置(ラ ベ ル の 前 、 等)に セ ッ トす る

(8)COPY

COPYコ マ ン ド は 、 複 数 個 の レ コ ー ド を 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー

ク を 介 し て 結 合 さ れ て い る ひ と つ の ノ ー ドに 付 属 す る フ ァ イ ル か ら 、 他 の

(同 じ で も よ い)ノ ー ド の フ ァ イ ル に 移 送 す る た め に 使 用 す る 。 た と え ば 、

利 用 者 が 遠 隔 の ノ ー ド で 保 存 さ れ て い る2つ の フ ァ イ ルxとyを 処 理 し て

い る 場 合 、xか らyへ 、 自 分 自 身 の ノ ー ド に 移 さ ず に 、 レ コ ー ドを 移 送 す

る た め にcopyコ マ ン ド を 利 用 で き る 。 送 る ノ ー ド ま た は 受 取 る ノ ー ドは

自 分 自 身 の ノ ー ド で あ っ て も よ い 。 し か し 、 と の 場 合 、 こ の ロ ー カ ル な フ
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ア イ ル に 対 し てReadかWriteコ マ ン ド を 与 え な け れ ば な ら な い 。

d・PYフ ァ イ ル 名 一一1、 フ ァ イ 鳩 一 ・ 〔・1謡 リ ス ト 〕 〔,w〕

〔,〈 パ ス ワ ー ド1>〕 〔,<パ ス ワ ー ド2>〕;

こ こ で 、

フ ァ イ ル 名 一1:ソ ー ス ・ フ ァ イ ル を 指 定 す る 。

フ ァ イ ル 名 一2:タ ー ゲ シ ト ・フ ァ イ ル を 指 定 す る 。

キ ー の リ ス ト:複 写 さ れ る レ コ ー ド を 指 定 す る 。

ALL:全 フ ァ イ ル が 複 写 さ れ る こ と を 示 す 。

w－ 利 用 者 が 完 了 を 待 つ こ と を 示 す 。

:::;:tll;}・
ド㌫ ルと・一 ・ファイルのパス・一

(9)FILE-REQ

FILE-REQコ マ ン ド は 、 利 用 者 が 遠 隔 の フ ァ イ ル を ア ク セ ス す る

際 に 使 用 す る 。 こ れ に よ っ て 、 ア ク セ ス ・プ ロ セ ス が 生 成 さ れ(ま た は ア

ク テ ィブ に さ れ)、 ア ク セ ス ・プ ロ セ ス と 利 用 者 の プ ロ セ ス の 間 の リ ン ク が

生 成 さ れ る 。

FILE-REQフ ァ イ ル ー リ ス ト;

こ こ で 、

フ ァ ィ ル ー リ ス ト:ア ク セ ス さ れ る 遠 隔 の フ ァ イ ル そ れ ぞ れ に 対 す る フ

ァ イ ル の 記 述 を 行 な う 。

そ れ ぞ れ の フ ァ イ ル 記 述 は 、 次 の よ う に 行 な う 。

フ ァイル名 〔'ジ ェネ レー シ ョン 〕{

・1;1…
,E}〔'バ ツフア'

ア ド レ ス 〕 〔,〈 パ ス ワ ー ド〉 〕 〔,NEW〕 〔,装 置 〕 〔,容 量 〕
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,DECATLG

CATLG

DESTROY

〔,TEMP〕

こ こ で 、

フ ァ イ ル 名:1/0コ マ ン ド で 使 用 さ れ る フ ァ イ ル 名 を 指 定 す る 。

ノ ー ド名:保 存 す る ノ ー ド を 指 定 す る 。

LOCATE:保 存 す る ノ ー ド を ネ ッ ト ワ ー ク ・フ ァ イ ル ・デ ィ レ ク ト リ

ー で 位 置 付 け る こ と を
、 シ ス テ ム に 知 ら せ る 。

ジ ェネ レー シ ョン:負 の 整 数 値 か 零 。 省 略 す る と 、 零(
.現 在)仮 定 さ れ る 。

NEW:'フ ァ イ ル が ま だ 存 在 し て い な い こ と を 、 シ ス テ ム に 知 ら せ

るo

バ ッ フ ァ ・ア ド レ ス:利 用 者 の プ ロ グ ラ ム の ど こ で 、 レ コ ー ド を 検 索 し、

保 存 す る の か を 、 シ ス テ ム に 知 ら せ るo

〈 パス ワー ド〉:パ ス ワ ー ド を 指 定 す る 。

装 置:新 し い 出 力 フ ァ イ ル に 使 用 す る 装 置 の 型 を 示 す 。

容 量:新 し い フ ァ イ ル が 占 有 す る と予 想 さ れ る 記 憶 装 置 の 容 量 を 示

す 。

CATLG:新 し い フ ァ イ ル が 、 保 存 の ノ ー ド で カ タ ロ グ さ れ る こ と を 意

味 す る 。

DECATLG:保 存 の ノ ー ド で 、 フ ァ イ ル が 、(ロ ー カ ル)カ タ ロ グ か

ら 除 か れ る こ と を 意 味 す る 。

DESTROY:フ ァ イ ル が 消 去 さ れ る こ と を 意 味 す る 。

TEMP:フ ァ イ ル が 、 そ の ジ ョ ブ の 間 は 生 成 さ れ て い る が 、 ジ ョ

ブ が 終 了 す る 時 に 消 去 さ れ る こ と を 意 味 す る 。

(10)END-REQ

END-REQコ マ ン ドは 、 遠 隔 の ア ク セ ス ・プ ロ セ ス に 、 こ れ 以 上

FILE-REQが な い こ と を 知 ら せ る 。 こ れ は 、 ア ク セ ス ・ プ ロ セ ス が
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ロ ー ド さ れ る こ と を 意 味 す る 。 こ の コ マ ン ドは パ ラ メ ー タ を 持 た な い 。

END-REQ;

⑪COMAC

COMACコ マ ン ド は 、 コ マ ン ド の 実 行 が 正 し く行 な わ れ て い る こ と を

確 認 す る た め に 、 シ ス テ ム で 内 部 的 に 使 用 さ れ る 。

COMACフ ァ イ ル 名 〔,NF:キ ー の リ ス ト 〕;

こ こ で 、

フ ァ イ ル 名:こ の コ マ ン ドが 実 行 さ れ る フ ァ イ ル の 名 前 を 指 定 す る 。

NF:(ア ク セ ス ・ プ ロ セ ス)がREAD-Nコ マ ン ド を 実 行 し た 時

に 、 直 接 呼 出 し ま た は 索 引 付 逐 次 呼 出 し フ ァ イ ル に お い て レ コ ー

ド が 見 つ か ら な か っ た こ と を 示 す コ ー ド で あ る 。

キ ー の リ ス ト:見 つ か ら な い レ コ ー ド に 対 す る キ ー の リ ス ト を 示 す 。

⑫SYSER

SYSERコ マ ン ド も 内 部 的 な も の で あ り 、NCLコ マ ン ド を 実 行 し

よ う と し た 時 の 、 シ ス テ ム の 誤 り を 示 す た め に 使 用 さ れ る 。

SYSERエ ラ ー ・コ ー ド 〔,フ ァ イ ル 名 〕;

こ こ で 、

エ ラ ー ・ コ ー ド:特 定 の エ ラ ー の 状 態 を 示 す 。

フ ァ イ ル 名:ど の フ ァ イ ル に エ ラ ー が あ る か を 示 す た め に 使 用 さ れ る 。

(i3)TERMINATE

TERMINATEコ マ ン ド は 、 ア ク セ ス ・ プ ロ セ ス を 終 了 さ せ る た め

に 、 す べ て の デ ー タ を 保 存 し て い る ノ ー ド に 送 ら れ る 。 こ の コ マ ン ドは 、

い く つ か の フ ァ イ ル だ け 、 ま た は フ ァ イ ル 全 て を 終 了 さ せ る こ と を 規 定 で

き る 。

TERMINATE〔 フ ァ イ ル 名 リ ス ト 〕;

Q4)ACTIVATE

ACTIVATEコ マ ン ド は 、 そ れ 自 体 は デ ー タ ・ ア ク セ ス に 使 用 し な
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い 。 こ の コ マ ン ドは 、 既 存 の ア ク セ ス ・ プ ロ セ ス を 作 動 さ せ る た め の も の

で あ る 。 ア ク セ ス ・プ ロ セ ス が 生 成 さ れ て い る 時 、 以 後 の 使 用 の た め に 、

AP-LIBと 呼 ば れ る シ ス テ ム の プ ロ セ サ ・ ラ イ ブ ラ リ ィ に 保 存 で き るo

そ う し て お く と 、 後 で 使 用 す る 場 合 、 か な り長 い 生 成 の 手 続 き を 行 な わ ず

に 、 直 接 使 用 で き る 。 こ の 形 式 は 次 の と お り:

ACTIVATEア ク セ ス ・ フ●ロ セ ス 名;

こ こ で 、AP名 は 、 ア ク セ ス ・ プ ロ セ ス に 付 け ら れ た 利 用 者 が 定 義 す る 名

前 で あ る 。

q5)SAVE

8AVEコ マ ン ド は 、 ア ク セ ス ・ プ ロ セ ス を 、 生 成 し た 後 で 保 存 す る た

め に 使 用 す る 。 こ の 形 式 は 次 の と お り:

SAVEア ク セ ス ・プ ロ セ ス 名 〔,〈 パ ス ワ ー ド〉 〕

こ こ で 、

〈 パ ス ワ ー ド〉:こ の ア ク セ ス ・ プ ロ セ ス を 保 護 す る た め に 定 義 さ れ る

パ ス ワ ー ド を 指 定 す るo

名 前 は 重 複 し て い て は い け な い 。 利 用 者 は 、 そ の 名 前 が 、 再 定 義 さ れ 、

SAVEコ マ ン ドが 再 び 出 さ れ る 可 能 性 が あ る こ と を 前 提 と し な け れ ば な

ら な い 。

(16)DELETE

DELETEコ マ ン ド は 、 ア ク セ ス ・プ ロ セ ス をAP-LIBか ら 取 り

除 く た め に 使 用 す るoこ の 形 式 は 次 の と お り:

DELETEア ク セ ス ・プ ロ セ ス 名 〔,〈 パ ス ワ ー ド 〉 〕

こ こ で 、

〈 パ ス ワ ー ド 〉:他 の 利 用 者 のAPを 誤 っ て 削 除 す る こ と を 防 ぐ た め の

パ ス ワ ー ド を 指 定 す るo

〈17)DESCRIBE

新 し い フ ァ イ ル を ネ ッ ト ワ ー ク ・ ラ イ ブ ラ リ ィ に 追 加 す る 時 、 そ の 記 述

一177一



も 同 様 に.与 え な け れ ば な ら な い 。 し た が っ て 、DESCRIBEコ マ ン ド

が 必 要 で あ る 。 そ れ ぞ れ のDESCRIBEコ マ ン ド に は 、 そ の フ ァ イ ル

の レ コ ー ド形 式 記 述 が 続 い て 指 定 さ れ る 。

(18)GET-DESCRIPTION

メ ッ セ ー ジ 記 述 の よ う に 、 フ ァ イ ル 記 述 は 、 以 後 の 使 用 の た め に 保 存 さ

れ るoこ の 記 述 は 、GET-DESCRIPTIONコ マ ン ド で 検 索 で き

る0

4.3.2分 散 デ ー タ ベ ー ス の 記 述

コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て の デ ー タ ベ ー ス 操 作 の た め の コ マ ン

ド体 系 は 、 デ ー タ ベ ー ス 操 作 プ ロ ト コ ル と も 言 え る も の で あ る 。 前 節 で は ピ

ー プ ル の 提 案 し た ネ ッ ト ワ ー ク ・コ マ ン ド言 語 に つ い て 紹 介 し た が 、 そ こ で

挙 げ た コ マ ン ド あ る い は パ ラ メ ー タ だ け を も ち い て 分 散 し た デ ー タ ベ ー ス の

ア ク セ ス ・プ ロ セ ス を 生 成 す る に は 不 充 分 な 点 が あ る 。 す な わ ち ネ ッ ト ワ ー

ク ・ コ マ ン ド言 語 は 一 般 利 用 者 の た め の デ ー タ 操 作 言 語 で あ り 、 デ ー タ ベ ー

ス の 構 成 に 関 す る 細 か い 指 定 は む し ろ 避 け る べ き で あ る 。 し た が っ て 利 用 者

が ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て デ ー タ ベ ー ス を 操 作 す る た め に 必 要 な ア ク セ ス ・プ

ロ セ ス を 生 成 す る に あ た っ て は 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 結 合

さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス の 構 造 を 記 述 し て お き 、 そ の 記 述 を も ち い な が ら 利

用 者 の 指 定 し た コ マ ン ド に も と つ い て ア ク セ ス ・プ ロ セ ス が 生 成 さ れ る こ と

に な る 。 こ の 体 系 は デ ー タ ベ ー ス 操 作 シ ス テ ム に お い て デ ー タ ベ ー ス 構 造 を

定 義 す る た め の 記 述 と デ ー タ ベ ー ス を 操 作 す る た め の 記 述 が 独 立 に お こ な わ

れ る こ と に 似 て い る 。 こ の コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 結 合 さ れ て

い る 分 散 し た デ ー タ ベ ー ス の 記 述 が ネ ッ ト ワ ー ク ・ フ ァ イ ル ・デ ィ レ ク ト リ

で あ る 。

ネ ッ ト ワ ー ク ・ フ ァ イ ル ・デ レ ク ト リ ー(NFD)は 、 こ の ネ ッ、ト ワ ー ク

の す べ て の ノ ー ドに 渡 っ て 分 布 し て お り 、2レ ベ ル の デ レ ク ト リ ー か ら 構 成

さ れ て い る 。 ひ と つ は ロ ー カ ル ・ イ ン デ ッ ク ス で あ り 、 そ れ ぞ れ の ノ ー ドに
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,

保 存 さ れ て い る 、(ネ ッ ト ワ ー ク)フ ァ イ ル の 詳 細 な記 述 が 含 ま れ て い る 。

ひ と つ は ネ ッ ト ワ ー ク ・ イ ン デ ッ ク ス で あ り 、 遠 隔 フ ァ イ ル に 関 す る 要 約 情

報 が 含 ま れ て い る 。 こ の ネ ッ ト ワ ー ク ・ イ ン デ ッ ク ス は 、 実 際 に は デ レ ク ト

リ ー の 集 ま り で あ る 。 利 用 者 は 、 各 々 遠 隔 フ ァ イ ル に 対 す る 個 人 的 な イ ン デ

ッ ク ス を 持 っ て お り 、 こ れ ら す べ て の 集 ま り が 、 ネ ッ ト ワ ー ク ・イ ン デ ッ ク

ス と 呼 ば れ る 。 ネ ッ ト ワ ー ク ・イ ン デ ッ ク ス 中 に 記 録 さ れ て い る フ ァ イ ル は

遠 隔 的 で あ る と い う 厳 密 な 制 限 は な い 。 し か し 、 ロ ー カ ル ・・イ ン デ ッ ク ス に

記 録 さ れ て い る フ ァ イ ル は す べ て 局 所 的 に 保 存 さ れ て い な け れ ば な ら な い 。

利 用 者 の 要 求 が 、 ネ ッ ト ワ ー ク ・ フ ァ イ ル を ア ク セ ス し て い る 時 、 利 用 者

の ネ ッ ト ワ ー ク ・ イ ン デ ッ ク ス が 、 保 存 ノ ー ド を 位 置 付 け る た め に 走 査 で き

る 。 保 存 ノ ー ドで は 、 局 所 的 イ ン デ ッ ク ス は 、 ア ク セ ス ・プ ロ セ ス 生 成 に 要

す る 詳 細 な 情 報 を 得 る た め に 使 用 さ れ る 。 〈 図4.3.3>は 、利 用 者 、 フ ァ イ ル 、

2つ の ネ ッ ト ワ ー ク ・フ ァ イ ル ・メ ン デ ッ ク ス 構 成 要 素 の 関 係 を 示 し て い る。

ロ ー カ ル ・イ ン デ ッ ク ス ・エ ン ト リ ー は 各 々 、 参 照 さ れ る フ ァ イ ル に つ い

て 次 の よ う な 情 報 を 持 っ て い る 。

① プ ア イ ル 名

② 保 護 キ ー(読 み 込 み 、 書 き 取 り 、 更 新 、 破 壊 、 な ど)

③ フ ァ イ ル 編 成(逐 次 編 成 、 直 接 編 成 、 索 引 付 逐 次 編 成)

④ 記 憶 装 置(装 置 の 型 、 容 量 、id、 など)

⑤ ホ ス ト ・シ ス テ ム ・ カ タ ロ グ ・エ ン ト リ ー へ の ポ イ ンター(た と え ば 、 局

所 的 フ ァ イ ル 名)

⑥ 詳 細 な 分 散 フ ァ イ ル(レ コ ー ド)記 述 へ の ポ イ ン タ ー

⑦ レ コ ー ド構 造 の 情 報(ブ ロ ッ ク ・サ イ ズ 、 レ コ ー ド ・サ イ ズ 、 固 定 ・可

変 長 、 な ど)

⑧ レ コ ー ド内 の 検 索 キ ー 位 置(複 数 個)

⑨ フ ァ イ ル 用 の フ ァ イ ル ・ コ ン ト ロ ー ル ス テ ー ト メ ン トへ の ポ イ ン タ ー

⑩ す べ て の 直 接 呼 出 し フ ァ イ ル 用 の ラ ン ダ ム 化 ア ル ゴ リ ズ ム へ の ポ イ ン タ
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ネ ッ トワー ク

イ ンデ ックス

A

ユ ー ザ

フ ロ セ スj

局所 的

インデックス(B)

「三 一ー
イ ン デ ツ ク ス(A)1

＼ト
フ ア イ ル

L________」

制 御 プ ロ セ ス

(B)

!一 一 一こ』 一 ー ーへ

/ネ ・ トワー ク 、、

〈 イ ンデ ックス 〉
、 ノ

＼___巴__ノ

図4.3.3ネ ッ ト ワ ー ク ・ フ ァ イ ル ・デ レ ク ト リ ー

一 、 ま た は 、 必 要 な 場 合 、 索 引 付 逐 次 呼 出 し フ ァ イ ル へ の ポ イ ン タ ー

⑪ フ ァ イ ル 用 の 遠 隔 ネ ッ ト ワ ー ク ・イ ン デ ッ ク ス の エ ン ト リ ー へ の ポ イ ン

タ ー

⑫ フ ァ イ ル に 関 す る 説 明 記 述 へ の ポ イ ン タ ー

ア ク セ ス.プ ロ セ ス を 生 成 す る た め の こ れ ら の 項 目 の 利 用 は 、 ほ と ん ど 自
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明 で あ る 。 し か し 、 最 後 の2つ は 、 簡 単 な 説 明 が 必 要 で あ る 。

遠 隔 の ネ ッ ト ワ ー ク ・ イ ン デ ン ク ス の エ ン ト リ ー へ の ポ イ ン タ ー は 、 あ る

利 用 者 が 、 他 の 利 用 者 と 共 用 し て い る フ ァ イ ル が 破 壊 さ れ な い よ う に す る た

め に 使 用 す る 。 利 用 者 が 、 ネ ッ ト ワ ー ク ・ フ ァ イ ル へ 破 壊 の コ マ ン ド を 出 す

時 、 ロ ー カ ル ・ イ ン デ ッ ク ス エ ン ト リ ー 内 の 自 分 の 逆 ポ イ ン タ ー と 自 分 自 身

の ネ ッ ト ワ ー ク ・ イ ン デ ッ ク ス の エ ン ト リー の み が 破 壊 さ れ る 。 他 に 利 用 者

が い な け れ ば(す な わ ち 、 自分 の エ ン ト リー が 、 ロ ー カ ル ・ イ ン デ ッ ク ス 逆

ポ イ ン タ ー ・セ ッ トの 唯 一 の も の で あ る)、 フ ァ イ ル 自 体 も 同 様 に 破 壊 さ れ

るo

説 明 記述 は 、ネ ッ トワー ク ・コ マ ン ド言 語 内 では 、明 らか な認識 は されず、

そ れ を検 索 す るた め の コ マ ン ドは定義 され てい ない 。 こ こで は 、 この よ うな

記述 は 、文 書 の一部 分 と して 、利 用 で きる ように してお くべ きであ る こ とを

示 す 。 初歩 的 な シス テ ムで は 、 これ らの記 述 をオ ン ライ ンに す る必要 は 実際

に は ない 。 そ れ は 、利用 者 がそ の デ レ ク トリー を対 話 して ア ク セス しないか

らであ るo

前 に述 べ た ように 、 ネ ッ トワー ク ・イン デ ック スは 、利 用 者 が遠 隔 フ ァイ

ル の 名前 とそ れ が保 存 され てい るノ ー ドを知 って い る場 合 、 参照 す る必要 は

ない 。 この情 報 を 自分 の プ ログ ラ ムに与 え る厄介 さ を避 け るた め に 、利 用者

は 、個 人 的 な ネ ッ トワー ク ・イ ンデ ックス を作成 で きる。 この イ ンデ ックス

は 、特 定 の 名前 を持 ち、 そ の所 有者 に付 随 され る。 しか し、共 用 させ た い他

の人 に利 用 で きる よ うにす る こ とが 可能 で あ る。

ネ ッ トワー ク ・イン デ ックス の エ ン トリー に は各 々次 の よう な情 報 が含 ま

れ て い るo

① フ ァ イ ル 名(こ の 利 用 者 で 定 め ら れ る)

② ア ク セ ス ・ コ ー ド

③ 保 存 ノ ー ド表 示

④ フ ァ イ ル 名(保 存 ノ ー ドの ロ ー カ ル ・ イ ン デ ッ ク ス ・エ ン ト リ ー に 現 わ
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れ る)

⑤ プ ア イ ル 編 成

⑥ 詳 細 な 分 散 フ ァ イ ル(レ コ ー ド)記 述 へ の ポ イ ン タ ー

⑦ フ ァ イ ル の 説 明 記 述 へ の ポ イ ン タ ー

最 初 の4つ の 項 目 は 、 す べ て の ネ ッ ト ワ ー ク ・ イ ン デ ッ ク ス の エ ン ト リ ー

に 含 ま れ る 、 後 の3つ は め っ た に 使 用 さ れ な い 。 後 の も の は 、 遠 隔 フ ァ イ ル

の ア ク セ ス で 積 極 的 な 役 割 を 果 さ ず 、 非 機 能 的 で あ る 。 こ れ ら は 、 便 宜 的 に

利 用 者 の ネ ッ ト ワ ー ク ・イ ン デ ッ ク ス に 含 め る こ と が で き る 。 こ れ で 、 フ ァ

イ ル の 記 述 を 直 ち に 参 照 で き る 。

フ ァ イ ル 名 の 唯 一 性

ど の ノ ー ド で も1局 所 的 イ ン デ ッ ク ス に 記 録 さ れ て い る フ ァ イ ル は す べ て

唯 一 的 な 名 前 を 持 っ て い な け れ ば な ら な い 。 同 様 に 、 名 前 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク

・イ ン デ ッ ク ス の 利 用 者 の 各 セ グ メ ン ト内 で 唯 一 的 で な け れ ば な ら な い 。

し か し 、 ネ ッ ト ワ ー ク ・イ ン デ ッ ク ス の 別 々 の セ グ メ ン トで は 、 異 る フ ァ イ

ルは 、 同 じ名 前 で参 照 で きる し、異 る名 前 で1つ の ファ イル を参 照 で きる。

ノ ー ド 名 と 、 そ の ノ ー ドの ロ ー カ ル ・イ ン デ ッ ク ス で 使 用 さ れ て い る 唯 一 的

な フ ァ イ ル 名 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ・ イ ン デ ッ ク ス で の こ の よ う な 重 複 を 解 く の

に 充 分 で あ る 。 ノ ー ド名 は 、 す べ て の 遠 隔 ア ク セ ス で フ ァ イ ル 名 を 修 飾 す る

た め に 使 用 さ れ る 。 単 一 の シ ス テ ム で フ ァ イ ル 名 を 制 御 す る 手 法 は 良 く 知 ら

れ て お り 、 こ こ で 議 論 す る 必 要 は な い 。

4.3.3分 散 デ ー タ ベ ー ス の 操 作

ピ ー プ ル の 分 散 デ ー タ ベ ー ス 操 作 モ デ ル で は 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー

ク を 介 し て 結 合 さ れ て い る す べ て の デ ー タ ベ ー ス あ る い は フ ァ イ ル の 記 述 は

ネ ッ ト ワ ー ク ・ フ ァ イ ル ・デ ィ レ ク ト リ を 構 成 す る ロ ー カ ル ・イ ン デ ッ ク ス

に よ っ て 記 述 さ れ て い る 。 一 方 分 散 し た デ ー タ ベ ー ス の 操 作 は ネ ッ ト ワ ー ク

・コ マ ン ド言 語 に よ っ て 記 述 さ れ 、 シ ス テ ム で は デ ィ レ ク ト リ に 保 存 さ れ て

い る ロ ー カ ル ・ イ ン デ ッ ク ス を 参 照 し な が ら ア ク セ ス ・ プ ロ セ ス を 作 成 し実
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際 の デ ー タ ベ ー ス 操 作 を お こ な う こ と に な る 。 そ こ で こ の 節 で は コ ン ピ ュ ー

タ ・ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て の 分 散 デ ー タ ベ ー ス の 操 作 の 基 本 と な る ア ク セ ス

・ プ ロ セ ス の 作 成 手 続 き と
、 そ の ア ク セ ス ・プ ロ セ スを も ち い て の 実 際 の デ

ー タ ベ ー ス 操 作 手 続 き に つ い て 解 説 す る 。

ア ク セ ス ・プ ロ セ ス を ア ク チ ブ 化 す る 時 に 、2つ の 別 個 の 問 題 が あ る 。 ひ

と つ は ア ク セ ス ・ プ ロ セ ス を 生 成 す る こ と で あ り 、 ひ と つ は そ れ を 入 力 ジ ョ

ブ ・ス ト リ ー ム に 入 れ る こ と で あ る 。、

ネ ッ ト ワ ー ク ・ コ マ ン ド言 語 の 記 述 で も 明 ら か な よ うに 、 よ く使 わ れ るAP

は 、 各 ノ ー ド でAP-LIBRARYで 保 存 さ れ 、 使 用 毎 に 再 生 成 す る 必 要

が な い 。 そ の ア ク セ ス ・ プ ロ セ ス は 、ACTIVATEコ マ ン ド で 検 索 さ れ

る 。 ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン の 方 法 に 関 係 な く 、 ア ク セ ス ・プ ロ セ ス は 、 通 常 の ジ

ョ ブ ・ス ト リ ー ム を 通 し て 、 シ ス テ ム に 入 れ な け れ ば な ら な い 。 シ ス テ ム が 、

資 源 配 置 問 題 を 解 決 し 、 必 要 な フ ァ イ ル ・ コ ン ト ロ ー ル ・ブ ロ ッ ク を 生 成 す

る た め に 、 ホ ス ト ・オ ペ レ ー テ ン グ ・シ ス テ ム に 依 存 し て い る 場 合 、 上 記 の

事 項 は 本 資 的 で あ る 。

ア ク セ ス ・ プ ロ セ ス の 生 成 は 、3つ の 個 別 の タ ス ク か ら 構 成 さ れ る 。

① フ ァ イ ル 制 御 ス テ ー ト メ ン トを 生 成 す る 。

② 利 用 者 が 自 分 のFILE-REQコ マ ン ド で 名 付 け た 各 フ ァ イ ル に 関 す

る す べ て の 可 能 な1.Oコ マ ン ド を 生 成 す る 。

③ こ の よ う な 要 素 と 標 準 的 な 内 部 構 造 を リ ン ク し て 、1個 の プ ロ グ ラ ム を

生 成 す る 。

フ ァ イ ル 制 御 ス テ ー ト メ ン ト を 生 成 す る に あ た っ て は 、 あ ら か じ め 登 録 さ

れ て い る 標 準 的 な フ ァ イ ル ・制 御 ス テ ー ト メ ン トが 利 用 さ れ る 。 こ の 制 御 ス

テ ー ト メ ン トは そ れ ぞ れ の フ ァ イ ル に 対 す る ・ 一 カ ル ・ イ ン デ ッ ク ス か ら リ

ン ク さ れ て い るo

新 し い フ ァ イ ル 、 ま た は 、 カ タ ロ グ か ら 除 か れ る か 、 削 去 さ れ る フ ァ イ ル

に 対 し て はFILE-REQコ マ ン ドの パ ラ メ ー タ(LI情 報 と 一 緒 に し て)
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を 使 用 し て 、 フ ァ イ ル ・ コ ン ト ロ ー ル ・ス テ ー ト メ ン トが 生 成 さ れ る 。

利 用 者 がFILE-REQコ マ ン ド を 出 す 時 、 そ の 結 果 は 、 利 用 者(実 際

に はFILE-REQプ ロ セ ッ サ)と こ の コ ン ト ロ ー ル ・ プ ロ セ ス と の 間 の、

メ ッ セ ー ジ の 交 換 で あ る 。FILE-REQメ ッ セ ー ジ が ネ ッ ト ワ ー ク を 渡

る と 、 そ れ に よ っ て 、 フ ァ イ ル ・制 御 ・ス テ ー ト メ ン ト と1/0コ マ ン ド が

生 成 さ れ 、 次 に 、END-REQメ ッ セ ー ジ が 到 着 す る と 、 す べ て 一 緒 に ア

ク セ ス ・ プ ロ セ ス へ 入 れ ら れ る 。.

こ の ア ク セ ス ・プ ロ セ ス の 生 成 に あ た っ て は プ ロ セ ス 生 成 テ ー ブ ル が も ち い

ら れ る 。 こ の テ ー ブ ル は 〈 図4.3.4>の よ う な 構 成 と な る 。

フ ァ イ ル制 御 ス テー トメ ン トIOコ マ ン ドの ,

の リス トへ の ポ イ ン タ リ ス トへ の ポ イ ン タ

ー

フ ァ イ ル 制 御 ス テ ー トメ ン ト

ファ イル 制 御 ス テー トメン ト

＼ 一_ ________づ!

ファ イル制 御 ス テー トメン ト

の リ ス ト

/
、

ー
＼

ノ

10コ マ ン ド の リス ト

図4.3.4プ ロ セ ス 生 成 テ ー プ ル
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フ ァ イ ル ・制 御 ・ス テ ー ト メ ン ト と1.Oコ マ ン ド は 、 作 業 領 域 に 保 存 さ れ

て 、 互 に 、2つ の リス トで 結 合 さ れ て い る 。 最 初 に 到 着 す るFILE-RE

Qコ マ ン ド が 、 新 し い プ ロ セ ス 生 成 テ ー ブ ル の 項 目 を 生 成 す る 。 後 続 の コ マ

ン ド が 到 着 す る と 、 フ ァ イ ル 制 御 ス テ ー ト メ ン トの リ ス ト と1/Oコ マ ン ド

の リ ス トに 、 生 成 さ れ る コ ー ドが 追 加 さ れ る 。

END-REQメ ッ セ ー ジ の 到 着 は 、 ア ク セ ス ・プ ロ セ ス 生 成 モ ジ ュ ー ル

に 、 こ れ 以 上 追 加 が 行 な わ れ る こ と が な く 、 プ ロ グ ラ ム を 一 緒 に し て よ い こ

と を 知 ら せ る 。 フ ァ イ ル ・制 御 ・ス テ ー ト メ ン ト と他 のJCLコ マ ン ドは 、

ア ク セ ス ・プ ロ セ ス に 加 え な け れ ば な ら ず 、 こ の ジ 。 ブ は 、 入 力 待 ち 行 列 に

挿 入 さ れ る 。

と こ ろ で デ ー タ ベ ー ス 操 作 の た め に 生 成 さ れ た ア ク セ ス ・ プ ロ セ ス は ひ と つ

の ジ ョ ブ ・ス ト リ ー ム と し て 稼 動 す る こ と に な る が 、 あ る ジ ョ ブ が 独 立 し た

別 の ジ ョ ブ を 生 成 す る よ う な 機 能 を も た な い オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム の

も と で は 多 く の 困 難 を と も な う こ と に な ろ う 。

4.4情 報 の組 織 化 と流通

コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク を介 して情 報 の流 通 シ ステ ムを構成 す るに あ た

っ ては 、単 に デー タ伝 送 あ るい は情 報 を蓄 積 す るた め のデ ー タ ベー ス操 作 シス

テ ムだ け を考 慮 す るの で は な く、デ ー タベ ー ス操 作 シ ステ ムの もとで操 作 され

るデ ー タ ベ ー ス を体 系的 に作成 してい く必 要 が あ る 。 デー タベ ース は情 報 の論

理 的 な集 合 で あ り、 デー タを収 集 し整 理 す る こ とに よって作 られ る もの で あ る。

コン ピュー タを もち い て このデ ー タベ ー ス を操 作 す るにあ た っ て 、利 用者 に容

易 なあ る い は利 用 者 の要 求 に応 じたデ ー タ操 作 の手 段 を提供 す る のが デー タベ

ー ス操 作 シス テ ムであ る。 したが っ て異 な る種 類 の デ ータ ベー ス が ひ とつ の デ

ー タベ ー ス操 作 シ ス テ ムを介 して蓄 積 され 利用 され る こ と もあ る し、 ま た ひ と

つの デ ー タベ ー ス が何 種類 ものデ ー タ ベ ース操 作 シ ス テ ムの もとに管 理 され コ

ン ビュ タ ・ネ ッ トワー ク を介 して結 合 され てい る コ ン ピュー タ ・シス テ ム の も
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とで利 用 され る こと もあ る。情 報 の組 織 化 の問題 は デー タベ ー ス の作成 、言 い

換 えれ ばデ ー タを収 集 し整理 す るデ ー タ開発 の問題 であ る。 また 情報 の 流通 の

問題 は作 成 され たデ ー タベ ース を、 デ ー タベ ー ス操 作 シス テ ムあ るい は コ ン ピ

ュー タ ・ネ ッ トワー ク を介 して共 用 す る問題 であ る。

す なわ ち コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク環境 にお い ては 多種 類 の コ ン ピュー タ

・シ ス テ ム とデ ー タベ ース が互 に結 合 され広 範 囲 の利 用者 に情 報 が 提供 され る

ことに な るが 、 この よ うな情 報 流 通 シ ス テ ムにお い ては不 特 定 の一般 利 用者 が

適宜 容 易 な手 続 きで必 要 な情 報 を入 手 で きる よ うな環 境 が要 請 され よ う。 この

ため には ネ ッ トワー ク に結 合 され る個 々 のデ ー タベ ース が扱 って い る分野 と情

報 の組 織 化 に つい て体 系 的 に構 成 す る こ とに な る。 欧 州 に お い て は この情 報 の

組織 化 とい う観 点 か ら、 と くに科 学 技 術 の分 野 で国家 的 な立 場 か ら デ ー タベー

スの作 成 の た め の計画 が進 め られ て い る。 フ ランス ではBNITSが 中心 に な

っ て科 学技 術 のそ れ ぞれ の分 野 ご とに専 門 の機 関 と提 携 しなが ら 、分 野 ご との

体 系的 な情報 の組織 化 を進 め る一 方 、情 報 に対 す る索 引 用語 の整 理 す なわ ち シ

ソー ラスの 作成 にあ た っ てい るoま た西 ドイ ツにお い てはIUD計 画 の も とに

科学 技 術情 報 の組 織 化 と流 通 を促 進 して いる。IUD計 画 は1967年 か ら

1970年 ま で の第1次 計 画 お よび1971年 か ら1975年 ま で の第2次 計

画 に つ づい て 、現在 は1976年 か ら1979年 ま での第3次 計画 に至 っ てい

るo

コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク を介 して の情 報 流通 は 、 この よ う な情 報 の組 織

化 に よるデ ー タベ ー ス の作 成 とい う仕 事 を踏 まえ てお こなわ れ る こ とに な る。

言 い換 え れ ば情報 の組 織化 とデ ー タベ ー スの 作成 を縦 の線 とすれ ば 、 ネ ッ トワ

ー ク を介 しての情報 流 通 シス テ ムは横 の線 あ るいは平 面 と して把 え る こ とが で

きよ う。 この よ うな環 境 で の コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク と情 報 の流 通 は図4.

4.1の よ うに な ろ うo
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コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク

、

デ ー タベ ース

作 成

i-一 一

図4.4.1情 報 の 組 織 化 と ネ ッ ト ワ ー ク

4.5ク リア リング 機 構

コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク を介 して一 般 利用 者 が必 要 な情 報 を入手 す るに

あ た っ てい くつか の形 態 が考 え られ る。 ひ とつは必 要 な情 報 を蓄 積 してい るデ

ー タベー ス の所在 に 関 す る知識 に も とつい て デー タベー ス を ア ク セス す る方式

で あ る。 この方 式 は従 来 よ くと られ て きた もの であ るが 、 この方 式 で は一 般利

・用者 が ネ ッ トワー クに結 合 され て い るそ れ ぞ れ の デー タベ ー ス の内 容 に関 す る

知識 を もつ必 要 が あ る。 そ こで も うひ とつ の形 態 と してそ れ ぞれ の デ ー タベ ー

ス の 内容 に 関 す る情報 の サ ー ビス 、言 い換 え れ ば利 用者 の必 要 とす る情 報 の所

o
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o

在 お よび情 報 へ の ア ク セス方 法 に 関 す る情 報 を サー ビスす る ク リア リング機構

を介 して情報 を入 手 す る方 式 であ る。 この ク リア リング機 構 を介 しての情 報 の

流 通形 態 にお い ては 、利 用 者 は まず情 報要 求 の ため の問 合 せ を ク リア リング機

構 に対 してお こ ない 、そ こか ら得 られ る情 報 の所在 お よび ア ク セス手続 きのた

めの ク リア リン グ情 報 を も とに一 次情 報 を蓄 積 してい る デ ー タベ ー ス に ネ ッ ト

ワー クを介 して問合 せ る こ とに な る。

こ の よ うに コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク に結 合 され てい る各 種 のデ ー タベ ー

ス の内容 や 利 用 手続 きに関 す る ク リア リング情 報 を提供 す る ク リア リング機 構

に はい くつ か の形 態 が あ る。 ひ とつは ク リア リン グ機 構 と一 次情 報 を蓄 積 して

い る個 々 の デー タ ベー ス とが独 立 してい る もの で あ る。 この形 態 に おい て は、

利用 者 は まず は じめ に ク リア リング機 構 に情 報 要 求 の問 合 せ をお こない 必要 な

ク リア リング情 報 を入手 す る。 つ ぎに この ク リア リング情 報 を もとに 、新 たに

所定 の デ ー タベー ス に対 して情 報 要求 の問 合 せ をteこ な う もので 〈 図4.5.1>

の点線 で しめ され た手 続 きが と られ る 。 も うひ とつ の 方法 は ク リア リング機構

とデー タベ ー ス とが論 理 的 物理 的 に関係 づ け られ てい る もの で あ る。 す な わち

利 用 者 か らの情 報 要求 を 受 け入 れ た ク リア リング機 構 では 、そ の要 求 に合 った

情 報 を蓄積 して い る デー タ ベ ー ス を選 択 す る。 こ こで選 択 され るデ ー タベ ース

は 唯 ひ とつ に限 る場 合 もあ る し、複 数 の種類 に また が って選 択 す る こ とを許 す

場合 もあ ろ う。 つ ぎに ク リア リン グ機 構 は選択 され た そ れ ぞれ の デー タ ベ ース

を操 作 してい る デー タベ ー ス操 作 シス テ ムお よびそ れ を管 理 して い る コン ピュ

ー タ ・シス テ ムに対 して 、そ れ ぞれ の シス テ ムに合 っ た デー タ操 作 言語 を もち

い て情 報 の要 求 をお こ ない必要 とす る情 報 を受 け とる。 さ らに この個 々の デー

タベ ース か ら受 け と った一 次 情報 を 、必要 な場合 は適 当 に編 集 して、利 用者 に

送 る こ とに な る。 この形 態 では利 用 者 は コ ン ビュー ・ネ ッ トワー クに結 合 され

.て い る個 々の デ ー タ ベー ス の内 容や 利 用手 続 き(デ ー タベ ー ス操 作言 語)に 関

す る知 識 を必要 とせず に 、単 に汎 用 的 な情 報要 求 の た め の操 作 手 続 きだ け を も

ちい て ク リア リング機 構へ 問合 せ をお こ な うだ け であ る。言 い換 えれ ば コン ビ
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図4.5.1ク リ ア リ ン グ 機 構

ユ一 夕 ・ネ ッ トワー クに結 合 され てい る多種 類 の デ ー タベ ー ス が 、 ク リア リン

グ機 構 を介 して仮 想 的 なデ ー タベ ー ス を構 成 して い る こ とに な る・

さ らに ク リア リング機 構 をそ の構 成 的 側面 か らみ る と、そ れ ぞ れ の デ ー タ ベ

ー ス に対 す る索 引 項 目をす べ て保 持 して い る集 中型 の もの と、一般 的 項 目 と専

門的 項 目とを分 離 して階層 的構 造 を もつ もの とが考 え られ る。

4.6デ ー タ ・リンケ ー ジ

4.6.1多 種 類 デー タベ ー スの総 合 的 利 用

分散 したデ ー タベ ー ス を有効 に利 用 し利 用者 の もつ 問題 を解 決 して い くた

め に は 、それ ぞれ のデ ー タ ベー ス に 蓄積 され て い る情報 を総 合 的 あ る い は有

機 的 に結 合 しな が らデ ー タ操 作 をお こ な う必要 があ る。 この よ うに デ ー タベ

ー ス を有 機 的 に結 合 す る技 術 が デ ー タ ・リンケー ジの技 術 で あ る。 コ ン ピ ュ

ー タ ・ネ ッ トワー ク とい う環 境 の も とにお い ては情報 の集 合 と しての デ ー タ
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ベ ー ス は多 様 な独 立 した組 織 体 に よっ て作成 され 、デ ー タベ ー ス操 作 シ ステ

ムの も とに蓄積 され る こ とに な る。 したが っ て コン ピュー タ ・ネ ッ トワーク

を介 して結 合 され て い る多種類 の デ ー タベ ー スは そ の組 織 化 にあ た って必 ず

しも互 換 性 が あ るわ けで は ない 。 た とえ ばデ ー タベ ー ス を構成 す る レ コー ド

の 設定 の基 準 、あ るい は レ コー ドを構 成 す る項 目 の設定 基 準 、 さ らに は設定

した項 目に対 す る項 目値 の選 定基 準 な どに お い て必 ず しも統一 的 な もの があ

る わ け で は ない 。 と くに デ ー タベ ー ス を作成 す る組 織 体 の範 囲 が拡 大 し、企

業 内 か ら国 内 へ 、 さ らに は 国際 的 な規 模 にま で拡 が る とい う状況 にお い ては

そ れ ぞ れ に互 換 性 の乏 しい デ ー タベ ー ス を総 合 的 に利 用 しなけ れ ば な ら ない

局 面 と なろ う。

一 例 として文 献 に 関す る2次 情報 の デ ー タベ ー ス を考 え る と、現 在科 学技

術 全 般 に わ た るINSPEC、 化学 文 献 を対象 と したCAS、 医学 情報 を対

象 と したMEDLARSあ るい はわ が 国 にお い て も理 工学 分 野 を対 象 と した

日本 科学 技 術 情 報 セ ンタ ーのJICSTフ ァ イル な どが科 学 技術 分 野 の情 報

を集 め た デ ー タ ベー ス と して流 通 して い る。 と ころが 、 この マ シ ン ・リーダ

ブル な形 で表 現 され てい る デー タベ ー スは第 一 に レ コー ド形 式 に お い て多様

な表現 形 態 を採 用 して い る。す なわ ち2次 情報 を構 成 す る項 目に お い て多様

で あ る と同時 に 、記憶 媒 体 上 で の表 現 で あ る いわ ゆ る記 憶構 造 に お い て多様

であ るo異 なる記 憶構 造 を もつ デ ー タ ベー ス を コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワーク

を介 して利 用す る ひ とつの 技術 的 方 法 と して前章 で述 べ たデ ー タベ ー ス変換

の 技術 が 研究 開 発 され てい る。 つ ぎに レ コー ドを構 成 す る項 目に対 す る項 目

値 の選 定基 準 に関 す る問 題 が あ る。 た とえ ば文 献情 報 はそ の扱 っ てい る 内容

を表 現 す るた め に主題 を分 類 あ るい は キー ワー ドとい う形 で表 現 してい る。

ところ が この主 題 分類 に は国 際 十進 分 類 、 日本 十 進分 類 、 コ ロ ン分類 な どい

くつ か の汎 用的 分 類 法 が あ るほ か に 、計 算機 の分 野 あ る いは 化学 の分野 とい

う よう な専 門分 野 の中 で の専 門 的 な分 類法 があ る。 ま た キ ー ワー ドに よ って

文 献 情 報 の主 題 を表現 す る にあ た っ て もデー タベ ース に よっ て、MEDLA
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RSの よ うに キ ー ワ ー ドの選定 基 準 を細 か く規 定 してい る もの 、CASの よ

うに 自由 に キ ー ワ ー ドを付 与 す る もの な どが あ る。 した が って い くつ か の デ

ー タベ ー ス を総 合 的 に利 用 す るた め には この よ うな様 々 の項 目値 選 定基 準 を

参 照 しなが らそれ ぞ れ の デ ー タベ ー ス に蓄 積 され てい る情 報 を リン ク し操作

す る こ とが 必要 とな る。

従来 の デ ー タベ ー ス操 作 シ ステ ムは ひ とつ の レ コー ドを構 成 す る項 目の種

類 と形 式 を記述 す る レ コ ー ド内 構造 とい くつ か の ファ イル に また が っ て レ コ

ー ド内 の関係 を記 述 す る レ コー ド内構 造 とい う形 で言 わ ゆ る レ コー ドの論理

構 造 を定義 し、そ の論理 構造 に もとつ い てデ ー タベ ース を操 作す る とい う方

法 を採 用 してい る。 ところ が この デ ー タベー ス操 作 はデ ー タベ ース の形 式 的

な構 造 だ け に注 目 した操 作 で あ り、項 目の意 味 あ る いは項 目値 の選 定基 準 と

い う よ うな こ と を考 慮 した操 作機 能 は もっ てい ない。 した が っ て この よ うな

項 目の意 味 的 内容 を も考 慮 した デー タ操 作あ るい は情 報 の リンク をお こ な う

た め に は意 味 内容 を何 らか の万法 で表現 す る た めの言 語 の設 計 を待 つ こ とに

な ろ うo

デ ー タ ・リンケ ー ジを概 観 的 に見 る と〈 図4.6.1>の よ うに な る。

デ ー タ ベ ー ス

操 作 シ ス テ ム

論理 意味
構造 表現

形 式 的(構 造 的)

リンケ ー ジ

デ ー タ ベ ー ス

操 作 シ ス テ ム

論理 意味
構造 表現

デ ー タ ベ ー ス

操 作 シ ス テ ム

論理 意味
構造 表現

意 味 的(内 容 的)

リン ケ ー ジ

図4.6.1デ ー タ ・ リ ン ケ ー ジ の 形 態
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図 にお い ては そ れぞ れ の デ ー タベ ー スは デー タベ ー ス操 作 シ ス テ ムの もつ

構 造 定 義言 語 で表 現 され たデ ー タベ ー スの論理 構 造 を介 して形 式 的 に リンク

を とる デ ー タ ・リン ケー ジ の形 態 と、 デー タベー ス に蓄積 され て い る情 報 の

意 味 内容 を考 慮 した上 で の デー タ ・リンケ ー ジの形 態 とを示 してい る。第 一

の形 式 的 な側面 か らみ た デ ー タ ・リン ケー ジは異 なる デ ー タ操 作言 語 を もつ

い くつ か の デー タベ ース を扱 うた めの 高 レベ ル の デー タベ ー ス操 作 プ ロ トコ

ルの 開発 とい うよ うな形 で今 後 の研 究 課題 であ る。 一 方第 二 の 意 味 内容 を考

慮 した デ ー タ ・リンケ ー ジは項 目値 の選択 基 準 を表 現 す るた め の手 段 の 開発

が必 要 と なる。

4.6.2デ ー タベー ス と プ ログ ラムの リン ク

分散 した 多種 類 の デ ー タベ ー ス を総 合的 に利 用 して問 題 を解決 す るに あ た

っ ては 、 デ ータ ベ ース操 作 シ ス テ ム を介 してデ ー タベ ー ス か ら必 要 な情 報 を

検 索 す るだ けで な く、得 られ た情 報 を処理 し解析 す るた め の手 続 き プ ログ ラ

ムが必要 で ある 。 と ころが コ ン ピ ュー タ ・ネ'ッ トワー ク を介 して得 られ た情

報 を処理 す る ため に は 、そ れ ぞ れ の処 理 プ ログ ラ ムに合 った形 に デ ー タ を変

換 しなが ら多種 類 の処 理 プ ログ ラム を利 用 す る とい う形 態 を とる。 言 い換 え

れ ば コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クに結 合 され て い るデ ー タ お よび ソ フ トウエ

ア とい う リソー ス を有 機 的 に結 合 しなが ら問題 を解決 す る とい う形 態 が考 え

られ 、 この様子 は 〈図4.6.2>の よ うに なる。

デ 一 夕

ベ ー ス

デ ー タ

ベ ー ス

ア 一 夕

ベ ー ス

「 一 －

l

L__

デ ー タ 変 換

一 「

1

__」

プ ロ グ ラ ム プ ロ グ ラ ム プ ロ グ ラ ム

図4.6.2デ ー タ ベ ー ス と プ ロ グ ラ ム の リ ン ク
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この よ うな形 態 を とる た め には 前 章 で述 べ た デ ー タベ ー ス の リン ク の他 に

処理 プ ログ ラム の手続 き間 で 、あ るい は デ ー タ と処理 プ ログ ラ ム との間 で リ

ン クが必 要 とな る。 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク を もち い て この よ うな形 態

での総 合 的 な問題 解決 に あ た るた め に は 、 コン ピ ュー タ間 にま た が る分散 処

理 系 の問題 な どが今 後 の研 究 課題 と して残 され て い る。

L
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第5章 欧州 にお け る コン ピュー タ ・

ネ ッ トワー クの調 査

コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム評 価 委 員 会 では 本年 度 に お いて欧 州 にお け る コ ン ピ

ュー タ ・ネ ッ トワーク の現状 とそ の形 成 の背景 を調 査 す べ く現地 調 査 をお こな

った。欧 州 に おい ては フ ラ ンスや西 ドイ ツあ るいは英 国 とい う よ うに各国 で コ

ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの研 究 開発 が お こなわれ て い る と同時 に各 国 に また

が る国際 的 な コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワークの 形成 が進 め られ て い る。欧 州 にお

いて は実用 的 な コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの形 成 を 目指 して コ ン ピュー タ ・

ネ ッ トワー クの た めの ハ ー ドウ ェア や ソフ トウ ェア あるい は デー タバ ンクが 形

成 さ れつつ あ り、 そ の形 成 の段 階 にお いて わが国 と多 くの共 通 点 が み られ 、 今

後 の わが国 にお け る コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク形 成 の上 で参考 に な る点 が あ

る と思 われ る。 この章 で は欧 州 にお け る コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クに関す る

技 術 的 あ るい は社 会的 背 景 に つ い て現地 調 査 の報告 を お こ な う。

5.1.フ ラ ン ス

5.1.1.IRIA(InstitutdeRechercheenlnformatiqueetAutoma-

tique)

所 在 地:ベ ル サ イ ユ(仏)

訪 問 日:10.月25日

調 査 項 目

・CYCLADESは パ ケ ヅ ト交 換 方 式 を も ち い た 実 験 的 ネ ッ ト ワ ー ク で

あ り 、 現 在 は 仏 の い く つ か の 研 究 所 の コ ン ピ ュ ー タ を 結 合 し て い る 。

・CYCLADESは 研 究 の た め の コ ン ビ ・・一 夕 利 用 と い う形 態 を と っ て

い るo

・EIN(EuropelnformationNetwork)はIRIAでCYCLADES
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と結 ば れ て い る 。

・ 分 散 型 デ ー タ ベ ー ス に つ い て はDDB(DistributedDataBase)プ

ロ ジ ェ ク トが 設 置 さ れ 、 研 究 が お こ な わ れ て い る 。(プ ロ ジ ェ ク トの 中

で と り あ げ ら れ て い る テ ー マ に つ い て は 後 述 の 分 散 型 デ ー タ ベ ー ス 論 文

集 の 目 次 を 参 照 の こ と)

・CYCLADESは そ の ま ま の 形 で 仏 全 国 に 拡 張 さ れ る の で は な く
、 将

来 はPTTに よ るTRANSPAC等 の コ ン ピ ュ ーータ ・ネ ッ,ト ワ ー ク が 普

及 す る で あ ろ う 。

5.1.2BNIST(BureauNationalede1・InformationScientifique

etTechnique)

所 在 地:パ リ(仏)

訪 問 日:10月27日

調 査 項 目

・BNISTは 仏 の 産 業 研 究 省 に 属 し て い る 機 関 で あ り
、 仏 に お け る 科 学

技 術 情 報 流 通 を 促 進 し て い る 。

・ 情 報 の 組 織 化 に つ い て は 分 野 ご と に そ れ ぞ れ の 研 究 機 関 と 契 約 を 結 ん

で い る0

5.1.30NRS(CentredeDocumentationduC.N.R。S)

所 在 地 パ リ(仏)

訪 問 日:10月27日

調 査 項 目

・ONRSの ド ク メ ン テ ー シ ョ ン ・セ ン タ ー は わ が 国 に お け る 日 本 科 学

技 術 情 報 セ ン タ ー に 対 応 した 組 織 で あ る 。

・PASCALと い う デ ー タ ベ ー ス が 用 意 さ れ て い る
。

・ 検 索 サ ー ビ ス(RSとSDI)や 翻 訳 も 業 務 と し て お こ な って い る 。

・CYCLADESの 端 末 が あbコ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て
、

必 要 な デ ー タ ベ ー ス が ア ク セ ス 可 能 に な っ て い る 。
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5.2.西 ド イ ツ ほロ
5.2.1DGD(Do㎞entationsZentrumfurInformationsWissens－ 町

chaften〔ZDOK〕:derDeutschenGesellschaftfur

Dok㎜entation)

所 在 地:フ ランク フル ト(独)

訪 問 日:10月28日

調 査項 目

・DGDは 米国 にお け るASISに 対応 した組 織 で あ り、 ドク メ ンテ ー

シ ョン活動 のた めの協 会 で ある。'

・ 独 に お け る1&Dプ ・グ ラムで挙 げ られ て し(るよ うに、独 では大 学 や

研 究 機 関 が協 力 してそ れ ぞれ の 科学 技 術 分 野 の情報 流通 活 動 をお こな っ

てい るが 、DGDは そ のひ とつ と して情 報 科学 分野 の情 報 の組 織 化 と流

通 を担 当.して いる 。

・ 科 学技 術 文 献 を源 情 報 とす る2次 情 報 の作 成 と蓄 積 に対 す る機 械 化 は

ま だ開 始 さ れ た とこ ろで ある。

　ロ 　
5.2.2GMD(GesellschaftfurMathematikundDatenverarbeitung)

所 在 地:ダ ル ム シ ュ タ ッ ト(独)

訪 問 日:10月28日

調 査 項 目

・GMDネ ソ ト ワ ー ク は パ ケ ッ ト交 換 方 式 を も ち い た 実 験 的 な コ ン ピ ュ

ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク で あ り
、 研 究 の た め の コ ン ピ ュ ー タ 利 用 が 目 的 で あ

るo

・ 将 来 は 独 全 国 にGMDネ ッ ト ワ ー ク が 普 及 し て い く の で は な く
、PT

Tの よ う な 機 関 が 全 国 的 な ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 して い く の で は な い か 。

・ コ ン ピ ュ ー タ ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の た め の 基 本 的 な プ ロ ト コ ル の 設

計 を お こ な っ て い る が 、 こ の ベ ー ス と し て はX25を 参 考 に し て い る 。
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5.2.3GMD(同 上)

所 在 地 ボ ン(独)

訪 問 日:10月29日

調 査 項 目

・GMDに は数 学 お よび情報 処理 の た め の研 究部 門 が あ り、研究 技 術 省

か らの研 究 テー マお よび政府 か らの 受託 業 務 をお こな ってい る。

・ 研 究 部 門 の ひ とつ にデ ー タベー スを あつ か ってい る部 門が あ り、 そ こ

で分 散型 デ ー タベ ー スが研 究 され て い る。

・ 分 散 型 デ ー タベー スに 関 しては 当面2つ の デ ー タベ ース間 の イ ンタ ー

フ ェイ ス を作成 して い る。

5.3.オ ー ス ト リ ア

5.3.111ASA(lnternationa11nstituteforAppliedSystems

Analysis)

所 在 地:ウ ィ ー ン(オ ー ス ト リ ア)

調 査 項 目

・IIASAの コ ン ピ ュ ー タ科 学 プ ロ ジ ェ ク ト に は コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト

ワ ー ク 、 ソ フ ト ウ ェ ア ・ ラ イ ブ ラ リ 、 デ ー タ ベ ー ス の3つ の グ ル ー プ が

あ り 、 現 在 の と こ ろ コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク が 主 力 に な っ て い る 。

・ コ ン ビ=L－ 夕 ・ネ ッ ト ワ ー ク に 関 して はIIASAの コ ン ピ ュ ー タと 東

欧 の コ ン ピ ュ ー タ と を 結 ぼ う と し て い る が 成 果 に つ い て は 多 少 問 題 が 残

っ て い るo

・ デ ー タ ベ ー ス の グ ル ー プ は デ ー タ ベ ー ス ・モ デ ル に つ い て 研 究 段 階 で

あ るo
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5.4.IRIAに お け る 分 散 型 デ ー タ ベ ー ス プ ロ ジ ェ ク ト

5.4.1分 散 型 デ ー タ ベ ー ス の モ デ ル

i)POLYPHEMA

コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク に お け る デ ー タ ベ ー ス の 分 散 と 共 用 の モ デ

ノレ

ii)分 散 型 デ ー タ ベ ー ス 操 作 シ ス テ ム の 構 造

liD分 散 型 デ ー タ ベ ー ス 操 作 シ ス テ ム

5.4.2分 散 デ ー タ の 結 合 と 整 合 性

iv)コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク 上 で の デ ー タ の 重 複

V)複 数 フ ァ イ ル へ の 同 時 ア ク セ ス の 整 合 性 と ア ル ゴ リズ ム

vD障 害 時vataけ る フ ァ イ ル の 整 合 性

5.4.3分 散 型 デ ー タ適 用 の 例

vli)ル ノ ー に お け る 計 画 、 立 案 、 配 送 の た め の 分 散 シ ス テ ム 研 究

測)ブ ル タ ー ニ ュ 地 方 開 発 の た め の 分 散 型 デ ー タ ベ ー ス の 設 計

一 フ ィ ー ジ ビ リ テ ィ ス タ デ ィ ー-

ix)ミ ニ コ ン ピ ュ ー タSOLARを 用 い た 分 散 型 ソ ク ラ ス ス シ ス テ ム

5.4.4分 散 型 シ ス テ ム の 評 価 と 開 発

X)"知 識 集 約"の た め の 集 中 型 コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク

xD異 種 ネ ッ ト ワ ー ク 上 で の 分 散 型 フ ァ イ ル の 研 究

一 実 現 の た め の 問 題 点 －

xii)分 散 型 デ ー タ ベ ー ス 操 作 シ ス テ ム の 効 率 評 価
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第6章 今後の課題





第6章 今 後 の 課 題

コ ンピ ュー タに よ らず 常 に新 しい 技術 は社 会 に何 らか の影 響 を及 ぼ し、 われ

われ の社会 生 活 は変化 を うけ る。 また社 会 の変 化は 何 らか の新 しい仕組 み を必

要 と し、技 術 の発 展 を うなが す 。技術 問題 を1つ 把 え るに も、技 術 の流 れ 、社

会 の動 き 、そ して そ の中 で われ われ が何 を示 すべ きか につ い て明 確 な姿 を画 き

出 さねば な らない。

本既 定委 員 会 も、 コ ンピ ュー タ ・シス テ ムを評 価 す るに 当 って 、それ を単 な

る技 術 問題 とは せず 、それ を と りま く社 会 生態系 の 中 でそ の なす べ き姿 が 何 で

あ るか を把 え よ うと して来 た、そ の最 も基 本的 な認 識 と して 、 コン ピ ュー タ ・

リソ ース を

ブ レー ン ウ ェア

ソ フ トウ ェア

八 一 ドウ エア

と して把 え 、 この3つ の ウ ェアか ら成 る社 会的装 置 で あ る と考 え た。そ の最 も

効 果 的 な利 用 と して 、そ の資源 共 有 の社会 的 シ ステ ムへ の道 を模 策 した の で あ

るo

地 下資 源 もな く、1億 の人 口 を養 な うに足 る国 土 もない 日本 に と って 、唯 一

の資 源 は共 通 の言 語 を持 つ 多数 の良 く教 育 され た頭脳 で あ る とい われ る。 そ れ

に よる頭脳 的 附加 価 値 が 、 日本 の産 業 の基 盤 で ある とい われ る。 しか し、そ の

知 識 産業 自体 が まだ フ ロー指 向型 で あ り、 ナシ ョナ ル ・リソー ス としての ブ レ

ー ン ウ ェア の ス トック を形 成 してい ない。

昭和48年 の オ イル シ ョ ック以来 、 ナ シ ョナル ・セ キ ュ リテ ィの問題 にお い

て実 感 した社 会 ・産 業 の あ らゆ る面 につ いて のデ ー タ ・ス トックの欠 除 は 、 日

本 の前途 に明 確 な示 唆 を与え た。 す な わ ち、 ブ レー ン ウ ェア を 中心 とす る ナ シ

ョナ ル ・リ ソー スの社 会 的共 有 シス テムの必 要性 で あ る 。そ して、 これ は恐 ら
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く、知識 ス トック指 向型 の産 業 構造 へ の方 向 を示唆 して い る もの と考 え られ る。

資 源 と しての情報 ス トックの形 成 に は 、2つ の方 向 が あ る。1つ は 国 家 的 プ

ロジ ェク ト或 い は 地 方 自治体 レベ ルで の公 的 プ ロジ ェク トに基 づ くデ ー タ集 積

の作 成 と、それ を中心 とす る ス ター型 ネ ッ トワー クの形 成 で ある。 中央 官庁 に

お い ては 、そ れぞ れ の省 庁 の固有 業務 の 中 で、例 え ば 自動車 登録 、厚 生 福祉 年

金 、犯罪 記録 、不 動産 台 帳 な どの フ ァイルが造 られ 、そ の 固有 業 務 に利 用 す る

ための ス ター型 ネ ッ トワー クが イ ンハ ウス 的に形 成 され てい る。そ れ はそ れ な

りに必要 で あ り、必 要 に応 じて よ り多 くの社 会 的 デ ー タが ス ト ソク と して組 織

化 され る こ とが 必要 で あ る。 と同 時 に 、そ れが ナ シ ョナル ・リソー スで あ る こ

との認 識 が先 ず 必要 で ある。 す なわ ち、そ の デ ー タ ・フ ァイルは相 互 利 用 の た

め のデ ー タ ・リンケ ージが基 本 的 前提 で あ る必 要 が ない 、 ま たそ れ は社 会 的共

有 財産 と して各 個 人 の プ ライバ シー を守 る権利 の 中で慎重 に共 用 され るべ き も

の であ る ことが 認 識 され なけ れば な らない。

公 的 プロ ジ ェ ク トに基 づ くデ ー タ資 源 の開 発 と、 そ れ を社会 に おい て共 用 す

るた めの社 会 的 コン セ ンサ スの形 成 が 、先 ず 第 一 の われ われ に課 せ られ た課題

であ る6こ れ は 、物 の生 産 と販 売 にお け るFreeOompetitionの 社 会 か ら、資

源共 有 のCooperativeな 社 会 へ の転換 を も暗示 す る もので あ る。

この 資 源共 用 を実 現す るた め には 、情 報 流通組 織 の整備 が 必要 で あ る。情 報

流通 組 織 に は 、次 の3つ の レベ ルが ある ことが よい と指 摘 され てい る 。

① コモ ン ・キ ャ リア に よる デー タ通信 網 と通 信 サ ー ビス

②VANに 代 表 され る フ ァシ リテ ィ供 給 サ ー ビス

③ 情 報 そ の もの の供 給 ・共 用 サ ー ビス

米 国 に お いて は キ ャ リアが 民営 で あ り、その 競争 の 中で 極 め て安 価 な通 信 サ

ー ビスを提 供 してい る。 そ して、 そ の上 に乗 ってGE/Honeywell、CAC、

Tymshare、Telenetな どの フ ァ シ リテ ィ供 給 サ ー ビス が 、 高水準 で安 価 な情

報 サー ビス(RJE、 オ ン ライ ンデ ー タ検 索等)を 供給 して い る。 これは 欧州

にお い て も大 きい 問題 とさ れ 、EC諸 国 に おい て如何 に してそ れ と同等 の サ ー
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ビスを実 現 す るか が真 剣 な解 決課題 とな ってい る。

① の コモ ン ・キ ャ リア の レベ ル で欧 州 を通 して の高品質/低 コス トの デ ィ ジ

タル通 信網 は1980年 代 の後 半 に しか 実現 で き ない として、 そ れ ま で の間 、

欧州 各 国 の共 同 出資 に よる フ ァ シ リテ ィ 組 織 を建 設 し、当面 の問題 を解 決 し

よう とす るのがECのEURONET計 画 で あ る 。そ の上 で フ ランスのCYCLA

DES、 イ ギ リスのINPONET、 ドイ ツのDIMDI、ESAのSDS等 が 相

互 乗 入れ を し、そ れ を通 して 、③ の レベ ル で ある情報 サ ー ビスPASCAL

TITUS、ARIANE、INSPEO等 々が情報 を供 給 しよ う と してい る。

日本 は 、 この欧 州 に比 して言 語 問題 、制 度 問題 、市場 問題 にお い て極 め て良

い条 件 を持 って い るの で あ るか ら、 この問 題 の解 決 には よ り積 極的 で あるべ き

で あ ろ う。 そ して資 源供 給/共 用 サ ー ビスは 、 デ ー タの組 織 化 と共 に形 成 され

る ス ト ソク指 向 の ス ター型 供 給 ネ ソ トワー クを公 的 力 に よ って積 極 的 に形 成 す

る と同時 に 、そ れ を所 与 の もの と し、 ユ ー ザの多様 な情報 要 求 をみ た す た め の 、

分 散 型(distributed)ネ ッ トワ ー クを 、最 初 は公 的援 助 の 下 に 、次第 に民 間

主 導 型 で形 成 して行 くべ きで あ ろ う。

この流 通 過 程 の組 織化 に お い て、 わ れわ れ の解決 すべ き技 術 的課 題 もい くつ

か あ る。

この技 術 的課題 の ひ とつ と して ネ ッ トワーク ・アー キテ ク チ ュア を構 成 す る

フ ロ ン ト ・エ ン ド ・プ ロセサ な どが あ り、 これ につ いては 各 コ ン ピ ュー タ ・メ

ー カー で開 発 され つ つ ある 。 さ らに コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クを介 して デ ー

タの共 用 をは か る場 合 、 と くに分 散型 ネ ットワーク とい う形 態 にお いて は分 散

型 デ ー タベ ース の操 作 が必要 と なる。 す な わ ち コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク を

介 して結 合 され て いるそ れぞ れ 独 立 した組 織 体 に よ って収 集 あ る い は整 理 され

た情 報 は デ ー タベ ー ス とい う形 で分散 して 作成 され る。利 用 者 に は これ らの デ

ー タベ ース を ネ ッ トワーク を介 して簡 便 な手 続 きで総 合的 に利 用 で きる手 段 が

提 供 され な けれ ば な らない。 この よ うな分 散型 デ ー タベー ス操 作 を可能 に す る

た め には今 後 つ ぎの よ うな課題 を解決 してい く必要 が あろ う。
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(1)高 レベ ル言語

一般 利 用 者 が デー タベ ースを簡 便 な手 段 等 で 多 目的 に利 用で きるた め の デ

ー タベ ース操 作言 語 の開発 。

(2)デ ー タ ・リンケー ジ

コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クを 介 して結 合 され て い る分散 型 デ ー タベ ース

を有機 的 に結 合 す るす る こ とに よ り総 合 的 な利用 を はか るため の諸 手 段 の 開

発 。

(3)デ ー タベ ー スの 多 目的 利用

情 報 の蓄 積 で あ るデ ー タベ ー ス を多 目的 に利 用 す るた めの デ ー タ構 造 あ る

い は デ ー タベ ー ス操 作 シス テ ムの 開発 。

この よ うに コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー クを有効 に利 用 してい くた めに今 後 の

研 究 開発 が期 待 され る技 術 的課 題 、 と くに デ ー タの共 用 とい う見 地 か らの分散

型 デ ー タベ ー スの操 作技 術 につ い ては上 に あげ た ようない くつか の課 題 が今 後

の問題 と して残 され てい る。

この流通 過 程 の組 織 化 に お いて は ス ター型 か ら分散 型 へ の移行 に お いて は 、

情 報利 用 者 の意 識変 革 を 必要 とす る。

ス ター型 ネ ッ トワー クは供 給指 向型 で あ り、供 給 者 の 自覚 と利 用者 の監 視 体

系 が あれ ば ネ ッ トワークが維 持 で きた。 分散 型 ネ ッ トワー クは ニ ー ド指 向型 で

あ る。 利用 者 が そ の必 要 性 に応 じて 必要 な デー タ ・ス トック に アク セス す る も

の で ない 、 チ ャ ネ ラの発 言 権 よ り もユー ザの発 言 権 が優 位 になけれ ば な らない 。

この こ とは 、 ユー ザ側 の 自覚 とそ れ に基 づ く組 織 化 を必 要 とす る 。

この こ とは 、 多 くの社 会制 度の 変革 を意味 す る。 これ は米 国 にお い て も、欧

州 におい て も、全 く模索 状態 に あ る テ ー マで あ る。 そ れ ぞれ の社 会 の歴 史 、構

造 の 中 で、 そ れぞ れ の道 を求 め てい る。 日本 は 日本 の社 会 の おかれ てい る位 置 、

歴 史 、そ の構 造 の 中 でわ れわ れの 道 を求 め るべ きで あ る。

さ らに 、現 在世 界は経 済 基盤 を共通 とす る諸 国 が 、そ の経 済基 盤 を背景 と し

て ブ ロ ック化 し、そ の上 に コ ミュニ ケ ー シ ョン ・ネ ッ トワーク を形 成 しつ つあ
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る こ とは注 目 しなけ れ ば な らない 。

EC諸 国 を結ぶEURONET、 ス カ ン ジナ ビア4国 を結 ぶSCANNET、 東

欧9カ 国 を結 ぶ 文献 情報 シス デムMISOD、 拡 大ECの 諸 国 の 中で行 われてい

る欧 州宇 宙 局ESAの 科学 技 術 情 報 サ ー ビ ス システ ムSDSラ テ ン ア メリカ諸

国O間 で進 めて い るFIDの ラテ ンア メ リ カ地 域協 議会 の組 織(FID/CLA)

な ど、それ ぞ れ の経 済 ブ ロ ック の上 にネ ッ トワークが形成 され つ つ あ る。東 南

ア ジア にお い て も、 カナ ダ政 府 の援助 の下 に開発 中のTECHNONETや 農 業

情 報 バ ンク(AIBA)の 計 画 が ある 。

これ ら、 世 界 の ブ ・ ック化 が進 む中 で 日本 が如 何 なる ブ ロ ックに おい て 、 い

か なる役 割 を果 すか が 、単 に観 念 的抽 象的 表 現 に おい てで は な く、 「いか な る

ネ ッ トワー ク にお いて 、い か なる役 割 を果 す か 」 とい う極 め て具 体 的 な姿 で の

態 度表 明 を迫 られ る こ とに なる。

巻 頭 に お け る委 員 長 の問題 提 起 に もみ られ る如 く、情 報問 題 は そ れ を把 え る

と多 くの視 座 か らの 、多角 的問 題 探 求 が必 要 で ある 。それ は科 学 的、 技 術 的 観

点 のみ で な く、われ わ れみ つ か ら コ ン ト・一 ルす る 、倫 理 、そ して倫 理 の問題

を含 む 。そ れ と同時 に ナ シ ョナル ・ポ リシー を根 底 にお く社 会:経 済 政 策 そ の

もの を把 え な ければ な らな い。 この面 での情 報現 象 を把 え る社 会 経済 学 に おけ

るSocialindicatorに 対 応す るOommunicationindicatorの 設定 も具体 的

討 議 の機 能 と しなけれ ば な らな い 。

われ わ れ が行 な った 問題 整 理 は 、直 面す る問題 の外面 をわ ず か に把 え問 題 点

の所 在 を幾 分 明 らか に した にす ぎない 。 これ らの諸 問題 の1つ1つ に、地 道 に

取 組 む こ とが今後 に残 さ れた課 題 で あ ろ う。
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〔付 録 〕 DataSpeedに つ い て

1.概 観

1976年 以来ATTを め ぐる大 きな動 きが い くつ か伝 え られ て い る。 こ

こではATTが 提 供 しよ う と して きた 「Dataspeed40」 ター ミナル を め ぐ

る動 向 を 中心 に紹 介 す る。

1976年3月 、ATTが サ ー ビスの提 供 を予 定 して いたDataspeed40

の料 金 表 がFCC(連 邦 通 信委 員 会)に よ って否 決 され た。ATTに と って

は デ ー タ通信 進 出 に今後 大 きな支 障 を残 す こ とが予 定 され る。

ATTは1956年 の司法 省 との 「同 意審 決 」(注1)に よって デー タ通

信 事業 な ど 、公衆 通 信業 務 お よびそ の付帯 業 務 以 外の分 野 に進 出 しては な ら

ない こ と とされ て い る。 しか し同社 では、国 内衛 星通 信 事業 、 デ ジタル網 へ

の進 出 と と もに 、 かね てか ら 「コン ピュー タ ・デ ー タサ ー ビス部 」 を設置 す

る な どデ ー タ通 信 サ ー ビス の分 野 に も積 極的 に取b組 ん で きた。Dataspeed

40は そ の一 環 と して 開発 された 端末 装 置 で ユ ーザ の コ ン ピュー タをATT

の 専用 回線(同 期 モ ー ド)を 通 じて結 ぶ もの で 、機 能(注2)と しては デ ィ

ス プ レ ー 装 置 に よ る 入 出 力 を 行 な う他24台 の キ ー ボ ー ド、12台 の プ リ ン

タ の 接 続 が 可 能 と さ れ て い るo

ATTで は 、 デ ー タ 通 信 の 分 野 で は 「コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 プ ロ セ シ ン グ 」

と い う 概 念 の も と にDataspeed40に 代 表 さ れ る タ ー ミ ナ ル の サ ー ビ ス ば か

り で な く、1980年 ま で に はM・.4ESS(注3)と 呼 ば れ る 電 子 交 換 機 に

よ るEndtoEndサ ー ビ ス に 乗 り 出 そ う と し て い る 。 こ れ は 従 来 イ ン テ リ ジ

ェ ン ト ・ タ ー ミ ナ ル 、 コ ン セ ン ト レ 一 夕 、CPUフ ・ ン ト エ ン ド な ど が 扱 っ

て い た 通 信 制 御 装 置 を す べ てATTの 中 央 局 で 提 供 し よ う と い う も の で あ る 。

更 に こ う し た 中 央 に 設 置 さ れ た コ ン ト ロ ー ラ 以 外 に オ ン ・サ イ トの コ ン ト ロ
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一 ラ も 提 供 す る 予 定 で あ り
、 そ の プ ロ ト タ イ プ と し て 「デ ィ メ ン ジ ョ ンPB

X」 を 発 表 し て い る こ れ は オ フ ィ ス で の 将 来 の シ ス テ ム 化 に 備 え る も の で 、

タ イ プ ラ イ タ のCRT化 、 オ ン ラ イ ン プ リ ン タ の コ ピ ア ー 化 、 フ ァ イ ル ・キ

ャ ビ ネ ッ トの 磁 気 メ モ リ ー 化 な ど が 実 現 し た 場 合 に 、 こ のPBXを 通 し て 中

央 の シ ス テ ム に 接 続 す る こ と を 狙 っ た も の と さ れ て い る 。

こ う した サ ー ビ ス は 、 い わ ばATTと い う コ モ ン キ ャ リ ア に よ る 付 加 価 値

サ ー ビ ス と さ れ て い る も の で あ る が 、 こ う し た 「コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ

セ シ ン グ ・サ ー ビ ス 」 が 情 報 処 理 サ ー ビ ス の 範 ち ゅ う に 入 る の で は な い か と

い う点 を め ぐ っ て 、ATTと 、IBM、 イ ン テ リ ジ ェ ン ト タ ー ミ ナ ル メ ー カ 、

特 殊 通 信 会 社(SCC)と の 間 で 活 発 な 論 議 が 行 な わ れ て き て い た 。ATT

側 は 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン プ ロ セ シ ン グ は ネ ッ ト ワ ー ク コ ン ト ロ ー ル 、 速 度

変 換 、 エ ラ ー コ ン ト ロ ー ル 、 タ ー ミ ナ ル ・ポ ー リ ン グ 、 メ ッ セ ー ジ の ル ー テ

ィ ン グ(routing)と 再 ル ー テ ィ ン グ 、 フ ォ=マ ッ テ ィ ン グ 、 入 出 力 デ ー タ

の 編 集 と チ ェ ッ ク とい っ た デ ー タ 通 信 構 成 要 素 の1つ と し 、 他 の2つ の 要 素

は 伝 送 ・交 換 ・変 復 調 と ビ ッ トの 流 れ をORTと か ハ ー ド コ ピ ー 、 キ ー パ ン

チ ・ カ ー ドの せ ん 孔 と い っ た 形 に 変 換 す る た め の メ デ ィ ア コ ン バ ー ジ ョ ン を

挙 げ て い る 。 更 に 、 同 サ ー ビ ス が デ ー タ 処 理 で は な く 「コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

・プ ロ セ シ ン グ 」 で あ る 理 由 と して
、 ビ ッ トで 構 成 さ れ る 情 報 の 内 容 が 変 え

ら れ る こ と が な い こ と を 指 摘 して い るo

こ う し た 動 き はIBMが 従 来 か らか か け て い るSNA(SystemNetwork

Architecture)の 概 念 と進 出 分 野 へ の 、 そ し て コ ン ピ ュ ー タ関 連 業 界 の 通

信 へ の 参 入 と い う 図 式 で 説 明 さ れ て き た と こ ろ で あ る 。

(注1)1956年 の同意 審 決

1949年2月14日 、米 司法省 は 、ATTと ウ ェス タン ・エ レ ク ト リック社 を相手

ど って、次の よ うな内容 の反 トラス ト法 違反 訴 訟 を提起 した 。

① ウェス タ ン ・エ レク トリック社 をATTか ら切 離 し、同社 を 三つ の機器 製 造会 社 に

分 割 す る こと。
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●

② ウ ェス タン ・エ レク トリ ック社 は 、同社 が有 す るベル電 話研 究 所 の50%の 所 有株 式

を売却 す ること。

③ATT、 ウェス タ ン ・エ レク トリック社 お よびベ ル電話研 究所 は 、そ の特 許使 用権 を

すべ ての 申請 者 に対 し、非差 別 的 な や り方 で合 理的 な使 用 料 の もとに認 め る こと。

④ ベ ル系 の電話 会 社 に対 して、必要 な機 器 を競争市場 か ら購 入す る よう求 め る こと。 こ

の事案 では、主 と してATTと ウ ェス タン ・エレク トリ ック社 との垂 直 的統 合(通 信業

者 が通 信機 器 メ ーカ ーをそ の傘 下 に収 めてい る こと)の 是 非 が論 点 とな ったが 、結局 、

この点 につ いて は結 論 を出 す ことな く、7年 度の1956年1月24日 に同意 審決 の形

で解 決 され た 。

同意 審決 とは 正式 の判 決 で は な く、基 本 的 に当事 者間 の同意 を裁 判 所 が確 定 す る もので

あ り、 いわ ば裁 判上 の和解 で あ る。そ の性 格 は当事者 間 の契 約 ない し協定 であ り、同意 の

当事者 に対 して禁 反 言 の効 果 を もつが 、拘束 力 の及ぶ範 囲 は原 則的 に は、当 事者 だけ であ

る 。

1956年 の同意 判 決 の主 な内容 は 次の よ うで あ った。

①ATTと ウ ェス タン ・エ レ ク トリ ック社 はす べ ての既 存 お よび将来 の特許 権 につ いて

すべ て の者 に特許使 用権 を認 めなければならない。事 実 上 、 この審 決 の 日以 前 に獲得 した

特 許権 使用 料 は無 料 で なけれ ば な らず 、 また この審決 の 日以 後 に獲 得す る特 許 権使 用料

は合 理 的 な額 でなけ れ ば な らな い。

② ウ ェス タン ・エ レク トリ ック社 は ベル システ ムの電 話運 用 会社 に対 す る機 器 の販 売以.

外の別 の形 態 の設備 製 造 、販 売 業 に従事 して はな らない 。但 し、政 府 機 関 の ため に、設

備 の製造 販 売 を行 な う場 合 は この限 りでは ない。

③ATTは 、 直 接 に、 また は子 会社 を通 じて間接 に公 衆通 信業 務 お よびそ の付 帯業務

(例 えば 、他 の公衆 通信 業者 に対 す る助 言 、援助業 務等)以 外 のい か なる事 業 に も従 事

しては な らない 。

特 に この最後 の③ の禁 止条 項 に よ り、ATTは 例 え ばデ ー タ処 理 サ ー ビス業 につい てそ

れが通 信事 業 で あ る と認 定 され な い限 り、そ の業 務 に進 出 で きな い こ とと な り、そ の面 だ

け をとってみ て も この 同意 審 決 は現在 に至 る まで いわば通 信 産業 構造 を規定 す る よ うな非

常 に重要 な役割 を担 って いる こと に注 目 しなけれ ばな らな い。 しか しなが ら、結 局 、AT

Tは 、 この同意 審決 では、 ウ ェス タン ・エ レク トリック社 の所 有 を従 来通b認 め られ た わ

けで ある し、ま た 、ベ ル系 譜 会 社 に とって も従来 通 り、 ウ ェス タ ン ・エ レク トリ ック 社か

らのみ機 器 を購入 す る とい う調 達 政 策 それ 自体 を別 段 禁止 もされ な か った の であ った。

(注2)Dataspeed40の 概要

1973年 に発表 され たATTと テ レ タイ プ社(WE社 の子 会 社)の 共 同 開 に よる

Dataspeed40は これ 自体 コン ピュー タと しての端末 と して も利 用 可 能 で あ る ことか ら、
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テ レ タ イ プ社 を通 じて 販 売 が 既 に な され て い る 。 ま た 廉 価 で あ る こ とか らCRTタ ー ミナ

ル 市 場 の脅 威 とな って い る と伝 え ら れ て い る 。我 国 で は 丸 紅 エ レ ク トロ ニ ク ス 社 、他2社

が 販 売 を行 な って い る 模 様 で あ る 。

主 要 機 能 と し て 以 下 の もの が挙 げ られ る 。

・最 低 プ リン タ1台 か ら、 キ ー ボ ー ド ・デ ィス プ レ ー ま で 含 め た 自由 な組 合 わせ が で き る 。

(キ ー ボ ー ド24台 、 プ リン タ12台 ま で)

・プ リン タ とCRT 、 キ ー ボ ー ド間 の 距 離 間 隔 は1,000フ ィ ー トま で 可 能 で あ る 。

・装 置 の障 害 は パ ネ ル 裏 の ラ ン プ の 表 示 お よび キ ー入 力 に よ って な され る診 断 用 の プ リ ン

タ な い しデ ィス プ レ イ上 の パ タ ー ン 出力 で 識 別 可 能 で あ る 。

・CRTは1920キ ャ ラク タ(24行 ×80桁)表 示

更 に3,840キ ャ ラク タ 、5,760キ ャ ラク タ に 拡 大 も可 能

・回 線速 度

「PICO76216」 で は4800b/sま で 可 能 と さ れ て い る がlDatapro752」

で は1,050b/sま た は1,200b/s'と さ れ て い る 。

・テ レ タ イ プ社 に よ る 買 収 価 格

プ リ ン タ'2,866～3,415ド ル

キ ーボ ー ド ・デ ィス プ レ イ3,086～4,451ド ル

プ リ ン タ 付 き キ ーボ ー ド ・デ ィス プ レ イ4,835～6,473ド ル

・ATTに よる 月額 料 金

プ リ ンタ105～125ド ル

キ ー ボ ー ド ・デ ィス プ レ イ110～135ド ル

プ リ ン タ付 キ ー ボ ー ド ・デ ィ ス プ レ イ175～205ド ル

・(モ デ ム な どの 回 線 関 係 の 設 備 を除 く)

(注3)%4ESS

ベ ル 研 究 所 で は 、1950年 以 降 ウ ェ ス タ ン ・エ レ ク ト リ ック 社 、ATT、 ベ ル電 話 会
`

社 と共 同 して新 規 の電 子 交換 料 を開発 してきた が1965年 には大都 会 の市内局 用vaMal

ESS(ElectronicSwitchingSystem)を 、 ま た1970年 に は郊 外局 用 と し

てi15.2ESSを 、1971年 に は過 疎地 用 のM。.3ESSを 発 表 して い る。

y15.4ESSは 既 に本 年1月 シカ ゴで大 局用TSと してサ ー ビス が開 始 され ている が、そ

の あ らま しは以 下 の よ うに伝 え られ てい る。

・信号 方 式CCISと 呼 ば れ る新 方式 の デ ジタ ル信号 を用 い て いる、 これ に より従来 接続

所 要 時間 に10秒 要 した もの が8秒 に短縮 で きる 。

・処理 能 力55万 呼/時(約150呼/秒)

・開発 費 用4億 ドル
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・今後 の設 置計 画

1976年 中 に カンサス シテ ィ ・ジ ャク ソン ビル 、ダ ラス の3ケ 所 に設置 し引続 いて

1978年 ま でに国 内 の20ケ 所 に設 置 の予 定 で あ る。

なお 、現 時点 ではま だ端末 相互 間 に対 す る 「コ ミ ュニ ケ ー シ ョン ・プ ロセ シ ン グ ・サ

ー ビス」は行 な って いない 模様 で あ る。

2.Dataspeed40の 概 要

こ の 技 術 資 料 は デ ー タ ス ピ ー ド40の 新 しい バ ー ジ ョ ンの デ ー タ ・タ ー ミ

ナ ル フ ァ ミ リ ー に つ い て 紹 介 記 述 し た も の で あ る 。 こ れ は キ ャ ラ ク タ ー オ リ

エ ン テ ッ ド と 言 う よ り か フ ィ ー ル ドオ リ エ ン テ ッ ドの も の で あ り 、 又 デ ィ ス

プ レ イ 端 末 を サ ポ ー トす る 多 く の ソ フ ト ウ ェ ア 群 に 適 用 で き る よ う デ ザ イ ン

さ れ て い る 。 こ の バ ー ジ ョ ン を 利 用 す る と 、 共 通 制 御 装 置 で 集 束 さ れ た 端 末

装 置 群 が 利 用 で き 、 経 済 性 が 高 め ら れ る で あ ろ う。 更 に 会 話 モ ー ドの 操 作 は

多 種 の オ ン ラ イ ン入 出 力 ア プ リ ケ ー シ ョ ン(例 え ば 問 合 せ 応 答 、 デ ー タ 収 集 、

デ ー タ検 索)と し て 利 用 出 来 る 。

新 し い デ ー タ ス ピ ー ド40/4の 主 な 特 徴 は 同 期 式 回 線 プ ・ ト ト コ ル 、 接

続 容 量(24台 迄 の キ ー ボ ー ドデ ィ ス プ レ イ と12台 の プ リ ン タ)、ASCI

Iコ ー ド、2400又 は4800bpsの 利 用 、 コ ン ピ ュ ー タで 制 御 さ れ る デ

ィ ス プ レ イ フ ォ ー マ ッ ト と デ ー タ 入 力 形 式 、 イ'ン パ ク トプ リ ン タ 、 テ ス ト機

能 内 蔵 の モ ジ ュ ー ル 構 成 お よ び 最 新 の ス タ イ ル で あ る 。

デ ー タ ス ピ ー ド40/4ス テ ー シ ョ ン 使 う ユ ー ザ ー の 利 点 は 次 の と お り で あ

る 。 同 期 式 回 線 プ ロ トコ ル は 標 準 形 を 使 用 し て お り 、 ソ フ ト ウ ェ ア の サ ポ ー

ト に よ り通 信 手 続 き は 、ANSI(米 国 標 準 協 会)標 準 ×3.28-1971.

補 則2.4補 則B2+RVIとWACKに 適 合 す る 。 回 線 制 御 は ポ ー リ ン グ セ

レ ク テ ィ ン グ 方 式 を 使 用 し て い る 。 こ の こ と は ス テ ー シ ョ ン に 拾 け る コ ン テ

ン シ ョ ン 機 能 が 省 略 で き 、 又 コ ン ピ ュ ー タ 側 で メ ソ セ ー ジ の フ ロ ー 制 が で き

る こ と に な る 。

回 線 プ ロ ト コ ル は 強 力 な エ ラ ー チ ェ ッ ク 、 す な わ ち水 平 垂 直 パ リ テ ィ チ ェ
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ック と不 良 ブロ ックの 自動再送 機 能 を も って い る。

40/4は キ ャラクタオ リエ ンテ ッドの同期 式 を採 用 して い る。 この 方法 は従

来 の 非同期 方 式 の よ うに1キ ャ ラク タ毎 にス ター トス トソプ ビ ッ トを送 らな

くて よいの で スル ープ ッ トの点 で優 れ て い る。そ の か わ り各 メ ッセ ー ジ ブロ

ックの は じめに送 受信 間 の 同期 を とる為 に同期 キ ャラク タを送 る 。結 果 的 に

は非 同期 通 信 に 比 して同数 の キ ャ ラク タを送 る の に少 ない ビ ッ ト数 です む。

40/4は ユ ー ザーの利 用法 に応 じて クラスター形 か多 分岐形 か 両 方 が利 用

出来 る 。ク ラス ター形 では 各 ス テ ー シ ョンが 多 くの デバ イ スで構 成 され 、共

通 的 な制 御 を受 け る。多 分岐 方式 で は複数 の ステ ー シ ・ンが共通 回線 で構 成

され る。 した が って 、ク ラス ター方 式 の場 合 は 各 デ バ イスの制御 に かか る コ

ス トが ス テー シ ョン内のデ バ イスで 分担 され 、多分 岐方 式 の場合 は各 ス テー

シ ョンの通 信 回 線 にか か る コ ス トが 他 ス テー シ ョン と分 担 されるo

ステ ー シ ョンは デ ー タ入 力 用 に メ ッセ ージ通 信 を迅速 確 実 に行 なわれ る

CRTタ イ プの キ ーボ ー ドデ ィス プ レイを使 用 してい るo各 メ ッセー ジは送

信 す る前 に デ ィス プ レイに示 さ れ 、 チ ェック され る。 これ は修 正 も可能 であ

るo

コ ンピ ュー タ制 御 に よるキ ーボ ー ドデ ィス プ レ イで のデ ー タ入 力 は準 備 さ

れ た フ ォー マ ットの空 き フィ ール ドに デ ータを 入 力 す るだ けで ある。 これは

オ ペ レー タに入 力 すべ き デー タ、入 力 デ ー タの制 約等 に つい て指 示 す るの で

オ ペ レー タの負 荷 を軽 減 す る こ とがで き、無 駄 が 省 け る。

キー ボ ー ドデ ィス プ レイの オ ペ レー タは伝 送 形 式 は全 く知 ら な くて 良 い。

メ ッセ ー ジの プ ロ トコル、 ステ ー シ ョン、デ バ イス識 別 、・コ ンピ ュー タ独特

の メ ソセ ー ジの翻 訳等 全 て 自動 的 に行 なわれ る。 ま た、 キ ー ボ ー ドデ ィス プ

レ イは14の フ ァンク シ ョンキーを も って い る。 この キ ー より端末 か ら計算

機 に指 示(例 えば 計算 処理 前後 の デー タの表 示 、 ロー カル プ リン ト)が で き

る。 これ に より入 力 を早 め る ことが で き、 オ ペ レー タの能率 が上 が る。 さ ら

に40/4の 各端 末 の機 能 は小形 であ り、必要 以 上 の可動 部 分 が ない ので寿命
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も長 く雑 音 も 少 な い 。 ま た 内 蔵 し て い る2種 の ロ ー カ ル テ ス ト機 能 に よ り切

分 け 試 験 が で き る の で 故 障 部 分 は す ぐ に 発 見 す る こ と が で き る 。

デ ー タ ス ピ ー ド40/4は4線 式 半 二 重 通 信 で 同 期 式 回 線 プ ・ トコル に よ り

制 御 さ れ る 。 シ ス テ ム 構 成 例 を 図1に 示 す 。 こ の シ ス ア ム で は コ ン ピ ュ ー タ

は ポ ー リ ン グ 後 に ス テ ー シ ョ ン か ら メ ッ セ ー ジ を 受 け 、 セ レ ク テ ィ ン グ 後 に

ス テ ー シ ョ ン に メ ッ セ ー ジ を 送 る 。 従 っ て 同 一 回 線 の 複 数 ス テ ー シ ョ ン と の

送 受 信 は で き な い 。

各 ス テ ー シ ョ ン は 共 通 制 御 装 置(1台 又 は2台)に 配 置 さ れ た 複 数 個 の キ

ー ボ ー ド デ ィ ス プ レ イ(KD)
、 プ リ ン タ(P)及 び デ ー タ セ ン トに よ り構

成 さ れ る 。
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暢 ～璽
@

Upto5

additional

E℃Cs
MCC

DATA

SET

⇔

COMPUTER

DATA

SET

図1

5.Dataspeed40の 性 能

ス テ ー シ ョ ン に お け る 入 出 力 装 置 は キ ー ボ ー ドデ ィ ス プ レ イ と プ リ ン タ で

あ る 。 接 続 台 数 は 前 述 の と お り で あ る 。 キ ー ボ ー ドデ ィ ス プ レ イ に は キ ャ ビ

ネ ッ ト タ イ プ と ベ ー ス タ イ プ が あ る 。 キ ャ ビ ネ ッ ト タ イ プ と は 専 用 机 の 上 に

置 く形 式 で あ る 。 こ の 専 用 机 に はSCC、DCC、MCCを 置 く こ と も 可 能
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で あ る 。(図2参 照)

プ リ ン タは 図3に 示 す よ う な フ リク シ ョン フ ィ ー ド(摩 擦 紙 送 り)タ イ プ

と ト ラ ク タ フ ィ ー ド タ イ プ が あ り 、 ロ ー ル 用 紙 や 折 り た た み 用 紙 に 印 刷 で き

るo両 タ イ プ と も キ ャ ビ ネ ソ ト タ イ プ で は あ る が ユ ー ザ ー の 好 み の 家 具 に 置

く こ と も 可 能 で あ る 。

キャビネ ットタイプ ベ ー ス タ イ プ

ψ
フリクシ ョンフィー ドタイプ

トラクターフィドタイプ

図2キ ー ボ ー ドデ ィス プ レ イ 図3プ リ ン タ

主 た る性 能 を下表 にま とめ る。

一222一



(1)ス テ ー シ ョ ン

項 目 性 能

通 信 方 式 同期式

4線 式半2重 多分 岐回線 を使 用

2400ビ ッ ト/秒 又 は4800ビ ソ ト/秒

誤 り 検 出 方 式

使 用 コ ー ド

水 平 ・垂 直 パ リ テ ィ ・チ ェ ック(奇 数 パ リ テ ィ)

ブ ロ ッ ク 再 送(誤 り を 検 出 し た と き)

×ASCIIコ ー ド

デ ー タ セ ッ ト と の

イ ン タ ー フ ェ ー ス

× 芥EIA(RS-232-C)イ ン タ ー フ ェ ー ス

(201、208デ ー タ セ ン トに 接 続 可 能)

互 換 性 同 期 、ASCIIコ ー ドの 端 末

(IBM3270と は プ ラ グ コ ン パ チ ブ ル)

電 源 60Hz115V

そ の 他 自己診 断機 能 内 蔵 の モジ ュ ラータ イ プ

xAm・ri・anSt・nd・ ・dC・d・f・rl・f・ ・m・ti・nl・ter・hg・g・

× ×ElectronicIndustriesAssociation

(2)キ ー ボ ー ド デ ィ ス プ レ イ

項 目 性 能

キ ー ボ ー ド 96種 の 文 字 と32種 の コ ン ト ロ ー ル 記 号

操 作 キ ー キ ャ ッ プ ロ ッ ク キ ー 、 カ ー ソ ル の 上 下 、 左 右 移 動 キ ー

カ ー ソ ル リ タ ー ン キ ー 、 カ ー ソ ル ニ ュ ー ラ イ ン キ ー 、

カ ー ソ ル ホ ー ム キ ー 、 カ ー ソ ル タ ブ キ ー 、 タ ブ キ ー 、

バ ッ ク タ ブ キ ー 、 デ リ ー ト キ ー 、 イ ン サ ー ト キ ー 、

イ レ ー ズ キ ー(非 保 護 デ ー タ)

使 用 命 令 お よ び ReadBuffer,ReadModified,Write,Erase

コ マ ン ド WriteCopy,EraseAllUnprotected,Start

Field,SetBufferAddress,InsertCursor,

ProgramTab,RepeattoAddress,EraseUnpro・

tectedtoAddress

バ ツ プ ア 容 量 1920文 字
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ア トリビ ュー トキ ャ ラ 保 護 フ ィ ー ル ド、 ハ・イ ラ イ ト フ ィ ー ル ド、 数 字 フ ィ

ク タ(AC)の 定 義 一 ル ド、 未 投 入 状 態 フ ィ ー ル ド、 非 表 示 フ ィ ー ル ド

・ タ ブ に よ リ フ ィ ー ル ド終 了 ま で の 消 去 が 可 能

・ス ク リ ー ン ア ド レ ス は 各 フ ィ ー ル ドに 付 加 さ れ る

・ス ペ ー ス は コ ン ピ ュ ー タ 側 に 送 られ る が ブ ラ ン ク

(NUL)は 送 ら な い

・全 デ ー タ ま た は 非 保 護 フ ィ ー ル ドに 記 入 さ れ た デ

ー タの み 送 信 が 可 能

・全 デ ー タ ま た は 非 保 護 デ ー タ を コ ン ピ ュ ー タ の コ

ン ト ロ ー ル で 削 除 で き る

・特 定 の ス ク リ ー ン番 地 間 の 非 保 護 デ ー タ を コ ン ピ

ュ ー タ の コ ン ト ロ ー ル で 削 除 で き る

・特 定 の ス ク リ ー ン 番 地 か ら コ ン ピ ュ ー タ の コ ン ト

ロ ー ル に よ リ デ ィ ス プ レ イ デ ー タ を 開 始 さ せ る こ

と が で き る

・特 定 の ス ク リ ー ン 番 地 ヘ コ ン ピ ュ ー タ の コ ン ト ロ

ー ル に よ リ カ ー ソ ル を 移 動 さ せ る こ と が で き る

・特 定 の 文 字 を 特 定 の 番 地 か ら コ ン ピ ュ ー タ の コ ン

ト ロ ー ル に よ り 反 復 出 力 す る こ と が で き る

・特 定 の ス ク リ ー ン ア ド レ ス か ら フ ィ ー ル ドの 終 り

ま た は タ ブ ま で コ ン ピ ュ ー タ の コ ン ト ロ ー ル に よ

り 非 保 護 デ ー タ を 消 去 し 、 次 の フ ィ ー ル ドか ら ス

タ ー トさ せ る こ と が で き る
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(3)プ リ ン タ

項 目 性 能

印 字 速 度 標準64種 の文 字5・2行/秒

オ プ シ ョン96種 の文字3・7行/秒

印 字 数 10文 字/イ ンチ

80文 字/行

6行/イ ンチ(2行 改 行 印字 に調 節 可)

印 字 方 式 イ ン パ ク ト プ リ ン ト

バ ツ フ ア 容 量 1920文 字

用 紙 ・ フ リク シ ョ ン フ ィ ー ド

81/2イ ン チ 幅 の 一 重 ロ ー ル 紙

・ ト ラ ク タ フ ィ ー ド

4～9イ ン チ 幅 、33/2、51/2、11イ ン チ

ペ ー ジ 長 、6枚 重 ね 用 紙 ま で 可

そ の 他 ・用紙 の 自動 排 出可
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TELENET網 使 用料 金 表

料 金 種 類 説 明 料 金 備 考

使 用 料 利用 パ ケ ッ ト数 に応 じた料 金 夜間割引 不明

(Basic 端 末 ホ ス ト間通 信→ ホ ス トコン ピュ ータが送 受 した o.6$/キ ロ パ ケ ッ ト 大口割引 なし

Charge) 総 パ ケ ッ ト数

ホ ス トホス ト間通 信→ 各 ホス トコ ン ピュ ータが 送受 した

パ ケ ッ ト数

ポ ー ト 料 公 衆通 信 回線(DemandDial)利 用 月間1400時 間以 上

Network 300bit/秒 以 下 1.4$/時 間
の利用に対 しては

オ ーバ ー した分 の料 金

ACC
は α9$/時 間

PortCharge
専 用 ダ イ ヤ ル 回 線(DedicatedDial)利 用 100$/月 ～400$/月 料 金 は ス ピー ドに ょ り

110bit/秒 ～4800bit/秒
設備料(一 時金) 異なる
200$～400$

専 用 線(Dedicatedleaseline) 75$/月 ～200$/月 料 金 は ス ピー ドに より

110bit/秒 ～56kbit/秒
設備料(一 時金) 異なる
250$～400$

(分 岐 接 続DedicatedMulticonnectionの 場 合) 最低200$/月 (収 容 数 に よ り異 なる)

設備料200$/月

端末機又はホストからノード迄の回線に要する費用
実 費

(モ デモ を含 む)

T.A.C使 用 料NIPM(ソ フ トウ ェア)の 提 供料 サ ービス に応 じて異 な る

暗号装置の提供料 ユーザ宅内設置の付加料ポーリング割増等



N
N
べ

端 末 識 別

装 置 市内ダイヤル
回 線

専 用 線

端 末 機

市 内 集 信 装 置
9.6kbps

(ミ ニ コ ン)

32回 線/UNIT

他

処

理

セ

ン

タ

へ

ターユ
ピンコ区地

タンセ理処

但㎞302

地 区 コ ン ピ ュ ー タ

処 理 セ ン タ
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あ と が き

コン ピ ュー タ ・システ ム評価 委 員会 も3年 間 にわ た る活動 の1つ の区切 りを

つ け得 た よ うに思 わ れ る。

コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワークに 関 しての欧 米 におけ る 、そ して わが 国 に おけ

る情 勢 は 、3年 の歳 月 の間 に 、著 しい流 動 を示 した。 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワ

ー ク とい う概 念 す ら明 確 に把 え 得 なか った3年 前 とは 異 な り、今 や わが国 に お

いて も現 実 の問題 と して、様 々 な問題 をは らみ つつ も、そ の姿 を現 わさん と し

てい る。 華 々 しい話 題 を呼 ん で い る寛 々公社 の新 デ ー タ網 、SNAを は じめ と

す る ネ ッ トワ ーク ・ア ー キテ ク チ ュア、 外 資系 の ネ ッ トワー ク の接 近 、等 この

期 間 に おけ る情 報 処 理技 術 の め ざま しい進 歩 を痛 感 す るのみ で あ る。

当 委員 会 は 、3年 の 活動 を通 じて、欧 米 の動 向 に 常 に着 目 して きた。今 後 わ

が国 にお い て コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワーク の展 開 を考 え てゆ く際 に 、情 報処 理

の先進 国 で あるそ れ らの国 々の意 図 、過 程 は 、是 非 を伴 な うに しろ大 い に参 考

す べ き と考 え たか らで ある。米 国vateけ る ネ ッ トワー ク形成 の 背景 には 、AR

PAネ ッ トに代 表 さ れ る よ うに軍 事 ・国 防 上 の動 機 が 強 く働 い てい る。 ま た欧

州 に おい ては産 業 政 策 に至 る、経 済 的動機 が 強 い と思 わ れ る。 いず れ の場 合 も、

ナ シ ョナ ル セキ ュ リテ ィの概 念 が コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの根 本 の思 想 と

して横 た わ っ てい る の であ る。 それ らの 動 きは第1章 にま とめ た。 ま た 、そ の

欧 州 の動 向 の的 確 な把 握 のた めに、本 年度 は欧 州 に調 査 団 を派遣 し、そ の成果

は第1章 に反 映 す る と共 に、第5章 に調査 概 要 を 記 してある。

欧米 に お け る ネ ッ トワーク形成 の動 機 が ナ シ ョナ ル セキ ュ リテ ィ概 念 に あ る

とす れ ば 、 わが 国 に お け る形 成 動機 は い か なる もの で あ り、 どの様 に して展 開

されて ゆ くで あろ うか 、そ れ をま とめ た の が第2章 で あ る。 も とよ り当委 員 会

の 目標 は わが 国 に おけ るネ ッ トワーク形 成 へ の模 索 で あ るか・ら、最 も中心 とな

る話 題 で あ る と共 に 、数 多 くの問題 をは らみ 、委 員 会 の 席上 で も白熱 した議 論

の なさ れた点 で あ る。
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わ が国 の社 会発 展 の特 徴 と して、 資 源 は何 一 つ持 た ない国 で あ りなが ら、工

業 化社 会 に おい て恐 るべ き成長 を為 し遂 げた こ とが 指摘 され よ う。今 後 資 源 を

持 た.ないわが 国 が生 存 して ゆ く基盤 と しては 、高 度 に発 達 した社 会 か ら生 み 出

され る情報 を貴重 な資 源 と して と らえ る ことが肝 要 であ る。 そ の精 神 が第2章

の根 本 理念 であ り、ま た本報 告 書 を通 して の基 調 とな る もの であ るb

コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク形 成 の た め には 、解 決 す べ き技術 的 問題 も数 多

く残 存 す る。 そ れ らの課題 を ネ ッ トワー クア ー キテク チ ュア を 中心 としてま と

めた のが第3章 で あ る。

情 報 を資源 と して と らえ る上 で 、 ま た技 術 的 に も今後 ます ます 中心 課題 とな

って くるのが 第4章 に と り上 げ た デ ー タベ ースの分 散化 の問題 で あ る。 ネ ッ ト

ワ ーク形 成 下 に おい て も、そ こを流 れ る情報 の問題 が大 切 な こ とは言 うまで も

ない。そ れは 当委 員会 が常 に追 求 して きた社会 的 ユ ーテ ィリテ ィ と しての役 割

を考 え る上 に不可 欠 の こ とで あ る と同時 に 、まだ まだ未 解決 の分 野 が 多 ら こ と

も事実 なの で ある。 本章 は 、 いわば 先駆 的 な試 み で あ り読者 の ご精 読 を待 つ次

第 であ る。

当委 員 会 も当初 の3年 計 画 を終 えた わけ で ある 。第1年 次 には ネ ッ トワーク

に 関連 す る問題 点 を発 掘 し、第2年 次 は形 成へ の課 題 を論 じ、第3年 次 には わ

が国 での実 現 へ の手 が か りを掴 み ミ ー応 の成果 を作 り得 た と自負 してい る。今

後 に残 され た問題 も多 く、現 実 には コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー クの実現 も必 ず

しも容 易 で は なか ろ うが 、 当委 員 会 の研究 がそ の土 台 と なる こ とお よび この残

さ れた課題 に対 する検 討 が今 後 に も続 け られ る こ とを期 待 す る。
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